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参考資料 

 参考資料１ 河川環境に関する情報提供事例カルテ 

   



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
1 

名
称

 
体
験
学
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
『

L
et

's
 G

o 
千
歳
川
』
 

活
用
媒
体
 

紙
 

情
報

発
信

年
 

2
0
0
7
年
3
月
 

最
終
更
新
日
 

 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
 
北
海
道
開
発
局
 
石
狩
川
開
発
建
設
部
 
千
歳
川
河
川
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

千
歳
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.s

p.
h
kd

.m
lit

.g
o.

jp
/
ka

se
n/

08
is

ik
en

/
02

ge
nb

a/
24

ch
it
o
se

/g
ak

u
sy

u
/
le

ts
_g

o
/
in

d
ex

.h
tm

l 

目
的

 
・
河
川
環
境
の
保
全
及
び
向
上
、
子
ど
も
達
の
健
全
な
成
長
の
た
め
、
川
で
の
体
験
活
動
の
普
及
、

推
進
を
図
り
作
成
さ
れ
た
千
歳
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
体
験
学
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
。
 

概
要

 

・
本
書
『

L
et

's
 G

o 
千
歳
川
／
千
歳
川
で
安
全
に
体
験
学
習
を
進
め
る
た
め
に
』
は
、
「
川
の
体
験

活
動
の
有
効
性
（
効
果
と
現
状
、
普
及
方
策
）
」
、
「
千
歳
川
及
び
支
川
で
の
体
験
活
動
」
、
「
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
対
象
の
水
準
」
、
「
安
全
確
保
」
、
「
推
進
す
る
た
め
の
方
策
」
等
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
 

・
千
歳
川
及
び
支
川
で
学
校
教
育
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
や
N
P
O
等
が
実
施
し
て
い
る
具
体
的
な

体
験
学
習
の
現
場
を
示
し
、
目
的
、
対
象
者
、
場
所
、
内
容
に
応
じ
た
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
示
さ

れ
て
い
る
。
 

・
現
場
で
の
体
験
活
動
に
お
け
る
安
全
対
策
と
と
も
に
緊
急
時
の
対
応
方
策
、
川
の
体
験
活
動
に
関

わ
る
基
本
情
報
や
支
援
対
策
等
に
つ
い
て
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
生

物
 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
活
動
リ
ー
ダ
ー
や
教
育
者
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
結
果
、
専
門
的
・
経
験
的
知
見
 
啓
発
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
千
歳
川
流
域
の
学
校
の
総
合
的
な
学
習
や
地
域
で
の
体
験
学
習
を
実
際
行
う
た
め
の
具
体
的
な
情

報
、
手
引
書
と
し
て
編
集
さ
れ
、
体
験
学
習
に
関
わ
る
一
般
的
な
情
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
ぐ
に

使
え
る
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や
関
連
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
作
成
に
当
た
り
、
意
識
調
査
の
実
施
と
と
も
に
地
域
の
教
育
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
市
民
団
体
、

河
川
管
理
者
等
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
置
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
検
討
や
現
場
で
の
模
擬

実
施
に
よ
る
検
証
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
に
よ
り
検
討
が
行
わ
れ
た
。
 

・
普
及
版
と
し
て
、
千
歳
川
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
全
編
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
 

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
に
よ
り
継
続
的
な
環
境
教
育
の
推
進
と
そ
の
効
果
等
の
分
析
を
行
い
、
普
遍

性
の
高
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
目
指
し
て
内
容
を
更
新
す
る
予
定
。
 

・
川
で
の
体
験
活
動
を
推
進
す
る
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
事
務
所
に
よ
る
総
合
的
学
習
の
支
援
（
出

前
講
座
）
や
N
P
O
に
よ
る
「
千
歳
川
か
わ
塾
」
（
公
募
に
よ
る
季
節
ご
と
の
川
の
体
験
学
習
）
と
連

動
し
て
い
る
。
 

課
題

 
 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
2 

名
称

 
「
千
歳
川
か
わ
塾
」
「
石
狩
川
3
0
0
万
本
植
樹
」
ほ
か
 

活
用

媒
体

 
ｲ
ﾍﾞ

ﾝﾄ
、

We
bｻ
ｲ
ﾄ、

ﾂ
ｲｯ
ﾀｰ
 

情
報

発
信

年
 

1
99
9年

 
最

終
更

新
日

 
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
水
環
境
北
海
道
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

千
歳
川
流
域
 
北
海
道
地
域
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.d

o-
m

iz
u
ka

n.
co

m
/ 

目
的

 

・
北
海
道
の
川
に
関
す
る
住
民
団
体
、
学
識
者
、
河
川
管
理
者
、
個
人
等
に
よ
る
水
環
境
の
保
全
、

改
善
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
様
な
人
材
を

活
か
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
主
体
と
す
る
事
業
・
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
水
環
境
北
海
道
が
主
催
す
る
主
な
事
業
と
し
て
、
学
童
を
対
象
と
し
た
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
千

歳
川
か
わ
塾
」
（
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
年
4
回
開
催
）
、
学
識
者
、
企
業
と
の
共

同
開
発
に
よ
る
雪
中
植
林
法
に
よ
る
「
石
狩
川
3
0
0
万
本
植
樹
」
事
業
、
河
川
清
掃
等
の
フ
ィ
ー
ル

ド
活
動
や
主
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
会
の
活
動
に
関
わ
る
広
報
と
と
も
に
参
加
の
募
集
、
活
動
・
事
業
の

報
告
等
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
北
海
道
地
域
を
中
心
と
す
る
河
川
管
理
者
、
公
益
法
人
等
の
情
報
、
連
携
し
て
い
る
全
国
の
N
P
O

情
報
な
ど
関
連
す
る
情
報
の
受
発
信
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
り
発
信
し

て
い
る
。

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
活
動
リ
ー
ダ
ー
や
教
育
者
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
結
果
、
専
門
的
・
経
験
的
知
見
 
啓
発
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
会
と
し
て
特
定
の
交
流
拠
点
等
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
運
営
の
効
率
化
や
広
域
情
報
の
受
発
信
の

た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
員
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
等
を
利
用
し
、
情
報
の
受
発
信
が
行
わ
れ

て
い
る
。
 

・
Tw

it
te

rを
利
用
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
の
受
発
信
や
連
携
、
相
互
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

 

 

課
題
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№
3 

 名
称

 
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
を
守
る
会
 

活
用

媒
体

 
W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ
、

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾞ
、

ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
 

情
報

発
信

年
 

1
99
5年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
0
月
1
6
日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
水
環
境
北
海
道
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

北
海
道
地
域
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p
:/

/
w
w
w
7
b.

b
ig

lo
b
e.

n
e.

jp
/~

ka
ra

ka
n
e/

 

目
的

 

・
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
す
る
札
幌
市
内
に
残
る
唯
一
の
湿
原
で

あ
る
篠
路
福
移
湿
原
を
周
辺
地
域
の
開
発
等
に
よ
る
消
滅
か
ら
守
り
、
保
全
し
よ
う
と
組
織
さ
れ

た
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
を
守
る
会
に
よ
る
情
報
発
信
サ
イ
ト
。
石
狩
川
が
6
0
0
0
年
前
か
ら
育
ん

で
き
た
湿
原
の
価
値
と
危
機
的
状
況
に
つ
い
て
の
啓
発
、
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
や
自
然

再
生
や
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
、
生
き
も
の
の
生
態
調
査
・
研
究
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
の
活
動
を
広

報
す
る
た
め
の
情
報
発
信
を
流
域
市
民
か
ら
北
海
道
、
全
国
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
。
 

概
要

 

・
会
の
活
動
場
所
で
あ
る
篠
路
福
移
湿
原
湿
原
や
茨
戸
川
（
石
狩
川
水
系
）
、
ト
ン
ネ
ウ
ス
沼
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
と
も
に
、
主
な
活
動
で
あ
る
湿
原
を
保
護
、
保
全
の
た
め
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ

ス
ト
運
動
（
2
0
0
4
～
）
や
湿
原
の
生
物
調
査
、
ト
ン
ボ
や
ホ
タ
ル
の
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
、
ホ

タ
ル
生
息
地
で
の
飼
育
や
自
然
維
持
活
動
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ

り
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
地
元
の
高
校
の
生
物
部
が
、
調
査
・
研
究
や
自
然
再
生
活
動
に
参
加
し
、
「
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト

ン
ボ
を
守
る
会
 
j
r
.
」
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
の
成
果
を
活
動
発
表
会
等
で

積
極
的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
パ
ネ
ル
展
の
定
期
的
な
開
催
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
対
す
る

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ブ
ロ
グ
「
カ
ラ
カ
ネ
ニ
ュ
ー
ス
」
で
配
信
し
て
い
る
。

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
す
る
流
域
住
民
に
対
し
、
活
動
の
目
的
や
内
容
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し

て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
・
研
究
結
果
、
啓
発
、
活
動
紹
介
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
湿
原
に
つ
い
て
や
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
生
態
、
ト

ン
ボ
図
鑑
（
静
水
域
、
湿
原
、
地
域
の
出
現
種
な
ど
）、

ト
ン
ボ
の
観
察
ガ
イ
ド
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ

イ
ド
、
生
態
に
つ
い
て
、
写
真
を
多
用
し
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

 

・
全
国
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
高
校
の
活
動
発
表
会
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
札

幌
市
や
北
海
道
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
的
に
湿
原
保
護
や
活
動
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
る
。
 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
4 

 名
称

 
江
別
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

活
用

媒
体

 
拠
点
施
設
、
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
 

情
報

発
信

年
 

1
99
5年

 
最

終
更

新
日

 
 

情
報

発
信

者
 

北
海
道
開
発
局
・
江
別
市
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
観
光
客
等
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

北
海
道
地
域
 
千
歳
川
流
域
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

it
y.

eb
et

su
.h

o
kk

ai
d
o.

jp
/
b
o
u
sa

i/
st

at
io

n
/
in

d
ex

.h
tm

l 

目
的

 

・
江
別
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
水
防
資
器
材
の
備
蓄
、
水
防
活
動
の
拠
点
基
地
や
災
害
時
の

避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
施
設
。
防
災
研
修
の
場
や
河
川
情
報
の
提
供
、
川
を
題
材
と

し
た
歴
史
、
川
の
恩
恵
な
ど
の
展
示
を
は
じ
め
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
、
向
上
に
努
め
る

ほ
か
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
空
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。
 

・
地
域
防
災
推
進
の
た
め
の
「
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
水
防
活
動
を
行
う
上
で
必
要

な
土
砂
等
の
緊
急
用
資
材
の
備
蓄
、
水
防
活
動
の
作
業
場
、
災
害
発
生
時
の
基
地
で
あ
る
と
同
時

に
、
平
常
時
の
地
域
の
人
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
河
川
を
中
心
と
し
た
文
化
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
利
用
を
図
っ
て
い
る
。
 

概
要

 

・
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
川
沿
い
の
施
設
(
3
階
建
て
)
の

1階
に
水
防
倉
庫
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
 

・
館
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
「
河
川
流
域
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
」
で
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
河
川
の
水
位
や
雨
量
が
確
認
で
き
る
。
 

・
か
つ
て
地
域
の
経
済
を
支
え
石
狩
川
を
航
行
し
た
蒸
気
船
「
上
川
丸
」
の
実
物
大
（
レ
プ
リ
カ
）

や
江
別
市
の
古
い
ま
ち
な
み
や
港
の
ジ
オ
ラ
マ
展
示
な
ど
、
地
域
と
川
の
関
わ
り
、
歴
史
等
に

つ
い
て
、
展
示
物
等
で
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
施
設
内
の
会
議
室
は
、
川
や
防
災
に
関
わ
る
団
体
が
会
合
等
で
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
で
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 

情
報

の
難

易
度

 
地
域
住
民
や
来
館
者
に
向
け
た
わ
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

河
川
情
報
、
防
災
情
報
、
地
域
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
。
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
災
害
時
の
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
加
え
、
平
常
時
に
定
期
的
な
農
産
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
イ

ベ
ン
ト
空
間
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
防
災
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

 

・
日
常
的
な
利
用
や
来
館
に
よ
り
広
報
、
啓
発
を
促
す
た
め
館
内
に
は
民
間
委
託
に
よ
り
レ
ス
ト
ラ

ン
が
経
営
さ
れ
て
い
る
。
 

課
題
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№
5 

 名
称

 
エ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
十
勝
 

（
十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
エ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
、
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ

情
報

発
信

年
 

2
0
0
4
年
（
施
設
の
設
立
）
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

5月
27
日
 

情
報

発
信

者
 

財
団
法
人
 
十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
財
団
 

施
設
・
サ
イ
ト
の
管
理
運
営
：
N
P
O
法
人
帯
広
N
P
O
2
8
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

十
勝
川
流
域
 
北
海
道
地
域
 
 

U
R

L
 

h
tt

p
:/

/
ye

ll.
p
1.

b
in

d
si

te
.j
p/

in
de

x.
h
tm

l 

目
的

 

・
流
域
の
水
辺
体
験
活
動
等
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
し
、
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
治
水
の
森
公
園
（
帯
広
市
の
敷
地
）
に
防
災
施
設
と
し
て
2
0
0
4
年

4
月
に
オ
ー
プ
ン
。
2
0
0
9

年
6
月
よ
り

、
河
川
環
境
管
理
財
団
か
ら
十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
財
団
へ
と
移
管
さ
れ
、
委
託
を

受
け
た
N
P
O
法
人
帯
広
N
P
O
２
８
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
 

概
要

 

・
施
設
は
、
研
修
室
、
貸
館
、
屋
外
に
炊
事
場
等
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
利
用
で
き
る
ほ
か
、
E
ボ
ー

ト
や
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
機
材
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
る
。
 

・
十

勝
川

と
札

内
川

の
合

流
点

付
近

に
位

置
す

る
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

活
か

し
、

E
ボ

ー
ト

体
験

や
川

探
検

、
川

体
験

キ
ャ

ン
プ

、
河

川
川

環
境

学
習

と
し

て
水

辺
安

全
講

習
や

リ
バ

ー
ク

ラ
フ

ト
、

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

W
E
T
な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学
校
・
子
ど
も
会
・
家
族
・
P
T
A
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
や
学
校
教
育
等
に
対
応
し
て
い
る
。
 

・
上
記
は
全
て
、
申
込
・
料
金
制
で
利
用
可
能
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
込
の

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
関
連
情
報
の
リ
ン
ク
と
と
も
に
、
施
設
の
概
要
や
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
周

辺
の
自
然
環
境
等
フ
ィ
ー
ル
ド
情
報
を
豊
富
な
写
真
等
に
よ
り
紹
介
し
て
い
る
。
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
活
動
リ
ー
ダ
ー
や
教
育
者
、
一
般
の
利
用
希
望
者
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
で
き
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

を
有
し
提
供
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
、
テ
ー
マ
と
す
る
体
験
学
習
・
環
境
学
習
に
関
わ
る
情
報
、
利
用
案
内
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
地
域
、
流
域
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
ハ
ー
ド
（
施
設
、
機
材
貸
与
）
と
と
も
に
ソ
フ
ト
（
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
の
提
供
に
つ
い
て
料
金
体
系
を
設
定
し
、
体
験
学
習
や
小
中
学
校
の
学
校
教
育
等
さ

ま
ざ
ま
な
規
模
、
内
容
の
利
用
に
供
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
 

・
1
1
月
～
3
月
は
基
本
的
に
休
館
だ
が
、
会
議
等
の
利
用
で
予
約
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
る
。
 

課
題

 
・
施
設
自
体
の
運
営
予
算
。
現
在
は
、
エ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
十
勝
の
管
理
運
営
を
帯
広
N
P
O
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
う
形
と
な
っ
て
い
る
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
6 

 名
称

 
子
ど
も
の
水
辺
北
海
道
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
W
E
B
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
01
0年

2月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

5
月

2
7
日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
帯
広
N
P
O
2
8
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

北
海
道
全
域
 
 

U
R

L
 

h
tt

p
:/

/
ye

ll.
p
1.

b
in

d
si

te
.j
p/

cn
2
4/

p
g2

68
.h

tm
l 

目
的

 

・
「
全
て
の
子
ど
も
達
に
水
辺
を
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
北
海
道
の
水
辺
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と

し
て
、
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
水
辺
活
動
を
情
報
の
受
発
信
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
開
設
さ
れ
た
W
E
B
サ
イ
ト
。
 

 

概
要

 

・
河
川
環
境
管
理
財
団
が
運
営
す
る
「
子
ど
も
の
水
辺
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
や
十
勝
川
の
拠
点

施
設
「
十
勝
エ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
リ
ン
ク
し
、
「
川
の
情
報
室
」
と
し
て
水
辺
の
体
験
活
動

や
環
境
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
 

・
「
川
の
情
報
室
」
で
は
以
下
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク

し
、
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

①
 
「
北
海
道
の
親
水
ス
ポ
ッ
ト
」
：
全
国
規
模
や
北
海
道
の
地
域
ご
と
の
関
連
機
関
や
活
動
団

体
、
フ
ィ
ー
ル
ド
情
報
検
索
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
 

②
 
「
指
導
者
」
：
川
に
学
ぶ
体
験
活
動
協
議
会
（
R
A
C
）
や
北
海
道
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
連
機
関
の
登
録
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
検
索
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
 

③
 
「
助
成
金
」
：
水
辺
の
活
動
に
対
す
る
活
動
助
成
機
関
へ
の
リ
ン
ク
 

④
 
「
資
格
」
：
水
辺
の
体
験
活
動
に
関
わ
る
指
導
者
養
成
講
座
や
資
格
制
度
を
有
す
る
機
関
や

組
織
へ
の
リ
ン
ク
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
活
動
リ
ー
ダ
ー
や
教
育
者
、
一
般
の
利
用
希
望
者
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
で
き
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

を
有
し
提
供
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
、
テ
ー
マ
と
す
る
体
験
学
習
・
環
境
学
習
、
啓
発
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
水
辺
の
活
動
に
関
わ
る
質
問
や
相
談
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
送
信
で
き
る
。
 

 

課
題

 

・
開
設
し
て
間
も
な
い
サ
イ
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
「
川
の
情
報
室
」
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
水
辺

に
関
わ
る
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
「
資
料
（
水
辺
に
関
わ
る
資
料
情
報
）
」
な
ど
準
備
中
の
ペ
ー

ジ
が
あ
る
。
 

・
サ
イ
ト
自
体
の
広
報
、
関
連
サ
イ
ト
と
の
リ
ン
ク
等
に
よ
る
利
用
、
普
及
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№
7 

 名
称

 
W
E
B
河
川
情
報
マ
ッ
プ
『
川
を
見
つ
め
て
』
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
、
携
帯
ｻ
ｲ
ﾄ

情
報

発
信

年
 

2
00
4年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
0
月
2
6
日
 

情
報

発
信

者
 

岩
手
県
立
一
関
工
業
高
等
学
校
土
木
科
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
研
究
者
 

そ
の
他

（
カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
、
釣
り
人
な
ど
）

 

対
象

エ
リ

ア
 

北
上
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w2
.
iw

at
e-

ed
.j
p
/i

ct
-h

/c
2/
d
ob

ok
u/

in
de
x
.h

tm
l 

目
的

 

・
工
業
高
校
土
木
科
と
い
う
将
来
公
共
事
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
、
ふ
る

さ
と
の
川
づ
く
り
に
つ
い
て
土
木
的
な
見
地
、
自
然
と
の
共
存
の
な
か
で
「
美
し
い
」
川
づ
く
り

に
つ
い
て
「
流
域
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
総
合
的
な
視
点
で
学
習
し
て
い
る
。
 

・
地
域
活
動
を
と
お
し
て
「
川
づ
く
り
」
や
「
地
域
づ
く
り
」
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
北
上

川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
多
角
的
な
流
域
交
流
を
目
指
し
た
新
し
い
住
民
参
加
型
の
河
川
情
報
ツ

ー
ル
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
河
川
情
報
マ
ッ
プ
を
制
作
、
発
信
し
、
環
境
保
全
や

地
域
防
災
力
の
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
北
上
川
の
自
然
環
境
や
先
人
の
技
術
、
流
域
の
「
川
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
位
置
情
報
や
ポ
イ

ン
ト
の
紹
介
に
よ
っ
て
川
の
散
策
、
釣
り
、
川
下
り
等
で
活
用
で
き
る
よ
う
制
作
さ
れ
た
河
川

情
報
マ
ッ
プ
「
ア
イ
・
M
a
p
(
1
9
9
5
～

)」
を
作
成
し
、
公
開
し
て
い
る
。
 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
マ
ッ
プ
と
情
報
掲
示
板
（
写
真
と
コ
メ
ン
ト
）
を
連
動
さ
せ

た
W
E
B
河
川
情
報
マ
ッ
プ
は
、
北
上
川
の
「
文
化
・
歴
史
」「

災
害
」「

景
観
」「

イ
ベ
ン
ト
」「

流

況
、
地
形
」「

自
然
環
境
」「

河
川
工
作
物
」
等
の
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
、
写
真
や
コ
メ
ン
ト
を
閲
覧
、

投
稿
で
き
る
。
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
住
民
や
河
川
の
利
用
者
が
簡
易
に
写
真
や
位
置
情
報
を
含
め
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
 

情
報

の
種

類
 

市
民
（
高
校
生
）
調
査
結
果
、
地
図
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
We
b
 G
I
S
を
活
用
し
た
マ
ッ
プ
は
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
情
報
掲
示
板
に
写
真
や
コ

メ
ン
ト
を
投
稿
で
き
る
。
利
用
（
閲
覧
・
投
稿
）
方
法
の
説
明
も
H
P
上
に
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
岩
手
県
宮
城
内
陸
地
震
の
体
験
を
期
に
、
地
域
防
災
へ
の
参
画
を
視
野
に
入
れ
、
災
害
、
防
災
情

報
の
充
実
と
と
も
に
、
北
上
川
学
習
交
流
館
ア
イ
ポ
ー
ト
、
国
土
交
通
省
岩
手
国
土
河
川
事
務
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
し
関
連
情
報
等
と
連
携
し
て
い
る
ほ
か
、
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
り
携
帯
電

話
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
て
い
る
。
 

・
学
生
は
「
ア
イ
・
M
a
p
」
を
活
用
し
た
カ
ヌ
ー
等
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
、
情
報
掲
示
板
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
充
実
や
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
実
践
、
検
証
し
て
い
る
。
 

課
題

 
・
H2
1
年
度
の
情
報
掲
示
板
の
ア
ク
セ
ス
状
況
は
年
間
で
ゲ
ス
ト
8
5
0
件
、
一
関
工
業
高
校
約
1
4
0
件
と

な
っ
て
い
る
が
、
外
部
か
ら
の
投
稿
は
ま
だ
少
な
い
。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
8 

 名
称

 
国
土
交
通
省
一
関
防
災
セ
ン
タ
ー
 

・
北
上
川
学
習
交
流
館
 
「
あ
い
ぽ
ー
と
」
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
,
We

b
ｻ
ｲ

ﾄ
,携

帯
ｻ
ｲﾄ

,ｲ
ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
00
2年

4月
 

最
終

更
新

日
 

2
0
1
1
年
２
月
８
日
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
岩
手
河
川
国
道
事
務
所
、
一
関
市
教
育
委
員
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
研
究
者
 

そ
の
他

（
来
館
者
）

 

対
象

エ
リ

ア
 

北
上
川
流
域
 
一
関
市
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
t
hr

.m
li

t.
go
.
jp

/i
wa

te
/i
p
or

t/
 

目
的

 

・
平
常
時
は
、
一
関
遊
水
地
と
北
上
川
の
風
土
と
民
俗
、
歴
史
と
文
化
、
自
然
、
災
害
、
治
水
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
、
地
域
の
交
流
及
び
連
携
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
学
習
・
交
流
施
設
で
、

災
害
時
は
現
地
対
策
本
部
と
し
て
機
能
す
る
国
土
交
通
省
の
出
張
所
も
兼
ね
て
い
る
。
 

概
要

 

・
3
階
建
て
の
施
設
で
は
、
北
上
川
の
風
土
と
民
俗
、
歴
史
と
文
化
、
自
然
、
災
害
、
治
水
な
ど

の
情
報
の
紹
介
、
北
上
川
の
治
水
の
知
恵
と
地
域
発
展
の
関
わ
り
な
ど
北
上
川
を
知
る
コ
ー
ナ

ー
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
（
8
0
名
収
容
）
の
１
階
及
び
3
階
の
展
望
室
が
公
開
型
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
2
階
は
一
関
遊
水
地
の
陸
閘
及
び
排
水
機
場
等
の
施
設
を
集
中
管
理
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て

お
り
、
洪
水
時
の
情
報
収
集
・
提
供
、
水
防
活
動
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
 

・
通
常
の
展
示
等
の
ほ
か
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
川
や
自
然
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、
周
り
の

自
然
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
、
総
合
学
習
や
子
供
の
会
行
事
等
の
支
援
と
し
て
「
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
」
も
実
施
し
て

い
る
。
 

＜
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
の
こ
れ
ま
で
の
主
な
講
座
例
＞
 

 
・
水
害
語
り
部
講
座
（
ア
イ
オ
ン
台
風
、
カ
サ
リ
ン
台
風
水
害
）
 

 
・
北
上
川
の
歴
史
講
座
（
北
上
川
の
舟
運
、
北
上
川
の
舟
渡
し
）
 

 
・
河
川
の
動
植
物
観
察
講
座
（
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
、
水
生
生
物
調
査
）
 

 
・
国
土
交
通
省
の
出
前
講
座
（
河
川
事
業
の
今
昔
物
語
、
洪
水
防
御
施
設
の
役
割
）
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
図

書
検

索
 

情
報

の
難

易
度

 
子
ど
も
を
含
め
た
地
域
住
民
に
向
け
た
、
多
様
な
方
法
に
よ
る
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

地
域
情
報
、
河
川
（
環
境
・
事
業
）
情
報
、
防
災
・
災
害
情
報
、
啓
発
情
報
、
施
設
利
用
案
内
 

特
徴

・
工

夫
 

・
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
利
用
案
内
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
、
募
集
、
北
上
川
に
関
す

る
情
報
が
閲
覧
で
き
る
。
 

・
施
設
で
は
川
と
自
然
に
関
す
る
企
画
、
出
展
募
集
や
関
連
す
る
活
動
に
対
す
る
学
習
室
、
展
示
ス

ペ
ー
ス
の
貸
与
等
、
防
災
施
設
と
し
て
の
広
報
と
と
も
に
地
域
の
多
様
な
利
用
を
図
っ
て
い
る
。
 

・
「
あ
い
ぽ
ー
と
ク
ラ
ブ
」
（
入
会
無
料
）
と
し
て
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
一
般
会
員
と
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
や
実
施
に
協
力
・
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
随
時
募
集
し
、
継
続
的
な
参

加
や
川
へ
の
よ
り
深
い
理
解
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。
 

課
題
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№
9 

 名
称

 
岩
手
県
河
川
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
わ
て
の
川
」
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
1
年
２
月
7
日
 

情
報

発
信

者
 

岩
手
県
県
土
整
備
部
河
川
課
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
研
究
者

 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）

 

対
象

エ
リ

ア
 

岩
手
県
 
北
上
川
流
域
ほ
か
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
p
re

f.
iw

at
e.
j
p/

in
fo

.r
bz
?
nd

=7
82

&i
k=
3
&p

np
=1

7&
pn
p
=6

6&
pn

p=
78
2 

目
的

 

・
平
成

8年
に
策
定
さ
れ
た
「
い
わ
て
の
川
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
き
、
県
民
と
協
働
に
よ
る
人

と
自
然
の
共
生
す
る
「
い
わ
て
の
川
の
望
ま
し
い
姿
」
の
実
現
に
向
け
、
「
い
わ
て
の
川
づ
く
り

３
つ
の
理
念
」
と
と
も
に
県
管
理
河
川
に
の
河
川
整
備
、
管
理
な
ど
の
事
業
に
関
わ
る
情
報
の
広

報
を
目
的
と
す
る
サ
イ
ト
。
 

概
要

 

・
「
い
わ
て
の
川
」
は
県
管
理
河
川
の
事
業
広
報
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
る
。
 

①
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
制
度
」
：
県
管
理
の
河
川
・
海
岸
で
の
「
ゴ
ミ
拾
い
」
や
「
草

刈
り
」
な
ど
の
清
掃
美
化
活
動
に
対
す
る
物
品
等
支
援
制
度
 

②
岩
手
県
管
理
河
川
の
河
川
整
備
基
本
方
針
・
河
川
整
備
計
画
の
策
定
状
況
 

③
「
多
自
然
川
づ
く
り
」
事
業
や
県
内
実
施
河
川
の
紹
介
 

④
「
い
わ
て
の
川
づ
く
り
懇
談
会
」
の
開
催
報
告
等
（
平
成
1
5
年
度
か
ら
の
開
催
報
告
が
閲
覧

可
能
）
 

⑤
県
内
の
主
な
河
川
事
業
に
つ
い
て
 

・
河

川
課

の
ペ

ー
ジ

は
、
「

岩
手

県
河

川
情

報
シ

ス
テ

ム
」
と

リ
ン

ク
し

、
県

内
の

川
の

水
位

・

雨
量
（
約
1
3
0
ヶ
所
）
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
洪
水
情
報
は
登
録
申
請
に
よ
る

メ
ー
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
。
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
一
般
市
民
、
地
域
住
民
に
向
け
た
河
川
情
報
、
事
業
情
報
に
つ
い
て
の
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

事
業
情
報
、
啓
発
、
防
災
・
災
害
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
県
内
各
河
川
で
地
域
住
民
と
と
も
に
「
川
づ
く
り
懇
談
会
」
を
通
じ
て
、
川
作
り
に
向
け
た
情
報

公
開
や
意
見
交
換
を
行
い
、
川
づ
く
り
に
反
映
し
て
き
た
。
 

・
「
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業
」
な
ど
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
県
内
各
河
川
で
の
多
自
然
川

づ
く
り
に
つ
い
て
経
緯
や
内
容
、
多
自
然
川
づ
く
り
の
理
念
と
方
法
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
紹
介

し
て
い
る
。
 

課
題

 
・
県
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
、
川
に
関
心
が
あ
る
場
合
を
除
き
本
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
つ
く
の
は
難
し

い
。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
10

 

 名
称

 
東
北
の
川
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

活
用

媒
体

 
ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
,W
eb
ｻｲ
ﾄ
,ﾒ
ﾙ

ﾏ
ｶﾞ
,紙

 

情
報

発
信

年
 

2
00
1年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
2
月
4・

5
日

 

情
報

発
信

者
 

東
北
の
川
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
行
委
員
会
（
事
務
局
：
N
P
O
法
人
水
・
環
境
ネ
ッ
ト
東
北
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

東
北
地
方
全
体
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

mi
zu
n
et

.o
rg

/x
oo
p
s/
 

目
的

 
・
川
や
水
環
境
の
保
全
に
関
わ
る
立
場
の
異
な
る
人
々
（
N
P
O
、
教
育
機
関
・
企
業
・
行
政
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
発
表
し
あ
い
、
交
流
、
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
つ

な
が
り
を
作
り
、
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
開
催
に
よ
る
情
報
交
換
、
発
信
。
 

概
要

 
・
NP
O
法
人
水
・
環
境
ネ
ッ
ト
東
北
が
企
画
、
運
営
、
事
務
局
を
担
当
し
2
0
0
1
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
大

会
は
、
毎
年
、
南
東
北
と
北
東
北
の
2
大
会
を
東
北
の
各
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て
き
た
。
2
0
0
9
年

ま
で
の
9
回
の
大
会
で
、
発
表
団
体
は
の
べ
3
1
5
件
。
 

・
二
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
主
な
内
容
は
、
公
募
に
よ
る
一
般
部
門
（
市
民

や
行
政
、
企
業
等
の
取
り
組
み
）
と
子
ど
も
部
門
（
小
学
生
・
中
学
生
の
発
表
）
を
中
心
に
、
事

業
・
活
動
発
表
と
質
疑
（
分
科
会
と
全
体
会
）
、
選
考
、
交
流
会
、
表
彰
式
等
。
2
0
1
0
年
1
2
月
に

は
、
「
東
北
の
川
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 
流
域
交
流
i
n
北
上
川
」
と
題
し
、
全
体
会
場
で
の
講
演
、

活
動
発
表
と
質
疑
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
会
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
活
動
リ
ー
ダ
ー
や
河
川
管
理
者
、
学
識
者
な
ど
、
互
い
が
理
解
し
や
す
い
内
容
で
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

事
業
・
活
動
報
告
 
専
門
的
知
見
 
啓
発
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
取
組
み
事
例
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
の
み
な
ら
ず
、
質
疑
や
討
論
に
よ

り
、
地
域
が
め
ざ
す
“
い
い
川
”
の
イ
メ
ー
ジ
や
技
術
等
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
実
行
委
員
会
方
式
に
よ
る
運
営
と
、
さ
ま
ざ
ま
立
場
か
ら
の
参
加
に
よ
り
、
フ
ェ
イ
ス
t
o
フ
ェ
イ

ス
の
関
係
や
官
民
協
働
に
よ
る
川
づ
く
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

・
（
全
国
）
い
い
川
・
い
い
川
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
連
携
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
団
体
へ
の

副
賞
と
し
て
全
国
大
会
へ
の
交
通
費
を
補
助
し
、
参
加
、
交
流
を
促
し
て
い
る
。
 

・
運
営
予
算
は
、
概
ね
助
成
金
等
に
よ
る
が
、
関
係
す
る
国
や
自
治
体
か
ら
の
運
営
支
援
、
協
力
も

あ
る
。
 

・
東
北
地
域
の
広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
会
の
自
主
企
画
活
動
と

と
も

に
地

域
や

全
国

の
活

動
団

体
の

情
報

、
関

連
情

報
の

受
発

信
を

し
て

い
る

ほ
か

、
G
o
o
g
l
e
 M
a
p

を
利
用
し
た
活
動
団
体
マ
ッ
プ
（
全
国
）
を
サ
イ
ト
内
に
構
築
中
。
 

 

課
題

 
・
運
営
予
算
が
、
単
年
度
の
活
動
助
成
金
等
に
よ
る
も
の
で
安
定
し
て
い
な
い
。
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№
11

 

 名
称

 
「
河
水
千
年
の
夢
 
広
瀬
川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
ﾌﾞ
ﾛｸ
ﾞ 

情
報

発
信

年
 

2
0
0
3
年
1
月

6日
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
2
月
3
0
日
 

情
報

発
信

者
 

仙
台
市
建
設
局
 
百
年
の
杜
推
進
部
 
河
川
課
 
広
瀬
川
創
生
室
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
子
供
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

広
瀬
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt
p:
//
ww
w.
h
ir
os
eg
aw
a-
n
et
.c
om
/ 

目
的

 
・
2
0
0
6
年
に
策
定
さ
れ
た
「
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
」
を
官
民
協
働
で
推
進
し
、
策
定
過
程
か
ら
プ
ラ

ン
実
現
に
向
け
市
民
参
画
に
よ
る
川
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
設
置
さ
れ
た
広
報
や
川
へ
の

関
心
を
高
め
る
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
 

概
要

 
・
「
遊
ぶ
」
「
風
景
」
「
学
ぶ
」
「
記
憶
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

心
や
対
象
を
想
定
し
た
一
般
市
民
に
も
分
か
り
や
す
い
広
瀬
川
や
流
域
に
関
す
る
情
報
を
幅
広
く

掲
載
。
 

・
テ
ー
マ
「
遊
ぶ
」
に
は
、
6
つ
の
散
策
コ
ー
ス
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
・
ポ
イ
ン
ト
マ
ッ

プ
と
と
も
に
「
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
」
を
紹
介
、
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
や
、
「
広
瀬
川
の
豆
知
識
」

（
レ
ポ
ー
ト
や
コ
ラ
ム
）
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
 

・
「
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
」
や
「
広
瀬
川
の
清
流
を
守
る
条
例
」
な
ど
関
連
す
る
市
の
施
策
や
事
業

等
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
含
め
て
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
広
瀬
川
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
等
を
「
活
動
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
紹
介
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

情
報

の
難

易
度

 
子
供
を
含
め
た
一
般
市
民
か
ら
川
の
自
然
や
歴
史
の
愛
好
者
な
ど
に
向
け
興
味
に
応
じ
た
情
報
を
得

ら
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

専
門
的
知
見
 
一
般
的
知
見
 
行
政
情
報
 
研
究
成
果
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
導
入
ガ
イ
ド
的
な
内
容
か
ら
、
子
供
向
け
の
ガ
イ
ド
、

地
域
の
歴
史
、
文
化
や
川
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
っ
た
専
門
的
な
内
容
、
川
づ
く

り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
た
い
と
い
っ
た
能
動
的
な
志
向
ま
で
幅
広
い
対
象
に
応
え
る
情
報

発
信
と
利
用
者
自
身
も
情
報
を
投
稿
で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
写
真
や
地
図
情
報
を
豊
富
に
取
り
入
れ
、
お
勧
め
ポ
イ
ン
ト
な
ど
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
む
こ
と
が

で
き
る
。
 

・
「
広
瀬
川
ブ
ロ
グ
」
と
し
て
、
5
つ
の
異
な
る
テ
ー
マ
に
よ
る
個
人
ブ
ロ
グ
（
契
約
）
を
掲
載
、
紹

介
し
て
い
る
。
 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
12

 

 名
称

 
広
瀬
川
ブ
ロ
グ
 

活
用

媒
体

 
ブ
ロ
グ
 

情
報

発
信

年
 

2
00
6年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

2月
21
日
 

情
報

発
信

者
 

広
瀬
川
流
域
市
民
（
個
人
の
ブ
ロ
グ
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
研
究
者
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）

 

対
象

エ
リ

ア
 

広
瀬
川
流
域
 
宮
城
県
仙
台
市
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
h
ir

os
eg

aw
a-
n
et

.c
om

/b
lo
g
_t

op
/i

nd
ex
.
ht

ml
 

目
的

 

・
仙
台
市
建
設
局
百
年
の
杜
推
進
部
河
川
課
の
広
瀬
川
創
生
室
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
河
水

千
年
の
夢
 
広
瀬
川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
紹
介
、
リ
ン
ク
し
て
い
る
、
流
域
市
民
5
人
に
よ
る
個
人

の
ブ
ロ
グ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
的
な
広
瀬
川
に
関
わ
る
テ
ー
マ
、
視
点
か
ら
、
広
瀬
川
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
写
真
や
コ
メ
ン
ト
で
レ
ポ
ー
ト
、
紹
介
し
て
い
る
。
 

概
要

 

掲
載
し
て
い
る
ブ
ロ
グ
は
以
下
の
５
つ
。
 

・
「
は
な
と
広
瀬
川
で
お
散
歩
」
：
散
歩
で
出
会
っ
た
広
瀬
川
の
あ
れ
こ
れ
 

・
「
武
田
こ
う
じ
の
川
原
日
記
」
：
言
葉
(
詩
や
コ
メ
ン
ト
)
と
写
真
で
つ
づ
る
広
瀬
川
 

・
「
お
と
う
さ
ん
と
遊
ぶ
広
瀬
川
」
：
子
を
持
つ
父
親
の
視
線
を
通
し
て
見
た
日
々
の
「
広
瀬
川
」
 

・
「
三
十
路
す
ぎ
た
川
ガ
キ
、
広
瀬
川
へ
」
：
大
人
に
な
っ
て
も
川
ガ
キ
の
心
は
健
在
。
広
瀬
川
や

水
辺
の
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
記
 

・
「
広
瀬
川
フ
ォ
ト
ブ
ロ
グ
」
：
広
瀬
川
の
四
季
折
々
の
自
然
や
人
の
姿
を
写
真
で
綴
る
 

  

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
住
民
や
市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
親
し
み
や
す
く
広
瀬
川
の
い
ろ
い
ろ
な
姿
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

情
報

の
種

類
 

個
人
の
知
見
、
感
想
、
報
告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ブ
ロ
グ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ

グ
の
発
信
者
は
、
広
瀬
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動
す
る
団
体
の
関
係
者
な
ど
で
、
市
か
ら
の
委
託

に
よ
る
。
 

・
行
政
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
っ
て
、
一
般
の
個
人
ブ
ロ
グ
と
変
わ
ら
な
い
私
的
な
テ
ー
マ
や
視
点

に
よ
る
日
記
風
の
紹
介
で
、
流
域
住
民
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

個
人
に
よ
る
河
川
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
の
発
信
と
も
な
っ
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
13

 

 名
称

 
最
上
川
電
子
大
事
典
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

 
 
 
 
 

最
終

更
新

日
 

不
明
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
山
形
河
川
国
道
事
務
所
（
河
川
学
習
シ
ス
テ
ム
編
集
部
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

最
上
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
t
hr

.m
li

t.
go
.
jp

/y
am

ag
at
a
/r

iv
er

/e
nc
/
in

de
x.

ht
ml
 

目
的

 
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
で
、
河
川
が
学
習
素
材
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を

受
け
、
河
川
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
集
約
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
広
く
人
々
に
的
確
な

情
報
を
提
供
し
、
総
合
学
習
や
生
涯
学
習
等
の
教
材
と
し
て
、
ま
た
一
般
の
人
々
が
河
川
に
つ
い

て
学
ぶ
た
め
の
学
習
素
材
と
し
て
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
作
ら
れ
た
電
子
百
科
事
典
。
 

 

概
要

 
・
最
上
川
を
中
心
と
し
た
県
内
の
河
川
に
関
す
る
歴
史
、
文
化
、
そ
の
他
幅
広
い
分
野
の
情
報
を
豊

富
な
写
真
と
図
版
と
と
も
に
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
総
合
学
習
で
の
利
用
を
意
識
し
た
図
版
や
写
真
を
多
用
し
た
学
習
に
役
立
つ
視
覚
的
に
分
か
り

や
す
い
内
容
と
と
も
に
、
事
務
所
の
出
前
講
座
な
ど
学
習
支
援
情
報
、
水
辺
の
拠
点
施
設
や
関
連

施
設
、
水
辺
の
楽
校
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
等
に
関
す
る
情
報
、
市
民
に
よ
る
活
動
と
と
も
に
子
ど

も
の
活
動
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
一
般
市
民
か
ら
市
民
活
動
関
係
者
、
教
育
者
向
け
に
分
か
り
や
す
い
内
容
で
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

川
や
地
域
に
関
わ
る
一
般
的
知
見
・
専
門
的
知
見
、
環
境
・
地
域
学
習
素
材
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
ジ
ャ
ン
ル
」
、
「
地
域
」
、
「
言
葉
（
五
十
音
）
」
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
知
り
た
い
事
項
を
検
索

で
き
、
関
連
情
報
へ
も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
 

・
「
最
上
川
の
基
礎
知
識
」
「
最
上
川
の
歴
史
・
文
化
」
「
治
水
」
「
利
水
」
「
自
然
環
境
」
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
「
美
し
い
最
上
川
に
（
市
民
活
動
等
）
」
「
観
光
・
施
設
」
と
い
っ
た
ジ

ャ
ン
ル
別
の
基
本
情
報
の
ほ
か
に
、
ポ
イ
ン
ト
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
や
航
空
写
真
な
ど
の
「
最
上
川

写
真
館
」
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ゴ
ミ
マ
ッ
プ
と
い
っ
た
「
M
A
P
コ
ー
ナ
ー
」
、
専
門
的
な
情
報
や

レ
ポ
ー
ト
を
閲
覧
で
き
る
「
有
識
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
な
ど
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
る
。
 
 
 

・
市
民
参
加
型
の
情
報
収
集
を
多
様
な
素
材
、
形
態
（
文
書
、
写
真
、
ビ
デ
オ
等
情
報
募
集
）
に
よ

り
行
い
、
情
報
の
更
新
を
図
っ
て
い
る
。
同
時
に
掲
載
情
報
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
最
上
川
や

同
水
系
に
川
に
関
す
る
作
品
も
募
集
し
（
こ
れ
ま
で
６
期
に
渡
り
募
集
、
最
終
締
切
は
平
成
1
7
年

１
月
）
、
こ
れ
ら
の
う
ち
採
用
作
品
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
14

 

 名
称

 
最
上
川
ゴ
ミ
マ
ッ
プ
 

活
用

媒
体

 
紙
、
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
 

情
報

発
信

年
 

2
00
3年

 
最

終
更

新
日

 
2
00
5年

 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
山
形
河
川
国
道
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

最
上
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
t
hr

.m
li

t.
go
.
jp

/y
am

ag
at
a
/r

iv
er

/g
ma
p
_m

ai
n/

in
de
x
.h

tm
l 

目
的

 

身
近
な
川
を
通
し
て
海
に
流
れ
出
る
「
散
乱
ゴ
ミ
」
が
、
地
球
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
実
態
を
多
く
の
流
域
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
国
と
県
、
N
P
O
団
体
が
共
同
で

最
上
川
周
辺
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
実
体
を
調
査
、
流
域
マ
ッ
プ
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
 

概
要

 

・
河
川
敷
な
ど
の
水
辺
に
投
機
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
情
報
は
、
河
川
管
理
（
国
、
県
）
と
し
て
行
わ
れ
る
、

河
川
巡
視
や
各
保
健
所
が
行
う
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

・
こ
れ
ま
で
に
『
2
0
0
3
年
最
上
川
ゴ
ミ
マ
ッ
プ
』
と
『
2
0
0
5
年
最
上
川
ゴ
ミ
マ
ッ
プ
』
が
発
行
さ
れ

て
い
る
。
2
0
0
3
年
度
版
は
、
1
9
9
9
年
度
～
2
0
0
2
年
度
の
間
に
通
報
ま
た
は
記
録
さ
れ
た
投
機
ゴ
ミ

の
場
所
と
量
に
つ
い
て
３
分
類
、
５
段
階
に
分
け
て
表
示
し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
度
版
は
、
2
0
0
4
年

の
秋
に
県
内
各
地
で
河
川
管
理
者
及
び
河
川
ア
ド
プ
ト
団
体
等
が
行
っ
た
試
行
調
査
の
結
果
を
掲

載
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
特
定
の
条
件
の
も
と
で
撮
影
さ
れ
た
基
準
写
真
と
の
比
較
や
実
際
の
ゴ

ミ
の
回
収
で
ゴ
ミ
の
量
を
「
ラ
ン
ク
」
付
け
し
判
定
す
る
「
散
乱
（
漂
着
）
ゴ
ミ
の
指
標
評
価
」

が
官
民
協
働
で
独
自
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
 

・
流
域
の
地
域
別
関
連
デ
ー
タ
（
人
口
密
度
や
一
人
当
た
り
の
ゴ
ミ
処
理
量
等
）
の
掲
載
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
ゴ

ミ
調

査
結

果
 

情
報

の
難

易
度

 
・
流
域
住
民
が
視
覚
的
に
流
域
情
報
を
容
易
に
把
握
で
き
る
内
容
で
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

（
官
民
協
働
型
）
調
査
結
果
・
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
調
査
手
法
や
表
現
方
法
に
お
い
て
も
官
民
協
働
で
行
わ
れ
、
視
覚
に
よ
る
独
自
の
指
標
を
開
発
、

調
査
結
果
に
つ
い
て
も
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
 

・
調
査
結
果
（
ゴ
ミ
の
種
類
や
量
）
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
表
現
し
た
最
上
川
流
域
図
が
表
面
で
、
裏

面
は
画
家
の
村
松
昭
氏
に
よ
る
「
最
上
川
流
域
絵
図
」
と
な
っ
て
お
り
、
流
域
・
地
域
レ
ベ
ル
で

の
一
般
市
民
に
対
す
る
普
及
、
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。
 

・
同
様
の
地
図
及
び
関
連
情
報
は
、
山
形
河
川
国
道
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
同
事
務
所
に
よ
る

『
最
上
川
電
子
大
事
典
』
で
閲
覧
で
き
る
。
 

 

課
題

 
・
川
や
海
辺
の
散
乱
、
漂
着
ゴ
ミ
調
査
に
お
け
る
独
自
に
開
発
し
た
指
標
や
手
法
の
流
域
内
外
で
の

普
及
、
活
用

 

   

-115-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
15

 

名
称

 
最
上
川
フ
ッ
ト
パ
ス
長
井
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ、

ﾌ
ﾞﾛ
ｸﾞ
,紙

情
報

発
信

年
 

2
00
6年

 
最

終
更

新
日

 
2
00
9年

1
0月

 

情
報

発
信

者
 

な
が
い
フ
ッ
ト
パ
ス
推
進
会
議
／
山
形
県
長
井
市
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
市
外
か
ら
の
訪
問
者
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

最
上
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
n
ag

ai
wa

lk
er
.
co

m/
fo

ot
pa
s
s/
 

目
的

 

 

・
現
在
の
観
光
ス
タ
イ
ル
は
、
車
や
バ
ス
な
ど
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
見
る
だ
け
で
、
地
域
が
有
し
て

い
る
本
来
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
、
川
べ
り
や
沿
川
の
観

光
資
源
を
つ
な
ぐ
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
（
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
歩
く
こ
と
を
楽
し
む
た
め
の
小
道
）

を
整
備
、
活
用
し
、
地
域
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
で
、
自
然
や
街
の
な
か
の
良
い
所
な
ど
を
発
見

、

地
域
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
普
及
と
ガ
イ
ド
を
目
的
と
す
る
。
 

・
地
域
振
興
の
一
つ
と
し
て
国
土
交
通
省
や
長
井
市
、
商
工
会
、
観
光
協
会
当
関
連
機
関
、
MP
O
等
に

よ
る
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
最
上
川
の
自
然
の
見
ど
こ
ろ
や
沿
川
の
観
光
資
源
な
ど
の
魅
力
的
な
場
所
を
取
り
上
げ
、
つ
な
い

だ
1
0
件
の
ル
ー
ト
を
設
定
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
地
図
情
報
や
動
画
、
携
帯
用
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

「
川
つ
ど
う
ま
ち
 
な
が
い
・
み
ず
は
の
こ
み
ち
」
で
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
実
際
の
ル
ー
ト
沿
い
に
、
情
報
と
連
動
し
た
案
内
標
識
や
木
道
、
飛
び
石
な
ど
が
設
置
、
整
備
さ

れ
て
い
る
。
 

・
か
つ
て
最
上
川
の
舟
運
で
栄
え
た
ま
ち
長
井
の
「
フ
ッ
ト
パ
ス
お
薦
め
ル
ー
ト
」
と
し
て
、
最
上

川
発
祥
ル
ー
ト
や
舟
運
ル
ー
ト
、
桜
回
廊
な
ど
を
ス
ポ
ッ
ト
等
と
と
も
に
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
・
一
般
市
民
が
視
覚
的
に
理
解
し
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

地
域
・
河
川
魅
力
資
源
情
報
、
地
図
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
「
歩
く
こ
と
を
楽
し
む
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
水
神
を
表
す
「
み
ず
は
」
の
里

と
し
て
、
最
上
川
や
支
川
な
ど
水
の
豊
か
な
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
 

・
最
心
情
報
は
、
リ
ン
ク
し
て
い
る
「
フ
ッ
ト
パ
ス
ぶ
ろ
ぐ
」
で
写
真
、
コ
メ
ン
ト
等
に
よ
り
更
新

し
て
い
る
。
ブ
ロ
グ
で
は
、
沿
川
の
市
民
の
取
組
み
を
適
宜
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
歳
時

記
な
ど
身
近
な
親
し
み
の
持
て
る
情
報
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
て
い
る
。
 

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
連
動
し
た
「
フ
ッ
ト
パ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
最
上
川
流
域
の
他
の
地
域
で
の
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
の
普
及
・
連
携
、
最
上
川
水
系
の
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
へ
の
活
用

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
16

 

 名
称

 
最
上
川
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年

 
2
01
0年

7月
26
日
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

2月
15
日
 

情
報

発
信

者
 

最
上
川
流
域
観
光
交
流
推
進
協
議
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
市
外
か
ら
の
訪
問
者
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

最
上
川
流
域
 
～
全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
m
og

am
i-

ri
ve
r
.n

et
/i

nd
ex
.
ht

ml
 

目
的

 

 

・
最
上
川
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
最
上
川
水
系
の
水
辺
を
観
光
資
源
と
し
て
、
リ

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
官
民
連
携
（
自
治
体
、
N
P
O
、
観
光
事
業
者
、
交
通
機
関
等
）
に
よ
り
流
域
全

体
で
推
進
す
る
た
め
の
協
議
会
組
織
。
 

・
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に
、
舟
や
フ
ッ
ト
パ
ス
を
利
用
し
た
地
域
の
水
辺
散
策
な
ど
に
よ

り
、
最
上
川
が
も
た
ら
し
た
自
然
の
恵
み
や
地
域
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
最
上
川
を
体
感
す
る
新

し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
を
提
案
、
情
報
発
信
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
最
上
川
流
域
の
水
辺
や
ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
資
源
に
つ
い
て
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
テ
ー
マ
を
持
つ
4
つ
の
エ
リ
ア
と
ジ
ャ
ン
ル
（
モ
デ
ル
コ
ー
ス
、
フ
ッ
ト
パ
ス
、
水
辺
の
楽
校
・

水
辺
プ
ラ
ザ
、
カ
ヌ
ー
）
に
ま
と
め
、
紹
介
す
る
サ
イ
ト
。
 

・
エ
リ
ア
ご
と
の
情
報
と
し
て
、
最
上
川
流
域
全
体
で
推
進
し
、
各
地
で
展
開
し
て
い
る
フ
ッ
ト
パ

ス
や
自
治
体
ご
と
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
写
真
と
説
明
、
地
図
情

報
と
と
も
に
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
・
流
域
内
外
の
市
民
が
、
流
域
の
魅
力
資
源
を
多
様
な
角
度
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

情
報

の
種

類
 

魅
力
資
源
情
報
、
観
光
情
報
、
施
設
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
関
連
す
る
情
報
と
し
て
、
N
P
O
法
人
最
上
川
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
リ
ン
ク
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
最
新
情
報
や
各
地
の
フ
ッ
ト
パ
ス
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
、
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
 

  

課
題

 
・
最
上
川
流
域
の
他
の
地
域
で
の
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
の
普
及
・
連
携
、
最
上
川
水
系
の
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
へ
の
活
用
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№
17

 

名
称

 
川
づ
く
り
情
報
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年

 
 

最
終

更
新

日
 

2
00
9年

1
0月

 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所
 
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

米
代
川
流
域
 
能
代
市
ほ
か
 
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
t
hr

.m
li

t.
go
.
jp

/n
os

hi
ro
/
ka

se
n/

ka
se
n
_i

nd
ex

.h
tm
 

目
的

 
・
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所
の
事
業
広
報
や
災
害
情
報
、
啓
発
等
の
た
め
の
情
報
サ
イ
ト
。

概
要

 

・
「
川
づ
く
り
情
報
」
の
ペ
ー
ジ
は
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

①
事
業
概
要
：
「
米
代
川
緊
急
総
合
治
水
対
策
」
や
2
0
1
0
年

7
月
出
水
の
災
害
復
旧
事
業
な
ど
 

②
行
政
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
：
昭
和
4
7
年
の
災
害
体
験
談
（
住
民
の
投
稿
）
、
堤
防
の
整
備
効
果
、

H
1
9
豪
雨
に
よ
る
出
水
 

③
米
代
川
河
川
整
備
基
本
方
針
（
2
0
0
2
年
）
、
米
代
川
河
川
整
備
計
画
（
2
0
1
0
年
）
 

④
米
代
川
の
河
川
管
理
：
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
、
占
用
手
続
き
な
ど
の
事
業
の
ほ
か
、
小
学
生
に
よ
る

水
質
調
査
（
米
代
川
調
査
隊
）
の
活
動
報
告
や
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
、
川
の
通
信
簿
な
ど
市
民

参
加
型
事
業
の
紹
介
 

⑤
川
と
こ
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
支
援
：
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調
査
、
総
合
学
習
支
援
な
ど
 

⑥
出
張
所
ニ
ュ
ー
ス
・
鷹
巣
出
張
所
ニ
ュ
ー
ス
（
毎
月
）
、
二
ツ
井
出
張
所
ニ
ュ
ー
ス
(
不
定
期
)
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
・
流
域
内
外
の
市
民
が
、
流
域
の
魅
力
資
源
を
多
様
な
角
度
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

情
報

の
種

類
 

魅
力
資
源
情
報
、
観
光
情
報
、
施
設
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
米
代
川
の
ラ
イ
ブ
映
像
の
ほ
か
、
主
に
防
災
情
報
と
し
て
、
流
域
自
治
体

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
リ
ン
ク
集
や
米
代
川
の
時
系
列
洪
水
氾
濫
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
掲
載
し

て
い
る
。
 

  

課
題

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
18

 

 名
称

 
夏
井
川
流
域
の
会
 

活
用

媒
体

 
W
eb

ｻｲ
ﾄ,
紙

,ｲ
ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ 

情
報
発
信
年

 
2
00
7年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
0
年
6
月
 

情
報

発
信

者
 

夏
井
川
流
域
の
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

福
島
県
 
夏
井
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
n
at

su
ig

aw
a.
n
et

/n
at

ui
.h
t
m 

目
的

 

・
夏
井
川
流
域
で
流
域
住
民
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
健
全
な
水
循
環
の
継
承
を
目
指
し
た
活
動
を
進

め
る
た
め
、
「
夏
井
川
上
流
域
連
絡
協
議
会
」
と
「
夏
井
川
流
域
住
民
に
よ
る
川
づ
く
り
連
絡
会
」

が
中
心
と
な
っ
て
「
夏
井
川
流
域
の
会
」
を
設
立
（
2
0
0
7
）
、
「
森
・
川
・
海
の
笑
顔
の
見
え
る

流
域
」
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
会
で
開
催
し
て
い
る
「
川
ば
た
会
議
」
は
、
実
際
に
川
や
水
辺
、
森
林
、
史
跡
や
名
勝
等
を
訪

れ
、
流
域
住
民
で
こ
れ
ら
を
評
価
し
合
い
、
今
後
夏
井
川
流
域
を
「
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
か
」
、
「
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
流
域
内
で
活
動
し
て
い
る
団

体
の
活
動
発
表
や
情
報
交
換
の
場
と
も
な
っ
て
お
り
、
流
域
の
団
体
や
個
人
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
活
動
報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
会
が
流
域
の
様
々
な
団
体
・
機
関
に
協
力
を
呼
び
か
け
広
く
意
見
を
求
め
、
特
に
川
ば
た
会
議

等
で
出
さ
れ
た
意
見
を
中
心
に
ま
と
め
た
「
夏
井
川
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
1
（
夏
井
川
流
域
行

動
計
画
）
」
は
、
夏
井
川
流
域
に
お
い
て
次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
い
水
環
境
を
目
指
し
て
策
定

さ
れ
た
（
計
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
全
文
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
）
。
 

・
会
の
実
践
活
動
と
し
て
、
夏
井
川
流
域
の
特
徴
を
「
水
と
人
と
の
か
か
わ
り
」
を
切
り
口
に
紹

介
し
た
「
夏
井
川
流
域
マ
ッ
プ
」
（
Ａ
１
判
、
両
面
印
刷
）
を
作
成
。
マ
ッ
プ
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
そ
の
他
の
会
の
活
動
で
あ
る
、
全
国
一
斉
水
質
調

査
へ
の
参
加
と
調
査
結
果
、
水
質
改
善
（
廃
食
油
回
収
推
進
運
動
）
の
広
報
な
ど
の
活
動
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
活
動
リ
ー
ダ
ー
や
教
育
者
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
結
果
、
専
門
的
・
経
験
的
知
見
 
啓
発
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
日
常
的
に
福
島
県
な
ど
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
会
が
流
域
の
市

民
・
団
体
や
関
係
機
関
に
呼
び
か
け
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
意
見
交
換
、
活
動
の
場
・
機
会
を

提
供
し
、
出
て
き
た
意
見
等
を
集
約
し
、
計
画
等
に
反
映
す
る
体
制
が
で
き
て
い
る
。

 
・
県
や
東
北
地
域
、
全
国
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流
や
情
報
の
受
発
信

に
つ
と
め
て
い
る
。

 
 

課
題
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№
19

 

 名
称

 
福
島
荒
川
資
料
室
 

活
用

媒
体

 
拠
点
施
設
,
W
e
b
ｻ
ｲ

ﾄ
,ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
 

情
報
発
信
年

 
1
9
9
8
年
（
資
料
室
の
開
設
）
 

最
終

更
新

日
 

2
00
9年

7月
 

情
報

発
信

者
 

ふ
る
さ
と
の
荒
川
づ
く
り
協
議
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

福
島
市
内
 
荒
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
f
-s

hi
ki

no
sa
t
o.

co
m/

ar
ak
a
wa

/ 

目
的

 
・
荒
川
に
関
す
る
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
治
水
、
災
害
等
の
情
報
を
紹
介
、
ふ
る
さ
と
の
川
荒
川
に

関
す
る
啓
発
と
川
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

概
要

 

・
荒
川
沿
い
に
設
置
さ
れ
た
荒
川
資
料
室
（
1
9
9
8
年
開
設
）
を
拠
点
に
、
以
下
の
よ
う
な
情
報
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
 

①
 荒

川
の
歴
史
や
見
所
を
パ
ネ
ル
や
改
修
工
事
資
料
に
よ
り
展
示
 

②
 河

川
砂
防
事
業
等
を
模
型
等
で
展
示
 

③
 川

の
自
然
を
絵
や
写
真
で
展
示
 

④
 国

道
や
河
川
情
報
の
検
索
（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
W
E
B
検
索
）
 
※
地
域
情
報
は
「
う
つ
く
し
ま

地
域
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
 

・
会
員
を
募
集
し
、
会
員
を
中
心
に
以
下
の
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
 

①
「
荒
川
大
将
塾
」
：
川
や
生
き
も
の
な
ど
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
た
遊
び
と
学
び
を
実
践
 

②
「
荒
川
探
訪
会
」
：
荒
川
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
玄
人
向
け
フ
ィ
ー
ル
ド
探
索
 

③
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
 

④
水
質
・
水
生
生
物
調
査
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
の
市
民
、
住
民
に
向
け
、
荒
川
や
地
域
の
自
然
、
工
事
情
報
等
の
情
報
に
つ
い
て
簡
単
に
閲
覧

で
き
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
結
果
、
専
門
的
・
経
験
的
知
見
 
啓
発
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
流
域
市
民
に
対
し
て
荒
川
を
よ
り
一
層
知
り
、
親
し
ん
で
も
ら
う
、
ま
た
河
川
環
境
の
保
全
改
善

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
、
荒
川
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
し
て
会
員
を
募
集
、

会
報
（
F
A
N
）
を
発
行
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 

・
近
年
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
も
行
う
よ
う
に
な
り
、
資
料
室
や
関
連
事
業
の
紹
介
、

会
員
募
集
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
情
報
室
の
ア
ク
セ
ス
等
の
地
図
情
報
や
、
会
員
登
録
に
つ
い

て
の
説
明
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
は
閲
覧
で
き
な
い
。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
20

 

 名
称

 
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ
,
携
帯
ｻ
ｲ
ﾄ
,
紙
,

ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
,
拠
点
施
設
 

情
報
発
信
年

 
2
00
0年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
26
日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民
（
流
域
外
も
含
む
）

 
市
民
団
体

 
行
政

 
研
究
者

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

山
形
県
朝
日
町
 
最
上
川
流
域
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
n
at

su
ig

aw
a.
n
et

/n
at

ui
.h
t
m 

目
的

 

・
町
全
体
を
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
位
置
づ
け
、
地
域
資
源
を
再
発
見
し
、
地
域
内
外
に
向
け

て
発
信
し
し
て
い
く
も
の
と
し
て
開
設
さ
れ
た
「
朝
日
町
見
学
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
サ
イ
ト
。

拠
点
施
設
で
あ
る
、
「
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ル
ー
ム
」
の
業
務
を
受
託
す
る
N
P
O
朝
日
町
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
会
が
、
朝
日
町
民
、
朝
日
町
教
育
委
員
会
、
学
術
者
の
協
力
の
も
と
ま
と
め

た
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、
観
光
や
郷
土
学
に
役
立
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
本
サ
イ
ト
で
は
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
ほ
か
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
利
用
ガ
イ
ド
、
1
6
の
エ
リ
ア
と
テ
ー
マ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
見
学
場
所
の
概
要
と
案
内
人
の
説
明
、
位
置
情
報
（
Y
a
h
o
o
 
M
a
p
）
等
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ガ
イ
ド
と
し
て
「
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
案
内
人
の
会
」
が
組
織
さ

れ
、
町
民
が
学
芸
員
と
な
っ
て
町
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
産
業
な
ど
に
つ
い
て
自
分
達
の
経

験
と
知
識
を
も
と
に
ガ
イ
ド
し
て
い
る
。
各
ガ
イ
ド
の
テ
ー
マ
や
見
学
箇
所
、
お
す
す
め
の
コ

ー
ス
な
ど
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
本
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
拠
点
施
設
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ア
セ
ン
タ
ー

「
創
遊
館
」
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
（
見
学
場
所
）
へ
の
訪
問
者
に
対
し
案

内
人
の
紹
介
や
資
料
提
供
、
宿
泊
施
設
の
案
内
等
の
相
談
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
蓄
積
さ
れ
た
地
域
の
魅
力
資
源
の
情
報
は
、
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ノ
ー
ト
」
と
し
て
蓄
積

さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
も
閲
覧
で
き
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
地
域
学
習
や
外
か
ら
の
訪
問
者
に
対
す
る
ガ
イ
ド
と
し
て
多
様
な
関
心
を
喚

起
す
る
内
容
 

情
報

の
種

類
 

地
域
資
源
、
観
光
ガ
イ
ド
、
記
録
、
調
査
結
果
 
 

特
徴

・
工

夫
 

・
地
域
資
源
の
情
報
収
集
は
、
教
育
関
係
者
や
学
術
者
の
協
力
と
と
も
に
、
住
民
自
身
に
も
協
力
を

呼
び
か
け
て
「
あ
さ
ひ
ま
ち
宝
探
し
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
水
と
く
ら

し
の
探
検
隊
」
と
し
て
、
起
伏
が
多
い
朝
日
町
の
農
業
を
支
え
た
水
路
や
7
つ
の
堰
に
つ
い
て
先
人

達
の
水
路
開
削
や
維
持
管
理
の
歴
史
や
成
り
立
ち
を
地
域
の
子
ど
も
達
自
身
が
調
べ
、
そ
の
成
果

が
小
冊
子
や
紙
芝
居
、
し
お
り
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
、
D
V
D
な
ど
に
教
材
化
さ
れ
、
学
校
行
事
や
公

民
館
事
業
等
様
々
な
形
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
 

・
各
見
学
箇
所
の
拠
点
の
説
明
版
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
り
、
携
帯
電
話
を
使
っ
て
そ

の
場
で
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
住
民
学
芸
員
の
説
明
等
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

課
題

 
 

 

-118-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
21

 

 名
称

 
い
～
な
川
活
 
か
わ
ら
版
 

活
用

媒
体

 
W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ
、

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾞ
,

紙
,
ｲﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
0
0
9
年
9
月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
2
月
2
8
日
 

情
報

発
信

者
 

奥
会
津
元
気
回
復
協
議
会
 

（
構
成
：
地
元
自
治
体
、
建
設
業
組
合
、
漁
協
、
地
元
観
光
会
社
・
建
設
会
社
等
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
地
元
企
業
等
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

南
会
津
町
（
舘
岩
、
伊
南
、
南
郷
）
只
見
町
、
檜
枝
岐
村
 

 
伊
南
川
と
舘
岩
川
、
檜
枝
岐
川
の
各
支
流
の
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
i
in

a-
ka

wa
ka
t
su

.c
om

/ 

目
的

 

 

・
「
い
～
な
川
活
」
と
は
、
「
尾
瀬
を
源
流
と
す
る
伊
南
川
の
多
様
性
回
復
と
ふ
れ
あ
い
創
造
事
業
」

の
愛
称
で
、
「
伊
南
川
の
川
づ
く
り
」
と
「
地
域
・
観
光
づ
く
り
」
を
２
本
柱
と
し
て
、
地
域
住

民
・
企
業
・
行
政
・
専
門
家
ら
が
一
体
と
な
り
将
来
の
伊
南
川
再
生
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

プ
ラ
ン
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
伊
南
川
を
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
流
域
で

共
有
す
る
と
と
も
に
、
魚
類
を
は
じ
め
、
多
く
の
生
き
物
た
ち
が
生
息
す
る
川
、
地
域
の
人
た
ち

が
活
用
し
て
楽
し
め
る
川
づ
く
り
を
「
川
活
（
か
わ
か
つ
）
」
と
い
う
言
葉
に
託
し
、
情
報
を
発

信
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
「
い
～
な
川
活
 
か
わ
ら
版
」
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
紙
媒
体
の
会
報
紙
で
、
事
業
に
関
わ
る

情
報
と
し
て
、
講
演
会
、
意
見
交
換
会
（
川
活
談
義
）
、
勉
強
会
、
現
地
調
査
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
川
遊
び
な
ど
協
議
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
そ
の
報
告
と
と
も
に
、
め
ざ
す
川
の
姿
、
川
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
紙
媒
体
の
「
か
わ
ら
版
」
（
2
0
1
0
年
1
1
月
に
第

5
号
を
発
行
）
に
は
、
最
近
の
活
動
状
況
や
レ
ポ

ー

ト
、
専
門
家
の
提
言
寄
稿
、
川
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
図
版
と
と
も
に
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
で
掲
載
、
P
D
F
版
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
建
設
関
係
者
等
専
門
家
と
と
も
に
川
や
地
域
の
環
境
に
関
心
の
あ
る
住
民
に
対
し
て
も
分
か
り
や
す

い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

調
査
・
研
究
結
果
、
事
業
・
活
動
報
告
、
地
域
資
源
の
紹
介
 

特
徴

・
工

夫
 

・
地
域
や
川
の
魅
力
や
資
源
と
と
も
に
、
川
づ
く
り
に
・
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
専
門
的
な
知
見
等

も
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
伊
南
川
流

域
の
豆
知
識
」
で
は
、
流
域
、
沿
川
の
魅
力
資
源
等
ポ
イ
ン
ト
を
文
章
と
写
真
、
位
置
情
報
（
G
oo

gl
e 

M
a
p
利
用
）
で
紹
介
。
 

・
最
新
情
報
は
、
ブ
ロ
グ
で
写
真
と
文
章
に
よ
り
更
新
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
事
業
は
2
0
0
9
年
・
2
0
1
0
年
の
2
ヵ
年
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
、
今
後
の
展
開
に
向
け
た
ま
と
め

の
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
事
業
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
の
情
報
発
信
等
が
今
後
の
課
題
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
22

 

 名
称

 
多
摩
川
流
域
リ
バ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
紙

,
拠

点

施
設
 

情
報

発
信

年
 

2
00
1年

 
最

終
更

新
日

 
不
明
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
 
京
浜
河
川
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

多
摩
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
t
am

ar
iv

er
.n
e
t/

in
de

x.
ht
m 

目
的

 
・
国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務
所
が
2
0
0
1
年
に
策
定
し
た
多
摩
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
中
で
、
重

点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
多
摩
川
流
域
リ
バ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
T
R
M
）
計
画
」
に
も
と

づ
い
た
情
報
発
信
。
多
摩
川
流
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
捉
え
、
多
摩
川
の
持
つ

価
値
を
共
有
、
学
習
し
て
い
く
た
め
の
３
つ
の
柱
と
し
て
、
①
環
境
学
習
や
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
の
多
摩
川
の
積
極
的
な
利
用
、
講
師
の
派
遣
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
な
ど
学
習
や
活
動
の

支
援
、
②
「
岸
辺
の
散
策
路
」
「
川
の
一
里
塚
」
「
水
辺
の
楽
校
」
な
ど
の
河
川
ふ
れ
あ
い
施
設
、

市
民
活
動
拠
点
を
整
備
と
官
民
協
働
に
よ
る
運
営
、
③
多
摩
川
の
自
然
や
文
化
、
防
災
等
情
報
を

収
集
と
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
る
提
供
が
位
置
づ
け
ら
れ
れ
て
い
る
。
本
サ
イ
ト
は
、
そ

れ
を
官
民
協
働
に
よ
り
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
情
報
支
援
サ
イ
ト
。
 

概
要

 
・
T
R
M
の
情
報
を
多
摩
川
沿
川
の
関
連
施
設
や
水
辺
の
楽
校
、
地

域
住
民
・
市
民
に
よ
る
活
動
と
も
連
動
し
、
流
域
の
幅
広
い
市

民
の
関
心
に
応
え
、
多
摩
川
へ
の
興
味
や
活
動
等
へ
の
参
加
を

促
す
た
め
の
多
様
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
調
べ
学
習
や
研
究
な
ど
に
役
立
つ
「
多
摩
川
百
科
事
典
」
「
多

摩
川
電
子
図
書
館
」
な
ど
、
独
自
の
情
報
と
と
も
に
京
浜
河
川

事
務
所
や
研
究
機
関
の
サ
イ
ト
に
も
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
 

・
沿
川
に
多
く
あ
る
水
辺
の
楽
校
や
学
校
教
育
な
ど
で
、
多
摩
川
活
用
し
た
環
境
学
習
を
支
援
す

る
た
め
の
教
育
者
や
リ
ー
ダ
ー
向
け
の
情
報
を
「
環
境
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」
の
ペ
ー
ジ
に
集
約
し

掲
載
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
一
般
市
民
か
ら
市
民
活
動
リ
ー
ダ
ー
、
教
育
者
向
け
に
分
か
り
や
す
い
内
容
で
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

一
般
的
知
見
・
専
門
的
知
見
・
行
政
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
多
摩
川
歴
史
さ
ん
ぽ
」
や
「
多
摩
川
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ
」
な
ど
、
写
真
を
多
用
し
、
撮
影
ポ
イ
ン

ト
等
地
図
情
報
、
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
、
解
説
等
も
あ
わ
せ
、
自
然
や
歴
史
、
景
観
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
、
テ
ー
マ
か
ら
多
摩
川
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
関
連
情
報
へ
の
リ
ン
ク
を
含
め
内
容
が
充
実
し
て
い
る
 

 

課
題

 
・
市
民
の
活
動
情
報
は
（
情
報
量
が
多
す
ぎ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
）
網
羅
、
更
新
し
き
れ
て
い
な
い

部
分
も
あ
る
。
京
浜
河
川
事
務
所
の
H
P
と
関
連
事
項
で
相
互
に
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
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№
23

 

 名
称

 
川
崎
・
多
摩
川
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
、

We
b
ｻ
ｲ

ﾄ、
紙

,ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
 

情
報
発
信
年

 
1
99
9年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

8月
 

情
報

発
信

者
 

多
摩
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
T
B
ネ
ッ
ト
）
，
N
P
O
法
人
多
摩
川
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

多
摩
川
流
域
 

U
R

L
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
s
e
r
a
g
i
k
a
n
.
c
o
m
/
 
（
二
ヶ
領
せ
せ
ら
ぎ
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
 

目
的

 

・
国
土
交
通
省
が
進
め
る
「
多
摩
川
流
域
リ
バ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
計
画
の
川
崎
版
と
し
て
事
業
を

推
進
。
情
報
発
信
拠
点
で
あ
る
「
二
ヶ
領
せ
せ
ら
ぎ
館
」
（
国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務
所
の
施

設
、
川
崎
市
運
営
）
に
よ
る
種
々
の
委
託
事
業
実
施
案
内
や
活
動
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
紙

媒
体
の
資
料
、
同
館
に
隣
接
し
た
大
型
電
子
掲
示
板
等
で
展
示
し
、
流
域
情
報
を
来
館
者
や
流
域

住
民
に
向
け
て
発
信
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
公
開
型
の
情
報
発
信
、
交
流
拠
点
で
あ
る
二
ヶ
領
せ
せ
ら
ぎ
館
で
は
、
チ
ラ
シ
や
書
籍
、
ガ
イ
ド

等
に
よ
り
、
主
に
流
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
等
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

等
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
同
館
の
事
業
は
、
川
崎
市
か
ら
の
委
託
事
業
を
中
心
と
し
、
流
域
や
沿
川
の
自
然
環
境
や
歴
史
・

文
化
に
関
わ
る
普
及
、
啓
発
、
ま
ち
づ
く
り
提
案
、
支
援
事
業
、
行
政
と
の
連
携
事
業
等
が
あ
り
、

多
く
の
事
業
が
住
民
参
加
型
事
業
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
交
流
が
主
体
と
な
っ

て
い
る
。
 

・
こ
う
し
た
各
種
の
事
業
は
、
個
別
の
チ
ラ
シ
等
に
よ
る
来
館
者
へ
の
呼
び
か
け
や
館
の
運
営
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
対
応
、
屋
外
の
電
子
掲
示
板
に
よ
る
常
時
放
映
等
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
学
童
や
研
究
者
、
体
験
活
動
等
の
リ
ー
ダ
ー
や
一
般
の
来
館
者
、
流
域
住
民
な
ど
多
様
な
利
用
者
に

応
じ
た
幅
広
い
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

イ
ベ
ン
ト
や
活
動
の
案
内
と
参
加
募
集
、
交
流
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
活
動
実
施
報
告
等
 

特
徴

・
工

夫
 

・
多
摩
川
の
河
川
敷
に
あ
る
多
摩
川
国
交
省
施
設
の
中
の
公
開
型
交
流
拠
点
を
持
ち
、
展
示
物
や
紙

媒
体
に
よ
る
書
籍
や
資
料
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
対
応
と
い
っ
た
来
館
者
に
対
す
る
直
接
的
な

情
報
発
信
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
幅
広
い
情
報
の
受
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
逐
次
、
活
動
の
報
告
を
投
稿
の
掲
載
を
行
う
。
 

・
多
摩
川
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
の
中
に
設
置
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
が
伝
達
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
る
。
 

・
多
摩
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
流
域
各
所
（
8
箇
所
）
の
交
流
拠
点
や
水
辺
の
楽
校
（
1
7
箇
所
）
と

の
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
の
受
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
24

 

 名
称

 
「
野
川
流
域
連
絡
会
」
・
「
野
川
ル
ー
ル
」
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ、

紙
,
ｲﾍ
ﾞﾝ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
00
0年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
0
8
年
8
月
 

情
報

発
信

者
 

野
川
流
域
連
絡
会
（
事
務
局
：
北
多
摩
南
部
建
設
事
務
所
工
事
第
二
課
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

野
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
k
en

se
ts

u.
me
t
ro

.t
ok

yo
.j
p
/k

as
en

/r
yu
i
ki

/0
5/

no
ga
w
a-

ti
tl

e.
ht
m 

目
的

 

 

・
2
0
0
0
年
1
2
月
に
設
置
さ
れ
、
現
在
第
４
期
目
と
し
て
活
動
し
て
い
る
「
野
川
流
域
連
絡
会
」
は
、

公
募
に
よ
る
都
民
委
員
と
団
体
委
員
、
行
政
委
員
の
約
5
0
名
で
組
織
さ
れ
、
互
い
の
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
、
意
見
交
換
、
提
案
、
勉
強
会
、
自
然
観
察
会
な
ど
行
っ
て
い
る
。
 

・
連
絡
会
で
は
内
部
に
研
究
部
会
を
立
ち
上
げ
、
渇
水
の
問
題
や
湧
水
保
全
、
生
き
も
の
の
保
護
、

親
水
、
環
境
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
野
川
の
課
題
に
対
し
、
各
研
究
部
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

。

連
絡
会
の
組
織
や
そ
の
経
過
報
告
、
研
究
の
成
果
と
と
も
に
、
野
川
の
抱
え
て
い
る
課
題
を
広
く

発
信
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
に
対
す
る
啓
発
、
外
部
の
研
究
者
・
研
究
機
関
の
研
究
へ
の
参
画

を
促
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
野
川
流
域
連
絡
会
の
紹
介
や
各
研
究
部
会
の
検
討
内
容
や
調
査
、
研
究
の
経

過
、
成
果
な
ど
の
報
告
。
 

・
研
究
会
の
一
つ
「
生
き
も
の
分
科
会
」
で
の
検
討
を
も
と
に
、
生
き
も
の
へ
の
餌
や
り
や
採
集
、

犬
の
散
歩
の
他
に
ペ
ッ
ト
の
放
流
・
草
刈
・
ゴ
ミ
な
ど
野
川
の
利
用
等
に
関
す
る
6
項
目
に
つ
い

て

提
案
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
型
の
ル
ー
ル
本
「
野
川
ル
ー
ル
」
を
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
内
容

や
検
討
の
経
過
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
河
川
環
境
の
改
善
に
関
心
を
持
つ
市
民
や
研
究
者
向
け
の
専
門
性
の
高
い
内
容

（
「
野
川
ル
ー
ル
」
）
地
域
住
民
な
ど
利
用
者
に
理
解
を
得
ら
れ
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

調
査
結
果
、
研
究
報
告
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
水
量
や
湧
水
な
ど
の
水
循
環
や
自
然
生
態
、
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
な
ど
の
多
様
な
課
題
に
つ
い

て
流
域
で
共
有
し
、
官
民
協
働
に
よ
る
検
討
結
果
や
調
査
結
果
に
つ
い
て
経
過
を
含
め
て
公
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
地
域
の
合
意
や
沿
川
住
民
の
理
解
や
協
力
、
参
画
を
促

そ
う
と
し
て
い
る
。
 

・
特
に
利
用
等
に
関
わ
る
ル
ー
ル
を
提
案
し
た
「
野
川
ル
ー
ル
」
は
、
禁
止
事
項
を
挙
げ
る
の
で
は

な
く
、
地
域
全
体
で
課
題
を
共
有
し
考
え
て
い
く
た
め
の
素
材
と
し
て
位
置
づ
け
発
信
し
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
25

 

 名
称

 
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
 
夢
見
る
三
角
川
原
 

活
用

媒
体

 
紙
 

情
報
発
信
年

 
2
0
0
9
年
9
月
 

最
終

更
新

日
 

 

情
報

発
信

者
 

川
原
で
遊
ぼ
う
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
会
員
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

多
摩
川
流
域
、
平
井
川
流
域
（
東
京
都
あ
き
る
野
市
）
 

U
R

L
 

な
し
 

目
的

 

 

・
会
員
を
中
心
と
し
た
川
で
遊
ぼ
う
会
の
活
動
の
紹
介
と
報
告
。
 

・
会
が
主
催
す
る
平
井
川
流
域
自
然
環
境
調
査
結
果
の
レ
ポ
ー
ト
、
河
川
改
修
情
報
等
を
提
供
し
、

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
遊
べ
る
川
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
。
 

 

概
要

 

・
B
5
版
、
モ
ノ
ク
ロ
、
3
2
～
3
6
ペ
ー
ジ
程
度
 

・
自
然
観
察
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
ほ
ぼ
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
生
物
調
査
、
平
井
川
の
河
川
改
修

工
事
情
報
、
会
員
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
、
エ
ッ
セ
イ
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
子
ど
も
も
含
め
た
地
域
活
動
の
仲
間
に
対
し
て
、
報
告
、
情
報
提
供
の
場
で
も
あ
り
情
報
を
共
有
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

活
動
紹
介
・
報
告
、
調
査
結
果
 

特
徴

・
工

夫
 

・
学
童
を
中
心
と
し
た
「
平
井
川
 
川
ガ
キ
新
聞
」
（
A
4
サ
イ
ズ
、
モ
ノ
ク
ロ
、
4
0
ペ
ー
ジ
）
を
不
定

期
に
発
行
。
編
集
も
子
ど
も
が
参
加
し
て
行
う
（
2
0
1
0
年

9
月
で
第
1
3
号
）
 

・
会
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
は
な
い
が
、
会
の
活
動
概
要
、
連
絡
先
等
は
多
摩
川
流
域
リ
バ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
水
辺
の
活
動
団
体
紹
介
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
3
0
ペ
ー
ジ
以
上
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
、
内
容
豊
富
な
反
面
、
編
集
や
印
刷

に
は
労
力
、
費
用
が
か
か
る
。
 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
26

 

 名
称

 
西
暦
2
0
1
0
年
の
多
摩
川
を
記
録
す
る
運
動
 

活
用

媒
体

 
紙
,
We

bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 

2
00
0年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
 

情
報

発
信

者
 

西
暦
2
0
1
0
年
の
多
摩
川
を
記
録
す
る
運
動
実
行
委
員
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

多
摩
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.a
c.

au
on

e-
n

et
.jp

/~
ta

m
ag

aw
a/
 
（
実
行
委
員
会
事
務
局
：

N
P

O
多
摩
川
セ
ン
タ
ー
）
 

目
的

 

・
多
摩
川
の
河
川
敷
で
の
人
の
利
用
、
景
観
、
古
い
映
像
資
料
の
収
集
等
を
住
民
参
加
型
と
一
斉
調

査
等
で
情
報
収
集
し
、
記
録
報
告
集
及
び
電
子
情
報
と
し
て
発
信
。
 

・
調
査
の
参
加
を
通
し
、
多
摩
川
情
報
を
体
験
的
に
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
調
査
記
録
の
継
続
を
目

的
と
す
る
。
 

 

概
要

 

・
西
暦
2
0
0
0
年
を
記
念
し
、
市
民
参
加
型
に
よ
る
多
摩
川
情
報
の
記
録
と
普
及
を
目
的
に
、
1
）
多
摩

川
で
の
人
の
利
用
行
動
一
斉
調
査
、
2
）
生
態
調
査
（
ｶ
ﾜ
ｳ
、
ｶ
ﾝ
ﾄ
ｳ
ﾀ
ﾝ
ﾎ
ﾟ
ﾎ
ﾟ
の
分
布
等
）
、
3）

河
川

景
観
、
4
）
古
い
映
像
等
の
収
集
を
行
い
、
記
録
報
告
集
及
び
映
像
の
D
V
D
化
と
公
開
を
行
っ
た
。
 

・
2
0
0
0
年
に
続
き
、
1
0
年
後
の
2
0
1
0
年
に
も
同
様
の
調
査
等
を
行
い
、
1
0
年
間
の
変
遷
等
も
あ
わ
せ

て
記
録
し
、
2
0
1
1
年
春
季
に
レ
ポ
ー
ト
等
と
し
て
公
開
す
る
予
定
。
 

・
調
査
方
法
は
、
流
域
住
民
、
大
学
生
に
呼
び
か
け
調
査
員
を
募
集
し
、
左
右
岸
に
別
れ
た
約
3
0
グ

ル
ー
プ
が
堤
防
上
の
キ
ロ
杭
を
目
印
に
、
歩
き
な
が
ら
の
目
視
カ
ウ
ン
ト
に
よ
り
調
査
す
る
。
2
01
0

年
で
は
、
特
別
調
査
と
し
て
、
堤
防
か
ら
富
士
山
が
見
え
る
場
所
の
調
査
、
堤
防
沿
い
の
5
階
建

て

以
上
の
建
物
分
布
等
も
あ
わ
せ
て
調
査
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
利

用
調

査
結

果
 

情
報

の
難

易
度

 
調
査
に
参
加
し
た
市
民
団
体
や
一
般
市
民
に
分
か
り
や
す
い
内
容
（
マ
ッ
プ
化
と
記
録
集
）
 

情
報

の
種

類
 

市
民
参
加
型
調
査
結
果
 

特
徴

・
工

夫
 

・
調
査
員
の
募
集
に
際
し
、
前
回
（
2
0
0
0
年
）
の
調
査
や
市
民
調
査
の
意
義
に
つ
い
て
幅
広
い
層
、

特
に
若
い
世
代
に
呼
び
か
け
参
加
を
促
し
て
い
る
。
 

・
調
査
結
果
の
集
計
を
1
0
年
前
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
工
夫
。
 

・
収
集
、
D
V
D
化
し
た
多
摩
川
に
関
す
る
映
像
記
録
を
沿
川
の
交
流
拠
点
で
公
開
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
市
民
参
加
型
実
態
調
査
の
継
続
 

・
調
査
結
果
の
普
及
・
活
用
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№
27

 

 名
称

 
川
の
し
ん
ぶ
ん
 

活
用

媒
体

 
紙
 

情
報

発
信

年
 

1
97
6年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
 

情
報

発
信

者
 

多
摩
川
の
自
然
を
守
る
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

多
摩
川
流
域
 

U
R

L
 

な
し
 

目
的

 

・
多
摩
川
の
河
川
敷
が
運
動
場
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
す
る
目
的
で
「
多
摩
川
の
自
然
を
守
る

会
」
を
結
成
（
1
9
7
0
）
し
た
。
 

・
市
民
に
多
摩
川
を
肌
で
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
始
め
た
月
例
の
自
然
観
察
会
（
1
9
7
2
～
）

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
緑
と
清
流
」
（
1
9
7
2
～
）
を
発
行
し
、
多
摩
川
の
自
然
環
境
保
護
運
動
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
「
川
の
新
聞
」
を
発
行
（
月
1
回
）
し
、
郵
送
で
配
布
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
「
緑
と
清
流
」
（
B
5
サ
イ
ズ
、
4
ペ
ー
ジ
）
は
、
会
結
成
1
0
年
以
降
毎
月
1
回
発
行
さ
れ
て
い
る
自

然
観
察
会
当
日
の
地
図
と
前
回
の
観
察
会
記
録
と
感
想
文
集
。
 

・
「
川
の
新
聞
」
（
B
5
サ
イ
ズ
、
8
ペ
ー
ジ
）
は
、
多
摩
川
の
自
然
の
ニ
ュ
ー
ス
、
会
員
か
ら
の
便
り
、

河
川
工
事
情
報
、
催
し
案
内
で
構
成
。
 

・
以
上
の
情
報
紙
を
会
発
足
3
0
周
年
を
記
念
し
て
「
多
摩
川
の
自
然
を
守
る
会
記
録
」
（
2
0
0
2
年
）

「
多
摩
川
自
然
観
察
会
記
録
」
（
2
0
0
2
年
）
、
「
多
摩
川
自
然
観
察
会
感
想
文
集
」
（
上
・
下
，

2
0
1
0
年
）
等
を
発
行
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
主
に
手
書
き
の
地
図
や
イ
ラ
ス
ト
、
記
録
で
構
成
し
て
い
る
た
め
、
流
域
住
民
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
 

情
報

の
種

類
 

多
摩
川
の
植
物
、
野
鳥
、
昆
虫
等
の
観
察
記
録
、
河
川
改
修
等
の
工
事
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
川
の
し
ん
ぶ
ん
」
は
、
地
図
、
イ
ラ
ス
ト
、
手
書
き
の
メ
モ
で
構
成
さ
れ
、
親
し
み
や
す
い
誌

面
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
会
設
立
の
記
念
年
ご
と
に
復
刻
版
や
記
録
集
と
し
て
ま
と
め
発
行
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
28

 

 名
称
 

財
団
だ
よ
り
「
多
摩
川
」
 

活
用

媒
体

 
紙
,
We

bｻ
ｲﾄ
 

情
報
発
信
年
 

1
97
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
2月

 

情
報

発
信

者
 

財
団
法
人
 
と
う
き
ゅ
う
環
境
財
団
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

多
摩
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ho
m
e.
q
07
.
it
s
co
m
.n
e
t/
t
ok
y
ue
n
v/
 

目
的

 

・
多
摩
川
流
域
の
環
境
改
善
を
目
的
と
し
た
企
業
C
S
R
と
し
て
の
研
究
助
成
を
目
的
に
設
立
（
2
0
1
0

年
1
0
月
公
益
財
団
法
人
）
。
主
に
以
下
の
情
報
発
信
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

・
多
摩
川
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
関
す
る
情
報
提
供
 

・
流
域
の
住
民
、
研
究
者
か
ら
の
同
上
事
項
に
関
す
る
寄
稿
 

・
流
域
住
民
の
住
民
、
市
民
団
体
の
活
動
紹
介
 

・
同
財
団
法
人
の
助
成
活
動
等
の
案
内
、
報
告
等
 

概
要

 

・
情
報
誌
「
財
団
だ
よ
り
 
多
摩
川
」
は
、
季
報
（
年
4
回
）
、

A
4
版
、
一
部
カ
ラ
ー
、
1
2
ペ
ー
ジ
 

・
内
容
は
、
寄
稿
、
投
稿
を
ベ
ー
ス
に
、
「
多
摩
川
に
学
ぶ
」
、
「
多
摩
川
散
歩
」
、
「
私
と
多
摩

川
」
、
「
歴
史
 
多
摩
川
」
、
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
川
」
、
「
財
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

」

等
で
構
成
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
多
摩
川
に
関
す
る
新
聞
記
事
（
見
出
し
、
掲
載
新
聞
、
掲
載
日
）
、
流
域

各
地
の
活
動
団
体
等
の
寄
稿
に
よ
る
「
今
日
の
多
摩
川
と
支
流
」
（
毎
月
掲
載
）
、
源
流
か
ら
河

口
ま
で
の
多
摩
川
の
見
ど
こ
ろ
を
地
図
情
報
と
コ
メ
ン
ト
で
紹
介
す
る
「
多
摩
川
へ
行
こ
う
」
の

ほ
か
、
財
団
の
主
要
事
業
で
あ
る
、
多
摩
川
及
び
そ
の
流
域
の
環
境
浄
化
に
関
す
る
調
査
、
研
究

に
対
す
る
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
と
一
般
研
究
助
成
）
に
つ
い
て
の
情
報
（
応
募
要
綱
、
採

択
結
果
、
助
成
成
果
等
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

・
研
究
助
成
成
果
リ
ス
ト
は
、
1
9
7
7
年
度
の
も
の
か
ら
、
年
度
ご
と
の
研
究
課
題
、
概
要
、
研
究
者

等
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
年
度
別
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
や
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る

検
索
が
可
能
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
長
く
学
術
分
野
と
一
般
の
研
究
助
成
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
双
方
の
活
動
や
研
究
成
果
の

情
報
が
閲
覧
し
、
共
有
で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

多
摩
川
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
に
関
わ
る
情
報
、
研
究
成
果
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
主
に
投
稿
、
寄
稿
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
読
み
物
的
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

・
年
度
ご
と
の
研
究
助
成
報
告
は
、
流
域
の
主
た
る
図
書
館
や
関
係
機
関
に
も
配
布
さ
れ
て
い
る
。
 

・
研
究
成
果
と
研
究
の
位
置
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
中
。
 

 

課
題
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№
29

 

 名
称
 

源
流
の
四
季
 

活
用

媒
体

 
紙
 

情
報
発
信
年
 

2
00
2年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
 

情
報

発
信

者
 

多
摩
川
源
流
研
究
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

多
摩
川
流
域
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.t
a
ma
g
aw
a
ge
n
ry
u
.n
e
t/
 

目
的

 

・
多
摩
川
源
流
を
拠
点
に
し
た
多
摩
川
源
流
研
究
所
に
よ
る
、
源
流
域
の
森
林
の
状
況
や
N
P
O
全
国
源

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
全
国
源
流
の
郷
協
議
会
等
の
活
動
の
紹
介
、
報
告
、
行
政
の
動
き
、
多
摩
川

流
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
広
報
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
情
報
誌
「
源
流
の
四
季
」
は
、
A
4
版
、
8
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
版
、
年
4
回
（
季
刊
）
、
2
0
1
1
年
1
月
で

4
0
号
を
発
行
。
8
0
0
0
部
を
流
域
に
配
布
し
て
い
る
。
。
 

・
多
摩
川
源
流
研
究
所
、
多
摩
川
源
流
協
議
会
（
４
市
町
村
）
、
多
摩
川
源
流
観
察
会
、
N
P
O
法
人
多

摩
川
源
流
こ
す
げ
等
の
活
動
案
内
及
び
報
告
、
多
摩
川
源
流
大
学
の
授
業
報
告
等
を
掲
載
。
 

・
官
民
に
よ
る
上
、
下
流
交
流
事
業
の
報
告
。
 

・
森
林
の
施
策
、
管
理
技
術
、
制
度
等
の
紹
介
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
源
流
域
の
森
林
や
地
域
振
興
に
関
す
る
多
様
な
情
報
を
、
下
流
域
を
含
め
た
流
域
市
民
や
自
治
体
、

教
育
関
係
等
に
向
け
、
逐
次
情
報
を
共
有
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
、
報
告
、
施
策
等
の
紹
介
 

特
徴

・
工

夫
 

・
全
国
の
広
範
な
活
動
や
情
報
を
提
供
、
関
係
自
治
体
へ
の
配
布
 

・
国
や
自
治
体
の
施
策
、
制
度
に
対
す
る
提
案
や
研
究
報
告
が
あ
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
同
様
の
発
信
を
し
て
お
り
、
「
源
流
の
四
季
」
は
創
刊
号
（
2
0
0
1
年

春
号
）
～
2
4
号
（
2
0
0
7
年
冬
号
）
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
P
D
F
版
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

課
題

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
30

 

 名
称
 

清
流
N
E
W
S
 

活
用

媒
体

 
紙
,
We

bｻ
ｲﾄ
 

情
報
発
信
年
 

1
99
0年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
1
年
1
月
 

情
報

発
信

者
 

日
野
市
環
境
共
生
部
 
緑
と
清
流
課
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

日
野
市
 
浅
川
流
域
 
多
摩
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.c
i
ty
.
hi
n
o.
l
g.
j
p/
i
nd
e
x.
c
fm
/
13
,
41
1
,3
4
,4
5
,h
t
ml
 

目
的

 

・
日
野
市
域
の
湧
水
、
水
路
、
河
川
、
崖
線
緑
地
に
関
す
る
情
報
提
供
。
 

・
緑
と
清
流
課
の
み
な
ら
ず
、
関
係
部
局
の
情
報
や
市
内
外
の
活
動
団
体
の
事
業
案
内
、
報
告
を
行

う
。
 

  

概
要

 

・
 
B
5
サ
イ
ズ
、
二
色
刷
り
、
6
ペ
ー
ジ
の
構
成
、
年
4
回
発
行
。
2
0
0
1
年
1
月
号
で
8
6
号
。
 

・
 
緑
と
清
流
課
職
員
に
よ
り
編
集
、
発
行
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
 
2
0
1
1
年
1
月
号
で
は
、
巻
頭
言
（
外
部
）
、
用
水
ク
リ
ー
ン
デ
イ
報
告
、
環
境
月
間
報
告
、
緑
化

協
会
イ
ベ
ン
ト
（
菊
花
展
）
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報

告
等
に
よ
り
構
成
。
 

・
日
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
同
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
に
は
、
事
業
活
動
や
過
去
1
年
間
に
発
行
さ
れ
た

「
清
流
N
E
W
S
」
（
P
D
F
版
）
が
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
「
日
野
市
清
流
保
全
条
例
」

＊
 

 
や
関
連
す
る
取

組
み
、
「
湧
水
自
噴
井
戸
調
査
結
果
（
平
成
元
年
度
よ
り
毎
月
2
回
実
施
）
」
、
「
用
水
守
制
度
の

紹
介
」
の
ほ
か
水
路
に
関
わ
る
諸
手
続
き
の
案
内
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

*
日
野
市
清
流
保
全
条
例
:
昭
和
5
0
年
(
1
9
7
5
年
)
制
定
、

2
0
0
6
年
全
面
改
正
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
に
対
す
る
広
報
誌
と
し
て
、
関
連
情
報
を
幅
広
く
分
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

水
や
緑
に
関
す
る
行
政
情
報
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
市
の
職
員
が
執
筆
、
編
集
、
発
行
す
る
課
報
。
 

・
日
野
市
内
だ
け
な
く
、
市
外
の
流
域
（
浅
川
・
多
摩
川
）
も
視
野
に
入
れ
た
関
連
情
報
を
掲
載
し

て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

-123-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
31

 

 名
称

 
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

『
バ
ク
の
流
域
へ
よ
う
こ
そ
』
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
紙

,
拠

点

施
設
 

情
報

発
信

年
 

2
0
0
1
年
1
月
（
H
P
）
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
11
日
 

情
報

発
信

者
 

鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
教
育
関
係
者
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

鶴
見
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
t
r-

ne
t.

gr
.j
p
/ 

目
的

 

 

・
流
域
を
「
バ
ク
」
の
姿
と
し
て
捉
え
、
流
域
で
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
N
P
O

鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
（
T
R
-
N
E
T
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
鶴
見
川
流
域
の
流
域
連
携
に

よ
る
活
動
組
織
や
活
動
の
情
報
を
幅
広
く
紹
介
、
発
信
し
、
流
域
住
民
の
「
流
域
地
図
」
の
共
有
、

活
動
へ
の
参
加
を
図
っ
て
い
る
。
 

概
要

 

・
鶴
見
川
に
つ
い
て
の
基
礎
情
報
、
流
域
連
携
に
よ
る
T
R
-
N
E
T
の
組
織
と
多
様
な
活
動
、
総
合
治
水

対
策
や
流
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
河
川
行
政
施
策
や
協
働
に
よ
る
計
画
づ
く
り
の
経
緯
や
内
容
を

体
系
的
に
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
T
R
－
N
E
T
の
主
要
な
流
域
活
動
で
あ
る
、
「
流
域
学
習
」
（
理
念
や
方
法
、
学
習
支
援
体
制
、
拠
点

施
設
で
あ
る
鶴
見
川
流
域
セ
ン
タ
ー
の
活
用
）
、
「
流
域
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
（
2
0
1
0
年
で

1
7
回
）
、
「
バ
ク
の
流
域
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
（
流
域
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
情
報
サ
イ
ト
）
、
「
流
域
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
に
つ
い
て
、
活
動
募
集
や
活
動
報
告
な
ど
を
含
め
て
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
T
R
-
N
E
T
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
や
生
き
も
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
出
版
物
は
一
部
書
店
で
も
購
入
で
き
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
概
要
や
入
手
方
法
を
紹
介

し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
専
門
家
か
ら
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
、
一
般
市
民
な
ど
多
様
な
層
に
向
け
た
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

活
動
紹
介
、
参
加
募
集
、
調
査
結
果
、
啓
発
、
ガ
イ
ド
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
流
域
各
地
で
地
域
の
市
民
団
体
が
中
心
に
な
り
定
例
的
に
実
施
し
て
い
る

水
辺
や
雑
木
林
の
管
理
作
業
や
生
き
も
の
調
査
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

登
録
制
（
「
誰
で
も
い
つ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
」
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行
い
、
流
域

住
民
の
活
動
参
加
を
促
し
て
い
る
。
 

・
鶴
見
川
流
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
関
係
し
て
い
る
計
画
や
事
業
等
に
つ
い
て
、
行
政
情
報
と
の

リ
ン
ク
も
あ
わ
せ
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
「
流
域
学
習
」
の
推
進
に
関
わ
り
、
運
営
業
務
を
行
っ
て
い
る
鶴
見
川
流
域
セ
ン
タ
ー
で
の
流
域

に
関
わ
る
情
報
発
信
や
活
動
、
鶴
見
川
及
び
支
川
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
体
験
学
習
や
川
遊
び

の
た
め
の
「
学
習
川
遊
び
安
全
ガ
イ
ド
」
を
発
行
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
版
と
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
）
。

・
H
P
上
で
「
流
域
目
視
録
」
と
し
て
、
投
稿
写
真
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
、
デ
ジ
カ
メ
や
携
帯
電

話
の
写
真
機
能
を
利
用
し
、
流
域
の
情
報
を
投
稿
、
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
32

 

 名
称
 

彩
湖
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
紙

,
拠

点

施
設
,
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
 

情
報
発
信
年
 

1
99
7年

6月
 

最
終

更
新

日
 

2
0
1
1
年
2
月

1日
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
・
埼
玉
県
戸
田
市
 
教
育
委
員
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

荒
川
流
域
 
関
東
地
域
 

U
R

L
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
t
o
d
a
.
s
a
i
t
a
m
a
.
j
p
/
4
3
3
/
4
3
2
4
4
8
.
h
t
m
l
 
（
戸
田
市
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
）
 

目
的

 

・
戸
田
市
郷
土
博
物
館
の
分
館
と
し
て
、
荒
川
第
一
調
節
地
（
彩
湖
）
湖
畔
の
国
土
交
通
省
の
水
環

境
セ
ン
タ
ー
浄
水
場
の
一
部
を
借
用
し
設
置
さ
れ
た
。
施
設
の
機
能
と
し
て
、
以
下
を
目
指
し
て

い
る
。
 

①
 
自
然
と
地
域
へ
の
関
心
を
触
発
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
住
民
と
し
て
の
意
識
高
揚
を
図
る
 
 

②
 
自
然
の
不
思
議
を
理
解
す
る
学
習
意
欲
を
支
援
し
、
自
然
環
境
を
保
護
す
る
心
を
育
む
 
 

③
 
川
を
テ
ー
マ
に
、
自
然
・
文
化
の
育
成
を
促
し
、
地
域
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
目
指
す
 
 

④
 
市
民
と
と
も
に
成
長
し
、
自
ら
育
て
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
 

概
要

 

・
5階

建
て
の
館
内
は
、
大
型
水
槽
、
水
辺
シ
ア
タ
ー
（
野
鳥
、
水
鳥
に
つ
い
て
の
展
示
）
、
観
察
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
事
務
室
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
（
学
習
室
）
、
展
望
広
場
等
に
よ
り
構

成
さ
れ
、
フ
ロ
ア
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
彩
湖
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
施
設
を
利
用
し
た
自
然
観
察
会
や
野
鳥
観
察
、
登
録
制
に
よ
る
子
ど

も
自
然
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
講
座
が
企
画
、
運
営
さ
れ
て
い

る
。
 

・
施
設
や
利
用
情
報
、
講
座
の
案
内
や
募
集
の
ほ
か
、
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
彩
湖
の
鳥
類
調
査
の
調

査
結
果
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
子
ど
も
も
含
め
た
地
域
住
民
や
一
般
市
民
、
教
育
関
係
者
や
自
然
学
習
リ
ー
ダ
ー
な
ど
幅
広
い
層
に

対
応
し
た
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

自
然
環
境
情
報
、
地
域
情
報
、
行
政
情
報
、
学
習
資
料
、
調
査
結
果
 

特
徴

・
工

夫
 

・
施
設
の
企
画
運
営
を
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
学
校
教
育
と
の
連
携
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
の
活
用
や
施
設
に
来
館
し
て
の
学
習
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
（
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
、
学
習
の
手
引
書
の
提
供
、
自
然
体
験
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
相
談
等
）
や
環
境
学
習
等
に
関

わ
る
出
張
授
業
や
自
然
に
関
わ
る
教
材
提
供
、
資
料
・
備
品
の
貸
出
を
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
33

 

 名
称
 

埼
玉
県
水
辺
再
生
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

「
川
の
国
埼
玉
へ
」
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

1
9
9
7
年
6
月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
27
日
 

情
報

発
信

者
 

埼
玉
県
水
辺
再
生
課
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 

対
象

エ
リ

ア
 

埼
玉
地
域
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.p
r
ef
.
sa
i
ta
m
a.
l
g.
j
p/
s
os
h
ik
i
/l
0
8/
 

目
的

 

・
20
0
7
年
に
定
め
ら
れ
た
「
川
の
国
埼
玉
 
川
の
再
生
基
本
方
針
」
の
も
と
、
地
域
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
個
性
あ
る
取
組
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
地
域
（
地
域
住
民
、
N
P
O
、
企
業
、
市
町
村
等
）
と

の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
「
清
流
の
復
活
」
、
「
安
ら
ぎ
と
賑
わ
い
の
空
間
創
出
」
を
二
本
の
柱

と
す
る
川
の
再
生
と
と
も
に
、
川
が
地
域
の
共
有
資
産
と
し
て
広
く
県
民
に
認
識
さ
れ
、
地
域
に

よ
る
持
続
的
・
自
立
的
な
改
善
行
動
、
維
持
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
川
の
再
生
の
推
進
体
制
、
県
内
1
0
0
箇
所
（
県
内
よ
り
募
集
）
で
事
業
実
施
の

4
年
間
に
そ
れ
ぞ
れ
推
進
す
る
「
水
辺
再
生
1
0
0
プ
ラ
ン
」
の
概
要
や
各
箇
所
の
取
組
の
実
施
状

況
、

モ
デ
ル
箇
所
の
整
備
に
つ
い
て
の
紹
介
、
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
、
事
業
候
補
箇
所
に
対

す
る
県
民
の
提
案
、
ほ
か
関
連
情
報
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
地
域
住
民
や
市
民
団
体
等
市
民
が
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
把
握
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

行
政
情
報
（
河
川
環
境
整
備
事
業
等
）
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
川
の
再
生
1
0
0
プ
ラ
ン
実
施
箇
所
は
G
o
o
g
l
e
 M
a
p
を
利
用
し
、
川
ご
と
に
検
索
、
各
箇
所
の
位
置
情

報
、
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
事
業
の
概
要
を
閲
覧
で
き
る
（
2
0
1
0
年

5
月
2
5
日
作
成
、
同
年
7
月

2
9
日
更
新
）
。
 

・
20
0
5
年
度
よ
り
彩
の
国
リ
バ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
（
水
辺
の
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
募
集
に
よ
り
実
施
（

20
1
1

年
1
月
現
在
、
登
録
団
体
2
0
6
団
体
）
、
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
 

・
「
川
の
再
生
交
流
会
」
と
し
て
、
県
内
の
活
動
団
体
が
参
集
し
、
議
論

、
交
流
す
る
大
会
は
毎
年
1

回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
上
記
地
図
情
報
に
関
し
て
、
位
置
情
報
以
外
の
情
報
（
概
要
や
写
真
や
取
り
組
み
状
況
、
関
連
情

報
等
）
に
つ
い
て
の
追
加
記
載
、
更
新
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
34

 

 名
称
 

あ
ら
か
わ
学
会
年
次
大
会
 

活
用

媒
体

 
ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
,W
eb
ｻｲ
ﾄ
,紙

 

情
報
発
信
年
 

1
99
6年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

2月
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
あ
ら
か
わ
学
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

荒
川
流
域
 
関
東
地
域
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.a
r
ak
a
wa
-
ga
k
ka
i
.j
p
/ 

目
的

 

・
あ
ら
か
わ
学
会
（
以
下
、
学
会
）
は
、
首
都
圏
を
流
れ
る
荒
川
の
歴
史
的
、
今
日
的
意
義
と
役
割

を
見
つ
め
直
し
、
流
域
と
流
域
住
民
と
の
関
係
の
あ
る
べ
き
姿
や
自
然
・
文
化
の
有
様
を
考
え
、

流
域
住
民
に
広
く
普
及
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
多
様
な
分
野
の
市
民
が
集
ま
り
設

立
（

1
9
9
6
年

）
。
学
会
と
し
て
行
う
調
査
・
研
究
や
交
流
・
啓
発
事
業
の
ほ
か
、
「
自
然
・
環
境
」
、

「
歴
史
民
俗
」
、
「
美
術
」
、
「
写
真
」
、
「
整
備
と
管
理
」
の
５
つ
の
委
員
会
に
よ
る
活
動
が

行
わ
れ
て
お
り
、
市
民
環
境
科
学
の
実
践
、
確
立
、
普
及
を
め
ざ
し
て
い
る
。
 

・
そ
の
主
要
事
業
で
あ
る
「
年
次
大
会
」
で
は
、
研
究
、
活
動
等
の
報
告
を
募
集
、
論
文
集
に
ま
と

め
、
発
表
会
、
討
論
等
に
よ
り
広
く
共
有
、
発
信
す
る
目
的
で
毎
年
1
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
 

概
要

 

・
「
あ
ら
か
わ
学
会
年
次
大
会
」
は
、
荒
川
に
関
す
る
研
究
、
活
動
、
意
見
・
提
案
な
ど
の
論
文
、

ポ
ス
タ
ー
作
品
に
つ
い
て
会
員
を
中
心
に
（
行
政
及
び
高
校
生
以
下
は
非
会
員
も
可
)
募
集
し
、
論

文
集
と
し
て
ま
と
め
、
そ
の
発
表
、
質
疑
、
展
示
を
中
心
に
議
論
等
を
行
う
。
 

・
論
文
の
募
集
、
発
表
は
、
大
き
く
「
自
然
・
環
境
」
、
「
河
川
土
木
」
、
「
歴
史
・
文
化
」
、
「
地

域
社
会
」
の
各
部
門
に
よ
る
も
の
で
、
河
川
管
理
者
や
市
民
団
体
に
よ
る
事
業
、
活
動
の
ほ
か
、

個
人
に
よ
る
研
究
成
果
や
提
案
等
も
含
ま
れ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
論
文
・
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
発
表
、
質
疑
等
に
よ
り
大
会
参
加
者
に
と
っ
て
相
互
に
理
解
し
や
す
い
 

情
報

の
種

類
 

学
術
研
究
成
果
、
事
業
・
活
動
報
告
、
提
案
、
映
像
作
品
等
 

特
徴

・
工

夫
 

・
市
民
団
体
に
よ
る
活
動
や
、
行
政
の
事
業
と
と
も
に
個
人
の
学
術
研
究
や
提
案
な
ど
、
発
表
、
論

文
の
内
容
は
多
岐
に
渡
り
、
多
様
な
関
心
、
立
場
か
ら
の
参
加
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
共
有

し
、
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
事
業
や
活
動
の
成
果
や
提
案
に
つ
い
て
、
論
文
集
と
い
う
形
で
ま
と
め
、
記
録
と
し
て
蓄
積
し
て

い
る
。
 

・
あ
ら
か
わ
学
会
で
は
、
年
次
大
会
の
ほ
か
、
関
東
地
方
の
他
の
流
域
、
地
域
の
市
民
、
行
政
等
に

呼
び
か
け
、
川
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
の
取
組
み
に
つ
い
て
募
集
、
発
表
、
討
論
等
を
行
う
「
川

の
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
関
東
大
会
」
を
実
行
委
員
会
主
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
（

20
1
1
年

1
月
に

第
6
回
大
会
を
開
催
）
。
 

課
題

 
・
論
文
・
発
表
の
募
集
に
よ
る
収
集
や
参
加
者
の
拡
大
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№
35

 

名
称
 

荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
ニ
ュ
ー
ス
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
紙

,
拠

点

施
設
,
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
 

情
報
発
信
年
 

1
99
4年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人

 荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

対
象

者
け

手
）
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

荒
川
流
域
 
東
京
都
・
埼
玉
県
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.c
l
ea
n
ai
d
.j
p
/i
n
de
x
.h
t
ml
 

目
的

 

・
荒
川
の
ゴ
ミ
清
掃
を
通
し
て
自
然
環
境
保
全
の
啓
発
を
行
う
目
的
で
、
1
9
9
4
年
の
活
動
開
始
と
と

も
に
、
会
報
誌
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
報
告
書
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
情
報
発

信
。
 

・
河
川
環
境
改
善
の
啓
発
や
活
動
の
報
告
、
流
域
市
民
や
企
業
に
対
す
る
活
動
参
加
へ
の
呼
び
か
け
、

広
報
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
荒
川
水
系
の
下
流
域
を
中
心
に
、
春
期
、
秋
期
の
年
2
回
行
わ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
一
斉
清
掃
（
ゴ
ミ
調

査
、
水
質
簡
易
調
査
も
同
時
に
実
施
）
の
呼
び
か
け
や
活
動
報
告
、
調
査
結
果
の
報
告
や
環
境
学

習
や
エ
コ
ー
ツ
ア
ー
等
、
関
連
す
る
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、
広
く
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。
 

・
情
報
発
信
と
し
て
、
毎
年
の
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
の
活
動
参
加
や
実
施
日
、
実
施
場
所
、
団
体
を
示

し
た
カ
ラ
ー
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
（
年
3
回
、
A
4
サ
イ
ズ
、
二
色
刷
り

）
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
随
時
更
新
）
、
年
間
活
動
報
告
書
（
年

1
回
）
等
の
発
行
が
あ
り
、
会
費
制
に
よ

る
会
員
や
実
施
団
体
、
関
係
機
関
を
中
心
に
発
信
さ
れ
て
い
る
。
 

・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
主
な
内
容
は
、
①
報
告
、
連
絡
会
の
案
内
、
②
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
の
実
施
情

報
、
③
環
境
学
習
講
座
の
案
内
、
④
エ
コ
ツ
ア
ー
等
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
⑤
事
務
局
か
ら
の
連
絡

事
項
等
が
あ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
市
民
や
活
動
団
体
、
学
校
、
企
業
な
ど
幅
広
い
層
に
対
し
て
、
啓
発
や
活
動
へ
の
参
画
を
促
す

分
か
り
や
す
い
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

活
動
情
報
、
調
査
（
ゴ
ミ
、
水
質
）
結
果
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
会
の
主
要
の
活
動
の
一
つ
に
情
報
発
信
を
位
置
づ
け
、
河
川
ゴ
ミ
や
水
質
、
環
境
学
習
に
関
わ
る

情
報
を
、
紙
（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
冊
子
、
報
告
書
、
図
書
）
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
）
等
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
発
信
し
て
い
る
。
 

・
清
掃
等
に
関
わ
る
各
団
体
、
学
校
、
企
業
等
の
情
報
交
換
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
や
、
協
賛
企
業

の
社
会
貢
献
の
広
報
的
な
役
割
も
持
つ
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
36

 

 名
称
 

荒
川
へ
よ
う
こ
そ
！
 

活
用

媒
体

 
紙
(
ﾊﾟ

ﾝﾌ
ﾚｯ

ﾄ)
 

情
報
発
信
年
 

2
01
0年

 
最

終
更

新
日

 
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
 
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
沿
川
の
小
学
校
等
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

荒
川
下
流
流
域
 
 

U
R

L
 

 

目
的

 

・
事
務
所
管
内
の
荒
川
下
流
域
各
所
で
の
自
然
・
環
境
を
守
る
取
組
み
、
川
で
遊
ん
だ
り
自
然
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
、
都
市
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然
を
流
域
市
民
が
知
り
、

活
用
し
な
が
ら
と
も
に
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
活
動
団
体
の
協
力
、
参
加
に
よ
っ
て

編
集
、
発
行
さ
れ
た
。
 

・
荒
川
下
流
部
で
行
わ
れ
て
い
る
自
然
の
保
全
・
再
生
の
事
業
や
効
果
、
そ
の
他
の
環
境
関
連
事
業

の
概
要
な
ど
を
広
報
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
荒
川
及
び
そ
の
流
域
、
人
工
的
に
造
ら
れ
た
放
水
路
で
あ
る
下
流
部
に
つ
い
て
の
基
礎
情
報
と
と

も
に
、
河
川
敷
の
自
然
の
ス
ポ
ッ
ト
（
自
然
再
生
を
進
め
て
い
る
場
所
や
水
辺
の
楽
校
、
子
ど
も

の
水
辺
な
ど
）
に
つ
い
て

、
そ
れ
ら
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
活
動
団
体
と
と
も
に
マ
ッ
プ
や
、

イ
ラ
ス
ト
、
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
各
自
然
の
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
ペ
ー
ジ
は
位
置
図
や
ア
ク
セ
ス
方
法
と
と
も
に
、
そ
こ
で
見
ら
れ
る

生
き
も
の
等
ど
ん
な
自
然
な
の
か
、
ど
ん
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

豊
富
な
写
真
等
に
よ
っ
て
紹
介
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 

自
然
学
習
リ
ー
ダ
ー
や
小
学
校
の
教
職
員
に
と
っ
て
の
学
習
教
材
・
素
材
と
し
て
、
川
や
自
然
に
親

し
む
体
験
や
活
動
へ
の
参
加
を
考
え
て
い
る
子
ど
も
の
親
に
と
っ
て
の
ガ
イ
ド
と
し
て
わ
か
り
や
す

い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
、
事
業
・
活
動
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
各
自
然
の
ス
ポ
ッ
ト
は
、
そ
の
場
所
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動
を
し
て
い
る
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
等
が

写
真
（
活
動
や
生
き
も
の
）
や
情
報
を
提
供
し
、
各
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
ー
ダ
ー
（
イ
ラ
ス
ト
）
が
紹

介
す
る
形
で
紙
面
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
沿
川
の
施
設
や
小
学
校
等
に
学
習
ガ
イ
ド
や
素
材
と
し
て
配
布
さ
れ
た
ほ

か
、
協
力
し
た
活
動
団
体
の
広
報
資
料
と
し
て
、
提
供
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。
 

課
題
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№
37

 

 名
称
 

荒
川
な
ん
で
も
M
A
P
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
01
0年

 
最

終
更

新
日

 
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
 
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

荒
川
下
流
流
域
 
(
東
京
都
・
埼
玉
県
)
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
3.
k
tr
.
ml
i
t.
g
o.
j
p/
a
ra
g
e/
i
tg
i
s/
n
an
d
em
o
ma
p
/m
a
p.
c
gi
 

目
的

 

・
国
土
交
通
省
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
の
広
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
沿
川
及
び
周
辺
地
域
の
施
設

等
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
に
供
す
る
た
め
の
関
連
情
報
ペ
ー
ジ
「
荒
川
に
行
く
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

W
e
b
流
域
情
報
マ
ッ
プ
。
 

概
要

 

・
荒
川
下
流
域
の
河
川
敷
施
設
を
中
心
と
す
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ト
イ
レ
、
ス
ロ
ー
プ
な
ど
荒
川

の
お
散
歩
情
報
や
、
サ
ッ
カ
ー
場
・
野
球
場
な
ど
河
川
敷
の
施
設
、
流
域
の
福
祉
施
設
な
ど
の
場

所
（
全
7
0
5
件
）
を
検
索
、
閲
覧
で
き
る
G
o
o
g
l
e
 
M
a
p
を
利
用
し
た
地
図
情
報
。
 

・
マ
ッ
プ
検
索
と
と
も
に
各
項
目
の
情
報
（
写
真
や
施
設
に
よ
っ
て
は
連
絡
先
等
）
の
一
覧
で
検
索
、

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
河

川
敷

施
設

･
自

治
体

福
祉

施
設

 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
市
民
が
簡
単
に
河
川
敷
や
流
域
自
治
体
の
利
用
施
設
の
位
置
情
報
等
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

情
報

の
種

類
 

行
政
情
報
、
河
川
敷
施
設
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
荒
川
下
流
域
の
河
川
敷
の
情
報
に
限
ら
ず
、
流
域
自
治
体
の
福
祉
施
設
や
広
域
避
難
場
所
に
関
す

る
位
置
情
報
等
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
沿
川
の
施
設
や
小
学
校
等
に
学
習
ガ
イ
ド
や
素
材
と
し
て
配
布
さ
れ
た
ほ

か
、
協
力
し
た
活
動
団
体
の
広
報
資
料
と
し
て
、
提
供
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。
 

 

課
題

 

・
河
川
管
理
施
設
や
防
災
、
福
祉
施
設
、
利
用
に
つ
い
て
の
情
報
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
自

然
再
生
地
や
川
や
河
川
敷
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
活
動
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
水
辺
登

録
地
の
3
件
の
み
で
、
行
政
情
報
の
み
の
掲
載
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
活
動
情
報
な
ど
追
加
情
報

の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
特
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
各
項
目
の
個
別
情
報
に
コ
メ
ン
ト
欄
が

あ
る
が
、
ま
だ
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
 

・
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
の
H
P
の
「
荒
川
に
行
く
」
か
ら
リ
ン
ク
す
る
が
、
バ
ナ
ー
表
示
な
ど
目
だ

っ
た
表
示
が
な
い
た
め
見
つ
け
に
く
い
。
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
38

 

 名
称
 

新
河
岸
川
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
7年

6月
10
日
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
1
月
1
日
 

情
報

発
信

者
 

柳
瀬
川
流
域
水
循
環
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

新
河
岸
川
流
域
 
東
京
都
・
埼
玉
県
 
～
全
国
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.s
t
ra
t
a.
j
p/
y
an
a
se
/ 

目
的

 

・
新
河
岸
川
の
流
域
の
水
循
環
に
関
係
す
る
デ
ー
タ
や
諸
情
報
、
流
域
の
資
源
や
魅
力
資
源
を
流
域

市
民
の
参
加
に
よ
っ
て
集
め
、
地
図
上
に
“
流
域
資
源
・
魅
力
マ
ッ
プ
”
と
し
て
整
理
・
蓄
積
・

発
信
す
る
 

・
流
域
市
民
や
企
業
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
多
用
な
参
加
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
く

た
め
の
基
本
ツ
ー
ル
と
す
る
と
と
も
に
、
市
民
や
企
業
等
の
流
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
す
る
。
 

 

概
要

 

・
新
河
岸
川
流
域
の
水
循
環
、
水
環
境
、
生
物
、
流
域
資
源
、
魅
力
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
や
情
報
を

流
域
市
民
が
集
め
て
W
E
B
の
G
I
S
マ
ッ
プ
上
に
登
録
・
蓄
積
・
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
。

G
I
S
エ
ン
ジ
ン
は
、
G
o
o
g
l
M
a
p
を
利
用
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
緑

地
・

農
地

・
食

 

情
報

の
難

易
度

 
一
般
市
民
向
け
 

情
報

の
種

類
 

調
査
結
果
 
一
般
的
知
見
 
啓
発
 
市
民
か
ら
の
情
報
収
集
結
果
 

特
徴

・
工

夫
 

・
W
e
b
G
I
S
の
活
用
に
よ
り
市
民
に
よ
る
情
報
の
登
録
も
可
能
 

・
G
o
o
g
l
e
 
M
a
p
の
活
用
に
よ
り
操
作
が
簡
易
 

・
情
報
登
録
時
の
形
式
が
多
用
（
w
o
r
d
、
e
x
c
e
l
、

p
d
f
）
 

・
水
質
調
査
結
果
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
 

・
河
川
環
境
関
連
の
調
査
や
活
動
情
報
な
ど
関
連
す
る
多
様
な
情
報
掲
載
の
可
能
性
が
あ
る
。
 

 

課
題

 

・
デ
ー
タ
が
重
く
、
ク
リ
ッ
ク
か
ら
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
大
き
い
。
 

・
字
が
多
く
内
容
が
読
み
取
り
づ
ら
い
。
 

・
各
年
度
、
地
点
ご
と
に
し
か
デ
ー
タ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
な
い
た
め
、
大
量
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
手
間
が
大
き
い
。
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№
39

 

名
称
 

新
河
岸
川
流
域
 
身
近
な
川
・
里
川
マ
ッ
プ
 

活
用

媒
体

 
紙
・
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
 

情
報
発
信
年
 

（
流
域
一
斉
調
査
：
1
9
9
0
年
ス
タ
ー
ト
）
 

最
終

更
新

日
 

2
00
9年

6月
 

情
報

発
信

者
 

新
河
岸
川
水
系
水
環
境
連
絡
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

新
河
岸
川
流
域
 
埼
玉
県
・
東
京
都
 

U
R

L
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
t
r
a
t
a
.
j
p
/
y
a
n
a
s
e
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l
（
新
河
岸
川
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
）
 

目
的

 

・
東
京
都
と
埼
玉
県
に
ま
た
が
る
新
河
岸
川
お
よ
び
各
支
川
の
全
流
域
で
、
河
川
浄
化
、
自
然
環
境

の
保
全
・
回
復
を
図
り
、
そ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
流
域
の
活

動
団
体
が
、
個
別
の
取
り
組
み
と
と
も
に
流
域
全
体
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
緩
や
か

な
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
1
9
9
4
年
に
組
織
。
 

・
連
絡
会
の
共
同
事
業
と
し
て
、
流
域
の
市
民
団
体
、
住
民
団
体
、
教
育
機
関
、
企
業
、
行
政
等
と

の
連
携
に
よ
り
、
河
川
環
境
の
調
査
「
身
近
な
川
の
一
斉
調
査
」
と
結
果
の
マ
ッ
プ
化
に
よ
る
広

報
を
と
お
し
、
市
民
科
学
、
環
境
科
学
の
普
及
、
発
展
め
ざ
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
「
身
近
な
川
の
一
斉
調
査
」
は

、
新
河
岸
川
水
系
で
は
1
9
9
0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
、
毎
年

6

月
に
行
わ
れ
る
「
身
近
な
水
環
境
の
全
国
一
斉
調
査
」
（
全
国
水
環
境
マ
ッ
プ
実
行
委
員
会
）
と

連
携
し
、
連
絡
会
の
事
業
と
し
て
調
査
箇
所
2
5
0
ポ
イ
ン
ト
以
上
、
参
加
団
体
5
0
グ
ル
ー
プ
以
上

に

よ
り
水
質
調
査
や
水
生
生
物
調
査
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
結
果
は
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、
流
域
図

を
ベ
ー
ス
と
す
る
マ
ッ
プ
を
毎
年
発
行
し
、
公
表
し
て
い
る
。
 

・
調
査
結
果
を
活
か
し
た
環
境
学
習
教
材
と
し
て
、
2
0
0
9
年
に
は
公
的
助
成
を
受
け
、
新
河
岸
川
流

域
で
見
ら
れ
る
鳥
と
魚
の
生
き
も
の
図
鑑
と
も
な
る
下
敷
き
を
作
成
し
、
流
域
の
学
校
に
配
布
し

て
い
る
。
 

・
2
0
0
9
年
度
版
は
、
調
査
結
果
を
と
水
質
の
指
標
と
な
る
水
生
生
物
の
写
真
を
流
域
図
に
掲
載
、
裏

面
は
新
河
岸
川
流
域
身
近
な
川
・
里
川
マ
ッ
プ
と
し
て
流
域
の
湧
水
ポ
イ
ン
ト
を
写
真
で
掲
載
し

て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
地
図
上
へ
の
調
査
結
果
の
反
映
に
よ
り
、
流
域
住
民
に
と
っ
て
視
覚
的
に
理
解
し
や
す
い
 

情
報

の
種

類
 

調
査
結
果
、
地
図
情
報
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
水
質
・
生
き
物
等
の
デ
ー
タ
を
w
e
b
上
の
マ
ッ
プ
（
新
河
岸
川
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
）
に

反
映
し
、
他
の
情
報
と
と
も
に
だ
れ
で
も
閲
覧
で
き
る
。
 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
40

 

 名
称
 

新
河
岸
川
流
域
新
聞
「
里
川
」
 

活
用

媒
体

 
紙
、
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
 

情
報
発
信
年
 

1
99
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1月
 

情
報

発
信

者
 

新
河
岸
川
流
域
川
づ
く
り
連
絡
会
（
事
務
局
：
国
土
交
通
省
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

荒
川
水
系
新
河
岸
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.k
t
r.
m
li
t
.g
o
.j
p
/a
r
ag
e
/s
h
in
g
as
h
i/
 

目
的

 

・
新
河
岸
川
流
域
川
づ
く
り
連
絡
会
は
、
新
河
岸
川
流
域
に
お
い
て
総
合
治
水
対
策
や
川
づ
く
り
、

水
循
環
を
支
川
や
流
域
の
地
域
づ
く
り
と
と
も
に
流
域
全
体
で
推
進
し
て
い
く
た
め
、
流
域
の
国

（
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
）
、
自
治
体
、
住
民
（
団
体
）
等
を
中
心
に
市
民
間
、
市
民
と
行
政
と

の
情
報
交
換
、
共
有
の
た
め
に
組
織
さ
れ
、
「
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
「
川
づ
く
り
見
学
会
・
交

流
会
」
等
の
開
催
と
と
も
に
、
連
絡
会
の
情
報
誌
と
し
て
「
流
域
し
ん
ぶ
ん
 
里
川
」
（
1
9
9
8
年

～
2
0
1
0
年
ま
で
6
0
号
）
を
発
行
し
て
い
る
。
 

・
情
報
誌
は
、
主
に
流
域
で
の
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
案
内
や
河
川
管
理
情
報
の
提
供
、
総
合

治
水
対
策
の
啓
発
を
目
的
と
す
る
。
 

概
要

 

・
「
里
川
」
で
は
、
流
域
の
行
政
（
東
京
都
、
埼
玉
県
な
ど
）
の
情
報
提
供
、
住
民
団
体
の
イ
ベ
ン

ト
カ
レ
ン
ダ
ー
や
活
動
の
案
内
、
総
合
治
水
対
策
や
環
境
に
関
す
る
啓
発
情
報
、
事
務
局
だ
よ
り

な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
最
新
号
（
2
0
1
0
年

1
号
，
第
6
0
号
）
の
内
容
 

：
①
流
域
源
流
ま
つ
り
、
川
ま
つ
り
等
の
報
告
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
、
②
総
合
治
水
対
策
と
は
？
、
 

③
連
絡
会
へ
の
一
般
参
加
の
呼
び
か
け
 
等
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
一
般
市
民
に
向
け
て
流
域
の
環
境
や
行
政
施
策
、
活
動
団
体
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
示
し
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

イ
ベ
ン
ト
・
活
動
情
報
、
行
政
情
報
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、
地
図
な
ど
を
多
用
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
分
か
り
や
す
い
。
 

・
河
川
管
理
者
等
行
政
に
よ
る
施
策
や
事
業
の
P
R
度
が
高
い
。
 

・
関
連
す
る
情
報
や
過
去
に
開
催
さ
れ
た
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
報
告
や
資
料
、
「
里
川
」
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
P
D
F
版
）
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
報
告
等
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

    

-128-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
41

 

名
称
 

ブ
ロ
グ
 
き
よ
せ
中
里
だ
よ
り
 

活
用

媒
体

 
ブ
ロ
グ
 

情
報
発
信
年
 

2
0
0
8
年
4
月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

2月
3日

 

情
報

発
信

者
 

川
づ
く
り
・
清
瀬
の
会
（
個
人
の
ブ
ロ
グ
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

新
河
岸
川
水
系
（
柳
瀬
川
）
 
東
京
都
清
瀬
市
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
se
i
ry
u
ka
r
a.
b
lo
g
32
.
fc
2
.c
o
m/
b
lo
g
-c
a
te
g
or
y
-8
.
ht
m
l 

目
的

 

・
清
瀬
の
暮
ら
し
の
な
か
に
あ
る
風
景
や
自
然
、
ま
ち
な
か
を
流
れ
る
柳
瀬
川
、
空
堀
川
、
金
山
調

節
地
の
様
子
や
そ
の
川
を
見
守
る
活
動
な
ど
を
、
日
々
の
出
来
ご
と
な
ど
と
と
も
に
発
信
し
て
い

る
。
 

 

概
要

 

・
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
「
清
瀬
の
自
然
」
が
最
も
多
く
、
地
域
で
見
ら
れ
る
植
物
の
紹
介
や
川
や
自
然

再
生
地
で
あ
る
保
全
活
動
等
を
豊
富
な
写
真
と
短
い
コ
メ
ン
ト
で
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
2
番
目
、

3
番
目
に
多
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
河
川
環
境
」
、
「
市
民
活
動
」
で
は
、
柳
瀬
川
や

空
堀
川
の
工
事
情
報
や
懇
談
会
の
報
告
、
所
属
し
て
い
る
地
元
の
市
民
団
体
の
活
動
の
様
子
な
ど

を
、
こ
ま
め
に
と
り
あ
げ
、
個
人
の
ブ
ロ
グ
で
あ
り
な
が
ら
、
団
体
の
活
動
紹
介
や
地
域
全
体
の

情
報
発
信
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
水

質
事

故
 

情
報

の
難

易
度

 
活
動
団
体
の
仲
間
や
地
域
住
民
に
向
け
た
親
し
み
や
す
い
分
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

地
域
の
自
然
情
報
、
工
事
・
計
画
情
報
、
活
動
報
告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
地
域
環
境
に
対
す
る
地
域
住
民
・
市
民
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
豊
富
な
写
真
と
コ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
て
い
る
。
 

・
特
に
市
民
団
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
空
掘
川
の
動
植
物
や
自
然
環
境
、
川
づ
く
り
の
活
動
や

工
事
、
計
画
な
ど
の
情
報
は
、
活
動
団
体
内
の
み
な
ら
ず
、
同
新
河
岸
川
水
系
の
活
動
団
体
や
市

民
に
対
す
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
に
も
な
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
42

 

 名
称
 

い
る
ま
川
筋
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
9年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
1
月
1
0
日
 

情
報

発
信

者
 

い
る
ま
川
筋
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

荒
川
水
系
入
間
川
流
域
 
埼
玉
県
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.v
a
ri
o
us
-
th
i
ng
s
.c
o
m/
i
ru
m
ab
u
nk
a
to
p
pu
.
ht
m
l 

目
的

 

・
「
い
る
ま
川
筋
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
会
員
と
市
民
の
協
働
に
よ
っ
て
、
入
間
川
水
系
、
加

治
・
阿
須
丘
陵
の
自
然
環
境
保
全
活
動
や
地
域
の
様
々
な
文
化
活
動
を
通
じ
て
、
豊
か
で
住
み
良

い
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
入
間
川
の
自
然
再
生
及
び
会
員
相
互
や
各
種
団
体
と
の
交
流
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
。
 

・
か
つ
て
舟
運
に
よ
っ
て
栄
え
た
入
間
川
や
地
域
の
川
筋
文
化
を
地
域
で
共
有
し
、
川
の
自
然
再
生

と
と
も
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
、
関
連
す
る
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
発
信
し

て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
会
の
紹
介
、
川
の
再
生
、
利
用
に
関
す
る
提
案
等
、
活
動
に
つ
い
て
の
全
て
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

・
入
間
川
を
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
す
る
「
入
間
川
ア
ク
ア
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
と
し
て
再
生
す
る
会
の
提
案
や
、
県
の
河
川
事
業
等
の
関
連
情
報
。
 

・
入
間
川
の
歴
史
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
運
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
関
連
す
る
資
料

（
川
と
地
域
に
関
わ
る
歴
史
、
文
化
、
産
業
、
生
業
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
）
等
。
 

・
入
間
川
を
障
害
者
や
子
ど
も
達
な
ど
も
安
心
し
て
カ
ヌ
ー
な
ど
が
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い

く
た
め
の
会
の
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
等
に
つ
い
て
の
紹
介
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
主
に
会
員
や
地
域
住
民
等
に
向
け
た
、
活
動
の
目
的
や
内
容
、
提
案
な
ど
の
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

活
動
紹
介
、
報
告
、
提
案
 

特
徴

・
工

夫
 

・
活
動
写
真
等
を
多
用
し
、
水
辺
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
と
、
川
の
自
然
再
生
、
川
の
再
生
に
よ
る

地
域
文
化
の
醸
成
と
い
っ
た
会
の
活
動
を
分
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
 

・
会
の
活
動
報
告
や
、
関
連
情
報
を
主
に
会
員
や
関
係
者
に
向
け
て
会
報
誌
「
あ
め
ん
ぼ
通
信
」
（
最

新
号
は
2
0
1
0
年
8
月
の
第

7
号
）
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）
で
発
信
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

-129-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
43

 

 名
称
 

茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
,
拠

点
施
設
 

情
報
発
信
年
 

2
0
0
8
年
4
月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

2月
3日

 

情
報

発
信

者
 

茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

霞
ヶ
浦
流
域
 
茨
城
県
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.k
a
su
m
ig
a
ur
a
.p
r
ef
.
ib
a
ra
k
i.
j
p/
i
nd
e
x.
h
tm
 

目
的

 

・
霞

ケ
浦

環
境

科
学

セ
ン

タ
ー

は
、

新
た

な
湖

沼
環

境
の

保
全

と
管

理
の

あ
り

方
を

探
る

た
め

1
9
9
5

年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
６
回
世
界
湖
沼
会
議
－
霞
ヶ
浦
'
9
5
」
を
契
機
に
、
そ
の
設
置
が
提
唱
さ
れ

、

1
0
年
後
の
2
0
0
5
年
に
設
立
さ
れ
た
。
人
と
自
然
の
共
生
す
る
環
境
の
保
全
・
創
造
を
謳
っ
た
「
霞

ヶ
浦
宣
言
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
実
現
す
る
た
め
、
環
境
保
全
に
関
す
る
調
査
研
究
と
と
も
に

、

環
境
学
習
や
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
県
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
施
設
は
、
「
湖
沼
と
と
も
に
生
き
る

」
を

テ
ー

マ
に

、
霞

ヶ
浦

の
歴

史
・
暮

ら
し
・
生

き
物

た
ち

・

水
質
・
地
球
環
境
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
展
示
、
交
流
サ
ロ
ン
、
会
議
室
、
文
献
資
料
室
の
ほ
か
、

多
目
的
ホ
ー
ル
や
市
民
団
体
、
研
究
者
、
企
業
な
ど
が
環
境
活
動
の
成
果
な
ど
を
展
示
・
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
（
展
示
交
流
広
場
／
小
展
示
室
）
、
研
究
室
、
研
究
室
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
セ
ン
タ
ー
の
総
合
情
報
サ
イ
ト
と
し
て
、
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
最
新
情

報
の
ほ
か
、
調
査
・
研
究
成
果
、
市
民
活
動
や
環
境
学
習
の
支
援
情
報
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
そ
の
他
の
発
行
物
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
『

霞
ケ

浦
環

境
科

学
セ

ン
タ

ー
年

報
』
（

最
新

号
・

第
5
号
，

2
0
0
9
年
）
、
『
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
』
（
最
新
号
･
N
o
.
6
 2
0
0
9
年
3
月

)
等

の
定
期
刊
行
物
が
あ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
研
究
者
や
専
門
家
、
一
般
市
民
ま
で
幅
広
い
層
の
利
用
に
対
応
す
る
多
様
な
情
報
提
供
や
情
報
交
流

の
仕
組
み
を
有
す
る
 

情
報

の
種

類
 

施
設
利
用
情
報
、
調
査
・
研
究
成
果
、
行
政
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
県
民
の
施
設
の
活
用
や
民
間
の
環
境
活
動
の
支
援
を
図
り
、
申
請
に
よ
り
展
示
室
、
交
流
サ
ロ
ン

及
び
文
献
資
料
室
や
ホ
ー
ル
会
議
室
な
ど
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
っ
て
い
る
。
 

・
H
P
か
ら
リ
ン
ク
す
る
「
茨
城
県
水
質
マ
ッ
プ
」
は
G
o
o
g
l
e
 
M
A
P
を
利
用
し
、
県
内
各
河
川
ご
と
の

調
査
結
果
が
表
示
さ
れ
、
地
図
上
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
、
各
調
査
地
点
の
水
質
の
経
年
変
化
も
閲
覧

で
き
る
。
 

 

課
題

 
 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
44

 

名
称
 

い
ん
ざ
い
水
の
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾞ
,
ｲ

ﾍ
ﾞﾝ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
7年

3月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
24
日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
い
ん
ざ
い
水
の
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
来
訪
者
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

千
葉
県
 
印
旛
・
手
賀
沼
流
域
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.i
n
za
i
mi
z
un
o
sa
t
o.
c
om
/
in
d
ex
.
ht
m
l 

目
的

 

・
「
N
P
O
法
人
い
ん
ざ
い
水
の
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
か
つ
て
「
木
下
河
岸
（
き
お
ろ
し
か
し
）
」

と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
利
根
川
の
下
流
域
と
江
戸
を
結
ぶ
中
継
地
と
し
て

繁
栄
し
て
い
た
千
葉
県
印
西
市
の
木
下
、
大
森
地
区
に
お
い
て
、
歴
史
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
、

水
辺
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
設
立
(
2
0
0
6
年
)
さ
れ
た
。
舟
運
事
業
を
中
心
に
、

歴
史
資
源
、
自
然
資
源
、
伝
統
の
食
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ
た
中

心
市
街
地
等
と
、
新
し
い
街
で
あ
る
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
が
相
互
補
完
す
る
一
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。
主
要
事
業
で
あ
る
地
域
の
舟
運
事
業
に
お
い
て
、
訪
れ
る

人
や
流
域
住
民
に
も
活
動
の
主
旨
や
地
域
資
源
を
伝
え
る
た
め
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
「
ぶ
ら
り
川
め
ぐ
り
」
は
屋
根
つ
き
の
平
舟
で
六
軒
川
、
弁
天
川
、
手
賀
川
を
め
ぐ
る
も
の
で
毎

年
3
月
～

1
1
月
の
隔
週
の
土
日
に
運
行
し
て
い
る
。
3
0
分
コ
ー
ス
（
六
軒
川
と
弁
天
川
を
ぐ
る
り

と

一
周
す
る
コ
ー
ス
）
、
6
0
分
コ
ー
ス
（
手
賀
川
ま
で
進
み
発
作
の
田
園
風
景
も
楽
し
め
る
コ
ー
ス
）
、

手
賀
沼
コ
ー
ス
 （

船
を
１
隻
貸
し
切
っ
て
手
賀
沼
ま
で
行
く
コ
ー
ス
）
が
あ
り
、
航
行
と
と
も
に
、

生
き
も
の
や
自
然
環
境
、
地
域
の
水
辺
の
歴
史
等
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
す
る
。
 

・
地
域
の
水
辺
に
見
ら
れ
る
生
き
も
の
や
歴
史
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開
、
閲
覧

で
き
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 

地
域

住
民

や
一

般
市

民
に

対
し

、
地

域
情

報
や

魅
力

資
源

に
つ

い
て

、
舟

め
ぐ

り
に

よ
る

現
場

で
の

情
報
提
供
も
含
め
分
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

 

情
報

の
種

類
 

活
動
情
報
、
地
域
の
自
然
環
境
・
歴
史
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
が
定
期
的
に
更
新
し
、
清
掃
活
動
や
防
災
訓
練
な
ど
舟
運
事
業
や
会

の
他
の
活
動
に
つ
い
て
、
逐
次
、
写
真
と
と
も
に
報
告
し
て
い
る
。
 

・
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
舟
運
事
業
「
ぶ
ら
り
川
め
ぐ
り
」
が
取
り
上
げ
ら
得

る
機
会
が
多
く
、
地
域
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
動
画
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

-130-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
45

 

 名
称
 

利
根
運
河
フ
ッ
ト
パ
ス
マ
ッ
プ
 

活
用

媒
体

 
紙
 

情
報
発
信
年
 

2
0
1
0
年
9
月
 

最
終

更
新

日
 

 

情
報

発
信

者
 

利
根
運
河
協
議
会
（
事
務
局
：
国
土
交
通
省
江
戸
川
河
川
事
務
所
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

関
東
地
域
 
千
葉
県
野
田
市
、
柏
市
、
流
山
市
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.k
t
r.
m
li
t
.g
o
.j
p
/e
d
og
a
wa
/
pr
o
je
c
t/
t
ii
k
i/
e
co
_
pa
r
k/
 

目
的

 

・
利
根
川
と
江
戸
川
を
結
ぶ
舟
運
航
路
と
し
て
開
削
さ
れ
、
千
葉
県
野
田
市
、
柏
市
、
流
山
市
に
ま

た
が
っ
て
流
れ
る
利
根
運
河
が
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
周
辺
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
と

調
和
し
、
よ
り
美
し
い
環
境
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
に
、
国
土
交
通
省
、
千
葉
県
、
関
係
市
、

有
識
者
、
民
間
団
体
の
代
表
に
よ
り
「
利
根
運
河
協
議
会
」
が
組
織
（
2
0
0
6
）
さ
れ
、
「
利
根
運

河
エ
コ
パ
ー
ク
実
施
計
画
」
が
策
定
（
2
0
0
9
）
さ
れ
た
。
そ
の
実
現
に
向
け
た
生
態
系
の
保
全
や

観
光
振
興
な
ど
の
一
環
で
、
流
域
住
民
や
一
般
市
民
に
そ
の
魅
力
資
源
を
紹
介
す
る
た
め
に
発
行

さ
れ
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
。
 

 

概
要

 

・
「
利
根
運
河
フ
ッ
ト
パ
ス
」
は
、
利
根
運
河
を
中
心
と
し
た
三
市
に
残
る
豊
か
な
自
然
や
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
運
河
に
ま
つ
わ
る
歴
史
文
化
な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
散
策
ル
ー
ト
で
、
現
在
、
「
利

根
運
河
大
師
を
巡
る
道
」
、
「
谷
津
の
四
季
を
楽
し
む
道
」
、
「
利
根
運
河
河
口
ま
で
の
道
」
の

３
つ
の
テ
ー
マ
を
持
つ
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 

・
各
フ
ッ
ト
パ
ス
の
ル
ー
ト
及
び
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
マ
ッ
プ
（
A
3
・
両
面
カ
ラ
ー
版
、
4
つ
折
）

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
 

・
利
根
運
河
の
概
要
や
取
組
み
、
歴
史
的
背
景
な
ど
を
紹
介
す
る
同
サ
イ
ズ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
発

行
さ
れ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
緑

地
・

農
地

 

情
報

の
難

易
度

 
活
動
団
体
の
仲
間
や
地
域
住
民
に
向
け
た
親
し
み
や
す
い
分
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

地
域
の
自
然
情
報
、
工
事
・
計
画
情
報
、
活
動
報
告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
関
連
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
フ
ッ
ト
パ
ス
の
広
報
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
も

開
催
さ
れ
普
及
を
図
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
フ
ッ
ト
パ
ス
の
普
及
、
流
域
住
民
の
関
わ
り
と
参
加
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
46

 

 名
称
 

よ
こ
は
ま
か
わ
を
考
え
る
会
ニ
ュ
ー
ス
 

活
用

媒
体

 
紙
,
ｲﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

1
98
2年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
1
年
1
月
 

情
報
発
信
者
 

よ
こ
は
ま
か
わ
を
考
え
る
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

な
し
 

目
的

 

・
横
浜
市
内
の
河
川
に
関
す
る
活
動
団
体
の
紹
介
や
同
会
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
学
習
会
、
研
究

会
等
の
紹
介
と
案
内
。
 

・
横
浜
市
内
河
川
の
環
境
情
報
や
全
国
の
川
で
の
活
動
紹
介
を
通
し
て
、
川
に
関
す
る
啓
発
や
活
動

の
活
性
化
を
図
る
。
 

 

概
要

 

・
ニ
ュ
ー
ス
は
、
毎
月
1
回
発
行
（
2
0
1
1
年
1
月

1
日
号
で
3
4
7
号
）
。
B
5
サ
イ
ズ
、
モ
ノ
ク
ロ
、
6
～
8

ペ
ー
ジ
で
、
毎
回
約
8
0
0
部
発
行
し
、
全
国
に
郵
送
し
て
い
る
。
 

・
月
1
回
の
定
例
研
究
会
の
案
内
、
会
員
（
全
国
）
か
ら
の
情
報
、
投
稿
、
会
員
の
サ
ー
ク
ル
、
研
究

会
等
の
報
告
。
川
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
横
浜
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
川
で
の
か
わ
づ
く
り

、

ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
全
国
規
模
の
大
会
の
案
内
等
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
活
動
団
体
や
関
心
の
高
い
層
が
、
関
連
す
る
地
域
及
び
全
国
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

情
報

の
種

類
 

研
究
会
・
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
活
動
報
告
、
会
員
に
よ
る
投
稿
（
環
境
、
生
き
も
の
に
関
す
る

コ
ラ
ム
、
エ
ッ
セ
イ
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
）
 

特
徴

・
工

夫
 

・
会
報
紙
は
約
3
0
年
近
く
毎
月
発
行
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
よ
り
講
師
を
招
い
た
定
例
研
究

会
を
毎
月
開
催
し
て
い
る
。
 

・
横
浜
の
地
域
発
情
報
誌
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
全
国
の
住
民
・
市
民
団
体
の
活
動

情
報
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

・
同
会
が
発
足
支
援
を
行
っ
た
種
々
の
研
究
会
や
サ
ー
ク
ル
紹
介
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
誌
面

は
主
に
投
稿
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
郵
送
費
削
減
も
あ
り
、
希
望
者
に
は
P
D
F
版
の
メ
ー
ル
で
の
発
信
も
行
っ
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
47

 

 名
称
 

向
上
高
校
生
物
部
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
紙
 

情
報
発
信
年
 

1
99
9年

 
最

終
更

新
日

 
 

情
報

発
信

者
 

向
上
高
校
生
物
部
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
学
校
関
係
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

神
奈
川
県
～
全
国
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.k
o
jo
.
ac
.
jp
/
cl
u
b-
b
io
/
in
d
ex
.
ht
m
l 

目
的

 

・
同
校
生
物
部
に
よ
る
神
奈
川
県
下
の
河
川
、
水
系
に
お
け
る
タ
イ
ワ
ン
シ
ジ
ミ
、
マ
シ
ジ
ミ
等
の

分
布
調
査
結
果
の
公
表
と
シ
ジ
ミ
に
関
す
る
地
域
情
報
の
収
集
。
 

・
全
国
シ
ジ
ミ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
仮
称
）
形
成
の
た
め
の
提
言
と
啓
発
。
 

概
要

 

・
全
国
の
河
川
、
水
系
に
拡
大
す
る
外
来
種
の
タ
イ
ワ
ン
シ
ジ
ミ
に
よ
る
在
来
種
の
駆
逐
が
問
題
に

に
な
っ
て
い
る
折
、
学
校
の
部
活
動
と
し
て
県
内
の
河
川
等
の
調
査
を
行
い
、
生
息
す
る
種
、
分

布
等
、
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
 

・
こ
の
情
報
提
供
を
ベ
ー
ス
に
各
地
の
市
民
、
活
動
団
体
等
に
呼
び
か
け
、
生
息
す
る
シ
ジ
ミ
に
関

す
る
情
報
を
集
め
、
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
 

・
ま
た
、
全
国
の
関
係
機
関
、
団
体
、
学
校
等
に
呼
び
か
け
、
全
国
シ
ジ
ミ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
っ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
写
真
や
図
表
の
多
様
に
よ
り
研
究
者
に
よ
ら
ず
分
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
結
果
、
報
告
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
タ
イ
ワ
ン
シ
ジ
ミ
に
関
す
る
情
報
、
調
査
結
果
、
繁
殖
拡
大
の
経
緯
、
今
後
の
課
題
等
、
学
生
の

目
線
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
市
民
へ
の
シ
ジ
ミ
分
布
に
関
す
る
調
査
へ
の
参
加
、
協
力
を
図
っ
て
い
る
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
研
究
報
告
や
発
表
等
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、
学
校
教
育
、
部
活
動

の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
情
報
発
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
と
と
も
に
研
究
成
果
の
普
及
、
啓

発
を
図
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
48

 

 名
称

 
水
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
00
6年

 
最

終
更

新
日

 
2
00
6年

 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
者
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

関
東
地
方
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

mi
zu
j
yo

uh
ou

.k
tr
.
ml

it
.g

o.
jp
/ 

目
的

 
・
普
段
使
っ
て
い
る
水
や
使
っ
た
後
の
水
に
つ
い
て
、
ま
た
、
雨
水
や
身
近
な
川
に
つ
い
て
な
ど
、

「
水
」
や
「
流
域
」
へ
の
関
心
を
促
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
す
る
総
合
サ
イ
ト
。
 

 

概
要

 
・
問
題
に
答
え
る
形
式
や
テ
ー
マ
や
ク
イ
ズ
形
式
の
問
題
を
示
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
に
関
わ
る
関
心

を
引
き
出
し
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の
検
索
機
能
の
利
用
や
関
連
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
郵
便
番
号
や
住
所
か
ら
そ
の
場
所
の
「
流
域
」
が
検
索
で
き
、
位
置
情
報
や
水
系
、
雨
水
の
流
れ

に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域
の
取
水
・
給
水
状
況
（
取
水
内
訳
、
浄
水
所
等
）
、
下
水
状
況
（
下
水

道
整
備
状
況
、
下
水
の
行
方
）
、
水
道
水
の
水
質
な
ど
の
デ
ー
タ
検
索
が
可
能
。
 

・
「
水
の
資
料
館
」
と
し
て
、
行
政
機
関
等
の
水
や
川
に
関
わ
る
子
ど
も
向
け
の
サ
イ
ト
、
水
や
生

き
も
の
、
河
川
、
流
域
、
水
源
、
上
水
、
下
水
な
ど
の
各
テ
ー
マ
か
ら
関
連
す
る
サ
イ
ト
へ
容
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
子
ど
も
だ
け
で
な
く
幅
広
い
年
齢
層
の
地
域
住
民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
内
容
で
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

位
置
情
報
、
調
査
デ
ー
タ
、
学
習
教
材
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
行
政
界
を
超
え
た
流
域
の
な
か
の
地
域
情
報
、
川
や
上
下
水
、
雨
水
な
ど
身
の
回
り
に
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
水
に
つ
い
て
の
情
報
を
閲
覧
で
き
る
。
 

・
「
身
近
な
水
の
こ
と
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
（
自
分
の
使
用
す
る
水
は
ど
こ
か
ら
来
て

ど
こ
へ
流
れ
て
い
く
の
か
）
、
「
流
域
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
投
げ
か
け
を
入

口
に
、
言
葉
の
穴
埋
め
問
題
や
身
近
な
水
に
つ
い
て
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

分
か
ら
な
い
こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
情
報
に
つ
い
て
検
索
、
調
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
理
解
が
促
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
検
索
方
法
や
サ
イ
ト
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
か
ら
の
調
べ

学
習
等
に
役
立
つ
検
索
シ
ー
ト
や
調
査
シ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
、
興
味
や
理
解
に
応
じ
た
水
や
流
域

に
関
す
る
環
境
学
習
ツ
ー
ル
と
し
て
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
水
質
な
ど
自
治
体
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
調
査
結
果
が
古
い
も
の
等
も
あ
る
。
 

・
ラ
イ
ブ
映
像
や
関
連
施
設
へ
の
リ
ン
ク
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
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№
49

 

 名
称

 
新
潟
の
水
辺
だ
よ
り
 

活
用

媒
体

 
紙
,
We

bｻ
ｲﾄ

, 

ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
,ﾒ
ﾙﾏ
ｶﾞ
 

情
報
発
信
年

 
1
9
8
7
年
1
0
月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
1
月
2
5
日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
新
潟
水
辺
の
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
会
員
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

新
潟
県
、
長
野
県
、
信
濃
川
流
域
 
～
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w1
7
.p

la
la

.o
r.
j
p/

mi
zu

be
no
k
ai

/ 

目
的

 

 

・
新
潟
水
辺
の
会
の
活
動
や
行
政
の
施
策
、
会
員
に
よ
る
各
所
の
水
辺
だ
よ
り
。
提
言
等
を
通
し
、

川
へ
の
関
心
を
高
め
る
。
 

・
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
。
 

 

概
要

 

・
A
4
サ
イ
ズ
、
モ
ノ
ク
ロ
、
8
ペ
ー
ジ
程
度
、
最
新
号
（
2
0
1
0
年
9
月
号
）
は
7
9
号
。
 

・
会
が
企
画
、
運
営
す
る
調
査
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
提
供
や
報
告
、
会
員
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
、
提
案

等
に
よ
る
構
成
。
 

・
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
と
し
て
、
新
潟
県
を
中
心
に
全
国
に
も
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
会
員
を

有
し
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
県
外
、
全
国
と
の
情
報
の
受
発
信
が
あ
る
。
 

・
会
員
相
互
の
日
常
的
な
連
絡
や
意
見
交
換
に
は
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
。
 

  

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
会
員
は
専
門
家
や
活
動
団
体
が
多
く
、
や
や
専
門
的
な
情
報
が
多
い
が
、
会
員
に
よ
る
投
稿
等
を
中

心
と
し
て
読
み
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

調
査
・
研
究
結
果
、
事
業
・
活
動
報
告
・
予
定
、
投
稿
に
よ
る
報
告
や
コ
ラ
ム
、
 

特
徴

・
工

夫
 

・
会
の
活
動
・
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
調
査
、
研
究
活
動
等
や
住
民
や
子
ど
も
に
よ
る
昆
虫
、
哺

乳
類
等
の
調
査
結
果
が
充
実
し
て
い
る
。
 

・
会
報
誌
や
関
係
論
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
号
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
も
P
D
F
版
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
 

・
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
学
識
者
や
専
門
家
が
多
く
、
論
文
や
レ
ポ
ー
ト
等
に
よ
る
情
報
発
信
の
ほ

か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
の
開
催
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
会
員
等
が
直
接
情
報
の
書
き
込
み
を
行
い
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
水
辺
レ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
（
準
備
中
）
。
 

 

課
題

 
 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
50

 

名
称

 
加
治
川
ネ
ッ
ト
2
1
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
携

帯
ｻ
ｲﾄ
 

情
報
発
信
年

 
1
99
6年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1
月

2
4
日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
加
治
川
ネ
ッ
ト
2
1
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
地
元
企
業
等
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

新
潟
県
 
阿
賀
北
地
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
i
ne

t-
sh

ib
at
a
.o

r.
jp

/~
kj
n
21

/ 

目
的

 

・
NP
O
法
人
加
治
川
ネ
ッ
ト
2
1
は

、
新
潟
県
北
部
に
位
置
し
、
新
発
田
市
、
北
蒲
原
郡
を
流
れ
る
加
治

川
や
流
域
、
地
域
の
住
民
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
自
然
環
境
の
保
全
環
境
の
保
全
や
文
化
の
振
興

に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
(
2
0
0
3
年

)。
 

 
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、
活
動
と
と
も
に
、
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
多

様
な
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

概
要

 

・
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
活
動
履
歴
や
活
動
に
関
わ
る
最
新
情
報
（
主
催
イ
ベ
ン
ト
や
関
連
す

る
催
し
、
調
査
等
の
案
内
）
、
主
な
活
動
事
業
で
あ
る
交
流
事
業
や
広
域
連
携
や
総
合
学
習
に
か

関
わ
る
最
近
の
活
動
の
報
告
、
会
報
や
広
報
誌
、
新
聞
等
へ
の
掲
載
、
報
告
書
等
発
行
図
書
に
つ

い
て
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
会
の
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
新
発
田
市
情
報
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト

に
リ
ン
ク
す
る
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
の
川
や
地
域
の
環
境
に
関
心
の
あ
る
住
民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

調
査
・
研
究
結
果
、
事
業
・
活
動
報
告
、
地
域
資
源
の
紹
介
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
の
ほ
か
、
紙
媒
体
に
よ
る
情
報
発
信
と
し
て
、
会
報
誌
「
カ
ジ

カ
の
学
君
」
(
最
新
号
2
0
1
0
年
1
0
/
6
号
で
4
6
号

)
の
発
行
、
広
報
誌
「
水
辺
の
広
場
」
（
年

2
回
発
行

、

最
新
号
2
0
1
0
年
1
0
月
で
1
2
号
）
等
を
発
行
し
、
地
域
や
水
環
境
の
保
全
や
そ
の
活
動
に
つ
い
て
、

定
期
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
（
会
報
誌
、
広
報
誌
は
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
含
め
H
P
上
で

も
P
D
F
版
を
閲
覧
で
き
る
）
 

・
地
方
紙
や
主
要
紙
の
地
方
版
、
図
書
な
ど
に
活
動
等
に
つ
い
て
紹
介
、
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

そ
う
し
た
記
事
や
寄
稿
等
を
H
P
で
逐
次
紹
介
、
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
会
や
地
域
の
情
報
の
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
全
国
大
会
へ
の
参
加
を
含
め
、
他
地
域
や

関
連
す
る
全
国
の
情
報
の
受
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
51

 

名
称
 

岐
阜
県
 
川
の
防
災
情
報
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
携

帯
ｻ
ｲﾄ
 

情
報
発
信
年
 

 
最

終
更

新
日

 
逐
次
更
新
 

情
報

発
信

者
 

岐
阜
県
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

岐
阜
県
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.k
a
se
n
.p
r
ef
.
gi
f
u.
j
p/
i
nd
e
x.
h
tm
l 

目
的

 

・
岐
阜
県
と
国
土
交
通
省
・
気
象
庁
が
観
測
し
た
岐
阜
県
域
の
雨
量
・
水
位
情
報
、
河
川
の
状
況
等

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
 

  

概
要

 

・
気
象
、
水
防
、
洪
水
予
報
・
避
難
判
断
情
報
の
緊
急
情
報
を
メ
イ
ン
に
、
気
象
庁
、
国
の
河
川
防

災
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
と
も
リ
ン
ク
し
、
雨
量
情
報
、
水
位
情
報
、
水
位
予
測
、
樋
門
の
開

閉
・
排
水
ポ
ン
プ
の
稼
働
状
況
、
防
災
や
河
川
に
関
す
る
用
語
情
報
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
携
帯
サ
イ
ト
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
一

般
住

民
、

関
係

自
治

体
に

対
し

て
河

川
の

防
災

・
災

害
に

関
す

る
緊

急
情

報
を

集
約

的
に

閲
覧

で

き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

気
象
情
報
、
雨
量
・
水
位
情
報
、
災
害
・
防
災
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
｢
岐
阜
県
浸
水
想
定
区
域
図
ポ
ー
タ
ル
」
よ
り
、
各
河
川
の
整
備
状
況
等
(
公

表
時
点
)
を
勘
案
し
て
、
大
雨
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
状
況
を
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
求
め
た
浸
水
想
定
区
域
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
W
E
B
上
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

 

課
題

 
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
と
し
て
は
集
約
さ
れ
て
お
り
、
状
況
把
握
し
や
す
い
が
、
日
常
的
な
防
災
に

つ
い
て
の
啓
発
情
報
等
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ほ
か
は
特
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
52

 

 名
称
 

み
ず
か
ら
守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
01
0年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

１
月

13
日
 

情
報

発
信

者
 

愛
知
県
(
建
設
部
河
川
課
)
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

愛
知
県
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.p
r
ef
.
ai
c
hi
.
jp
/
00
0
00
2
59
2
4.
h
tm
l 

目
的

 

・
愛
知
県
で
「
愛
知
県
河
川
情
報
周
知
戦
略
」
と
し
て
平
成
2
1
年
度
よ
り
展
開
し
て
い
る
水
害
に
対

す
る
新
し
い
ソ
フ
ト
対
策
「
み
ず
か
ら
守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
大
雨
が
降
っ
た
ら
～
」
に
関
す
る
情

報
サ
イ
ト
。
 

・
川
の
防
災
情
報
を
公
表
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
型
の
一
方
通
行
の
形
式
的
な
情
報
提
供

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
の
情
報
周
知
と
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
水
害
に
対
す
る
地
域
防

災
力
の
向
上
と
「
自
助
行
動
で
き
る
住
民
層
」
へ
と
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
す
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
関
連
す
る
情
報
を
集
約
し
て
発
信
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
町
内
会
や
自
主
防
災
会
、
地
域
住
民
、
防
災
N
P
O
法
人
と
と
も
に
地
域
協
働
を
中
心
と
し
て
行
政
の

情
報
提
供
も
改
善
す
る
水
害
に
対
す
る
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
み
ず
か
ら
守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
、
そ
の
目
的
、
目
標
と
と
も
に
、
具
体
的
な
推
進
方
策
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
紹
介
。
 

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
地
域
協
働
事
業
（
手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
支
援
、
大
雨
行
動
訓
練
実
施

支
援
）
に
つ
い
て
の
紹
介
、
募
集
、
取
組
み
状
況
等
の
紹
介
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
一

般
住

民
や

自
治

体
に

対
し

て
地

域
防

災
や

自
主

的
な

防
災

活
動

に
関

す
る

情
報

と
必

要
性

を
分

か

り
や
す
く
発
信
し
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

防
災
事
業
情
報
、
活
動
支
援
情
報
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
み
ず
か
ら
守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
情
報
掲
示
板
」
で
は
、
「
み
ず
か
ら
守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
関

す
る
「
最
新
の
取
り
組
み
状
況
」
や
、
取
り
組
み
の
推
進
や
新
た
な
参
画
に
向
け
た
「
よ
く
あ
る

質
問
」
な
ど
、
様
々
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
53

 

 名
称

 
土
岐
川
・
庄
内
川
魅
力
資
源
マ
ッ
プ
 

活
用

媒
体

 
紙
 

情
報
発
信
年

 
2
0
0
8
年
3
月
 

最
終

更
新

日
 

2
00
9年

2月
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
庄
内
川
河
川
事
務
所
（
発
行
）
 

（
企
画
・
編
集
：
土
岐
川
庄
内
川
交
流
会
 
全
区
間
踏
破
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

土
岐
川
・
庄
内
川
流
域
(
岐
阜
県
・
愛
知
県
)
 

U
R

L
 

 

目
的

 

・
庄
内
川
（
岐
阜
県
内
で
は
土
岐
川
）
の
自
然
特
性
、
地
域
に
残
さ
れ
た
経
験
や
知
見
を
収
集
、
情

報
を
共
有
し
川
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
流
域
市
民
有
志
に
よ
り
組
織

さ
れ
た
「
土
岐
川
庄
内
川
交
流
会
」
(
2
0
0
5
年
)
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
地
図
情
報
と
ポ
イ
ン
ト

情
報
に
よ
る
流
域
情
報
地
図
（
冊
子
）
。
 

 

概
要

 

・
20
0
6
年

1
月
か
ら
1
4
回
に
渡
り
行
わ
れ
た
土
岐
川
庄
内
川
交
流
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
源
流
か
ら
河

口
ま
で
の
約
1
0
0
㎞
全
区
間
踏
破
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
を
、
そ
の
1
4
区
間
ご
と
に
地
図
上
に
ア
イ

コ
ン
（
寺
院
、
神
社
、
歴
史
に
ま
つ
わ
る
場
所
、
魅
力
ポ
イ
ン
ト
、
撮
影
ポ
イ
ン
ト
）
で
ポ
イ
ン

ト
表
示
し
、
踏
査
で
の
発
見
や
魅
力
資
源
等
を
豊
富
な
写
真
と
コ
メ
ン
ト
で
紹
介
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
住
民
、
一
般
市
民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
内
容
で
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

地
域
資
源
情
報
、
地
図
情
報
、
河
川
環
境
情
報
、
踏
査
結
果
 

特
徴

・
工

夫
 

・
実
際
の
踏
査
に
よ
る
写
真
を
多
用
し
、
コ
メ
ン
ト
や
地
図
情
報
と
と
も
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
川

や
地
域
の
魅
力
資
源
、
川
歩
き
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
ざ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
提
供
し
て

い
る
。
 

 

課
題

 
・
紙
媒
体
の
印
刷
物
で
あ
る
た
め
、
発
行
部
数
に
限
り
が
あ
り
、
再
版
に
よ
る
普
及
が
難
し
い
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
54

 

 名
称

 
「
Ｒ
ｉ
ｏ
」
豊
田
市
矢
作
川
研
究
所
 
月
報
 

活
用

媒
体

 
紙
、
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
 

情
報
発
信
年

 
1
99
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
1
年
1
月
 

情
報

発
信

者
 

豊
田
市
矢
作
川
研
究
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

矢
作
川
流
域
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ya
h
ag
i
ga
w
a.
j
p/
 

目
的

 

・
研
究
所
の
月
報
と
し
て
、
矢
作
川
の
環
境
に
関
す
る
提
案
や
研
究
所
報
告
（
概
要
）
、
流
域
の
住

民
活
動
の
案
内
や
報
告
、
研
究
所
事
業
の
案
内
等
で
構
成
し
、
主
に
研
究
所
の
事
業
や
活
動
紹
介

を
目
的
と
す
る
広
報
誌
。
 

 

概
要

 

・
誌
面
は
、
A
4
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
版
、
4
～

6
ペ
ー
ジ
で
、
毎
月
発
行
（
2
0
1
1
年
1
月
号
で
通
算
1
4
8
号
）
。
 

・
最
新
号
（
2
0
1
1
年

1
月
号
）
で
は
、
巻
頭
言
（
研
究
所
長
）
、
源
流
の
小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

の
投
稿
、
河
川
管
理
者
か
ら
の
改
修
事
業
情
報
、
研
究
所
研
究
員
に
よ
る
環
境
調
査
報
告
、
名
古

屋
で
開
催
（
2
0
1
0
.
1
0
）
さ
れ
た
C
O
P
1
0
の
報
告
等
で
構
成
。
 

  

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
一
部
専
門
性
が
比
較
的
高
い
内
容
も
あ
る
が
、
市
民
・
住
民
等
広
範
な
層
に
向
け
、
親
し
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

流
域
活
動
紹
介
、
事
業
・
研
究
報
告
、
行
政
情
報
、
投
稿
記
事
 

特
徴

・
工

夫
 

・
定
例
報
告
と
し
て
、
多
様
な
分
野
、
専
門
家
、
関
係
者
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
し
て
い
る
。

最
新
号
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
P
D
F
版
で
閲
覧
で
き
る
。
 

・
専
門
的
に
は
、
研
究
所
研
究
員
や
他
の
研
究
報
告
の
投
稿
に
よ
る
年
報
「
矢
作
川
研
究
」
が
報
告

書
と

し
て

編
集

さ
れ

て
い

る
（

現
在

ま
で

1
4
号

を
発

行
。
掲

載
論

文
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

P
D
F
版

で
閲
覧
で
き
る
）
。
 

 

課
題
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№
55

 

 名
称

 
長
良
川
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
通
信
 

活
用

媒
体

 
紙
、
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
 

情
報
発
信
年

 
1
97
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
2月

 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
長
良
川
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
協
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
 
会
員
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

長
良
川
流
域
、
岐
阜
県
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
2.
o
dn
.
ne
.
jp
/
na
g
ar
a
ga
w
a/
 

目
的

 

・
N
P
O
法
人
長
良
川
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
協
会

＊
 

 
の
会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
、
活
動
紹
介
、
報
告
を
主

な
目
的
と
す
る
。
 

＊
N
P
O
法
人
長
良
川
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
協
会
（
2
0
0
1
年
７
月
現
在
）
 
 

：
正
会
員
6
2
名
 
準
会
員
6
1
名
 
賛
助
会
員
1
4
名
（
団
体
９
）
 

（
関
係
団
体
）
岐
阜
市
役
所
、
岐
阜
県
関
係
、
国
土
交
通
省
関
係
 

 

概
要

 

・
会
報
は
、
B
5
版
、
モ
ノ
ク
ロ
、
1
0
ペ
ー
ジ
で
、
環
境
学
習
会
、
清
掃
活
動
、
水
辺
安
全
講
習
会
、

水
生
生
物
調
査
活
動
、
「
な
が
っ
ら
っ
子
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
自
然
体
験
活
動
等
、
協
会
の
活
動
紹
介
、

報
告
、
予
定
の
お
知
ら
せ
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

  

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
活
動
リ
ー
ダ
ー
や
関
係
機
関
等
の
会
員
が
相
互
に
閲
覧
、
情
報
提
供
で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
る
 

情
報

の
種

類
 

活
動
紹
介
・
報
告
・
予
定
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
広
報
活
動
と
し
て
、
本
会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
併
用
し
て
い
る
。
 

・
活
動
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
を
掲
載
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
 

・
会
員
に
よ
る
投
稿
や
手
紙
の
紹
介
な
ど
、
会
員
相
互
の
情
報
発
信
を
支
援
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
56

 

 名
称

 
天
竜
川
流
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
T
E
N
E
T
 

活
用

媒
体

 
メ
ル
マ
ガ
 

情
報
発
信
年

 
2
00
9年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1
0月

 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
天
竜
川
ゆ
め
会
議
 
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

天
竜
川
流
域
及
び
全
国
 

U
R

L
 

ji
m

u
ky

ok
u

_t
en

et
@

ya
h

oo
.c

o.
jp
 
（
事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

 

目
的

 

・
天
竜
川
流
域
の
河
川
や
水
辺
で
活
動
す
る
流
域
住
民
、
市
民
の
交
流
、
連
携
組
織
「
天
竜
川
ゆ
め

会
議
」
（
2
0
0
2
年
）
に
よ
る
情
報
発
信
で
、
「
水
・
川
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
と
し
て
天
竜
川
の

環
境
・
文
化
・
歴
史
・
市
民
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
受
発
信
し
、
流
域
の
日
常

的
な
情
報
交
換
、
共
有
の
場
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
普
及
の
一
つ

の
手
立
て
と
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
『
天
竜
川
流
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
T
E
N
E
T
』
は
、
国
土
交
通
省
天
竜
川
上
流

河
川
事
務
所
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
天
竜
川
ゆ
め
会
議
が
流
域
住
民
に
対
し
行
っ
て
い
る
河
川
情

報
の
登
録
制
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
、
国
土
交
通
省
職
員
、
長
野
県
職
員
、
市
町
村
職
員
、
一
般
住

民
、
ゆ
め
会
議
会
員
等
の
構
成
で
、
現
在
8
0
0
名
程
度
の
規
模
で
発
信
さ
れ
て
い
る
。
 

・
発
信
さ
れ
て
い
る
情
報
は
天
竜
川
流
域
の
事
業
、
活
動
情
報
の
ほ
か
、
全
国
的
な
河
川
環
境
に
か

関
わ
る
情
報
や
、
事
業
、
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
メ

ー
ル
配
信
希
望
者
は
誰
で
も
登
録
で
き
、
事
務
局
で
あ
る
「
天
竜
川
ゆ
め
会
議
」
を
通
じ
て
情
報

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
住
民
や
河
川
管
理
者
等
幅
広
い
層
に
対
し
、
広
域
的
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

情
報

の
種

類
 

事
業
・
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
告
知
、
紹
介
 

特
徴

・
工

夫
 

・
天
竜
川
ゆ
め
会
議
で
は
、
発
足
当
初
よ
り
天
竜
川
に
関
わ
る
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
流
域
連
携
に

よ
る
活
動
を
通
じ
て
発
信
し
て
き
た
。
そ
の
主
要
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
河
川
敷
の
外
来
植
物
繁

殖
の
問
題
提
起
と
討
論
会
を
開
催
、
官
民
協
働
に
よ
る
駆
除
活
動
を
夏
（
ア
レ
チ
ウ
リ
）
、
冬
（
ハ

リ
エ
ン
ジ
ュ
）
に
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
、
市
民
、
関
係
行
政
が
一
堂
に
会
し
オ
ー

プ
ン
に
議
論
す
る
場
で
あ
る
「
『
天
竜
川
み
ら
い
計
画
』
の
そ
の
後
に
つ
い
て
の
座
談
会
」
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
流
域
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
流
域
連
携
、
交
流
を
推
進
す
る
た
め

の
活
動
と
し
て
「
天
竜
川
の
仲
間
た
ち
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
流
域
の
事
業
・
活
動
の
発
表
と
交
流

会
）
を
2
0
0
3
年
よ
り
毎
年
1
回
開
催
し
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
57

 

 名
称
 

天
竜
川
の
知
識
認
定
試
験
 

活
用

媒
体

 
イ
ベ
ン
ト
 

情
報
発
信
年
 

2
00
7年

 
最

終
更

新
日

 
2
00
9年

1
0月

 

情
報
発
信
者
 

N
P
O
法
人
天
竜
川
ゆ
め
会
議
 
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

天
竜
川
流
域
 

U
R

L
 

 

目
的

 

・
治
水
や
利
水
を
含
め
た
天
竜
川
の
歴
史
や
文
化
、
生
き
も
の
に
つ
い
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

が
「
天
竜
川
」
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
N
P
O
法

人
天
竜
川
ゆ
め
会
議
が
企
画
、
国

、
県
、
各
報
道
機
関
等
の
後
援
を
受
け
年
1
回
実
施
し
て
い
る
天

竜
川
に
つ
い
て
の
知
識
を
認
定
す
る
試
験
。
 

 

概
要

 

・
「
天
竜
川
の
知
識
認
定
試
験
」
は
、
全
5
0
問
で
時
間
は
１
時
間
、
回
答
は
４
択
で
マ
ー
ク
シ
ー
ト

方
式
に
よ
る
。
「
天
竜
川
サ
イ
エ
ン
ス
」
「
上
伊
那
川
た
ん
け
ん
ブ
ッ
ク
」
「
下
伊
那
川
た
ん
け

ん
ブ
ッ
ク
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
て
い
る
冊
子
な
ど
か
ら
天
竜
川
の
治
水
や
利
水
、
自

然
に
関
す
る
も
の
か
ら
、
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
も
の
な
ど
幅
広
く
出
題
さ
れ
、
正
答
数
に
よ
っ

て
１
級
か
ら
６
級
に
認
定
、
受
験
者
に
通
知
さ
れ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
住
民
の
幅
広
い
層
に
対
し
、
川
や
流
域
に
対
す
る
関
心
や
興
味
を
広
げ
る
内
容
 

情
報

の
種

類
 

ク
イ
ズ
形
式
の
河
川
・
流
域
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
各
地
で
試
行
さ
れ
て
い
る
地
域
の
「
ご
当
地
認
定
試
験
」
の
発
想
と
手
法
を
活
か
し
、
幅
広
い
年

齢
層
に
対
す
る
川
や
流
域
に
対
す
る
関
心
、
興
味
を
高
め
愛
着
を
深
め
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
 

 

課
題

 
・
認
定
試
験
の
継
続
、
普
及
と
参
加
者
、
認
定
者
の
拡
大
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
58

 

 名
称
 

天
竜
川
総
合
学
習
館
「
か
わ
ら
ん
べ
」
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
拠

点
施

設
,
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
,
紙
 

情
報
発
信
年
 

2
00
2年

7月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
19
日
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所
、
飯
田
市
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

天
竜
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.c
br

.m
li

t.
go

.jp
/t

en
jy

o/
ka

w
ar

an
be

/in
de

x.
h

tm
 

目
的

 

・
天
竜
川
総
合
学
習
館
「
か
わ
ら
ん
べ
（
“
カ
ッ
パ
の
よ
う
な
子
ど
も
”
と
言
う
意
味
）
」
は
、
「
天

竜
川
の
学
習
」
・
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
・
「
防
災
の
拠
点
」
を
活
動
の
柱
と
し
、
飯
田
市
と

国
土
交
通
省
が
共
同
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
館
の
主
要
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る
「
か
わ
ら
ん
べ
講
座
」
は
、
天
竜
川
の
河
川
敷
に
建
設
さ
れ
て

い
る
立
地
条
件
を
活
か
し
、
館
周
辺
な
ど
天
竜
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
水
辺
の
自
然
体
験
型
学

習
を
行
う
と
と
も
に
、
講
座
を
通
し
た
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
を
提
供
し
、
防
災
講
座
等
に
よ
り
防
災
に
関
わ
る
啓
発
を
目
的
に
開
講
さ
れ
て
い
る
。
 

・
館
は
、
洪
水
時
の
河
川
情
報
の
収
集
・
発
信
基
地
お
よ
び
水
防
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
か
わ
ら
ん
べ
講
座
は
、
主
に
毎
週
土
曜
日
に
開
講
し
て
い
る
天
竜
川
と
そ
の
流
域
を
題
材
と
し
た

体
験
学
習
講
座
で
、
天
竜
川
の
「
自
然
」
・
「
文
化
」
・
「
歴
史
」
・
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

様
々
な
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
講
座
の
内
容
、
参
加
募
集
、
報
告
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
逐

次
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
へ
の
施
設
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
講
師
等
の
提
供
を
積
極
的
に
行
い
、

か
わ
ら
ん
べ
講
座
の
成
果
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
「
川
遊
び
の
ル
ー
ル
」
（
子
供
向
け
、
指
導
者
向

け
）
を
開
発
、
冊
子
や
H
P
上
で
公
開
し
て
い
る
。
 

・
館
内
に
は
様
々
な
展
示
物
や
河
川
関
係
や
環
境
学
習
に
関
わ
る
図
書
等
の
蔵
書
に
よ
る
図
書
室
、

貸
室
可
能
な
総
合
学
習
室
が
あ
り
、
無
料
で
閲
覧
・
利
用
で
き
る
。
 

・
防
災
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
、
「
三
六
水
害
」
な
ど
過
去
の
水
害
に
つ
い
て
の
展
示
や
啓

発
と
と
も
に
、
「
か
わ
ら
ん
べ
防
災
講
座
」
を
開
講
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
子
ど
も
か
ら
地
域
住
民
な
ど
多
様
な
世
代
や
関
心
に
対
応
し
た
多
様
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

講
座
（
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
・
座
学
）
、
展
示
、
図
書
 

特
徴

・
工

夫
 

・
天
竜
川
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
、
施
設
と
し
て
の
防
災
だ
け
で
な
く
、
防
災
を
安

全
管
理
の
視
点
で
幅
広
く
捉
え
、
「
災
害
か
ら
身
を
守
る
だ
け
な
く
で
は
な
く
、
自
然
に
親
し
み
、

自
然
を
学
ぶ
こ
と
で
自
然
の
力
を
知
り
、
万
一
の
と
き
の
た
め
に
行
動
で
き
る
心
を
育
て
る
」
と

し
て
「
か
わ
ら
ん
べ
防
災
講
座
」
（
川
遊
び
リ
ー
ダ
ー
養
成
、
救
急
救
命
法
、
川
遊
び
ル
ー
ル
講

習
な
ど
）
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
以
外
で
も
、
施
設
が
子
供
た
ち
の
「
た
ま
り

場
」
と
な
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
同
士
・
ま
た
は
地
域
の
大
人
と
の
接
点
を
増
や
し
「
地
域
力
」

を
高
め
る
安
全
基
地
と
し
て
の
機
能
の
向
上
、
普
及
を
図
っ
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
59

 

 名
称
 

大
和
川
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

活
用

媒
体

 
ｲ
ﾍﾞ

ﾝﾄ
、
We

bｻ
ｲﾄ

,紙

情
報
発
信
年
 

2
00
7年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
2月

 

情
報

発
信

者
 

大
和
川
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
企
業
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

大
和
川
流
域
（
奈
良
県
・
大
阪
府
）
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//y

cn
-2

00
9.

ci
ao

.jp
 

目
的

 

・
大
和
川
流
域
の
個
人
・
団
体
・
企
業
・
行
政
・
大
学
な
ど
の
様
々
な
活
動
主
体
を
一
つ
の
一
大
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
結
び
付
け
、
こ
れ
ま
で
交
流
の
少
な
か
っ
た
上
流
（
奈
良
県
）
と
、
下
流
（
大

阪
府
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
識
を
大
和
川
の
再
生
に
向
け
る
と
と

も
に
、
よ
り
効
果
的
で
意
義
の
あ
る
活
動
を
進
め
よ
う
と
結
成
さ
れ
た
広
域
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
は
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
交
換
の
他
、
独

自
企
画
あ
る
い
は
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

も
含
め
た
市
民
参
加
型
で
楽
し
め
る
催
し
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
大
和
川
再
生
に
向
け
て
の
啓
発

活
動
も
行
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
大
和
川
の
水
質
改
善
や
ゴ
ミ
問
題
を
改
善
す
る
た
め
の
諸
活
動
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
で

大
和
川
流
域
一
斉
生
活
排
水
対
策
社
会
実
験
へ
の
協
力
、
汚
濁
の
著
し
い
河
川
の
浄
化
作
戦
、
国

及
び
地
方
自
治
体
が
主
催
す
る
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
大
和
川
の
河
川
空
間
、
河
川
環
境
を
利
用
し
て
人
々
が
集
う
た
め
の
諸
活
動
と
し
て
、
河
川
空
間

を
活
用
し
、
住
民
が
「
川
に
親
し
む
」
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
及
び
関
連
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
講
座
、
活
動
な
ど
を
紹
介
、
報
告
す
る
た
め
の
情
報
発
信
を
機
関
誌
（
年

4
回
発
行
）
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
を
利
用
し
て
行
っ
て
い
る
。
 

・
流
域
の
教
育
関
係
者
や
学
識
者
、
河
川
管
理
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
『
わ
た
し
た
ち
の
大
和
川
』

研
究
会
」
の
監
修
・
編
集
に
よ
る
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
大
和
川
(
補
充
版

)
」
を
発
行
(
2
0
1
0
年

2
月

)
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
団
体
や
教
育
関
係
者
、
一
般
市
民
や
子
ど
も
た
ち
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
層
に
対
し
、
関
心
を
喚
起

す
る
多
様
な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
・
研
究
成
果
（
採
取
し
た
生
物
の
生
体
展
示
を
含
む
）
 

特
徴

・
工

夫
 

・
水
質
改
善
や
ゴ
ミ
問
題
と
い
っ
た
流
域
全
体
の
広
域
的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
流
域
の
一
般

市
民
に
対
し
、
住
民
の
川
や
河
川
空
間
に
親
し
む
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
及
び
情
報
発

信
の
工
夫
を
し
て
い
る
。
 

・
地
元
の
信
用
金
庫
の
C
S
R
活
動
（
大
和
川
水
質
改
善
応
援
定
期
預
金
「
大
和
川
定
期
預
金
」
な
ど
）

と
連
携
し
、
顧
客
を
含
め
た
流
域
市
民
の
関
心
や
多
様
な
取
組
み
へ
の
参
加
の
機
会
を
提
供
し
て

い
る
。
 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
60

 

 名
称
 

大
和
川
に
つ
い
て
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
携

帯
ｻ
ｲﾄ
 

情
報
発
信
年
 

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

2月
8日

 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
大
和
川
河
川
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

大
和
川
流
域
（
奈
良
県
・
大
阪
府
）
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.k
kr

.m
li

t.
go

.jp
/y

am
at

o/
ab

ou
t/

in
de

x.
h

tm
l 

目
的

 

・
国
土
交
通
省
大
和
川
河
川
事
務
所
の
総
合
情
報
サ
イ
ト
。
「
大
和
川
に
つ
い
て
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

大
和
川
流
域
を
リ
バ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
位
置
づ
け
、
大
和
川
や
流
域
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
ほ
か
、
河
川
事
業
に
関
わ
る
広
報
、
流
域
市
民
に
よ
る
活
動
情
報
等
を
掲
載
し
て
い
る

。
 

 

概
要

 

・
「
大
和
川
に
つ
い
て
」
は
、
大
和
川
や
流
域
情
報
と
し
て
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
 

・
「
大
和
川
を
知
る
」
：
大
和
川
の
概
要
、
大
和
川
散
策
ガ
イ
ド
、
大
和
川
古
写
真
（
募
集
に
よ
る
）
、

大
和
川
リ
バ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
大
和
川
つ
け
か
え
3
0
0
周
年
 
 

・
「
大
和
川
の
治
水
と
洪
水
の
歴
史
」
：
過
去
の
水
害
、
大
和
川
流
域
浸
水
実
績
図
、
治
水
年
表
、

水
位
の
急
上
昇
に
つ
い
て
、
洪
水
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
大
和
川
重
要
水
防
箇
所
 

・
「
大
和
川
で
の
取
り
組
み
」
：
 
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
、
河
川
堤
防
の
詳
細
点
検
結
果
情
報
図
、
 
 

大
和
川
圏
域
河
川
整
備
状
況
図
、
大
和
川
ご
み
マ
ッ
プ
（
大
和
川
環
境
整
備
連
絡
協
議
会
）
、
大

和
川
の
河
川
公
園
（
大
阪
府
・
奈
良
県
）
 

・
河
川
に
関
わ
る
用
語
集
 
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
団
体
や
教
育
関
係
者
、
一
般
市
民
や
子
ど
も
た
ち
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
層
に
対
し
、
関
心
を
喚
起

す
る
多
様
な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
・
研
究
成
果
（
採
取
し
た
生
物
の
生
体
展
示
を
含
む
）
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
大
和
川
散
策
ガ
イ
ド
」
は
Z
E
N
R
I
N
 
M
a
p
を
利
用
し
、
大
和
川
の
事
業
や
洪
水
の
記
録
、
史
跡
や

歴
史
的
集
落
な
ど
歴
史
情
報
等
の
ア
イ
コ
ン
表
示
に
よ
る
位
置
情
報
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
検
索
、
ポ
イ

ン
ト
の
写
真
等
の
情
報
を
閲
覧
で
き
る
。
 

・
ほ
か
に
「
流
域
の
活
動
情
報
・
報
告
」
と
し
て
、
流
域
住
民
、
市
民
団
体
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
つ
い
て
の
情
報
や
結
果
を
掲
載
し
、
支
援
し
て
い
る
。
 

課
題
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№
61

 

 名
称
 

芥
川
・
人
と
さ
か
な
に
や
さ
し
い
川
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
 

活
用

媒
体

 
W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ
、

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾞ
,

紙
、
拠
点
施
設
 

情
報
発
信
年
 

2
00
5年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
0月

 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
芥
川
倶
楽
部
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
全
国
の
住
民
団
体
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

淀
川
流
域
 
（
大
阪
府
高
槻
市
）
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//a

ku
ta

ga
w

ac
lu

b.
w

eb
.f

c2
.c

om
/ 

目
的

 

・
芥
川
・
ひ
と
と
魚
に
や
さ
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
芥
川
倶
楽
部
）
は
、
芥
川
を
遡
上
す
る
天
然
ア

ユ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
大
阪
府
高
槻
市
内
を
流
れ
る
芥
川
が
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
多
様

な
生
き
物
が
生
息
で
き
る
よ
う
豊
か
な
生
態
系
の
回
復
を
め
ざ
し
組
織
さ
れ
た
。
芥
川
の
自
然
、

歴
史
を
守
り
育
て
、
市
民
と
芥
川
に
触
れ
合
う
機
会
を
作
り
、
生
き
物
と
の
触
合
い
を
通
じ
て
市

民
の
心
の
豊
か
さ
を
回
復
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
多
く
の
市
民
と
行
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

概
要

 

・
特
定
外
来
生
物
ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
駆
除
活
動
、
国
、
府
、
芥
川
倶
楽
部
の
協
働
に
よ
る
魚
道
の
設
置
、

澪
筋
づ
く
り
な
ど
、
魚
の
溯
上
や
生
き
も
の
生
息
環
境
の
改
善
な
ど
を
計
画
か
ら
工
事
ま
で
市
民

が
関
わ
り
行
っ
て
い
る
。
 

・
そ
う
し
た
活
動
や
芥
川
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
、
主
に
活
動
記
録
・
報
告
と
い
う
形
で
具
体
的
に

紹
介
し
、
活
動
へ
の
参
加
募
集
も
含
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
誌
「
芥
川
水
辺
だ
よ
り
」
（
季
刊
）
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
・
報
告
は
ブ
ロ
グ
に
よ
り
紹
介
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
一
般
市
民
に
対
し
て
川
や
活
動
に
関
す
る
情
報
と
し
て
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

活
動
紹
介
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
河
川
環
境
の
変
化
を
人
と
川
の
関
わ
り
の
変
化
と
い
う
課
題
と
し
て
捉
え
、

流
域
市
民
に
対
し
押
し
付
け
で
な
い
長
い
目
で
み
た
住
民
と
川
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
め
ざ
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
や
方
法
で
の
対
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
情
報
発
信
、

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
高
槻
市
の
自
然
を
紹
介
す
る
資
料
館
「
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
」
の
指
定
管
理
者
（
「
あ
く
あ
ぴ
あ
芥

川
共
同
活
動
体
」
と
し
て

N
P
O
法
人
芥
川
倶
楽
部
、
N
P
O
法
人
大
阪
自
然
史
セ
ン
タ
ー
で
共
同
運
営
）

と
し
て
、
館
の
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
淡
水
魚
水
族
館
、
高
槻
市
内
の
鳥
・
哺
乳
類
・
昆
虫
類
な

ど
の
市
内
の
緑
地
や
芥
川
で
見
ら
れ
る
生
き
も
の
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
企
画
展
や
観
察
会
、

子
ど
も
自
然
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
、
芥
川
に
つ
い
て
の
多
様
な
情
報
発

信
を
展
開
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
活
動
へ
の
参
加
者
の
拡
大

 

     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
62

 

名
称
 

淀
川
談
話
室
ほ
か
（
淀
川
河
川
事
務
所
ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
）
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
携

帯
ｻ
ｲﾄ
 

情
報
発
信
年
 

2
0
0
0
年
か
ら
の
情
報
を
掲
載
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
淀
川
河
川
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

淀
川
流
域
 
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.y
od

og
aw

a.
kk

r.
m

li
t.

go
.jp

/ 

目
的

 

・
淀
川
に
関
す
る
総
合
情
報
サ
イ
ト
で
河
川
管
理
事
業
に
関
わ
る
基
本
情
報
と
と
も
に
、
広
く
流
域

の
市
民
に
対
し
て
河
川
環
境
や
河
川
管
理
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
川
へ
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
、
様
々
な
テ
ー
マ
か
ら
豊
富
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

概
要

 

流
域
市
民
に
対
す
る
情
報
発
信
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
ペ
ー
ジ
を
展
開
し
て
い
る
。
 

・
「
淀
川
交
流
広
場
」
：
淀
川
の
風
景
や
生
き
も
の
な
の
市
民
か
ら
の
投
稿
写
真
を
紹
介
す
る
「
淀

川
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
や
流
域
の
テ
ー
マ
型
散
策
ガ
イ
ド
 

・
「
淀
川
を
楽
し
む
」
：
淀
川
河
川
公
園
ガ
イ
ド
や
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
植
物
な
ど
季
節
や

エ
リ
ア
ご
と
の
ガ
イ
ド
や
「
ワ
ン
ド
」
の
生
態
環
境
な
ど
自
然
と
親
し
む
た
め
の
情
報
 

・
「
淀
川
を
知
る
」
：
淀
川
の
今
昔
（
水
系
各
河
川
の
歴
史
、
洪
水
の
記
録
）
、
デ
ー
タ
で
み
る
淀

川
（
諸
元
等
の
基
本
情
報
や
淀
川
に
関
す
る
デ
ー
タ
）
、
淀
川
の
自
然
（
淀
川
の
生
き
も
の
や
ワ

ン
ド
の
紹
介
、
河
川
・
水
辺
の
国
勢
調
査
の
情
報
を
活
か
し
た
「
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
等
）
 

・
「
淀
川
談
話
室
」
：
河
川
整
備
計
画
策
定
時
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
紹
介
や
、
治
水
、
防
災
、
環

境
、
利
用
、
管
理
な
ど
事
務
所
に
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
具
体
的
な
質
問
、
意
見
に
Q
&
A
形
式
で

回
答
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
他
、
「
ご
意
見
箱
」
と
し
て
メ
ー
ル
で
意
見
・
質
問
・
感
想
を
投
稿
で
き

る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
多
様
な
情
報
を
テ
ー
マ
ご
と
に
展
開
し
、
多
様
な
利
用
や
関
心
に
対
し
情
報
検
索
が
容
易
 

情
報

の
種

類
 

事
業
情
報
、
広
報
、
ガ
イ
ド
、
啓
発
、
意
見
聴
取
と
回
答
 

特
徴

・
工

夫
 

・
防
災
に
関
す
る
情
報
と
し
て
、
日
ご
ろ
の
備
え
や
洪
水
や
津
波
に
関
す
る
情
報
、
沿
川
各
所
の
水

位
、
雨
量
、
ラ
イ
ブ
映
像
を
確
認
で
き
る
「
淀
川
L
I
V
E
情
報
」
、
流
域
市
町
別
避
難
場
所
情
報
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
「
淀
川
モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
携
帯
電
話
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
や

現
場
で
欲
し
い
情
報
の
取
得
を
容
易
に
し
て
い
る
と
と
も
に
、
検
索
や
災
害
時
の
情
報
発
信
サ
ー

ビ
ス
、
携
帯
メ
ー
ル
で
の
情
報
の
受
発
信
が
可
能
な
「
淀
川
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
展
開
し
て
い
る

。
 

 

課
題

 
・
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№
63

 

 名
称
 

淀
川
資
料
館
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
、

We
b
ｻ
ｲ

ﾄ
,ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
 

情
報
発
信
年
 

1
99
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
2月

 

情
報

発
信

者
 

社
団
法
人
 
近
畿
建
設
協
会
 
（
施
設
管
理
者
：
国
土
交
通
省
淀
川
河
川
事
務
所
長
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

淀
川
流
域
 
大
阪
府
、
京
都
府
、
滋
賀
県
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.y
od

og
aw

a.
kk

r.
m

li
t.

go
.jp

/ 

目
的

 

・
淀
川
に
関
す
る
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
洪
水
、
河
川
改
修
等
の
資
料
の
常
設
展
示
と
と
も
に
、
河

川
管
理
資
料
の
提
供
、
土
木
技
術
研
鑽
の
教
材
と
し
て
の
情
報
提
供
を
行
う
。
 

・
住
民
や
研
究
者
に
対
す
る
淀
川
に
関
す
る
情
報
提
供
と
広
報
、
啓
発
を
目
的
と
す
る
。
 

  

概
要

 

・
河
川
管
理
を
主
目
的
と
し
た
資
料
館
は
1
9
9
7
年
に
開
設
、
一
般
公
開
は
1
9
9
8
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。

施
設
内
に
淀
川
の
歴
史
、
暮
ら
し
、
環
境
等
を
テ
ー
マ
に
関
連
資
料
等
を
展
示
し
て
い
る
。
 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
①
資
料
館
主
催
行
事
の
案
内
（
企
画
展
、
出
前
講
座
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
）
、
②
資
料
検
索
(
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
)
、
③
淀
川
に
関
わ
る
関
係
団
体
・
施
設
・

機
関
へ
の
リ
ン
ク
、
歴
史
・
環
境
情
報
へ
の
リ
ン
ク
と
い
っ
た
淀
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
リ
ン
ク
、

④
広
報
誌
『
淀
の
流
れ
』
（
1
9
8
3
年
～
、
年
2
回
発
行
、
W
E
B
上
は

P
D
F
版
）
が
あ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
文

献
検

索
 

情
報

の
難

易
度

 
子

ど
も

の
環

境
学

習
と

と
も

に
流

域
住

民
か

ら
専

門
家

、
研

究
者

ま
で

幅
広

い
層

に
対

応
す

る
情

報

提
供
の
し
く
み
が
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

淀
川
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
治
水
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
等
 

特
徴

・
工

夫
 

・
資
料
館
が
主
催
す
る
川
歩
き
、
夏
休
み
講
座
、
出
前
講
座
、
企
画
展
等
の
行
事
、
展
示
等
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。
 

・
資
料
館
が
所
有
す
る
古
文
書
、
絵
図
等
の
公
開
に
よ
る
専
門
家
、
学
生
等
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
64

 

 名
称
 

ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
1年

 
最

終
更

新
日

 
2
00
7年

9月
 

情
報

発
信

者
 

ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
 
会
員
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

淀
川
水
系
寝
屋
川
流
域
 
大
阪
府
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.n
ey

ag
aw

am
iz

u
be

.jp
/ 

目
的

 

・
寝
屋
川
を
中
心
と
し
た
市
内
の
水
辺
の
再
生
を
め
ざ
し
、
公
募
に
よ
る
市
民
主
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
寝
屋
川
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
に
よ
り
「
寝
屋
川
再
生
プ
ラ
ン
」
が
策
定
(
2
0
0
1
年
)
さ

れ
た
。
そ
こ
で
謳
わ
れ
た
市
民
の
果
た
す
役
割
、
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
の
市
民
の
自
主
組
織
「
ね

や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
活
動
に
関
わ
る
情
報
、
普
及
、
啓
発
を
目
的
と
す
る
情
報
発
信
。
 

 

概
要

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
経
過
や
活
動
に
関
わ
る
発
表
資
料
等
を
閲
覧
で
き
る
。 

・
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
会
員
の
レ
ポ
ー
ト
、
寄
稿
に
よ
る
報
告
や
、
活
動
予
定
等
を
掲
載
し
た
会

報
誌
「
会
報
 
ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」
を
発
行
（
1
4
号
 
2
0
0
7
.
4
月
ま
で
発
行
）
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
閲
覧
で
き
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
主
に
流
域
住
民
に
対
し
、
活
動
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

活
動
情
報
、
活
動
報
告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
地
域
や
全
国
の
活
動
団
体
の
発
表
会
や
報
告
会
な
ど
に
参
加
し
、
活
動
に
関
わ
る
情
報
発
信
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。
 

・
団
体
を
組
織
化
す
る
経
緯
と
な
っ
た
「
寝
屋
川
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
経
緯
や
活
動
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
事
務
局
で
あ
る
寝
屋
川
市
下
水
道
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
tt

p:
//

ww
w.
c
it

y.
ne

ya
ga
w
a.

os
ak

a.
jp
/
in

de
x/

so
sh
i
ki

/g
es

ui
/t
-
ri

ve
r.

ht
m
l
か
ら
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

課
題

 
・
最
新
の
活
動
情
報
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
発
信
さ
れ
て
い
な
い
。
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№
65

 

 名
称
 

淀
川
管
内
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ、

紙
,
ｲﾍ
ﾞﾝ
ﾄ

情
報
発
信
年
 

2
0
0
3
年
（
※
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
制
度
の
提
言
）
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
22
日
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
淀
川
河
川
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

淀
川
流
域
 
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.r
iv

er
-r

an
ge

r.
jp

/ 

目
的

 

・
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
川
と
人
々
と
の
係
わ
り
の
変
化
、
治
水
・
防
災
の
問
題
、
川
を
活
か
し
た

環
境
学
習
や
住
民
活
動
の
高
ま
り
と
い
っ
た
背
景
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
中
心
の
川
の
管

理
・
整
備
か
ら
、
住
民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
、
川
を
守
り
、
育
て
て
い
く
た
め
、
淀
川
水
系

流
域
委
員
会
に
よ
る
提
言
を
も
と
に
河
川
整
備
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
 

・
住
民
と
行
政
と
の
間
に
立
ち
、
行
政
が
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
以
外
で
、
危
険
を

伴
わ
な
い
河
川
管
理
上
の
役
割
を
担
う
人
や
団
体
（
団
体
に
属
す
る
個
人
を
特
定
）
で
あ
る
河
川

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
制
度
や
活
動
を
広
報
し
、
活
動
を
推
進
、
普
及
し
て
い
く
た
め
の
情
報
サ
イ
ト
。

 

概
要

 

・
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
制
度
発
足
の
背
景
や
経
緯
、
制
度
上
の
位
置
づ
け
と
と
も
に
、

住
民
等
と
行
政
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
、
淀
川
・
宇
治
川
・
桂
川
・
木
津
川
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
、
防
災
、
環
境
保
全
、
歴
史
文
化
、
川
づ
く
り
、
河
川
管
理
支
援
な
ど
の
川
に
関
す
る

様
々
な
活
動
を
行
う
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
淀
川
管
内
の
各
出
張
所
に
所
属
す
る
レ
ン
ジ
ャ
ー
(
個
人
)
の
紹
介
と
と
も
に
、
各
レ
ン
ジ
ャ
ー
か

ら
の
報
告
形
式
で
、
活
動
計
画
、
活
動
報
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
新
着
情
報
と
し
て
、
管
内
各
地
で
実
施
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
（
イ
ベ
ン
ト
や
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

観
察
会
な
ど
）
等
に
つ
い
て
、
逐
次
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
各
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
報
告
を
掲
載
し
た
「
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
(
事
務
局
報
告
、
隔
月

発
行
)
が
あ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 

情
報

の
難

易
度

 
河
川
環
境
や
活
動
に
関
心
の
あ
る
市
民
に
対
し
、
活
動
へ
の
参
画
の
機
会
や
内
容
に
つ
い
て
詳
し
い

情
報
を
提
供
し
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

広
報
（
活
動
・
事
業
情
報
）
 

特
徴

・
工

夫
 

・
淀
川
を
見
守
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
、
専
門
家
を
講
師
と
す
る
淀
川
に
関
わ
る
多
様
な
分
野
の

「
淀
川
発
見
講
座
」
を
毎
年
開
講
し
、
受
講
者
を
募
集
し
て
い
る
と
と
も
に
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

養
成
講
座
の
一
環
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
66

 

名
称
 

瀬
田
川
リ
バ
プ
レ
隊
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
紙
 

情
報
発
信
年
 

2
00
0年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

2月
63
日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
瀬
田
川
リ
バ
プ
レ
隊
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
 
会
員
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

滋
賀
県
 
琵
琶
湖
・
瀬
田
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.a
n

im
at

eu
r.

co
.jp

/r
iv

er
pl

ay
/ 

目
的

 

・
国
土
交
通
省
琵
琶
湖
工
事
事
務
所
が
、
瀬
田
川
改
修
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
隊
員
を
公
募
し

た
の
を
契
機
に
集
ま
っ
た
市
民
が
、
流
域
を
含
む
河
川
の
歴
史
、
文
化
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
学

習
し
、
体
験
を
通
じ
て
川
に
親
し
み
、
こ
れ
か
ら
の
川
づ
く
り
に
つ
い
て
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

に
組
織
し
た
「
N
P
O
法
人
瀬
田
川
リ
バ
プ
レ
隊
」
に
よ
る
情
報
発
信
サ
イ
ト
。
 

 

概
要

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
会
の
主
な
活
動
で
あ
る
外
来
魚
駆
除
（
魚
釣
り
大
会
等
）
、
各
種
講
演
に

よ
る
勉
強
会
、
瀬
田
川
と
河
岸
の
現
地
調
査
、
瀬
田
川
の
植
物
調
査
、
ヨ
シ
刈
り
、
写
真
展
等
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
の
報
告
や
案
内
を
中
心
に
、
単
年
度
ご
と
の
活
動
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
琵
琶
湖
・
瀬
田
川
の
外
来
種
駆
除
の
一
環
で
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
解
剖
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
ほ
ぼ
隔
月
で
会
報
誌
「
リ
バ
プ
レ
隊
だ
よ
り
」
を
発
行
（
最
新
号
は
2
0
1
1
年
1
月
発
行
の
第
5
0
号

）

し
、
最
近
の
活
動
報
告
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
る
。
会
報
誌
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
P
D
F
版
を

閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
会
の
メ
ン
バ
ー
や
流
域
一
般
市
民
に
向
け
、
活
動
の
目
的
や
内
容
等
、
分
か
り
や
す
い
内
容
で
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

活
動
情
報
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
最
新
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
写
真
と
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
ブ
ロ
グ
版
で
、
頻
繁
に
更
新
し
て
い
る
ほ

か
、
活
動
の
概
要
が
年
度
ご
と
に
概
略
整
理
さ
れ
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
活
動
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
て
い
る
。
 

・
流
域
や
地
域
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
交
流
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
広
報
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
67

 

 名
称
 

滋
賀
県
琵
琶
湖
博
物
館
 

(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
展
示
室
)
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
拠

点
施

設
,
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
,
紙
 

情
報
発
信
年
 

1
9
9
6
年
(
開
館
)
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

2月
11
日
 

情
報

発
信

者
 

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

滋
賀
県
 
～
全
国
 
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.lb
m

.g
o.

jp
/ 

目
的

 

・
琵
琶
湖
博
物
館
は
、
研
究
、
調
査
に
基
礎
を
お
き
な
が
ら
、
交
流
・
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
収
集
・

発
信
、
資
料
整
理
、
展
示
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
と
そ
の
集
水
域
お
よ
び
淀
川

流
域
の
自
然
、
歴
史
、
暮
ら
し
の
理
解
を
深
め
、
こ
れ
ら
琵
琶
湖
地
域
の
人
び
と
と
と
も
に
「
湖

と
人
間
」
の
新
し
い
共
存
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
1
9
9
6
年
に
開
館
。
 

・
本
サ
イ
ト
は
、
琵
琶
湖
博
物
館
の
広
報
サ
イ
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
博
物
館
活
動
や

関
連
す
る
情
報
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
 

概
要

 

本
サ
イ
ト
は
以
下
の
よ
う
な
情
報
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
「
博
物
館
へ
行
こ
う
」
：
博
物
館
の
利
用
案
内
／
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
(
常
設
・
特
別
)
の
案
内
 

・
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
よ
う
」
 

：
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
／

電
子

図
鑑
（

滋
賀

の
魚
・
ト

ン
ボ
・
珪

藻
・
オ

サ
ム

シ
・
外

来
生

物
）
・

検
索
／
気
象
観
測
デ
ー
タ
／
質
問
箱
 

・
「
博
物
館
を
も
っ
と
知
り
た
い
」
：
琵
琶
湖
博
物
館
に
つ
い
て
／
研
究
室
／
主
な
活
動
／
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
／
出
版
物
情
報
 

・
「
琵
琶
湖
博
物
館
質
問
回
答
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
検
索
：
過
去
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
回
答
に
つ
い

て
、
テ
ー
マ
や
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
可
能
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
一
般
市
民
か
ら
教
育
関
係
、
専
門
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
に
対
応
し
総
合
的
に
情
報
を
得
ら
れ
る

し
く
み
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

博
物
館
情
報
(
広
報
、
活
動
)
、
研
究
成
果
、
電
子
図
鑑
 

特
徴

・
工

夫
 

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
湖
（
う
み
）
行
こ
！
」
に
よ
り
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
や
観
察
会
・

見
学
会
、
講
座
等
の
催
し
物
・
イ
ベ
ン
ト
の
お
す
す
め
情
報
を
希
望
者
の
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
企
画
展
の
図
録
や
研
究
調
査
報
告
書
、
子
ど
も
向
け
情
報
誌
「
う
み
っ
こ
通
信
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
図
書
、
情
報
誌
を
発
行
し
て
お
り
、
サ
イ
ト
で
も
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
参
加
型
博
物
館
と
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や
展
示
交
流
員
な
ど
博
物
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

参
加
す
る
登
録
制
の
し
く
み
が
あ
り
、
そ
の
内
容
や
募
集
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
68

 

 名
称
 

滋
賀
県
水
害
情
報
発
信
サ
イ
ト
 
 

水
害
の
記
録
と
記
憶
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

 
 
 
年
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
2
月
2
3
日
 

情
報

発
信

者
 

滋
賀
県
流
域
治
水
政
策
室
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

滋
賀
県
 
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.p
re

f.
sh

ig
a.

jp
/h

/r
yu

ik
i/h

an
ra

n
/ 

目
的

 

・
地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
水
害
に
対
す
る
リ
ス
ク
情
報
の
共
有
が
必
要
と
の

認
識
が
あ
る
一
方
、
近
年
大
き
な
水
害
の
発
生
が
な
く
、
水
害
体
験
者
の
高
齢
化
や
減
少
な
ど
に

よ
り
「
地
域
の
過
去
の
水
害
履
歴
」
が
入
手
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
害
に
対

す
る
関
心
が
薄
れ
、
若
い
世
代
や
新
住
民
に
過
去
の
情
報
が
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
現
状
か

ら
、
地
域
の
水
害
に
関
す
る
「
記
録
と
記
憶
」
を
収
集
・
整
理
し
、
日
頃
か
ら
水
害
に
関
す
る
情

報
を
視
覚
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
防
災
の

普
及
、
災
害
へ
の
備
え
が
よ
り
積
極
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ
れ
た
水
害
情
報
発

信
サ
イ
ト
。
 

 

概
要

 

・
過
去
の
水
害
の
記
憶
、
記
録
を
継
承
し
現
在
の
防
災
に
活
か
す
た
め
の
情
報
と
し
て
、
滋
賀
県
の

水
害
履
歴
と
と
も
に
先
人
た
ち
の
智
恵
、
水
害
写
真
な
ど
の
記
録
情
報
を
収
集
し
、
掲
載
し
て
い

る
。
 

・
現
在
県
が
推
進
し
て
い
る
流
域
治
水
対
策
や
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
防
災
情
報
、
行
政
の
出

前
講
座
や
地
域
の
活
動
団
体
の
紹
介
な
ど
、
関
連
情
報
も
あ
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
一
般
市
民
に
向
け
災
害
や
防
災
に
関
す
る
情
報
を
多
様
な
視
点
か
ら
分
か
り
易
く
提
供
し
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

水
害
記
録
、
行
政
施
策
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
県
で
は
、
今
後
も
水
害
の
聞
き
取
り
調
査
を
継
続
し
て
実
施
し
、
県
内
に
お
け
る
水
害
体
験
や
先

人
の
知
恵
、
水
害
写
真
等
を
募
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
サ
イ
ト
を
「
み
ん
な
で
つ
く
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
の
充
実
化
を
図
り
、
協
力
、
参
画
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

-142-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
69

 

 名
称
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
津
川
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
ｲﾍ
ﾞﾝ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
7年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
津
川
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
全
国
の
住
民
団
体
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

桂
川
水
系
 
保
津
川
流
域
 
京
都
府
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//h

oz
u

ga
w

a.
or

g/
in

de
x.

h
tm

l 

目
的

 

・
丹
波
か
ら
京
の
都
へ
通
じ
る
保
津
川
（
桂
川
）
は
、
古
く
か
ら
丹
波
地
方
の
豊
か
な
資
源
を
都
へ

運
ぶ
舟
運
の
大
動
脈
と
し
て
地
域
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
が
、
現
在
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

や
水
質
の
悪
化
な
ど
、
環
境
の
悪
化
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
津
川
は

、

流
域
の
住
民
、
各
種
団
体
、
企
業
、
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
保
津
川
の
環
境
保

全
を
通
じ
て
循
環
型
地
域
社
会
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
活
動

を
行
う
と
と
も
に
関
連
す
る
情
報
を
流
域
に
向
け
て
広
く
発
信
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
津
川
で
は
、
保
津
川
の
環
境
の
改
善
、
保
全
の
た
め
の
主
な
事
業
と
し
て
、
ク

リ
ー
ン
作
成
（
定
例
清
掃
）
や
活
動
等
に
関
連
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
研
究
機
関
や
教
育

機
関
と
も
提
携
し
た
環
境
教
室
や
野
外
観
察
会
な
ど
を
実
施
し
、
活
動
の
内
容
や
報
告
、
参
加
募

集
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。
 

・
特
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
結
果
は
、
「
水
辺
の
散
乱
ゴ
ミ
指
標
評
価
手
法
（
海
岸
版
）
」

＊
 

 
を
用
い

て
、
G
o
o
g
l
e
 
M
a
p
を
利
用
し
ポ
イ
ン
ト
ご
と
の
結
果
が
写
真
や
文
字
情
報
（
場
所
や
日
時
、
ゴ
ミ

の
情
報
）
と
と
も
に
示
し
た
W
E
B
サ
イ
ト
「
ご
み
マ
ッ
プ
」
を
構
築
、
運
営
し
、
公
表
し
て
い
る
。

*
「
水
辺
の
散
乱
ゴ
ミ
指
標
評
価
手
法
（
海
岸
版
）
」
：
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
、
全
国
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
事
務
局
、
N
P
O
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
が
共
同
で
2
0
0
4
年
に
開
発
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
ｺ
ﾞﾐ

ﾏ
ｯﾌ

ﾟ、
川

で
の

生

業
に

関
わ

る
技

術
等

 

情
報

の
難

易
度

 
マ
ッ
プ
や
写
真
を
多
用
し
流
域
住
民
に
と
っ
て
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

活
動
紹
介
・
報
告
、
募
集
、
啓
発
、
調
査
結
果
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
不
法
ゴ
ミ
投
棄
の
調
査
結
果
の
W
E
B
-
G
I
S
を
利
用
し
た

情
報
発
信
。
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
津
川
で
は
、
京
都
府
お
よ
び
亀
岡
市
文
化
資
料
館
、
流
域
の
各
団
体
・
事
業
者

と
の
協
働
に
よ
り
、
「
保
津
川
筏
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
保
津
川
の
筏
流
し
の
復
活
を
通

じ
た
流
域
の
文
化
の
再
発
見
や
環
境
保
全
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
70

 

 名
称
 

源
流
人
会
だ
よ
り
「
ぽ
た
り
」
 

活
用

媒
体

 
紙
,
We

bｻ
ｲﾄ
 

情
報
発
信
年
 

1
97
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
1
年
1
月
 

情
報

発
信

者
 

財
団
法
人
 
吉
野
川
 
紀
の
川
源
流
物
語
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
 
会
員
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

吉
野
川
 
紀
の
川
流
域
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt
p
:/
/
ww
w
.g
e
nr
y
uu
.
or
.
jp
/
in
d
ex
.
ht
m 

目
的

 

・
同
財
団
が
運
営
す
る
活
動
拠
点
で
あ
る
「
森
と
水
の
源
流
館
」
（
2
0
0
2
年
～
）
に
お
け
る
活
動
、

事
業
の
案
内
、
報
告
等
の
一
環
と
し
て
、
特
に
特
別
会
員
で
あ
る
「
源
流
人
会
」

＊
 

 
へ
の
情
報
提

供
。
 

・
源
流
学
の
構
築
及
び
源
流
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
目
的
と
す
る
。
 

＊
源
流
人
会
は
会
費
制
に
よ
る
活
動
組
織
で
、
拠
点
施
設
へ
の
入
館
が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
館
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
費
の
割
引
や
会
員
限
定
の
講
習
会
、
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
、
持
ち
込
み
企
画

等
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
四
季
報
と
し
て
2
0
1
1
年
1
月
（
冬
号
）
で
1
9
号
、
A
4
版
、
カ
ラ
ー
、
1
2
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
、
拠
点

施
設
「
森
と
水
の
源
流
館
」
の
活
動
紹
介
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
等
の
案
内
の
ほ
か
、
源
流
学

の
一
環
と
し
て
源
流
の
自
然
と
暮
ら
し
に
関
す
る
紹
介
（
第
1
9
号
で
は
、
事
業
の
話
、
熊
の
話
、

源
流
の
森
づ
く
り
等
）
、
水
生
昆
虫
調
査
結
果
、
里
山
の
森
の
観
察
会
報
告
、
源
流
人
会
、
活
動

報
告
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
会
員
に
対
す
る
定
期
的
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
関
連
情
報
や
知
識
や
関
心
を
深
め
る
多
様
な
内

容
で
あ
る
。
 

情
報

の
種

類
 

源
流
に
関
す
る
知
識
、
調
査
報
告
、
活
動
案
内
・
報
告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
源
流
学
構
築
の
た
め
、
源
流
で
の
生
活
、
暮
ら
し
の
知
恵
等
を
生
活
者
の
視
点
で
提
供
し
て
い
る
。 

・
拠
点
施
設
「
森
と
水
の
源
流
館
」
（
岐
阜
県
川
上
村
）
の
情
報
等
、
関
連
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
し
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
71

 

 名
称
 

（
N
P
O
）
旭
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A
R
-
N
E
T
）
 

活
用

媒
体

 
メ

ル
マ

ガ
、

ブ
ロ

グ
,
ｲﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
5年

4月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
0月

 

情
報

発
信

者
 

旭
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
全
国
の
住
民
団
体
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

旭
川
流
域
及
び
全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//b

lo
gs

.y
ah

oo
.c

o.
jp

/o
ka

ka
w

a2
 

目
的

 

・
旭
川
の
流
域
を
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
最
上
流
域
、
上
流
域
、
中
流
域
、
下
流
域
）
に
分
け
、
活
動

し
て
い
る
た
め
、
A
R
-
N
E
T
が
流
域
の
中
間
支
援
組
織
と
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
や
流
域
全
体
の
情
報

を
収
集
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
A
R
-
N
E
T
 N
E
W
S
」
と
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
、
流
域
情
報
の
流
域
住
民
間

の
共
有
、
全
国
の
活
動
団
体
等
に
対
し
て
も
発
信
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
足
（
1
9
9
7
）
以
来
、
広
域
な
流
域
へ
の
発
信
、
経
費
の
低
減
を
目
的
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
流
域
情
報
や
関
係
し
て
い
る
活
動
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
活
動
情
報
（
旭

川
の
環
境
調
査
や
植
生
管
理
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
）
、
全
国
の
N
P
O
の
情
報
、
行
政
情
報
を

事
務
局
が
一
元
管
理
し
受
発
信
し
て
い
る
。
 

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足
以
来
の
主
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る
「
旭
川
源
流
の
碑
 
建
立
」
は
リ
ヤ
カ
ー
で

旭
川
源
流
（
支
川
の
源
流
を
含
め
る
）
の
碑
を
住
民
自
ら
が
運
び
、
流
域
全
体
の
情
報
を
共
有
す

る
た
め
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
イ
ベ
ン
ト
（
年
1
回
、
約
8
ヶ
月
を
か
け
て
行
わ
れ
る
）
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
様
子
は
、
逐
次
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
ブ
ロ
グ
（
写
真
つ
き
）
で
同
時
発
信
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
で
き
め
細
か
な
情
報
発
信
に
よ
り
、
流
域
住
民
や
活
動

参
加
者
が
容
易
に
情
報
を
受
発
信
、
共
有
で
き
る
 

情
報

の
種

類
 

活
動
紹
介
・
報
告
、
調
査
結
果
、
参
加
募
集
 

特
徴

・
工

夫
 

・
河
口
か
ら
源
流
ま
で
源
流
の
碑
建
立
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
リ
レ
ー
形
式
で
時
間
を
か
け
、
多
く
の
流

域
住
民
が
関
わ
る
こ
と
で
、
上
下
流
交
流
や
流
域
の
意
識
を
育
ん
で
い
る
。
 

・
毎
年
、
源
流
の
碑
の
建
立
の
前
日
に
A
R
-
M
E
T
主
催
、
旭
川
流
域
連
絡
協
議
会
（
国
、
流
域
の
自
治

体
に
よ
る
組
織
）
、
地
元
市
民
団
体
の
共
催
で
行
わ
れ
る
「
旭
川
流
域
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、

様
々
な
立
場
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
共
通
の
テ
ー
マ
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
各
グ
ル
ー
プ
、
流
域
の
活
動
団
体
か
ら
の
報
告
等
が
行
わ
れ
、
直
接
的
な
交
流
や
川
づ

く
り
や
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
情
報
交
換
、
共
有
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
 

・
組
織
の
運
営
理
念
と
し
て
経
費
の
か
か
ら
な
い
情
報
共
有
方
式
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
行
う
と
と
も

に
、
専
用
の
事
務
局
施
設
は
な
い
。
 

 

課
題

 

・
活
動
の
運
営
や
情
報
受
発
信
に
お
い
て
事
務
局
（
個
人
）
が
担
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
。
 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
が
な
い
人
に
と
っ
て
は
日
常
的
な
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
。
 

 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
72

 

名
称
 

F
M
ラ
ジ
オ
番
組
「
S
a
B
a
G
a
w
a
物
語
」
 

活
用

媒
体

 
F
M
ラ
ジ
オ
放
送
,
 

W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
5年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
19
日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
ほ
う
ぼ
う
ネ
ッ
ト
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
全
国
の
住
民
団
体
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

山
口
県
防
府
市
 
佐
波
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.b
ou

bo
u

n
et

.jp
/r

ad
io

/r
ad

io
.h

tm
l 

（
N

P
O
ほ
う
ぼ
う
ネ
ッ
ト

H
P
）

 
h

tt
p:

//w
w

w
.s

ab
ag

aw
a.

n
et

/r
ad

io
/r

ad
io

.h
tm

l 
（
サ
バ
リ
バ
ス
ト
ー
リ
ー
）

 

目
的

 

・
NP
O
法
人
ほ
う
ぼ
う
ネ
ッ
ト
（
前
身
は
「
防
府
／
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
」
）
は
、
官
民
学

協
働
に
よ
る
地
域
防
災
を
推
進
す
る
手
立
て
と
し
て
2
0
0
4
年
に
発
足
、
さ
ま
ざ
ま
な
佐
波
川
に
関

す
る
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
市
民
に
対
す
る
地
域
防
災
の
啓
発
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
っ

て
い
る
。
 

・
特
に
地
域
の
F
M
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
定
期
枠
に
よ
る
佐
波
川
情
報
番
組
の
放
送
を
通
じ
て
、
流

域
住
民
に
広
く
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
山
口
県
防
府
市
を
主
な
放
送
区
域
と
し
て
い
る
F
M
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
放
送
局
（
F
M
わ
っ
し
ょ

い
）
の
定
期
番
組
『
S
a
B
a
G
a
w
a
物
語
』
（
毎
週
水
曜
日
 
1
9
:
0
0
～

1
9
：
5
0
）
を
国
土
交
通
省
山
口

河
川
事
務
所
の
委
託
を
受
け
放
送
し
、
佐
波
川
の
魅
力
や
歴
史
、
川
と
生
活
、
災
害
関
連
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
佐
波
川
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
 

・
ほ
う
ぼ
う
ネ
ッ
ト
で
は
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
他
に
も
、
T
-
D
I
G（

地
域
防
災
図
上
訓
練
）
の
実
施
や
防

災
実
動
訓
練
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
等
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
、
機
会
の
提
供
に
よ
り
地
域
防
災

に
関
わ
る
啓
発
や
参
加
を
促
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
現
場
の
取
材
や
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
、
地
域
の
水
害
や
防
災
情
報
を
幅
広
い
視
聴
者
に
わ
か

り
易
く
伝
え
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

災
害
や
地
域
防
災
関
連
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
・
活
動
の
広
報
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
『
S
a
B
a
G
a
w
a
物
語

』
の
過
去
の
放
送
内
容
は
、
サ
バ
リ
バ
ス
ト
ー
リ
ー
の
W
e
b
サ
イ
ト
で
毎
週
更
新

さ
れ
、
過
去
の
番
組
も
聴
く
事
が
で
き
る
。
 

・
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
も
展
開
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
か
ら
Q
R
コ
ー
ド
を
使
っ
て
容
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
 

・
子
ど
も
や
大
人
が
遊
び
感
覚
で
参
加
で
き
る
T
－

D
I
G
を
開
発
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
参

加
に
よ
る
普
及
を
図
っ
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
73

 

 名
称

 
か
い
た
ん
日
記
 

活
用

媒
体

 
ブ
ロ
グ
 

情
報

発
信

年
 

2
00
1年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
2月

4・
5日

情
報

発
信

者
 

個
人
の
ブ
ロ
グ
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

島
根
県
雲
南
市
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

d.
ha
t
en

a.
ne

.j
p/
k
ai

ta
n_

mi
ki
o
/ 

目
的

 
・
尾
原
ダ
ム
水
源
地
域
活
性
化
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
個
人
の
ブ
ロ
グ
。
個
人
の
私
的
な
日
記
だ

が
、
四
季
折
々
の
地
域
の
自
然
や
行
事
、
暮
ら
し
、
文
化
な
ど
を
家
族
や
日
常
の
な
か
の
で
き
ご

と
や
風
景
と
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ダ
ム
事
業
や
水
源
地
活
性
化
に
関
わ
る
事
業
等
を
含
め

た
地
域
の
日
常
を
伝
え
る
レ
ポ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

 

概
要

 
・
「
尾
原
ダ
ム
地
域
づ
く
り
推
進
連
絡
協
議
会
」
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
る
個
人
の
ブ
ロ

グ
は
、
ほ
ぼ
毎
日
更
新
さ
れ
、
地
域
の
自
然
や
文
化
や
暮
ら
し
の
風
景
な
ど
を
写
真
と
コ
メ
ン
ト

に
よ
っ
て
日
常
の
で
き
ご
と
と
と
も
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
水
源
地
と
し
て
の
ダ
ム
事
業
や
水
源

地
活
性
化
事
業
に
関
す
る
こ
と
（
工
事
の
進
捗
状
況
や
地
域
住
民
に
よ
る
取
組
み
）
な
ど
が
個
人

の
視
点
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
地
域
住
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

個
人
の
報
告
、
見
解
 

特
徴

・
工

夫
 

・
家
族
の
姿
な
ど
も
含
む
個
人
の
私
的
な
日
記
で
あ
る
が
、
地
域
の
文
化
や
暮
ら
し
の
様
子
と
と
も

に
、
発
信
者
が
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
も
あ
る
事
か
ら
地
域
住
民
の
関
心
や
意
識
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
河
川
管
理
者
等
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
74

 

 名
称
 

新
町
川
を
守
る
会
 

活
用

媒
体

 
ｲ
ﾍﾞ

ﾝﾄ
,W

eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

1
99
0年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
1
年
１
月
2
6
日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
新
町
川
を
守
る
会
 

対
象

者
 

（
情

報
の

受
け

手
）
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

徳
島
県
徳
島
市
 
吉
野
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

2.
tc

n
.n

e.
jp

/~
n

po
sh

in
m

ac
h

ig
aw

a/
 

目
的

 

・
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
内
容
は
、

同
会
が
復
活
さ
せ
た
撫
養
航
路
（
徳
島
～
鳴
門
）
の
航
行
案
内
、
乗
船
予
約
と
掲
示
板
へ
の
情
報

の
書
き
込
み
を
中
心
に
現
在
運
用
さ
れ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
同
会
が
主
催
す
る
事
業
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」
、
「
リ
バ
ー
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
活
動
」
、
「
リ
バ
ー

サ
イ
ド
修
景
活
動
」
、
「
イ
ベ
ン
ト
活
動
」
等
は
毎
回
、
定
め
ら
れ
た
日
時
に
集
合
し
た
人
の
み

で
行
う
た
め
、
特
に
予
告
等
は
行
っ
て
い
な
い
。
 

・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
る
「
吉
野
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
「
と
く
し
ま
夢
あ
か
り
」
、
「
川

か
ら
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
」
、
「
水
際
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
「
寒
中
水
泳
大
会
」
等
イ
ベ
ン
ト
の

案
内
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
板
へ
の
書
き
込
み
に
よ
り
適
宜
発
信
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
定

期
船

運
行

情
報

 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
住
民
、
一
般
市
民
に
向
け
た
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

活
動
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
定
期
船
の
予
約
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
定
期
的
な
情
報
や
、
舟
運
は
予
め
日
時
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
案
内
等
の
予
告
は
出
さ
ず
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
の
労
力
を
低
減
し
て
い
る
。
 

・
急
な
日
程
変
更
等
は
掲
示
板
で
告
知
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

-145-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
75

 

 名
称
 

樋
井
川
流
域
治
水
市
民
会
議
 

活
用

媒
体

 
W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ
,
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
,
ﾂ
ｲ

ｯ
ﾀｰ
 

情
報
発
信
年
 

2
00
9年

1
0月

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1
0月

 

情
報

発
信

者
 

樋
井
川
流
域
治
水
市
民
会
議
 

対
象

者
 

（
情

報
の

受
け

手
）
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
 
全
国
の
住
民
団
体
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

福
岡
県
福
岡
市
 
樋
井
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//s

it
es

.g
oo

gl
e.

co
m

/s
it

e/
h

ih
ik

aw
as

h
im

in
ka

ig
i/ 

目
的

 

・
樋
井
川
流
域
治
水
市
民
会
議
(
以
下
、
市
民
会
議
)
は
、
流
域
住
民
、
大
学
関
係
者
、
市
民
、
行
政

職
員
、
土
木
事
業
者
や
企
業
な
ど
樋
井
川
や
地
域
に
関
心
を
持
つ
全
て
の
「
市
民
」
が
、
流
域
の

過
去
に
学
び
、
現
在
に
お
い
て
行
動
し
、
未
来
に
対
し
て
の
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

情
報
を
共
有
し
て
平
等
な
話
合
い
を
す
る
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
情
報
の
共
有
、
発
信
を
行
い
、
市
民
会
議
の
意
見
と
し
て
福
岡
市
・
福
岡
県
知

事
に
対
し
樋
井
川
流
域
で
の
総
合
治
水
政
策
を
提
言
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
 

概
要

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
市
民
会
議
の
会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
勉
強
会
、
見
学
会
と
い
っ
た
活
動

や
結
果
、
会
議
の
議
事
録
等
を
逐
次
紹
介
、
報
告
し
て
い
る
ほ
か
、
2
0
1
0
年
１
月
に
福
岡
市
長
に

対
し
て
提
出
し
た
「
樋
井
川
流
域
治
水
に
関
す
る
市
民
提
言
（
案
）
」
の
全
文
を
掲
載
、
紹
介
し

て
い
る
。
 

・
市
民
会
議
の
活
動
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
多
く
、
そ
う
し
た
映

像
（
動
画
）
情
報
を
無
料
動
画
投
稿
視
聴
サ
ー
ビ
ス
（
Y
o
u
 
T
u
b
e
）
を
利
用
し
て
紹
介
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
の
一
般
市
民
に
対
し
て
は
マ
ス
コ
ミ
発
信
情
報
を
二
次
的
に
利
用
す
る
な
ど
、
多
様
な
層
、
立

場
に
対
応
し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

活
動
経
過
、
報
告
、
提
言
 

特
徴

・
工

夫
 

・
徹
底
し
た
討
論
や
、
治
水
対
策
の
立
案
、
実
施
の
た
め
の
勉
強
会
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
回
を

重
ね
て
行
い
、
幅
広
い
層
や
多
様
な
立
場
の
合
意
形
成
や
参
画
を
図
っ
て
い
る
。
 

・
情
報
の
共
有
、
発
信
手
段
と
し
て
動
画
サ
イ
ト
の
利
用
し
た
マ
ス
コ
ミ
情
報
の
二
次
発
信
や
、
意

見
交
換
ツ
ー
ル
と
し
て
T
w
i
t
t
e
r「

樋
井
川
な
う
」
を
開
設
、
携
帯
メ
ー
ル
か
ら
の
樋
井
川
の
様

子

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
と
写
真
の
送
信
に
よ
る
情
報
収
集
、
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
76

 

 名
称

 
筑
後
川
・
矢
部
川
 

ま
る
ご
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
博
物
館
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ、

ﾌ
ﾞﾛ
ｸﾞ
,紙

 

情
報

発
信

年
 

2
00
3年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
0
年
1
2
月
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
・
筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
運
営
委
員
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

筑
後
川
流
域
及
び
全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//c

h
ik

u
go

ga
w

a-
m

ar
u

go
to

.n
et

/ 

目
的

 

・
N
P
O
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
（
1
9
9
8
 
設
立
）
が
筑
後
川
防
災
施
設
「
く
る
め
ウ
ス
」
の
運

営
委
託
と
あ
わ
せ
、
1
）
筑
後
川
流
域
市
民
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
2
）
筑
後
川
・
矢
部
川
に
関

す
る
自
然
、
文
化
に
関
す
る
情
報
、
3
）
河
川
管
理
情
報
、
4
）
全
国
の
N
P
O
等
の
活
動
情
報
の
受
発

信
を
目
的
に
発
信
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
N
P
O
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
は
、
流
域
の
市
民
団
体
、
河
川
管
理
者
等
と
の
連
携
と
協
働
を

目
的
に
発
足
し
、
筑
後
川
流
域
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
位
置
づ
け
、
筑
後
川

な
ん
で
も
発
見
団
、
筑
後
川
大
学
、
流
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
『
筑
後
川
新
聞
』
の
発
行
（
隔

月
、
2
0
1
0
年
1
2
月
号
で
通
算
6
8
号
，
発
行
1
5
0
0
0
部
）
等
を
行
っ
て
き
た
。
 

・
同
倶
楽
部
に
よ
る
交
流
拠
点
施
設
を
筑
後
川
防
災
施
設
「
く
る
め
ウ
ス
」
（
久
留
米
市
，
2
0
0
3
～
）

に
設
置
以
来
、
筑
後
川
・
矢
部
川
に
関
す
る
流
域
の
姿
、
古
い
映
像
資
料
、
水
害
の
歴
史
、
観
光

、

自
然
、
歴
史
文
化
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
、
拠
点
施
設
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
筑
後
川
・
矢
部
川
ま
る
ご
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
博
物
館
」
と
ブ
ロ
グ
『
筑
後
川
新
聞
』
）
、

紙
（
『
筑
後
川
新
聞
』
）
な
ど
複
数
の
媒
体
の
複
合
に
よ
り
収
集
、
発
信
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
多
様
な
層
の
流
域
住
民
の
多
様
な
関
心
に
対
応
す
る
内
容
 

情
報

の
種

類
 

広
報
（
流
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
等
）
、
啓
発
、
活
動
 

特
徴

・
工

夫
 

・
情
報
誌
『
筑
後
川
新
聞
』
を
ブ
ロ
グ
版
と
し
て
発
信
。
紙
版
が
隔
月
な
の
に
対
し
、
最
新
情
報
を

掲
載
し
て
い
る
。
筑
後
川
に
関
す
る
総
合
情
報
サ
イ
ト
「
筑
後
川
・
矢
部
川
ま
る
ご
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
博
物
館
」
は

、
動
画
や
ラ
イ
ブ
映
像
を
交
え
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
2
4
の
テ
ー
マ
が
並
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
関
連
サ
イ
ト
等
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
 

・
筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
運
営
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
新
聞
、
ブ
ロ
グ
等
の
発
信
を

役
割
分
担
し
て
い
る
。
事
務
局
は
N
P
O
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
に
設
置
。
 

 

課
題

 
 

 

-146-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
77

 

 名
称

 
筑
後
川
発
見
館
「
く
る
め
ウ
ス
」
 

活
用

媒
体

 
拠
点
施
設
、
 

W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
、
イ
ベ
ン
ト

情
報

発
信

年
 

2
00
3年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
19
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務
所
・
久
留
米
市
（
施
設
管
理
者
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

筑
後
川
流
域
 
福
岡
～
九
州
地
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.k
u

ru
m

eu
s.

or
g/

 

目
的

 

・
昭
和
2
8
年
の
筑
後
川
流
域
の
大
水
害
の
記
録
を
伝
え
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
や
防
災
、
減
災
、

河
川
環
境
の
保
全
、
河
川
愛
護
の
啓
発
を
目
的
と
す
る
「
河
川
情
報
拠
点
施
設
」
と
し
て
2
0
0
3
年

に
オ
ー
プ
ン
。
 

・
災
害
時
に
お
い
て
に
は
、
地
域
の
防
災
拠
点
（
久
留
米
市
指
定
避
難
場
所
〈

H2
1
.
4
月
か
ら
〉
、
水

防
資
材
備
蓄
）
、
水
位
雨
量
情
報
の
提
供
、
災
害
情
報
の
受
発
信
、
な
ど
の
役
割
を
持
つ
「
地
域

防
災
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
。
 

・
平
常
時
に
は
、
防
災
・
減
災
、
河
川
環
境
、
河
川
愛
護
の
意
識
啓
発
の
た
め
の
学
習
会
等
の
実
施

や
資
料
展
示
を
行
っ
て
い
る
（
筑
後
川
の
魚
と
水
環
境
を
学
習
す
る
為
の
淡
水
魚
水
族
館
。
久
留

米
市
管
理
も
併
設
）
。
 

 

概
要

 

・
施
設
は
、
①
散
策
型
水
槽
（
筑
後
川
上
流
、
中
流
、
下
流
の
魚
類
等
の
紹
介
）
、
②
情
報
ス
タ
ジ

オ
（
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
映
像
、
筑
後
川
監
視
カ
メ
ラ
映
像
、
水
位
、
雨
量
情
報
等
）
、
③
多
目
的

ル
ー
ム
（
市
民
団
体
等
の
利
用
可
能
）
、
④
探
索
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
治
水
施
設
の
疑
似
体
験

施

設
)
、
⑤
人
と
川
の
歴
史
ウ
ォ
ー
ル
（
筑
後
川
の
歴
史
を
紹
介
）
、
⑥
 
防
災
資
料
展
示
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
索
、
リ
ン
ク
集
を
中
心
に
以

下
の
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

①
館
に
お
け
る
企
画
展
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
館
の
案
内
 
②
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
 

③
リ
ン
ク
集
（
川
で
遊
ぼ
う
、
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
川
ネ
ッ
ト
、
川
で
学
ぼ
う
、
初
め
て
の
川
遊
び
、

河
川
局
の
K
I
D
S
 
W
E
B
等
）
、
④
問
合
せ
、
⑤
サ
イ
ト
マ
ッ
プ
等
で
構
成
、
⑥
国
交
省
か
ら
の
情
報

と
し
て
「
川
の
防
災
情
報
」
、
「
九
州
の
情
報
室
」
へ
の
リ
ン
ク
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
子
ど
も
を
含
め
た
流
域
住
民
に
対
し
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
含
め
た
多
様
な
分
か
り
や
す
い
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

河
川
情
報
（
筑
後
川
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
治
水
、
防
災
等
）
、
施
設
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る
事
業
予
定
の
案
内
、
募
集
 

・
写
真
館
コ
ー
ナ
ー
で
の
館
内
活
動
風
景
の
表
示
 

・
問
合
せ
の
コ
ー
ナ
ー
で
各
種
質
問
を
受
け
付
け
て
い
る
。
 

課
題

 
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
少
な
い
（
2
0
1
1
年
２
月
で

1
日
2
～

1
7
件
）

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
78

 

 名
称
 

矢
部
川
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ゴ
ミ
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
ﾌﾞ
ﾛｸ
ﾞ 

情
報
発
信
年
 

2
00
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
0
年
1
2
月
 

情
報

発
信

者
 

矢
部
川
を
つ
な
ぐ
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

矢
部
川
流
域
 
（
福
岡
県
）
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.y
ab

eg
aw

a.
n

et
/in

de
x.

h
tm

l 

目
的

 

・
矢
部
川
を
つ
な
ぐ
会
は
、
「
矢
部
川
の
水
の
恵
み
に
感
謝
し
、
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
、
流

域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
お
よ
び
行
政
・
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
実
践
活
動
を
行
う

」

こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
矢
部
川
流
域
の
活
動
団
体
（
市
民
団
体
、
森
林
組
合
等
）
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
。
福
岡
県
が
創
設
し
た
行
政
と
N
P
O
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
協
働
事
業
と

し
て
矢
部
川
に
関
わ
る
ふ
た
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
矢
部
川
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
矢
部
川
ゴ
ミ

ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
委
託
し
、
活
動
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
矢
部
川
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
矢
部
川
流
域
の
自
然
、
歴
史
文
化
、
生
態
系
な
ど
に
つ
い
て
流

域
市
民
自
身
で
考
え
、
景
観
資
源
等
を
未
来
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
 

 

概
要

 

・
矢
部
川
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
活
動
と
し
て
、
①
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
人
と
モ
ノ
の
発
掘
、

収
集
・
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
②
矢
部
川
楽
校
・
地
元
講
座
（
流
域
案
内
人
「
や
べ
が
わ
び
と
」
人
材

育
成
）
、
③
矢
部
川
流
域
フ
ッ
ト
パ
ス
「
ゆ
つ
ら
ー
つ
と
や
べ
が
わ
」
の
設
定
（
ル
ー
ト
の
選
定

、

地
元
に
よ
る
運
営
、
管
理
）
等
を
挙
げ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
関
連
の
ブ
ロ
グ
等
で
紹
介
す
る
と
と

も
に
活
動
へ
の
参
加
や
情
報
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
流
域
住
民
の
多
様
な
層
に
対
し
、
情
報
提
供
、
情
報
募
集
を
通
じ
参
加
を
促
す
仕
組
み
で
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

事
業
・
活
動
情
報
、
啓
発
、
情
報
集
果
、
調
査
結
果
 

特
徴

・
工

夫
 

・
フ
ッ
ト
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
上
・
中
・
下
流
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
持
っ
た
6
つ
の
コ
ー
ス
を

計
画
中
の
も
の
を
含
め
、
実
施
し
た
コ
ー
ス
の
内
容
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
し
て
い

る
ほ
か
、
お
薦
め
コ
ー
ス
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
情
報
と
し
て
、
景
観
保
全
（
景
観
ル
ー
ル

の
設
定
や
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
の
選
定
）
、
情
報
発
信
に
関
わ
る
人
材
（
矢
部
川
大
使
、
や
べ
か

わ
び
と
）
、
矢
部
川
流
域
の
地
産
の
も
の
だ
け
で
つ
く
る
地
消
の
鍋
料
理
「
や
べ
か
わ
な
べ
」
の

ア
イ
デ
ィ
ア
等
を
募
集
し
、
情
報
の
収
集
と
と
も
に
取
組
み
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
 

・
ゴ
ミ
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
2
0
0
6
年
度
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
矢
部
川
流

域
一
斉
ご
み
調
査
と
結
果
の
マ
ッ
プ
化
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
津
川
の
技
術
協
力
を
得
て
、

W
E
B
ご
み
マ
ッ
プ
に
参
加
、
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
現
在
フ
ッ
ト
パ
ス
の
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
、
電
子
国
土
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
W
E
B
上
の
公
開
を
進

め
て
い
る
。
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№
79

 

 名
称

 
紫
江
`
S
 
水
環
境
館
の
常
設
展
示
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
,W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ
,

ﾌ
ﾞﾛ
ｸﾞ
,紙

,
ｲﾍ
ﾞ
ﾝﾄ
 

情
報

発
信

年
 

2
00
1年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

2月
 

情
報

発
信

者
 

福
岡
県
立
北
九
州
高
等
学
校
 
魚
部
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

九
州
地
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.g
yo

bu
.jp

/ 

目
的

 

・
高
校
生
の
部
活
動
に
よ
る
北
九
州
地
域
を
中
心
と
す
る
魚
類
、
水
生
生
物
に
関
す
る
調
査
結
果
の

公
表
、
紹
介
と
と
も
に
保
護
や
保
全
、
啓
発
を
含
め
た
活
動
の
P
R
を
目
的
と
す
る
。
 

・
調
査
が
多
様
化
し
精
度
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
環
境
対
策
へ
の
提
言
を
行
う
。
市
民
や

研
究
者
か
ら
の
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
19
9
8
年
、
北
九
州
高
校
 
魚
部
の
発
足
以
来
、
紫
川
を
中
心
に
魚
類
、
水
生
昆
虫
等
の
調
査
を
行
い

、

展
示
会
等
を
開
催
し
て
き
た
。
以
降
、
小
学
生
へ
の
指
導
、
市
の
公
共
施
設
「
水
環
境
館
」
で
常

設
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
北
九
州
の
生
き
も
の
た
ち
）
を
開
設
、
採
取
し
た
生
き
も
の
の
水
槽
展
示
や

パ
ネ
ル
展
示
に
よ
り
、
地
域
の
生
き
も
の
と
生
態
環
境
、
魚
部
の
活
動
を
紹
介
。
2
0
0
2
年
か
ら
ペ

ー
パ
ー
に
よ
る
「
魚
部
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
、
同
年
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
。
 

・
2
0
0
9
年
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
、
研
究
成
果
を
も
と
に
、
『
福
岡
県
の
水
生
昆
虫
図
鑑
』
、
『
北
九

州
の
干
潟
B
O
O
K
』
を
発
行
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
水
槽
、
パ
ネ
ル
等
に
よ
る
展
示
、
解
説
に
よ
り
子
ど
も
や
一
般
市
民
に
も
分
か
り
易
く
親
し
み
や
す

い
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
・
研
究
成
果
（
採
取
し
た
生
物
の
生
体
展
示
を
含
む
）
 

特
徴

・
工

夫
 

・
水
槽
は
調
査
活
動
等
で
捕
獲
し
た
水
生
昆
虫
、
魚
類
等
を
更
新
展
示
し
て
い
る
。
 

・
パ
ネ
ル
に
よ
る
生
物
の
変
遷
、
分
布
等
に
よ
り
、
地
域
の
固
有
種
や
希
少
種
の
保
護
や
生
育
環
境

保
全
に
対
す
る
啓
発
を
含
め
分
か
り
や
す
く
解
説
。
地
元
高
校
生
に
よ
る
活
動
成
果
と
い
う
こ
と

が
、
地
域
住
民
を
中
心
と
す
る
来
館
者
の
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
魚
部
の
活
動
の
紹
介
の
ほ
か
、
リ
ン
ク
し
て
い
る
「
魚
ぶ
ろ

く
」
で
最
新
の
活
動
報
告
等
を
逐
次
発
信
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
80

 

 名
称

 
W
e
 
L
o
v
e
 
大
野
川
 

大
野
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ、

ﾒ
ﾙﾏ
ｶﾞ
,拠

点
施
設
,
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
 

情
報

発
信

年
 

2
00
4年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
河
童
倶
楽
部
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

大
分
県
 
大
野
川
流
域
 
全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.o
h

n
o-

ri
ve

r.
co

m
/ 

目
的

 

・
大
野
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
、
流
域
各
地
で
活
動
す
る
市
民
、
団
体
の
緩
や
か
な
連
携
組
織
で

あ
る
大
野
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
関
わ
る
情
報
や
流
域
全
体
の
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
活

動
情
報
等
の
受
発
信
を
一
元
管
理
す
る
。
河
川
管
理
者
、
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
「
河
童
大
楽

（
大
學
）
」
、
「
子
ど
も
河
童
倶
楽
部
」
、
「
大
野
川
源
流
の
碑
建
立
」
と
い
っ
た
活
動
の
ほ
か
、

流
域
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
お
助
け
隊
Y
U
I（

結
）
」
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
会
」
等

を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
た
全
国
N
P
O
や
河
川
管
理
者
等
と
の
連
携
の
た

め

の
情
報
の
受
発
信
な
ど
が
あ
る
。
 

 

概
要

 

・
大
分
県
が
占
有
す
る
河
川
敷
地
を
借
地
、
自
立
的
に
情
報
発
信
、
交
流
・
活
動
拠
点
（
「
河
童
小

屋
」
）
を
建
設
（
2
0
0
0
年
）
し
、
人
の
交
流
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
の
交

流
の
両
面
で
流
域
情
報
の
共
有
化
、
活
動
の
促
進
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
緯
や
経
過
、
交
流
拠
点
に
つ
い
て
、
ま
た
、
河
川
管
理
者
と
の
連
携
に
よ
る

調
査
や
研
修
事
業
の
受
託
、
自
主
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
活
動
に
つ
い
て
の
紹
介
や
活
動
報
告
等
に
つ
い
て
写
真
等
を
多
用
し
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
大
野
川
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
川
の
学
習
を
し
た
い
、
川
遊
び
を
し
た
い
、
大
野
川
流
域

を
散
策
し
た
い
と
い
っ
た
様
々
な
目
的
に
対
し
て
活
用
で
き
る
情
報
と
し
て
、
「
資
料
館
」
の
ペ

ー
ジ
に
は
、
大
野
川
流
域
懇
談
会
（
官
民
の
連
携
組
織
）
、
NP
O
河
童
倶
楽
部
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

務
局
）
等
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
た
大
野
川
の
川
遊
び
、
舟
運
、
歴
史
、
自
然
、
文
化

、

水
質
等
、
多
様
な
情
報
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
わ
る
流
域
住
民
、
一
般
市
民
に
も
分
か
り
や
す
く
興
味
を
ひ
く
 

情
報

の
種

類
 

活
動
記
録
、
活
動
成
果
、
流
域
活
動
に
関
わ
る
広
報
・
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
活
動
に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
同
士
の
日
常
的
な
相
互
の
情
報
発
信
、
連
絡
は
、

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
し
、
情
報
交
流
拠
点
の
運
営
経
費
削
減
等
を
図
っ
て
い
る
（
情
報
管

理
は
N
P
O
代
表
1
名
が
担
当
）
。
 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、
官
民
学
に
よ
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
会
」
、

「
携
帯
電
話
活
用
研
究
会
」
を
行
い
利
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

-148-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
81

 

 名
称

 
大
野
川
・
川
あ
そ
び
マ
ッ
プ
・
川
遊
び
楽
習
帳
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ、

紙
 

情
報

発
信

年
 

2
00
4年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
大
野
川
河
川
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
 
小
学
生
や
そ
の
親
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

大
野
川
流
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.q
sr

.m
li

t.
go

.jp
/o

it
a/

oo
n

o_
ka

w
aa

so
bi

_m
ap

/in
de

x 

目
的

 

・
「
大
野
川
・
川
遊
び
マ
ッ
プ
」
、
「
川
遊
び
楽
習
帳
」
は
、
「
大
野
川
に
お
け
る
安
全
確
保
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
が
取
り
ま
と
め
た
「
大
野
川
の
川
遊
び
の
楽
し
さ
と
恐
さ
を
知
る

た
め
の
提
言
」
（

20
0
5
年

3
月
）
の
理
念
に
基
づ
き
、
学
識
者
や
川
遊
び
の
専
門
家
か
ら
な
る
「
大

野
川
・
川
遊
び
勉
強
会
」
が
作
成
し
た
、
川
遊
び
の
支
援
と
情
報
提
供
を
目
的
と
し
た
マ
ッ
プ
と

川
遊
び
の
怖
さ
や
楽
し
さ
な
ど
の
基
礎
知
識
を
提
供
す
る
小
学
生
向
け
の
小
冊
子
で
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
全
て
公
開
し
、
普
及
・
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
「
大
野
川
川
遊
び
マ
ッ
プ
」
は
、
大
野
川
の
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
を
想
定
し
、
以
下
の
よ
う
な
構
成

で
マ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

・
大
野
川
流
域
マ
ッ
プ
：
流
域
全
体
の
川
遊
び
の
で
き
る
場
所
を
紹
介
、
水
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
 

（
大
野
川
下
流
域
マ
ッ
プ
：
利
用
の
多
い
下
流
域
は
さ
ら
に
用
途
に
応
じ
た
マ
ッ
プ
で
紹
介
）
 

①
 川

遊
び
マ
ッ
プ
：
お
す
す
め
の
水
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
や
遊
び
方
な
ど
 

②
 河

川
利
用
施
設
の
紹
介
：
水
辺
以
外
も
含
め
た
利
用
で
き
る
場
所
、
 

③
 ジ

ョ
ギ
ン
グ
マ
ッ
プ
：
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
に
利
用
し
や
す
い
河
川
堤
防
の
紹
介
 

④
 川

下
り
マ
ッ
プ
：
川
下
り
が
可
能
な
場
所
や
ボ
ー
ト
の
降
ろ
し
場
所
等
 

②
 大

野
川
に
棲
む
生
き
も
の
：

大
野
川
に
住
む
魚
、
エ
ビ
、
野
鳥
、
植
物
の
写
真
に
よ
る
紹
介
 

・
「
川
遊
び
楽
習
帳
」
は
、
川
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
学
習
に
つ
い
て
、
守
る
べ
き
基
本
事
項
や

準
備
、
危
険
な
場
所
や
安
全
に
遊
ぶ
た
め
の
注
意
事
項
、
川
の
構
造
（
水
循
環
、
流
れ
や
断
面
、

平
常
時
・
増
水
時
の
様
子
）
な
ど
を
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
多
用
し
紹
介
。
 

・
双
方
と
も
全
て
を
P
D
F
版
で
閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
「
川
遊
び
楽
習
帳
」
は
A
5
版

4
0

ペ
ー
ジ
の
印
刷
物
版
も
あ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
わ
る
流
域
住
民
、
一
般
市
民
に
も
分
か
り
や
す
く
興
味
を
ひ
く
 

情
報

の
種

類
 

川
遊
び
や
川
の
学
習
に
関
わ
る
専
門
的
知
見
、
沿
川
の
環
境
や
フ
ィ
ー
ル
ド
情
報
を
含
め
た
マ
ッ
プ
、

小
学
生
向
け
川
遊
び
、
学
習
の
た
め
の
ガ
イ
ド
 

特
徴

・
工

夫
 

・
マ
ッ
プ
、
楽
習
帳
と
も
、
河
川
利
用
と
安
全
確
保
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
河
川
の
「
公
共

用
物
の
自
由
使
用
の
原
則
」
と
「
河
川
利
用
に
お
け
る
自
己
責
任
の
原
則
」
を
、
情
報
の
利
用
に

お
け
る
免
責
事
項
と
と
も
に
提
示
し
、
川
遊
び
の
普
及
と
と
も
に
利
用
に
関
わ
る
啓
発
を
図
っ
て

い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
82

 

 名
称

 
資
料
館
「
リ
バ
ー
パ
ル
五
ヶ
瀬
川
」
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
、

We
b
ｻ
ｲ

ﾄ
,ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
 

情
報

発
信

年
 

1
99
7年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
・
N
P
O
法
人
五
ヶ
瀬
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

五
ヶ
瀬
川
流
域
 
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.g
ok

as
eg

aw
a.

co
m

/ 
 
（

N
P

O
法
人
五
ヶ
瀬
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

 

目
的

 

・
「
リ
バ
ー
パ
ル
五
ヶ
瀬
川
」
は
、
五
ヶ
瀬
川
最
下
流
部
の
同
水
系
北
川
派
川
の
友
内
川
に
隣
接
す

る
水
門
施
設
内
に
開
設
さ
れ
た
交
流
、
情
報
発
信
拠
点
。
水
防
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
も

あ
り
、
降
雨
体
験
や
パ
ネ
ル
、
映
像
に
よ
る
北
川
や
五
ヶ
瀬
川
の
洪
水
、
水
害
に
関
す
る
情
報
を

発
信
し
、
体
験
の
伝
承
や
防
災
対
す
る
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
川
の
環
境
を
知
り
、
体
験
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、
館
周
辺
の
干
潟
等
を
利
用
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

学
習
や
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
体
験
学
習
も
行
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
宮
崎
県
、
延
岡
市
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
や
防
災
や
ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
川
を
利
用
し
た
カ
ヌ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ツ
ー
リ
ン
グ
、
Ｄ
ボ
ー
ト
競
技
会
な
ど
の
活
動
を

館
の
内
外
で
行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て
、
逐
次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
動
カ
レ
ン
ダ

ー
や
チ
ラ
シ
で
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
ほ
か
、
活
動
報
告
の
レ
ポ
ー
ト
も
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
施
設
の
常
設
展
示
と
し
て
、
水
害
、
水
防
関
係
の
情
報
パ
ネ
ル
、
映
像
の
展
示
、
地
域
の
自
然
、

文
化
、
歴
史
に
関
す
る
写
真
、
パ
ネ
ル
の
展
示
、
水
門
操
作
や
水
害
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
模

型
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
学
童
を
中
心
と
し
た
自
然
観
察
会
、
干

潟
体
験
、
川
の
活
動
の
指
導
者
養
成
講
座
、
五
ヶ
瀬
川
流
域
の
団
体
と
の
情
報
交
換
や
協
働
イ
ベ

ン
ト
を
館
の
内
外
で
実
施
し
て
い
る
。
 

・
施
設
内
に
は
川
や
地
域
・
流
域
に
関
す
る
図
書
、
文
献
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
公
開
さ
れ
て
い
る
ほ

か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
所
蔵
文
献
の
検
索
機
能
が
あ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
図

書
検

索
 

情
報

の
難

易
度

 
幅
広
い
年
齢
層
の
地
域
住
民
に
対
応
し
た
、
多
様
な
方
法
で
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

河
川
環
境
情
報
、
防
災
情
報
、
活
動
情
報
、
活
動
報
告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
し
、
ア
ー
ト
と
融
合
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

（
東
海
さ
る
く
）
を
企
画
、
運
営
し
、
地
域
住
民
、
一
般
市
民
に
対
し
て
地
域
の
魅
力
資
源
を
再

発
見
す
る
契
機
や
参
加
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
 

・
RA
C（

川
に

学
ぶ

活
動

体
験

協
議

会
）
指

導
者

養
成

講
座
（

フ
ィ

ー
ル

ド
講

習
会

）
の

開
催

等
、
フ

ィ
ー
ル
ド
体
験
・
活
動
に
重
き
を
置
い
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

   

-149-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
83

 

名
称
 

大
淀
川
学
習
館
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
、

We
b
ｻ
ｲ

ﾄ
,ﾌ
ﾞﾛ
ｸﾞ
,ｲ
ﾍﾞ
ﾝ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

1
99
5年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
21
日
 

情
報

発
信

者
 

宮
崎
市
、
財
団
法
人
宮
崎
文
化
振
興
会
（
指
定
管
理
者
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
 
来
館
者
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

宮
崎
県
内
 
大
淀
川
流
域
 
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.c
it

y.
m

iy
az

ak
i.m

iy
az

ak
i.j

p/
cu

l/o
yo

do
/ 

目
的

 

・
水
道
資
料
館
と
し
て
発
足
し
た
同
館
は
、
水
の
み
な
ら
ず
大
淀
川
の
環
境
情
報
を
伝
え
、
同
館
へ

の
誘
客
を
目
的
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
学
習
会
の
情
報
を

発
信
し
て
い
る
。
 

・
友
の
会
「
ア
カ
メ
会
」
を
結
成
し
、
会
員
へ
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
施
設
で
は
、
「
世
界
の
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
展
」
、
「
水
の
中
の
生
き
も
の
展
」
、
「
カ
ラ

ー
魚
拓
展
」
、
「
大
淀
川
の
写
真
、
学
習
展
」
等
の
企
画
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
学
童
を
対
象
に
し
た
園
児
教
室
、
館
内
で
の
環
境
教
室
、
観
察
教
室
、
体
験
教
室
等
を
定
期
開
催

し
て
い
る
。
 

・
施
設
の
情
報
提
供
と
し
て
は
、
船
や
漁
具
等
の
実
物
や
、
大
淀
川
に
棲
む
生
き
も
の
の
水
槽
に
よ

る
生

体
展

示
や

タ
ッ

チ
プ

ー
ル

、
模

型
、

ジ
オ

ラ
マ

に
よ

る
展

示
の

ほ
か

、
川

の
シ

ア
タ

ー
（

3
D

ビ
ジ
ョ
ン
映
像
）
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
パ
ソ
コ
ン
検
索
の
ほ
か
、
図
書
・
情
報
室
（
文
献
、
パ

ソ
コ
ン
）
の
利
用
も
可
能
。
 

・
WE
B（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
に

よ
る

情
報

発
信

で
は

、
「

大
淀

川
図

鑑
」
と

し
て

大
淀

川
流

域
に

生
息

す
る
魚
や
鳥
、
昆
虫
、
植
物
等
の
生
き
物
や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
、
写
真
を
多
用
し
紹
介
し
て
い
る
。

館
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
最
新
情
報
は
、
ブ
ロ
グ
「
大
淀
川
学
習
館
ブ
ロ
グ
」
で
更
新
、
発
信
し
て

い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
幅
広
い
年
齢
層
の
一
般
市
民
に
対
応
し
、
多
様
な
方
法
で
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

河
川
環
境
情
報
、
文
献
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
施
設
利
用
案
内
 

特
徴

・
工

夫
 

・
自
然
楽
習
園
や
大
型
水
槽
、
生
体
展
示
ホ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
大
淀
川
の
生
き
も
の
の
生
体
展
示
や

3
D
映
像
な
ど
、
館
内
の
展
示
方
法
が
多
様
で
屋
内
に
あ
り
な
が
ら
体
験
型
の
学
習
が
で
き
る
よ
う

な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
 

・
館
外
に
水
辺
の
楽
校
や
里
山
の
学
校
を
開
設
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
84

 

 名
称
 

白
川
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

活
用

媒
体

 
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
,
We
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
ﾌ
ﾞ

ﾛ
ｸﾞ
 

情
報
発
信
年
 

2
00
0年

6月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
2
月
8
日
 

情
報

発
信

者
 

東
海
大
学
白
川
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

熊
本
県
 
白
川
流
域
 
～
九
州
地
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//s

h
ir

ak
aw

ae
co

n
et

.k
an

e-
ts

u
gu

.c
om

/ 

目
的

 

・
九
州
東
海
大
学
白
川
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
川
を
と
お
し
て
自
然
の
大
切
さ
や
自
然

環
境
に
つ
い
て
地
域
と
と
も
に
学
び
、
普
段
の
学
生
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
自
然
観
を
身
に
つ
け

る
為
の
活
動
の
場
を
つ
く
り
、
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
大
学
の
学
生
を
中
心
に
2
0
0
3
年
に
設

立
し
、
河
川
の
清
掃
活
動
や
子
供
た
ち
へ
川
辺
で
の
環
境
学
習
・
遊
び
を
通
し
た
川
辺
の
安
全
講

習
、
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
団
体
の
目
的
や
活
動
等
に
つ
い
て
紹
介
し
、
活
動
の
普
及
、
参
加
を
図
っ
て

い
る
。
 

概
要

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
団
体
の
紹
介
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
や
活
動
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
活
動

報
告
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
主
な
活
動
場
所
で
あ
る
白
川
の
小
磧
水
辺
公
園
(
仮
称
)
で
は

、
白
川
里
親
協
定
を
結
び
地
域
住
民
、

活
動
団
体
と
の
協
働
で
、
河
川
の
清
掃
活
動
や
子
供
た
ち
へ
川
辺
で
の
環
境
学
習
・
遊
び
を
通
し
た

川
辺
の
安
全
講
習
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て
、
案
内
と
も
に
写
真
を
多
用
し

た
報
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

・
活
動
等
を
通
じ
て
撮
影
し
た
写
真
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
写
真
集
と
し
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
掲
載

し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
写
真
等
を
多
用
し
、
地
域
住
民
や
学
生
、
教
育
関
係
者
な
ど
に
向
け
た
活
動
の
よ

う
す
が
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

活
動
情
報
、
フ
ィ
ー
ル
ド
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
大
学
生
に
よ
る
地
域
活
動
で
あ
る
が
、
学
内
だ
け
で
な
く
他
大
学
や
地
域
の
活
動
団
体
、
地
域
住

民
、
行
政
等
と
の
地
域
連
携
を
図
り
、
白
川
の
流
域
連
携
組
織
(
白
川
流
域
リ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)

に
学
生
団
体
と
し
て
加
盟
し
て
い
る
。
 

・
そ
う
し
た
連
携
を
図
り
、
日
常
的
に
、
掲
示
板
へ
の
書
き
込
み
や
ブ
ロ
グ
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
情
報
の
受
発
信
の
ほ
か
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
意
見
交
換
会
、
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
全
国
大
会
等
に
も
積
極
的
に
参
加
、
交
流
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
活
動
資
金
の
調
達
や
活
動
の
普
及
 

・
引
継
ぎ
の
難
し
い
学
生
を
中
心
と
す
る
活
動
の
継
続

。
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№
85

 

 名
称
 

白
川
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
（
白
川
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
）
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
、

We
b
ｻ
ｲ

ﾄ
,ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
 

情
報
発
信
年
 

2
0
0
0
年
6
月
 

最
終

更
新

日
 

2
0
1
1
年
２
月
1
日
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
 
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 

そ
の
他

（
学
校
・
教
育
関
係
、
来
館
者
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

熊
本
県
 
白
川
流
域
 
～
九
州
地
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.w
ak

u
w

ak
u

-l
an

d.
co

m
/ 

目
的

 

・
白
川
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
（
白
川
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
）
は
、
白
川
の
学
習
施
設
、
関
係
団
体
や
活

動
団
体
の
交
流
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
拠
点
、
白
川
に
関
す
る
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、
地

域
の
住
民
、
教
育
機
関
（
特
に
小
学
校
）
の
人
々
に
、
川
に
関
心
を
持
ち
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
整
備
さ
れ
、
施
設
内
外
で
の
事
業
、
活
動
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
施
設
は
以
下
の
3
つ
の
フ
ロ
ア
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
 

：
＜
1
F
＞
展
示
室
（
流
水
大
型
模
型
・
パ
ソ
コ
ン
、
パ
ネ
ル
に
よ
る
洪
水
の
歴
史
と
河
川
管
理
シ
ス

テ
ム
、
白
川
の
歴
史
、
自
然
、
風
景
に
つ
い
て
の
模
型
や
映
像
・
パ
ネ
ル
等
に
よ
る
展
示
）
 

＜
2
F
＞
多
目
的
室
・
談
話
室
 
＜
3
F
＞
白
川
の
流
れ
が
眺
望
で
き
る
屋
上
交
流
広
場
 

・
施
設
の
運
営
（
来
館
者
に
対
す
る
対
応
、
河
川
学
習
指
導
等
）
は
、
地
域
の
N
P
O
が
国
の
委
託
及
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
施
設
の
紹
介
、
施
設
利
用
や
主
催
イ
ベ
ン
ト
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
（
イ

ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
、
募
集
、
報
告
）
、
防
災
情
報
（
リ
ン
ク
）
、
白
川
の
関
連
情
報
(
リ
ン
ク
)

等
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
地
域
住
民
や
教
育
関
係
者
、
一
般
市
民
に
向
け
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
等
体
験
型
を
含
め
た
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。
 

情
報

の
種

類
 

施
設
情
報
、
活
動
情
報
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
地
域
住
民
参
加
型
学
習
会
と
し
て
、
河
川
環
境
、
歴
史
、
文
化
、
防
災
を
テ
ー
マ
と
し
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
学
習
会
「
白
川
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
寺
子
屋
」
を
月
に
1
回
程
度
実
施

し

て
い
る
。
 

・
防
災
出
前
講
座
や
水
防
災
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
案
内
な
ど
、
防
災
関
連
情
報

の
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
 

・
白
川
の
広
報
誌
と
し
て
、
国
土
交
通
省
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
白
川
出
張
所
の
広
報
誌
「
し
ら
か

わ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
 『

し
ら
か
わ
水
辺
新
聞
』
」
、
施
設
の
広
報
誌
「
白
川
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
ニ

ュ
ー
ス
」
（
年
5
回

、
イ
ベ
ン
ト
活
動
情
報
・
報
告
等
）
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
P
D
F
版
を
閲
覧
で
き
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
86

 

 名
称
 

遠
賀
川
水
辺
館
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
、

We
b
ｻ
ｲ

ﾄ
,ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
 

情
報
発
信
年
 

1
99
4年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
2
月
1
日
 

情
報

発
信

者
 

（
施
設
）
国
土
交
通
省
遠
賀
川
河
川
事
務
所
 

（
施
設
運
営
・
管
理
，
情
報
サ
イ
ト
運
営
）
N
P
O
法
人
直
方
川
づ
く
り
の
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

福
岡
県
直
方
市
 
遠
賀
川
流
域
、
九
州
全
域
 
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//m

iz
u

be
ka

n
.jp

/ 

目
的

 

・
遠
賀
川
の
環
境
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
と
と
も
に
水
防
セ
ン
タ
ー
と
し
て
防
災
情
報
を
発
信
 

・
拠
点
施
設
を
活
用
し
た
防
災
の
意
識
啓
発
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
の
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
河
川
環
境
情
報
を
多
様
な
形
で
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
的
に
川
に
親
し
み
、
川
づ

く
り
や
地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
機
会
を
提
供
し
、
人
材
を
育
成
す
る
。
 

・
め
だ
か
の
学
校
、
Y
N
H
C
（
青
少
年
博
物
学
会
）
、
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
、
エ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
お
が

た
友
の
会
、
オ
ヤ
ジ
の
会
（
退
職
者
の
会
）
等
、
多
層
な
グ
ル
ー
プ
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
、
相
互

の
情
報
交
流
の
拠
点
と
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
「
M
i
z
u
b
e
k
a
n
 
N
e
w
s
」
、
「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
、
「
イ
ベ
ン
ト

ト
ピ
ッ
ク
ス
」
等
の
情
報
を
発
信
。
 

・
水
辺
館
は
国
交
省
の
河
川
管
理
事
務
所
に
隣
接
し
設
置
さ
れ
た
公
開
型
施
設
で
、
３
つ
の
フ
ロ
ア

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
1
階
に
は
人
工
衛
星
か
ら
み
た
遠
賀
川
、
川
の
図
書
館
、
遠
賀
川
の
生
き
も

の
の
水
槽
に
よ
る
生
体
展
示
等
、
2
階
は
研
究
室
、
3
階
は
展
望
所
、
館
外
に
ビ
オ
ト
ー
プ
水
路
や

田
ん
ぼ
が
あ
り
、
環
境
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
活
動
団
体
の
協
力
に
よ
り
遠
賀
川
を
フ

ィ
ー
ル
ド
と
す
る
リ
バ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
を
開
催
。
 

・
館
内
に
直
方
市
河
川
観
光
課
を
置
き
、
観
光
情
報
も
発
信
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
幅
広
い
年
齢
層
の
地
域
住
民
に
対
応
し
た
、
多
様
な
方
法
で
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

河
川
環
境
、
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
、
防
災
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
館
内
で
の
情
報
提
供
や
学
習
指
導
は
、
各
世
代
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
行

う
よ
う
工
夫
し
、
世
代
間
交
流
の
促
進
し
て
い
る
。
 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
遠
賀
川
の
気
象
や
水
位
等
防
災
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
川
の
利
用
の
可
否

に
つ
い
て
の
随
時
情
報
を
発
信
。
 

 

課
題
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№
87

 

 名
称
 

さ
が
水
も
の
が
た
り
館
 

活
用

媒
体

 
拠

点
施

設
、

We
b
ｻ
ｲ

ﾄ
,ﾌ
ﾞﾛ
ｸﾞ
,ｲ
ﾍﾞ
ﾝ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
5年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
1
年
１
月
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

嘉
瀬
川
流
域
、
佐
賀
県
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//h

om
ep

ag
e3

.n
if

ty
.c

om
/s

ag
a-

m
iz

u
/ 

目
的

 

・
さ
が
水
も
の
が
た
り
館
は
、
防
災
・
減
災
、
河
川
環
境
の
保
持
、
河
川
愛
護
意
識
の
啓
発
を
目
的

と
し
、
ま
た
、
石
井
樋
や
成
富
兵
庫
茂
安
の
治
水
・
利
水
の
歴
史
を
伝
え
る
た
め
に
嘉
瀬
川
河
畔

の
石
井
樋
公
園
内
に
設
置
さ
れ
た
拠
点
施
設
。
 

・
河
川
情
報
拠
点
施
設
、
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
災
害
時
に
は
災
害
情
報
の
受
発
信
、
平
常

時
に
は
嘉
瀬
川
の
石
井
樋
(
土
木
遺
産
)
や
佐
賀
平
野
の
治
水
、
利
水
の
紹
介
、
展
示
、
学
習
会
の

開
催
等
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
施
設
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
活
動
等
を
紹
介
し
、
利
用
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
を
促
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
さ
が
水
も
の
が
た
り
館
は
、
成
富
兵
庫
茂
安
の
功
績
や
石
井
樋
の
取
水
施
設
と
し
て
の
機
能
な
ど

を
映
像
や
ジ
オ
ラ
マ
、
模
型
に
よ
る
常
設
展
示
の
ほ
か
、
企
画
展
、
学
習
会
の
開
催
に
よ
る
治
水

、

利
水
の
歴
史
、
文
化
の
講
話
会
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
し
た
研
修
会
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

・
館
内
に
は
、
防
災
・
減
災
の
ほ
か
河
川
に
関
す
る
図
書
資
料
や
情
報
誌
等
が
収
集
、
設
置
し
て
あ

る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
幅
広
い
年
齢
層
の
地
域
住
民
に
対
応
し
た
、
多
様
な
方
法
で
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

施
設
情
報
、
利
用
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
常
設
展
示
と
し
て
「
佐
賀
平
野
と
水
」
、
「
成
富
兵
庫
茂
安
の
生
涯
」
、
「
石
井
樋
の
す
べ
て
」

が
映
像
、
ジ
オ
ラ
マ
、
模
型
で
学
習
で
き
る
ほ
か
、
周
辺
の
石
井
樋
公
園
内
と
嘉
瀬
川
に
復
元
整

備
さ
れ
た
施
設
を
見
学
で
き
る
。
 

・
館
内
に
は
会
議
室
が
あ
り
、
防
災
・
減
災
、
河
川
環
境
保
持
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や

交
流
・
発
表
の
場
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
治
水
や
利
水
等
に
川
に
関
す
る
講
話
会
の
ほ
か
、
親
子
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
七
夕
や
観
月
の
夕

べ
、
エ
コ
グ
ッ
ズ
づ
く
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
来
館
者
の
増
加
や
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
い

る
。
 

 

課
題

 
・
流
域
の
活
動
団
体
や
研
究
者
等
の
施
設
の
利
用
促
進

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
88

 

 名
称
 

九
州
川
の
情
報
室
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
3年

 
最

終
更

新
日

 
2
0
1
1
年
２
月
 

情
報

発
信

者
 

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

九
州
全
域
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//w

w
w

.q
sr

.m
li

t.
go

.jp
/n

-k
aw

a/
ka

w
a-

gu
id

e/
 

目
的

 

・
「
九
州
の
川
情
報
の
発
信
源
」
と
し
て
、
九
州
全
域
の
川
に
関
す
る
情
報
や
ス
ポ
ッ
ト
情
報
、
川

の
活
動
に
つ
い
て
閲
覧
、
検
索
で
き
る
総
合
情
報
サ
イ
ト
。
 

・
地
域
防
災
や
自
主
防
災
な
ど
、
防
災
に
関
わ
る
啓
発
を
目
的
と
し
た
情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

①
総
合
学
習
：
学
校
の
取
り
組
み
事
例
や
、
総
合
学
習
、
環
境
学
習
に
役
立
つ
情
報
へ
の
リ
ン
ク
 

②
川
の
ラ
イ
ブ
リ
ー
：
九
州
各
地
の
主
な
川
の
情
報
を
写
真
や
関
連
情
報
と
と
も
に
紹
介
 

③
川
を
見
守
る
人
：
各
地
域
、
各
河
川
で
活
動
す
る
活
動
団
体
の
紹
介
 

④
川
の
利
用
に
関
わ
る
マ
ナ
ー
や
水
難
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
啓
発
情
報
 

⑤
川
の
生
き
も
の
図
鑑
：
植
物
、
魚
類
、
底
生
生
物
、
鳥
類
、
河
川
ご
と
見
ら
れ
る
主
な
生
物
種
や

希
少
種
等
 

⑤
 
域
防
災
、
自
主
防
災
等
防
災
に
関
わ
る
啓
発
情
報
 

⑦
各
地
の
川
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
（
新
着
情
報
と
と
も
に
、
地
域
ご
と
、
川
ご
と
の
検
索
も
可

能
）
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
広
域
的
な
情
報
を
齢
層
の
地
域
住
民
に
対
応
し
た
、
多
様
な
方
法
で
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

川
の
フ
ィ
ー
ル
ド
情
報
、
活
動
情
報
、
防
災
に
関
わ
る
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
リ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
川
の
利
用
、
活
動
、
地
域
に
合
わ
せ
た
情
報
に
つ

い
て
の
相
談
に
対
し
メ
ー
ル
等
で
対
応
し
て
い
る
 

・
掲
載
希
望
情
報
を
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
る
 

 

課
題

 
・
各
地
域
の
個
別
情
報
の
収
集
と
発
信
 

・
個
別
の
き
め
細
か
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
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№
89

 

 名
称

 
九
州
「
川
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

活
用

媒
体

 
イ
ベ
ン
ト
 

情
報

発
信

年
 

2
00
1年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
1月

 

情
報

発
信

者
 

九
州
「
川
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
行
委
員
会
 
事
務
局
：
N
P
O
法
人
九
州
流
域
連
携
会
議
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
市
民
団
体

 
行
政

 
研
究
者

 
そ
の
他

（
企
業
・
小
･
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

九
州
地
域
 

U
R

L
 

発
表
団
体
募
集
等
は
、
サ
イ
ト
「
九
州
川
の
情
報
室
」

h
tt

p:
//w

w
w

.q
sr

.m
li

t.
go

.jp
/n

-k
aw

a/
ka

w
a-

gu
id

e/
in

de
x.

h
tm

lで
紹
介

 

目
的

 

・
N
P
O
九
州
流
域
連
携
会
議
は
、
九
州
の
各
地
域
・
流
域
で
活
動
す
る
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

九
州
地
域
に
お
け
る
い
い
川
づ
く
り
に
関
わ
る
情
報
交
換
や
相
互
支
援
、
人
材
育
成
、
協
働
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
公
募
に
よ
る
活
動
・
事
業
等
の
事
例
発
表
や
討
論
を
通
じ
て
互
い
の
情

報
を
交
換
し
、
理
解
や
交
流
を
深
め
、
各
地
の
い
い
川
づ
く
り
に
つ
な
が
る
連
携
を
図
る
場
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
主
要
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る
九
州
「
川
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
2
0
0
1
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
実

行
委
員
会
主
催
に
よ
る
九
州
各
地
の
持
ち
回
り
方
式
で
年
1
回
開
催
し
、
2
0
1
0
年
1
1
月
に
宮
崎
県
延

岡
市
で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
1
0
回
目
を
迎
え
た
。
 

・
源
流
域
か
ら
河
口
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
水
環
境
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
官
民
学

に
呼
び
か
け
募
集
し
、
発
表
や
議
論
を
通
じ
て
“
い
い
川
づ
く
り
”
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
る
。
具

体
事
例
に
も
と
づ
く
直
接
的
な
情
報
交
換
や
全
体
討
論
に
よ
っ
て
、
課
題
の
共
有
や
今
後
の
取
組

み
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
福
岡
県
版
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ふ
く
お
か
水
も
り
自
慢
！
」
（

20
1
1
年

2
月
の
筑
後
大
会
で
第
7
回
）

も
福
岡
県
内
各
地
で
巡
回
開
催
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
年
齢
層
に
対
し
て
相
互
に
理
解
し
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
事
業
・
活
動
事
例
報
告
、
公
開
討
論
等
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
一
般
の
部
」
と
と
も
に
、
「
子
ど
も
の
部
」
や
「
学
生
の
部
」
を
設
け
、
若
い
世
代
の
参
加
を

促
し
て
い
る
。
 

・
九
州
各
地
で
の
継
続
的
な
開
催
に
よ
り
、
人
の
交
流
や
情
報
交
換
を
可
能
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
流

域
連
携
や
地
域
連
携
、
具
体
の
取
組
み
等
に
展
開
し
て
い
る
。
 

・
（
全
国
）
い
い
川
・
い
い
川
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
も
連
携
し
、
本
大
会
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
情
報
発
信
に
よ
り
全
国
大
会
へ
の
参
加
も
多
く
、
全
国
的
な
交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
る

。

・
九
州
各
地
域
の
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
大
学
の
教
職
員
等
が
実
行
委
員
に
構
成
メ
ン
バ
ー
に
入
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
大
学
の
学
生
等
若
い
世
代
が
発
表
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
等
に
も
関

わ
り
、
世
代
間
交
流
や
地
域
の
活
動
等
に
参
加
す
る
契
機
に
も
な
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
継
続
的
な
開
催
、
運
営
に
関
わ
る
費
用
の
捻
出
、
運
営
体
制
 

・
一
般
市
民
へ
の
普
及
、
参
加
者
の
拡
大
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
90

 

 名
称

 
古
賀
河
川
図
書
館
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ、

ﾒ
ﾙﾏ
ｶﾞ
,拠

点
施
設
 

情
報

発
信

年
 

2
00
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

1月
17
日
 

情
報

発
信

者
 

古
賀
邦
雄
、
古
賀
河
川
図
書
館
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//c

h
ik

u
go

ga
w

a-
m

ar
u

go
to

.n
et

/ 

目
的

 

・
日
本
及
び
世
界
の
水
、
河
川
、
湖
沼
、
水
路
等
に
関
す
る
文
献
の
収
集
と
公
開
及
び
貸
し
出
し
 

・
河
川
関
係
者
、
学
童
、
学
生
等
幅
広
い
層
を
対
象
に
河
川
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
 

  

概
要

 

・
図
書
館
を
設
置
し
、
川
や
水
に
関
す
る
水
学
、
舟
運
、
法
律
、
環
境
、
水
害
、
農
業
用
水
、
治
水
、

ダ
ム
工
事
誌
、
児
童
書
な
ど
3
5
に
大
分
類
し
所
蔵
（
約
8
5
0
0
冊
、
2
0
1
0
年
現
在
）
し
て
い
る
。
 

・
関
係
図
書
を
常
時
収
集
す
る
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
。
図
書
館
で
は
閲
覧
、

情
報
提
供
、
貸
し
出
し
等
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
自
主
研
究
と
し
て
図
書
館
所
在
地
の
筑
後
川
の
文
献
調
査
及
び
碑
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
文

献
検

索
 

情
報

の
難

易
度

 
独
自
の
分
類
項
目
と
検
索
機
能
、
解
説
等
に
よ
り
、
専
門
書
等
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
 

情
報

の
種

類
 

（
図
書
館
）
全
国
、
世
界
の
水
、
川
に
関
す
る
図
書
、
報
告
書
 

特
徴

・
工

夫
 

・
個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
図
書
館
開
設
に
よ
る
閲
覧
は
ま
れ
で
あ
る
。
 

・
図
書
館
に
は
関
連
図
書
が
毎
月
数
十
冊
新
た
に
寄
贈
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
る
と
と

も
に
所
蔵
文
献
に
追
加
登
録
さ
れ
て
い
る
。
 

・
独
自
の
蔵
書
図
書
分
類
法
（
大
分
類
3
5
、
小
分
類
）
、
書
名
、
著
者
名
、
発
行
年
等
に
よ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
蔵
書
の
検
索
が
容
易
に
で
き
る
。
 

 

課
題

 
 

  

-153-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
91

 

 名
称

 
い
い
川
・
い
い
川
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

活
用

媒
体

 
ｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
、
紙
、
We

bｻ
ｲ

ﾄ 

情
報

発
信

年
 

1
99
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
0月

 

情
報

発
信

者
 

い
い
川
・
い
い
川
づ
く
り
実
行
委
員
会
・
（
事
務
局
）
N
P
O
法
人
全
国
水
環
境
交
流
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
企
業
、
教
育
関
係
等
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

日
本
全
国
、
韓
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
m
iz

uk
an

.o
r.
j
p/

ka
wa

no
hi
/
ka

wa
no

hi
.h
t
m 

目
的

 

 

・
河
川
環
境
の
保
全
や
“
い
い
川
”
づ
く
り
の
手
法
等
に
関
す
る
各
地
の
現
場
か
ら
、
そ
の
活
動
事

例
を
報
告
し
て
も
ら
う
。
報
告
内
容
を
議
論
し
、
評
価
す
る
過
程
で
参
加
者
へ
の
情
報
提
供
や
共

有
、
意
識
の
啓
発
を
行
う
。
 

・
参
加
者
間
の
自
主
的
な
交
流
や
河
川
管
理
へ
の
参
画
を
促
す
。
 

概
要

 

・
旧
建
設
省
が
定
め
た
「
川
の
日
」
（
毎
年
7
月

7
日
）
を
記
念
し
、
官
民
協
働
に
よ
る
川
づ
く
り
の

た
め
の
情
報
交
換
を
目
的
に
1
9
9
8
年
か
ら
年
1
回
開
催
。
2
0
1
0
年
1
0
月
の
通
産
1
3
回
目
の
大
会
で
の

べ
応
募
件
数
は
8
6
4
件
と
な
っ
て
い
る
。
 

・
毎
回
、
発
表
、
報
告
者
を
募
り
、
発
表
～
選
考
～
討
論
～
表
彰
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
1
泊

2
日
で
実
施
、

表
彰
す
る
こ
と
で
の
活
動
の
活
性
化
を
期
待
。
 

・
年
1
回
の
全
国
大
会
か
ら
現
在
9
箇
所
で
の
地
域
大
会
、
韓
国
国
内
で
の
全
国
大
会
（
2
0
1
0
年
で
9

回
）
に
波
及
し
て
い
る
。
 

・
エ
ン
ト
リ
ー
団
体
や
結
果
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
記
録
集
の
発
行
に
よ
り
普
及
を
行
っ
て

い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
市
民
か
ら
事
業
者
、
研
究
者
等
専
門
家
ま
で
幅
広
い
層
や
多
様
な
立
場
に
向
け
た
分
か
り
易
い
内
容

情
報

の
種

類
 

活
動
・
事
業
報
告
、
研
究
報
告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
各
取
組
み
の
発
表
者
は
参
加
者
に
対
し
3
分
間
で
伝
え
る
た
め
の
表
現
方
法
を
工
夫
す
る
。
 

・
発
表
、
公
開
討
論
方
式
に
よ
る
情
報
の
深
化
、
意
見
交
換
。
 

・
フ
ェ
イ
ス
 
t
o
 
フ
ェ
イ
ス
の
意
見
・
情
報
交
換
。
 

・
記
録
集
の
発
行
に
よ
る
公
表
、
普
及
。
 

 

課
題

 

・
発
表
者
（
応
募
者
）
か
ら
の
情
報
伝
達
時
間
の
設
定
が
短
い
（
3
分
）
た
め
、
伝
達
内
容
が
不
十
分

な
場
合
が
あ
る
。
 

・
行
政
情
報
の
減
少
傾
向
。
 

・
全
国
大
会
の
継
続
開
催
に
お
け
る
運
営
経
費
の
捻
出
が
困
難
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
92

 

 名
称

 
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
R
A
C
 
N
E
W
S
」
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
ﾒ
ﾙ
ﾏ
ｶ
ﾞ
,

紙
,
ｲﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
00
0年

9月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
2月

9日
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
川
に
学
ぶ
体
験
活
動
協
議
会
（
以
下
、
R
A
C
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
会
員
、
一
般
希
望
者
、
学
校
等
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
r
ac

.g
r.

jp
/ 

目
的

 

・
R
A
C
は
川
遊
び
の
安
全
管
理
、
技
術
等
を
啓
発
す
る
目
的
で
設
立
（
2
0
0
0
年
）
、
会
員
制
に
よ
り
構

成
さ
れ
、
指
導
者
養
成
の
た
め
の
講
習
会
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
各
地
で
行
っ

て
い
る
。
 

・
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
体
験
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
市
民
団
体
や
活
動
リ
ー
ダ
ー
、
教
育
関
係

者
等
に
対
し
て
、
安
全
な
体
験
活
動
を
全
国
的
に
推
進
、
支
援
し
て
い
く
た
め
、
関
連
す
る
講
座

や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
運
営
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
RA
C
が
主
催
す
る
「
指
導
者
養
成
講
座
」
「
子
ど
も
の
水
辺
安
全
講
座
」
「
各
地
の
会
員
活
動
の
紹

介
」
「
助
成
金
等
の
情
報
」
等
の
提
供
に
よ
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
情
報
発
信
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
登
録
制
（
会
員
以
外
の
一
般
の
希
望
者
も
可
）
に
よ
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
年
1
回
）
を
発
行
し
て
い
る
。
 

・
主
催
イ
ベ
ン
ト
や
指
導
者
養
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
講
座
の
案
内
、
参
加
募
集
等
の
広
報

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。
 

・
川
遊
び
の
安
全
管
理
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
、
啓
発
書
の
発
行
や
川
遊
び
グ
ッ
ズ
等
の
紹
介
（
貸
し

出
し
、
販
売
等
の
情
報
）
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
専
門
家
か
ら
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
、
一
般
市
民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

事
業
・
活
動
紹
介
、
参
加
募
集
、
人
材
・
フ
ィ
ー
ル
ド
検
索
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
体
験
学
習
の
支
援
と
し
て
「
指
導
者
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
、
会
員
の

中
か
ら
登
録
さ
れ
て
い
る
指
導
者
（
1
0
3
3
人
、
2
0
1
1
年
1
月
現
在
）
を
、
地
域
や
条
件
か
ら
検
索
で

き
る
。
 

・
同
様
、
フ
ィ
ー
ル
ド
検
索
と
し
て
、
全
国
の
「
川
の
達
人
」
（
R
A
C
リ
ー
ダ
ー
資
格
保
有
者
）
か
ら

の
推
薦
に
よ
る
「
全
国
川
遊
び
百
選
」
を
掲
載
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
基
本
情
報
と
と
も
に
、
Y
a
h
o
o
 
地

図
を
活
用
し
た
位
置
情
報
や
推
薦
者
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

    

-154-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
93

 

名
称

 
『
全
国
の
ひ
や
り
は
っ
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』
 

（
水
難
事
故
防
止
啓
発
サ
イ
ト
）
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
0
0
0
年
9
月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
2月

9日
 

情
報

発
信

者
 

財
団
法
人
 
河
川
環
境
管
理
財
団
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 

市
民
団
体

 
 
行
政
 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
会
員
、
一
般
希
望
者
、
学
校
等
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
r
ac

8.
or

g/
11
h
iy

ar
ih

at
/ 

目
的

 

・
「
水
辺
の
ひ
や
り
は
っ
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
や
活
動
等
に
お
け
る
危

機
的
状
況
（
「
ひ
や
り
は
っ
と
」
）
を
防
ぎ
、
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
事

例
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
や
状
況
と
と
も
に
収
集
、
整
理
し
活
用
し
て
い
く
た
め
に
解
説
さ
れ
た
水
難

事
故
防
止
に
関
わ
る
啓
発
サ
イ
ト
。
 

 

概
要

 

・
本
サ
イ
ト
で
は
、
Ｒ
Ａ
Ｃ
（
川
に
学
ぶ
体
験
活
動
協
議
会
）
で
展
開
す
る
川
の
指
導
者
養
成
講
座

等
で
研
修
の
受
講
者
の
協
力
に
基
づ
き
収
集
さ
れ
た
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
(
H
2
2
.
6
現
在
 
1
0
9
7

件
)
 
。
 

・
事
例
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
て
い
る
が
、
一
部
は
内
容
が
よ
り
理
解
で
き
る
よ
う
管

理
者
の
判
断
で
編
集
、
事
故
等
を
再
発
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
証
し
、
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
上
記
情
報
を
マ
ッ
プ
化
し
た
「
水
難
事
故
マ
ッ
プ
2
0
0
3
-
2
0
0
9
」
は
、
2
0
0
3
～

2
0
0
9
年
の

7年
間
に
、

川
や
湖
沼
等
で
水
遊
び
、
釣
り
、
遊
泳
、
レ
ジ
ャ
ー
、
散
策
、
通
行
中
な
ど
、
様
々
な
状
況
で
発

生
し
た
水
難
事
故
の
う
ち
、
新
聞
記
事
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
情
報
か
ら
把
握
で
き
た
事

故
の
内
容
と
発
生
地
点
の
位
置
情
報
を
G
o
o
g
l
e
 
M
a
p
を
利
用
し
地
域
ご
と
に
表
示
し
て
い
る
。
 

・
水
辺
活
動
に
お
け
る
安
全
対
策
や
活
動
支
援
な
ど
の
関
連
情
報
サ
イ
ト
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
水

難
事

故
情

報
 

情
報

の
難

易
度

 
専
門
家
か
ら
体
験
学
習
リ
ー
ダ
ー
、
一
般
市
民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

事
例
情
報
収
集
結
果
、
啓
発
、
ガ
イ
ド
 

特
徴

・
工

夫
 

・
場
所
や
流
れ
の
状
況
等
か
ら
事
例
を
検
索
（
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
と
選
択
式
簡
易
検
索
）
で
き
、
事

故
防
止
へ
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
「
傾
向
と
対
策
」
の
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
代
表
的
な
事
例

を
も
と
に
そ
の
対
策
を
紹
介
し
、
安
全
な
水
辺
の
活
動
に
対
す
る
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
事
例
の
収
集
は
、
当
初

、
2
0
0
3
年
か
ら
2
0
0
9
年
の
約

6
0
0
件
の
掲
載
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後

2
0
0
9

年
の
記
録
1
7
0
件
が
追
加
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
新
規
情
報
の
入
力
画
面
が
あ
り
、
以
降

も

事
例
を
収
集
し
、
定
期
的
に
追
加
し
て
い
く
予
定
。
 

・
実
際
の
事
故
情
報
を
収
集
、
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
情
報
の
取
り
扱
い
等
に
関
し
て
の
配
慮
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
94

 

 名
称

 
子
ど
も
の
水
辺
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

活
用

媒
体

 
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
,
ﾒ
ﾙ
ﾏ
ｶ
ﾞ
,

紙
,
ｲﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
00
2年

7月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
0年

1
2
月
2
0
日
 

情
報

発
信

者
 

財
団
法
人
 
河
川
環
境
管
理
財
団
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 

そ
の
他

（
教
育
関
係
者
、
学
校
等
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
m
iz

ub
e-

su
pp
o
rt

-c
en

te
r.
o
rg

/#
 

目
的

 

・
「
子
ど
も
の
水
辺
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、
国
土
交
通
省
、
文
部
科
学
省
、
環
境
省
（
農
林
水

産
省
も
協
力
）
の
連
携
に
よ
り
平
成
1
1
年
度
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
『
「
子
ど
も
の
水
辺
」
再
発

見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
普
及
推
進
・
支
援
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
 

・
子
ど
も
た
ち
の
水
辺
体
験
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
情
報
提
供
、
各
種
講
習
会
等
の
開
催
、

資
機
材
の
貸
し
出
し
な
ど
関
係
省
庁
等
と
も
連
携
し
、
様
々
な
支
援
策
を
通
じ
て
、
地
域
で
活
動

す
る
学
校
や
市
民
団
体
に
よ
る
水
辺
体
験
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
『
「
子
ど
も
の
水
辺
」
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
（

1
9
9
9
～
）
に
お
け
る
「
子
ど
も
の
水
辺
」
（
活

動
組
織
と
フ
ィ
ー
ル
ド
）
の
申
請
受
付
等
登
録
事
業
と
と
も
に
、
登
録
さ
れ
た
各
地
域
の
子
ど
も

の
水
辺
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
逐
次
紹
介
し
て
い
る
。
 

・
安
全
、
人
材
、
場
所
、
活
動
助
成
、
資
格
・
講
座
、
文
献
な
ど
水
辺
の
体
験
活
動
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
関
連
す
る
組
織
と
も
連
携
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
冊
子
等
に
よ
り
発
信
し
て
い

る
。
 

・
活
動
事
例
集
「
水
辺
か
ら
学
ぼ
う
」
の
小
中
学
校
編
と
市
民
団
体
編
を
編
集
、
冊
子
と
し
て
発
行

し
、
希
望
者
に
頒
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。
 

・
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
水
に
関
す
る
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
W
E
T
」
を
導
入
し
、

独
自
の
講
習
会
等
を
通
じ
た
指
導
者
育
成
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
に
関
す
る
情
報
発
信
等
を
行
っ

て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
学
校
の
教
育
者
か
ら
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
等
に
対
し
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

水
辺
の
体
験
活
動
に
関
わ
る
専
門
的
知
見
、
関
連
事
業
・
制
度
、
機
材
レ
ン
タ
ル
等
活
動
支
援
情
報
、

フ
ィ
ー
ル
ド
等
ガ
イ
ド
、
啓
発
 

特
徴

・
工

夫
 

・
普
及
、
推
進
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
全
国
各
地
の
小
中
学
校
、
市
民
団
体
等
が
実
施
し
て
い
る

河
川

体
験

活
動

の
事

例
発

表
会

を
「

川
に

学
ぶ

全
国

事
例

発
表

会
」

を
開

催
し

て
い

る
（

平
成

2
2

年
度
で
９
回
目
）
。
 

・
水
辺
の
体
験
活
動
に
関
す
る
最
新
の
関
連
情
報
は
、
登
録
制
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
っ
て
配
信

し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

   

-155-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
95

 

名
称

 
身
近
な
水
環
境
の
全
国
一
斉
調
査
 

活
用

媒
体

 
紙
,
We

bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 

2
00
4年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
2月

 

情
報

発
信

者
 

全
国
水
環
境
マ
ッ
プ
実
行
委
員
会
（
事
務
局
：
み
ず
と
み
ど
り
研
究
会
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
j
ap

an
-m

iz
um
a
p.

or
g/
 

目
的

 

・
全
国
の
河
川
や
水
辺
の
水
質
を
一
斉
調
査
し
、
全
国
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
広
報
す
る
こ
と
に
よ
り

身
近
な
水
環
境
の
実
態
を
知
る
。
 

・
各
地
で
自
ら
調
査
し
公
表
す
る
こ
と
に
よ
る
水
環
境
へ
の
啓
発
を
促
す
。
 

・
全
国
マ
ッ
プ
や
流
域
マ
ッ
プ
の
作
成
し
、
速
報
性
に
よ
る
水
環
境
改
善
へ
の
情
報
提
供
及
び
活
動

促
進
。
 

 

概
要

 

・
20
0
4
年
か
ら
毎
年
6
月
を
時
期
と
し
て
行
わ
れ
る
、
各
地
の
市
民
団
体
の
参
加
に
よ
る
パ
ッ
ク
テ
ス

ト
を
用
い
た
統
一
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
全
国
一
斉
調
査
（
測
定
項
目
は
気
温
、
水
温
、
C
O
D
）
で
、

こ
れ
ま
で
に
7
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

・
2
0
1
0
年
に
実
施
さ
れ
た
第
7
回
調
査
の
調
査
総
数
（
全
国
）
は
、
参
加
団
体
9
1
3
団
体
、
調
査
地
点

は
4
9
2
3
箇
所
。
 

・
調
査
票
で
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
早
期
に
統
計
化
、
マ
ッ
プ
化
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
速
報

版
や
冊
子
に
よ
る
調
査
結
果
概
要
報
告
（
発
行
部
数
：
2
0
1
0
年
度
版
 
7
0
0
0
部
）
で
公
表
さ
れ
る
。

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
調
査
に
参
加
し
た
市
民
団
体
、
一
般
市
民
に
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

市
民
参
加
型
調
査
結
果
、
啓
発
、
活
動
紹
介
、
活
動
参
加
募
集
 

特
徴

・
工

夫
 

・
全
国
マ
ッ
プ
、
流
域
マ
ッ
プ
と
い
っ
た
表
現
方
法
が
水
質
の
広
域
的
な
状
況
や
比
較
等
に
効
果
が

あ
る
。
 

・
行
政
に
よ
る
調
査
結
果
は
約
1
年
か
か
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
の
受
発
信
、
参
加
の

募
集
、
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
調
査
結
果
の
配
信
等
と
マ
ッ
プ
化
が
早
期
の
結
果
報
告
を
可
能
に
し
、

若
年
層
の
参
加
を
勧
め
、
長
期
の
調
査
継
続
体
制
を
可
能
に
し
て
い
る
。
 

・
参
加
団
体
の
一
斉
調
査
結
果
の
活
用
事
例
を
寄
稿
に
よ
り
報
告
書
に
掲
載
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
・
事
業
の
継
続
や
報
告
書
・
マ
ッ
プ
の
制
作
費
用
の
捻
出
 

・
参
加
団
体
の
継
続
的
参
加
と
拡
大

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
96

 

 名
称

 
あ
ま
み
ず
 
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ｉ
ｚ
ｕ
 

活
用

媒
体

 
紙
,
We

bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 

1
9
9
5
年
８
月
 

最
終

更
新

日
 

2
0
1
0
年
1
0
月
 

情
報

発
信

者
 

N
P
O
法
人
雨
水
市
民
の
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
s
ky

wa
te

r.
jp
/
in

de
x.

ht
ml
 

目
的

 

・
雨
水
の
保
全
、
利
用
に
関
す
る
情
報
の
提
供
 

・
雨
水
利
用
事
例
の
紹
介
 

・
雨
水
に
関
す
る
外
国
の
事
例
、
制
度
の
紹
介
 

・
会
員
の
募
集
等
 

 

概
要

 

・
前
身
で
あ
る
「
雨
水
の
利
用
を
進
め
る
市
民
の
会
」
が
1
9
9
5
年
8
月
よ
り
発
行
し
て
い
る
会
報
誌
。

当
初
は
ペ
ー
パ
ー
1
枚
の
か
わ
ら
版
的
な
も
の
だ
っ
た
が
、
現
在
は
Ａ
4
版
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
1
6
ペ

ー
ジ
ほ
ど
の
冊
子
に
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
0
年

1
0
月
発
行
の
最
新
号
で
5
5
号
。
現
在
は
、
6
0
0
0
部
で

年
間
3
回
発
行
し
て
い
る
。
会
員
へ
の
提
供
と
と
も
に
、
一
般
に
は
1
冊
5
0
0
年
で
提
供
。
 

・
雨
水
に
関
す
る
各
地
の
利
用
事
例
の
紹
介
、
海
外
事
例
の
報
告
。
 

・
関
連
す
る
調
査
、
研
究
の
概
要
報
告
 

・
雨
水
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
 

・
雨
水
市
民
の
会
が
事
務
局
を
務
め
る
「
雨
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
の
報
告
 

・
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
関
連
す
る
事
業
等
に
つ
い
て
の
「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
専
門
的
な
内
容
も
多
い
が
、
関
心
の
あ
る
専
門
家
、
市
民
に
対
し
て
雨
水
の
貯
留
や
利
用
に
関
わ
る

幅
広
い
、
最
新
の
情
報
が
得
ら
れ
る
 

情
報

の
種

類
 

雨
水
に
関
す
る
知
識
、
取
組
み
・
技
術
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
専
門
的
な
内
容
も
多
い
が
写
真
や
図
表
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
多
用
し
た
分
か
り
や
す
い
解
説
や
、

特
集
、
レ
ポ
ー
ト
、
コ
ラ
ム
な
ど
で
、
読
み
物
と
し
て
の
誌
面
づ
く
り
の
工
夫
を
し
て
い
る
。
 

・
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
読
者
と
の
や
り
と
り
が
で
き
る
。
 

・
雨
水
利
用
グ
ッ
ズ
や
施
設
建
築
、
工
事
、
販
売
等
関
連
企
業
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
る
連
携
を
図
り
、
会

の
運
営
費
を
捻
出
 

・
会
報
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
初
期
の
も
の
か
ら
最
新
号
ま
で
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲

覧
で
き
る
。
 

 

課
題
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№
97

 

 名
称
 

自
然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
 
A
R
R
C
 
N
E
W
S
 

活
用

媒
体

 
W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ
,
紙

,
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ

ﾄ
,
拠
点
施
設
 

情
報
発
信
年
 

2
0
0
0
年
9
月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
20
日
 

情
報

発
信

者
 

独
立
行
政
法
人
 
土
木
研
究
所
 
自
然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
p
wr

i.
go

.j
p/
t
ea

m/
ky

ou
se
i
/j

pn
/i

nd
ex
.
ht

m 

目
的

 

・
実
験
河
川
を
活
用
し
て
河
川
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
、
復
元
方
法
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を

行
っ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
事
業
つ
い
て
、
そ
の
成
果
の
報
告
、
技
術
的
な
相
談
窓
口
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
の
案
内
、
報
告
等
を
目
的
と
し
関
連
情
報
を
含
め
て
掲
載
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
 

概
要

 

・
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
 

①
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
 

②
研
究
成
果
 

③
技
術
相
談
（
多
自
然
川
づ
く
り
や
自
然
再
生
技
術
等
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
受
付
）
 

④
イ
ベ
ン
ト
情
報
（
実
験
河
川
の
調
査
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
や
報
告
）
 

⑤
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
 

⑥
施
設
利
用
案
内
 

・
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
で
の
実
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
実
験
の
様
子
や
結
果
な
ど
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
動
画
を
Y
o
u
 
T
u
b
e
で
閲
覧
で
き
る
 

・
携
帯
サ
イ
ト
を
併
設
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
動
画
や
情
報
誌
な
ど
に
よ
り
市
民
に
も
専
門
的
内
容
を
理
解
し
や
す
く
紹
介
し
、
個
別
の
相
談
や
質

問
等
に
も
対
応
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

調
査
研
究
報
告
・
成
果
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
実
験
報
告
、
施
設
・
技
術
情
報
、
学
習
・
啓
発
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
河
川
環
境
の
保
全
、
復
元
に
関
す
る
市
民
、
技
術
者
に
対
す
る
技
術
相
談
を
受
け
付
け
、
対
応
し

て
い
る
。
 

・
研
究
コ
ラ
ム
と
し
て
、
研
究
の
概
要
や
成
果
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
 

・
『

A
R
R
C
 N
E
W
S
』
（
紙
媒
体
に
よ
る
年
報
）
は
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
研
究
の
最

新
情
報
、
各
地
の
現
場
や
河
川
環
境
情
報
や
関
連
す
る
行
政
の
情
報
等
に
つ
い
て
、
豊
富
な
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
等
を
使
い
、
特
集
や
投
稿
記
事
に
よ
っ
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
。
最
新
号
、

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
P
D
F
版
を
閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
 

 

課
題

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
98

 

 名
称
 

F
R
I
C
S
 
川
の
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

2
00
6年

4月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
20
日
 

情
報

発
信

者
 

財
団
法
人
 
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー
（
F
R
I
C
S
)
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
r
iv

er
.o

r.
jp
/
te

ik
yo

/i
nd
e
x.

ht
ml
 

目
的

 

・
洪
水
、
土
砂
災
害
等
の
自
然
災
害
に
関
す
る
河
川
、
流
域
の
情
報
を
防
災
機
関
や
国
民
に
迅
速
に

発
信
す
る
。
 

・
情
報
提
供
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
開
発
を
行
う
。
 

概
要

 

・
水

防
災

情
報

の
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト
「

R
I
V
W
E
 N
E
T
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
 

①
河
川
、
流
域
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
、
報
告
 

②
F
R
I
C
S
の
研
究
報
告
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
紹
介
 

③
水
情
報
国
土
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
へ
の
リ
ン
ク
、
都
道
府
県
の
河
川
情
報
サ
イ
ト
、
国
交
省
防
災
情

報
へ
の
リ
ン
ク
 

④
川
の
豆
知
識
 

⑤
月
刊
誌
『

PO
T
A
L
』
（
川
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン
、
※

20
0
8
年

4
月
よ
り
休
刊
）
 

  

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
関
連
情
報
や
リ
タ
イ
ム
の
情
報
を
集
中
的
に
迅
速
に
把
握
で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

河
川
・
流
域
に
関
す
る
一
般
情
報
、
防
災
・
災
害
関
係
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
「
川
の
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
」
は
、
独
自
に
開
発
し
た
防
災
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
、
年
間
契
約
に
よ
り

有
料
で
提
供
し
て
い
る
。
 

・
提
供
さ
れ
る
情
報
は
、
国
土
交
通
省
河
川
局
、
気
象
庁
、
都
道
府
県
等
が
所
管
す
る
レ
ー
ダ
雨
量

デ
ー
タ
（
現
況
、
累
加
、
履
歴
、
予
測
等
）
、
テ
レ
メ
ー
タ
雨
量
、
積
雪
、
水
位
・
流
量
、
水
質

、

ダ
ム
諸
量
、
堰
諸
量
、
排
水
機
場
諸
量
、
海
岸
、
気
象
、
地
震
等
に
関
す
る
多
種
多
様
な
情
報
。
 

・
市
町
村
、
都
道
府
県
毎
に
関
連
す
る
直
轄
管
理
河
川
に
お
い
て
発
令
さ
れ
た
河
川
予
警
報
情
報
や

気
象
注
意
報
・
警
報
、
地
震
情
報
等
で
、
グ
ラ
フ
や
マ
ッ
プ
、
レ
ー
ダ
ー
図
等
で
分
か
り
や
す
く

表
示
。
 

・
位
置
情
報
は
、
よ
り
具
体
的
な
地
名
、
地
図
等
で
詳
細
情
報
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
 

 

課
題
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№
99

 

 名
称
 

機
関
紙
『
R
I
V
E
R
 
F
R
O
N
T
』
 

活
用

媒
体

 
紙
、
W
e
b
ｻ
ｲ
ﾄ
 

情
報
発
信
年
 

1
98
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

9月
 

情
報

発
信

者
 

財
団
法
人
 
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
市
民
団
体
 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
r
fc

.o
r.

jp
/p
d
f/

in
de

x1
.h
t
ml
 

目
的

 

・
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
総
合
的
、
先
端
的
な
河
川
等
の
水
辺
に
関
わ
る
テ
ー
マ
や
行
政
と
市
民
に
関

す
る
テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を
行
っ
た
内
容
を
概
要
版
と
し
て
報
告
、
紹
介
す
る
た
め

の
機
関
紙
（
年
3
回
発
行
）
。
 

・
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
事
業
の
案
内
と
報
告
、
関
連
す
る
図
書
や
関
係
団
体
の
紹
介
も
行
っ
て
い

る
。
 

概
要

 

・
誌
面
は
A
4・

カ
ラ
ー
版
、
約
3
5
ペ
ー
ジ
で
、
最
新
号
は
2
0
1
0
年
9
月
号
の
6
9
号
。
以
下
の
よ
う
な
内

容
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
 

①
巻
頭
言
 

②
特
集
記
事
 

③
地
域
活
性
化
に
関
す
る
研
究
 

④
活
動
紹
介
 

⑤
水
辺
施
設
の
紹
介
 

⑥
新
刊
図
書
の
紹
介
 

・
関
係
者
に
無
料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
。
 

・
誌
面
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
P
D
F
版
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
「
日
本
河
川
流
域
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
J
R
R
N
）
」
、
「
海
岸
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
、
「
国
内
外
の
川
の
紹
介
」
等
へ
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
研

究
報

告
 

情
報

の
難

易
度

 
主
に
専
門
家
や
研
究
者
等
に
向
け
た
専
門
的
内
容
 

情
報

の
種

類
 

国
内
外
の
河
川
・
海
岸
情
報
、
河
川
関
係
研
究
報
告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
機
関
誌
『
R
I
V
E
R
 
F
R
O
N
T
』
の
ほ
か
に
研
究
成
果
を
報
告
す
る
『
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
報
告
』

（
年
1
回
発
行
）
、
そ
の
他
関
連
図
書
の
編
集
、
発
行
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
か
つ
て
発
行
さ
れ
た
月
刊
誌
『
F
R
O
N
T
』
（
1
9
8
8
～
2
0
0
7
）
、
月
刊
『
多
自
然
研
究
』
（
～
2
0
0
9
）

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
検
索
、
閲
覧
で
き
る
（
『
F
R
O
N
T
』
は
目
次
の
み
）
。
 

 

課
題

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
10

0 

 名
称
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

J
A
P
A
N
 

R
I
V
E
R
 

活
用

媒
体

 
W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ
、

ﾒ
ﾙ
ﾏ
ｶ
ﾞ
,

紙
,
ｲﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

情
報
発
信
年
 

1
94
0年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
0年

1
2
月
1
6
日
 

情
報

発
信

者
 

社
団
法
人
日
本
河
川
協
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
j
ap

an
ri

ve
r.
o
r.

jp
/ 

目
的

 

・
設
立
(
1
9
4
0
年
)
当
初
は
、
全
国
的
な
大
水
害
が
頻
発
し
た
時
期
で
、
水
害
防
除
の
た
め
国
民
的
啓

発
を
目
的
と
し
た
。
1
9
9
7
年
の
定
款
変
更
と
と
も
に
安
全
で
快
適
な
自
然
豊
か
な
川
を
め
ざ
し
て

河
川
に
関
す
る
情
報
交
流
、
知
識
の
普
及
や
河
川
愛
護
活
動
の
支
援
を
目
的
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
雑
誌
の
発
行
、
講
演
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「

JA
P
A
N
 R
I
V
E
R
」
は

、
河

川
に

関
す

る
個

人
や

種
々

の
団

体
、
行

政
間

の
意

見
交

換
、
交
流
の
場
と
し
て
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

①
会
員
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
等
を
通
し
た
情
報
交
換
の
場
 

②
定
期
刊
行
物
、
雑
誌
「
河
川
」
の
こ
れ
ま
で
の
記
事
検
索
 

③
文
献
、
資
料
、
河
川
活
動
団
体
名
簿
な
ど
の
検
索
、
「
川
の
な
ん
で
も
リ
ン
ク
集
」
等
 

④
主
催
講
演
会
「
河
川
文
化
を
語
る
会
」
ほ
か
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
案
内
、
報
告
等
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
文

献
検

索
 

情
報

の
難

易
度

 
活
動
団
体
、
技
術
者
、
専
門
家
な
ど
幅
広
い
層
に
対
し
関
連
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し

て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

イ
ベ
ン
ト
等
事
業
情
報
、
会
員
情
報
、
河
川
管
理
一
般
 

特
徴

・
工

夫
 

・
会
員
制
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
紙
情
報
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
講
演
会
等
、
多
岐
に
渡
る
方
法

で
河
川
全
般
の
情
報
を
国
内
外
に
提
供
す
る
。
 

 

課
題

 
・
会
員
の
高
齢
化
、
減
少
と
新
規
会
員
の
獲
得
 

・
活
動
団
体
情
報
な
ど
の
内
容
の
更
新
と
追
加
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№
10

1 

 名
称
 

国
立
環
境
研
究
所
『
N
I
E
S
』
(
ニ
ー
ス

)
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ,
ﾒﾙ
ﾏｶ
ﾞ
,紙

情
報
発
信
年
 

2
0
0
1
年
4
月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

2月
8日

 

情
報

発
信

者
 

独
立
行
政
法
人
 
国
立
環
境
研
究
所
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
n
ie

s.
go

.j
p/
 

目
的

 

・
研
究
成
果
の
普
及
を
目
的
に
地
球
環
境
や
日
本
の
環
境
に
関
す
る
総
合
的
、
総
括
的
な
情
報
の
提

供
し
て
い
る
 

・
他
の
研
究
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
同
研
究
所
や
そ
の
他
研
究
機
関
に
お
け
る
研
究
情
報
の
提
供

し
て
い
る
。
 

・
国
際
会
議
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
案
内
、
報
告
な
ど
、
国
際
協
力
研
究
や
所
外
で

の
研
究
活
動
等
も
含
め
た
情
報
の
収
集
、
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

概
要

 

・
環
境
問
題
に
関
す
る
新
着
情
報
、
研
究
所
案
内
、
研
究
へ
の
取
組
み
(
研
究
内
容
と
報
告
)
、
イ
ベ

ン
ト
、
刊
行
物
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
情
報
を
提
供
す
る
。
 

・
研
究
所
内
に
設
置
さ
れ
た
「
地
球
環
境
セ
ン
タ
ー
」
「
環
境
リ
ス
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
」
等
が
提
供

す
る
ニ
ュ
ー
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ガ
ジ
ン
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
 

・
中
学
生
の
た
め
の
環
境
学
習
会
と
し
て
環
境
科
学
解
説
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
 

・
他
、
刊
行
物
と
し
て
『
環
境
儀
』
、
『
国
立
環
境
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
』
等
で
活
動
や
研
究
成
果
等

を
分
か
り
や
す
く
報
告
し
て
い
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
研

究
成

果
 

情
報

の
難

易
度

 
環
境
情
報
、
研
究
に
関
す
る
総
合
サ
イ
ト
と
し
て
、
研
究
者
か
ら
一
般
市
民
ま
で
、
関
連
す
る
情
報

に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
、
閲
覧
で
き
る
 

情
報

の
種

類
 

地
球
環
境
、
大
気
・
水
環
境
、
健
康
、
科
学
物
質
、
自
然
、
ゴ
ミ
等
環
境
全
般
に
関
わ
る
研
究
成
果

や
関
連
す
る
情
報
、
研
究
成
果
 

特
徴

・
工

夫
 

・
研
究
所
の
各
部
門
が
個
々
に
情
報
を
提
供
し
て
い
て
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
環
境
の
研
究
分

野
別
の
関
連
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
研
究
者
だ
け
で
な
く
一
般
や
学
童
(
主
に
中
学
生
以
上
)
に
向
け
た
分
か
り
や
す
い
解
説
で
研
究
成

果
や
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
10

2 

 名
称

 
水
と
と
も
に
 

活
用

媒
体

 
紙
,
We

bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 

1
9
9
5
年
８
月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
 

情
報

発
信

者
 

独
立
行
政
法
人
 
水
資
源
機
構
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
w
at

er
.g

o.
jp
/
ho

ns
ya

/h
on
s
ya

/i
nd

ex
.h
t
ml
 

目
的

 

・
安
定
し
た
水
資
源
の
確
保
を
め
ざ
し
、
ダ
ム
や
水
路
事
業
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
 

・
土
木
の
歴
史
、
人
物
伝
等
、
土
木
等
公
共
事
業
へ
の
理
解
、
啓
発
と
水
資
源
機
構
の
運
営
の
公
開
。
 

 

概
要

 

・
「
水
」
と
「
水
資
源
機
構
」
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
月
刊
広
報
誌
。
A
4
サ
イ
ズ
、
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
版
、
3
0
ペ
ー
ジ
、
毎
月
1
回
発
行
。
 

・
土
木
技
術
に
関
す
る
P
R
。
①
土
木
の
歴
史
、
②
水
資
源
に
関
わ
る
ダ
ム
、
水
路
と
地
域
の
紹
介
、

③
水
の
土
木
遺
産
等
に
つ
い
て
、
寄
稿
や
対
談
方
式
、
取
材
記
事
等
に
よ
り
構
成
。
 

・
水
資
源
機
構
の
事
業
の
紹
介
等
及
び
機
構
が
管
理
す
る
水
資
源
施
設
や
存
在
す
る
水
源
地
等
市
町

村
の
観
光
情
報
等
魅
力
資
源
の
紹
介
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
専
門
的
な
内
容
も
多
い
が
、
専
門
外
で
も
水
資
源
や
土
木
事
業
等
関
連
に
つ
い
て
理
解
し
や
す
い
内

容
で
あ
る
 

情
報

の
種

類
 

水
資
源
機
構
事
業
の
広
報
、
水
資
源
や
土
木
技
術
や
構
造
物
等
の
紹
介
 

特
徴

・
工

夫
 

・
日
本
の
土
木
史
、
土
木
の
役
割
の
紹
介
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
 

・
豊
富
な
写
真
、
図
表
等
を
使
用
し
た
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
誌
面
、
作
家
に
よ
る
土
木
史
の
物
語
等
で

読
み
物
的
な
内
容
と
し
て
い
る
。
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
2
0
0
8
年
か
ら
の
総
目
次
、
2
0
0
9
年
か
ら
の

P
D
F
形
式
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が

で

閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
土
木
偉
人
伝
な
ど
の
連
載
は
、
独
立
し
て
各
回
別
に
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 

課
題
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№
10

3 

 名
称

 
ダ
ム
水
源
地
ネ
ッ
ト
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
00
8年

 
最

終
更

新
日

 
2
01
1年

2月
1日

 

情
報

発
信

者
 

財
団
法
人
 
水
源
地
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
d
am

-n
et

.j
p/
 

目
的

 

・
ダ
ム
水
源
地
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
広
報
誌
｢
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
ダ
ム
水
源
地
ネ
ッ
ト
」（

19
9
2

年
創
刊
、
2
0
0
8
年

3
月
月
号
ま
で
は
冊
子
と
し
て
発
行
）
と
「
リ
ザ
バ
ー
」
が
統
合
し
、
河
川
の
上

下
流
を
つ
な
ぐ
W
E
B
総
合
情
報
誌
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
ダ
ム
や
ダ
ム
事

業
に
関
わ
る
広
報
と
し
て
事
業
の
案
内
や
報
告
を
発
信
し
し
て
い
る
ほ
か
、
上
下
流
を
結
ぶ
啓
発
、

水
源
地
の
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
W
E
B
上
の
月
刊
誌
の
体
裁
で
、
以
下
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
「
水
源
地
の
紹
介
」
：
地
域
情
報
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品
、
観
光
情
報
等
を
写
真
や
地
図

と
と
も
に
掲
載
。
 

・
「
今
月
の
行
事
」
：
各
地
の
水
源
地
や
ダ
ム
周
辺
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
等
の
情
報
 

・
「
水
源
地
レ
ポ
ー
ト
」
：
各
地
の
水
源
地
の
地
域
振
興
の
取
り
組
み
を
レ
ポ
ー
ト
 

・
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
ル
」
：
ダ
ム
事
業
に
関
連
し
た
行
政
情
報
・
通
達
、
ダ
ム
管
理
新

規
施
策
等
の
解
説
（
連
載
形
式
）
 

・
「
水
源
地
情
報
」
：
各
地
の
水
源
地
や
ダ
ム
に
関
す
る
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
、
調
査
・
研
究
等
の

案
内
、
報
告
等
 

・
「
リ
ザ
バ
ー
」
を
受
け
継
ぐ
ペ
ー
ジ
と
し
て
「
技
術
講
座
」
（
ダ
ム
管
理
に
関
す
る
諸
テ
ー
マ
に

つ
い
て
内
容
を
解
説
）
や
「
事
例
紹
介
」
（
ダ
ム
・
堰
危
機
管
理
業
務
顕
彰
表
彰
等
、
ダ
ム
管
理

に
関
す
る
事
例
を
紹
介
）
を
掲
載
 

・
他
に
各
地
の
湖
畔
で
の
釣
り
情
報
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
ま

ち
づ

く
り

 
ﾘｱ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
レ
ポ
ー
ト
や
記
事
、
連
載
な
ど
誌
面
的
な
構
成
に
よ
り
一
般
市
民
に
も
分
か
り
や
す
い
内
容
で
あ
る

情
報

の
種

類
 

地
域
情
報
、
事
業
情
報
、
観
光
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
WE
B
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
、
関
連
機
関
や
水
源
地
域
の
自
治
体
な
ど
の
関
連
情
報
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

し
や
す
い
。
 

・
紙
媒
体
に
よ
る
「
ダ
ム
水
源
地
ネ
ッ
ト
」
、
「
リ
ザ
バ
ー
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
P
D
F
版
も
閲

覧

で
き
る
。
 

・
登
録
制
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

№
10

4 

 名
称

 
海
ご
み
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
J
A
P
A
N
 

活
用

媒
体

 
W
eb
ｻｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 

2
00
7年

5月
 

最
終

更
新

日
 

2
01
1年

1月
 

情
報

発
信

者
 

一
般
社
団
法
人
 
J
E
A
N
 

対
象

者
 

一
般
住
民

 
 

市
民
団
体

 
 

行
政

 
 

研
究
者

 
 
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

全
国
及
び
韓
国
な
ど
海
外
 

U
R

L
 

h
tt

p:
//

ww
w.
m
al

ip
ja

pa
n.
j
p/
 

目
的

 

・
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
る
J
E
A
N
が
、

20
0
7
年
よ
り
海
ゴ
ミ
問
題
の
改
善
を
目
的
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
関
係
者
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
、
対
策
推
進
の
「
場
」
と
し
て
、
「
海
ご
み
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
JA
P
A
N
」
を
呼
び
か
け
、
年

1、
2回

の
会
合
を
重
ね
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
幅
広
い

情
報
共
有
を
目
的
に
開
設
さ
れ
た
全
国
の
海
ゴ
ミ
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、
発
信
す
る
サ
イ
ト
。
 

・
日
本
各
地
の
海
岸
な
ど
で
行
わ
れ
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
や
海
ゴ
ミ
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
、
行
政
情
報
、
研
究
論
文
等
を
発
信
し
啓
発
を
行
う
。
 

概
要

 

・
サ
イ
ト
で
の
発
信
内
容
は
、
「
海
ご
み
情
報
」
（
ニ
ュ
ー
ス
、
法
令
、
行
政
情
報
、
研
究
論
文
･

報
告
書
）
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
」
（
地
域
情
報
、
活
動
情
報
）
、
「
海
の
は
な
し
」
（
こ

れ
ま
で
の
J
E
A
N
通
信
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
レ
ポ
ー
ト
等
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
紹
介
）
、
「
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
」
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
他
に
情
報
発
信
と
し
て
、
E
メ
ー
ル
で
発
信
す
る
日
韓
の
N
G
O
で
共
同
発
行
す
る
「
海
洋
ゴ
ミ
ニ
ュ

ー
ス
」
（
英
語
版
、
年
2
回
発
行
）
、
J
E
A
N
の
機
関
紙
（
年
4
回
発
行
）
等
が
あ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 
○

海
ゴ

ミ
情

報
・
法

令
等

 

情
報

の
難

易
度

 
情
報
共
有
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
活
動
団
体
、
関
係
機
関
、
行
政
な
ど
に
対
し
、

関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
効
率
よ
く
提
供
し
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

海
ゴ
ミ
、
川
ゴ
ミ
に
関
す
る
法
制
度
、
研
究
論
文
、
活
動
紹
介
・
報
告
、
ニ
ュ
ー
ス
 

特
徴

・
工

夫
 

・
位
置
情
報
や
写
真
を
多
用
し
た
多
様
な
関
連
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
、
サ
イ
ト
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド

検
索
が
で
き
る
。
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
会
員
か
ら
の
情
報
掲
載
も
行
っ
て
い
る
。
 

・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
は
、
各
地
の
活
動
の
一
覧
、
位
置
図
、
調
査
結
果
が
検
索

で
き
る
。
 

 

課
題

 
・
当
初
、
種
々
の
情
報
を
網
羅
し
た
「
海
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
た
が
、
外
部
か
ら
の
悪

質
な
ア
ク
セ
ス
の
た
め
閉
鎖
し
た
経
緯
が
あ
る
。
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海
外
事
例
 
№

.1
 

 名
称

 
As
ia
n 
Ri
ve
r 
Re
st
or
at
io
n 
Ne
tw
or
k 

活
用
媒
体
 

W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 
20
06
年
 

最
終
更
新
日
 

20
11
年
2月
9日
 

情
報

発
信

者
 
AR
RN
事
務
局
 
（
財
団
法
人
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
海
外
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

ア
ジ
ア
 

U
R

L
 

ht
tp
:/
/w
ww
.a
-r
r.
ne
t/
 

目
的

 

 

・
第
4回
「
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
の
三
ヶ
国
に
加
え
、
マ
レ

ー
シ
ア
と
UN
ES
C-
IH
E（
ユ
ネ
ス
コ
-水
教
育
研
究
所
）
に
よ
る
分
科
会
「
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン

気
候
地
域
の
流
域
保
全
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ア

ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
河
川
再
生
に
関
す
る
情
報
交
換
を
目
的
に
AR
RN
（
ア
ジ
ア
河
川
・
流
域
再

生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
組
織
（
20
06
年
11
月
/東
京
）
さ
れ
た
。
 

・
本
サ
イ
ト
で
は
、
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
地
域
に
お
け
る
河
川
保
全
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
、
技
術
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
、
韓
国
、
中

国
等
ア
ジ
ア
圏
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
 

概
要

 

サ
イ
ト
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

①
ニ
ュ
ー
ス
＆
イ
ベ
ン
ト
：
AR
RN
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
河
川
及
び
流
域
の
保
全
情
報

や
国
際
会
議
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
等
 

②
AR
RN
の
紹
介
：
設
立
の
背
景
、
活
動
の
目
的
、
事
務
局
に
つ
い
て
 

③
AR
RN
メ
ン
バ
ー
：
団
体
構
成
、
会
員
情
報
、
団
体
構
成
及
び
会
員
の
紹
介
、
 

④
活
動
報
告
：
AR
RN
の
主
要
事
業
で
あ
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
報
告
と

広
報
委
員
会
か
ら
の
提
供
情
報
 

⑤
刊
行
物
：
流
域
保
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
含
む
年
間
報
告
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
等
 

⑥
資
料
：
河
川
保
全
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
関
係
論
文
、
参
考
資
料
等
 

⑦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
日
本
、
中
国
、
韓
国
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
河
川
改
修
事
例
の
紹
介
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
)

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
海
外
事
例
紹
介

 

情
報

の
難

易
度

ア
ジ
ア
各
国
の
幅
広
い
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 
日
本
、
韓
国
、
中
国
を
中
心
と
し
た
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
河
川
改
修
事
例
 

特
徴

・
工

夫
 

・
 A
RR
Nの
構
成
団
体
で
あ
る
JR
RN
（
日
本
）
、
KR
RN
（
韓
国
）
、
CR
RN
（
中
国
）
の
各
サ
イ
ト
と

リ
ン
ク
し
て
い
る
た
め
、
ア
ジ
ア
圏
の
情
報
を
入
手
し
や
す
い
。
 

・
 ニ
ュ
ー
ス
メ
ー
ル
と
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ス
メ
ー
ル
は
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
形
式
で
会
員
向
け
に
発
信
し
て
い
る
。
内
容
は
、
国
際
会
議
等
の
開
催
案
内
や
各
国
か
ら

の
情
報
発
信
な
ど
。
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
年
2回
発
行
さ
れ
る
カ
ラ
ー
版
の
郵
送
機
関
紙
で
、

半
年
ご
と
の
活
動
報
告
等
を
掲
載
し
て
い
る
。
と
も
に
上
記
We
bペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
。
 

課
題

 
・
事
務
局
で
あ
る
（
財
）
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
の
We
b 
サ
イ
ト
（
JR
RN
）
か
ら
た

ど
り
つ
き
に
く
い
。
 

 

海
外
事
例
 
№

.2
 

 名
称

 
Ci
ti
ze
n'
s 
as
so
ci
at
io
n 
fo
r 
Bu
nd
an
g 

en
vi
ro
nm
en
t 

活
用
媒
体
 

W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 
19
94
年
 

最
終
更
新
日
 

20
11
年
2月
9日
 

情
報

発
信

者
 
盆
唐
(ﾌ
ﾞﾝ
ﾀﾞ
ﾝ)
環
境
市
民
団
体
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

韓
国
 京
畿
道
城
南
市
及
び
周
辺
 

U
R

L
 

ht
tp
:/
/w
ww
.b
an
di
.o
r.
kr
/ 

目
的

 

・
盆
唐
環
境
市
民
団
体
は
、
ホ
タ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
生
物
の
生
息
環
境
を
守
る
た
め
の
調
査
、

分
析
、
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
。
城
南
市
を
流
れ
る
炭
川
に
関

わ
る
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
向
け
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
分
か
り
や
す
い
環
境
情
報

の
発
信
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

①
家

庭
か

ら
の

排
水

や
雨

水
利

用
に

関
す

る
情

報
 

 

②
京

畿
道

（
行

政
区

）
を

中
心

と
す

る
環

境
教

育
に

関
わ

る
団

体
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

と
し

て
の

経
緯

や
目

的
等

の
紹

介
。

 

③
団

体
の

活
動

・
事

業
（
自

然
学

校
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

干
潟

等
の

渡
り

鳥
に

関
す

る
情

報
、

環
境

教
育

ガ
イ

ド
、

ホ
タ

ル
生

息
地

の
ナ

シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ

ス
ト
運

動
等

）
の

紹
介

や
参

加
の

呼
び

か
け

 

③
幼

稚
園

児
、

小
学

生
向

け
の

体
験

教
室

、
昔

遊
び

や
カ

エ
ル

、
ホ

タ
ル

な
ど

の
生

き
も

の
の

写
真

や

資
料

の
紹

介
等

 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
写
真
を
多
用
し
、
内
容
や
表
現
に
配
慮
し
た
大
人
か
ら
子
供
ま
で
分
か
り
や
す
い
内
容
 

情
報

の
種

類
 

イ
ベ

ン
ト
や

活
動

の
案

内
と

参
加

募
集

、
体

験
活

動
教

室
の

紹
介

や
活

動
報

告
な

ど
 

特
徴

・
工

夫
 

・
体

験
教

室
の

ペ
ー

ジ
は

、
2
～

3
日

お
き

に
頻

繁
に

更
新

さ
れ

て
い

る
た

め
、

最
新

情
報

が
入

手
で

き

る
。

 

・
関

係
す

る
環

境
教

育
機

関
や

、
河

川
愛

護
団

体
と

の
リ

ン
ク

し
て

い
る

。
 

・
体

験
教

室
の

参
加

者
、

教
育

関
係

者
、

流
域

の
市

民
、

住
民

団
体

等
、

広
く

情
報

を
提

供
し

て
い

る
。

 

 

課
題
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海
外
事
例
 
№

.3
 

 名
称

 
健
や
か
な
道
林
川
を
つ
く
る
市
民
の
会
 

活
用
媒
体
 

W
eb

ｻ
ｲ
ﾄ 

情
報

発
信

年
 
19
99
年
 

最
終
更
新
日
 

20
11
年
2月
9日
 

情
報

発
信

者
 
健
や
か
な
道
林
川
を
つ
く
る
市
民
の
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

韓
国
 ソ
ウ
ル
市
内
 
道
林
川
流
域
 

U
R

L
 

ht
tp
:/
/w
ww
.d
or
im
ch
un
.o
rg
/i
nd
ex
_k
.h
tm
l 

目
的

 

・
韓
国
ソ
ウ
ル
市
内
の
道
林
川
（
ド
リ
ム
チ
ョ
ン
）
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
道
林
川
を
自
然
型
河
川
に

近
づ
け
る
た
め
の
調
査
研
究
、
市
民
が
川
と
憩
え
る
場
の
造
成
、
地
域
環
境
教
育
な
ど
の
活
動
を

行
う
市
民
団
体
に
よ
る
広
報
、
啓
発
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
 

概
要

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
団
体
の
沿
革
、
フ
ィ
ー
ル
ド
（
道
林
川
）
の
紹
介
 

・
団
体
の
活
動
（
雨
水
貯
留
・
活
用
に
関
わ
る
活
動
、
地
域
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象

と
し
た
環
境
教
育
活
動
や
河
川
関
連
の
生
態
調
査
、
他
の
地
域
団
体
や
学
校
教
育
に
関
す
る
支

援
活
動
、
ソ
ウ
ル
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
拠
点
施
設
の
設
立
、
運
営

な
ど
）
紹
介
、
報
告
 

・
環
境
教
育
な
ど
活
動
に
関
わ
る
論
文
や
資
料
の
公
開
 

・
関
係
す
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
団
体
の
紹
介
（
リ
ン
ク
）
 

・
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
、
公
的
機
関
や
民
間
の
助
成
事
業
な
ど
を
最
新
情
報
と
し
て
逐

次
掲
載
し
て
い
る
。
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
)

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

流
域
住
民
に
向
け
て
、
写
真
を
多
用
し
た
分
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

情
報

の
種

類
 

活
動

紹
介

、
活

動
報

告
、

啓
発

 

特
徴

・
工

夫
 

・
フ

ィ
ー

ル
ド

活
動

や
交

流
活

動
な

ど
多

く
の

活
動

の
写

真
を

多
数

掲
載

し
、

活
動

に
対

す
る

理
解

や

啓
発

を
促

し
て

い
る

。
 

・
国

内
の

関
連

す
る

大
会

（
韓

国
「
川

の
日

」
大

会
）
や

国
外

(日
本

)の
大

会
（
「
川

の
日

」
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

雨
水

国
際

会
議

な
ど

）
な

ど
に

も
参

加
し

、
交

流
を

図
る

と
と

も
に

関
連

す
る

情
報

の
受

発
信

を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
。

 

・
川

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
環

境
教

育
の

実
施

や
子

ど
も

や
学

生
の

活
動

へ
の

参
加

機
会

の
提

供
や

活

動
支

援
等

を
通

じ
て

、
若

い
世

代
の

啓
発

や
人

材
育

成
を

図
っ

て
い

る
。

 

・
地

域
の

高
校

生
と

連
携

し
た

道
林

川
愛

護
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
な

ど
を

定
期

的
に

実
施

し
て

い
る

。
 

課
題

 
 

 

海
外
事
例
 
№

.4
 

 名
称

 
韓
国
「
江
の
日
」
大
会
 

活
用

媒
体

 
イ

ベ
ン

ト
 

情
報

発
信

年
 
20
03
年
 

最
終

更
新

日
 

20
10
年
8月
 

情
報

発
信

者
 
韓
国
「
江
の
日
」
大
会
実
行
委
員
会
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

韓
国
内
全
域
 

U
R

L
 

 

目
的

 

・
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
主
体
に
よ
る
水
辺
環
境
（
河
川
、
海
岸
、
干
潟
、
湿
地
、
湖
沼
な
ど
）
の
保
全

活
動
事
例
に
つ
い
て
、
公
開
に
よ
る
発
表
、
討
論
、
審
査
と
い
う
方
式
を
通
じ
て
優
秀
な
事
例
を

選
考
す
る
こ
と
を
目
的
に
20
02
年
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者
は
、
韓
国
内
全
域
か
ら
集

ま
り
、
流
域
市
民
、
市
民
団
体
、
企
業
、
行
政
関
係
者
、
教
育
関
係
者
等
で
情
報
を
共
有
、
交
流

す
る
こ
と
で
広
く
水
辺
環
境
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

概
要

 

・
20
02
年
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
毎
年
、
韓
国
内
各
都
市
に
て
開
催
。
地
元
自
治
体
や
企
業
の
協
力
を

得
て
、
各
回
の
組
織
委
員
会
を
設
立
し
、
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。
各
回
の
参
加
者
は
、
約
30
0名

に
の
ぼ
り
、
関
連
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
青
少
年
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
河
川
敷
で
の
祭
典
な

ど
が
同
時
開
催
さ
れ
る
。
 

・
第
１
回
(2
00
2年
)：
「
江
の
日
陽
平
(ﾔ
ﾝﾋ
ﾟｮ
ﾝ)
大
会
＆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
京
畿
道
/陽
平
市
） 

・
第
２
回
（
20
03
年
）
：
「
江
の
日
城
南
大
会
＆
韓
日
河
川
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
 

（
京
畿
道
/城
南
市
）
 

・
第
３
回
（
20
04
年
）
：
「
江
の
日
釜
山
大
会
」
（
釜
山
広
域
市
）
 

・
第
４
回
（
20
05
年
）
：
「
江
の
日
公
州
大
会
国
際
大
会
」
（
忠
清
南
道
/広
州
市
）
 

・
第
５
回
（
20
06
年
）
：
「
江
の
日
全
州
大
会
」
（
全
羅
北
道
/全
州
市
）
 

・
第
６
回
（
20
07
年
）
：
「
江
の
日
晋
州
大
会
＆
青
少
年
水
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
 

（
慶
尚
南
道
/晋
州
市
）
 

・
第
７
回
（
20
08
年
）
：
｢江
の
日
羅
州
大
会
＆
韓
日
青
少
年
交
流
ﾌﾟ
ﾛｸ
ﾞﾗ
ﾑ」
 

（
全
羅
南
道
/羅
州
市
）
 

・
第
８
回
（
20
09
年
）
：
「
江
の
日
仁
川
大
会
＆
国
際
河
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
(仁
川
広
域
市
) 

・
第
９
回
（
20
10
年
）
：
「
江
の
日
安
東
大
会
」
（
慶
尚
北
道
/安
東
市
）
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
緑
地

 

情
報

の
難

易
度

 
・
子

ど
も

の
活

動
か

ら
市

民
活

動
ま

で
、

多
様

な
層

が
直

接
的

な
交

流
と

と
も

に
情

報
を

交
換

、
共

有

で
き

る
し

く
み

で
あ

る
 

情
報

の
種

類
 

活
動

発
表

・
報

告
 

特
徴

・
工

夫
 

・
日

本
で

開
催

し
て

い
る

「
い

い
川

・
い

い
川

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
」
（
前

､「
川

の
日

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」
）

を
通

じ
た

両
国

の
交

流
が

き
っ

か
け

と
な

っ
て

始
ま

っ
た

大
会

。
双

方
の

大
会

で
高

い
評

価
を

得
た

事
例

の
発

表
者

が
参

加
し

た
り

、
若

い
世

代
の

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
催

な
ど

両
国

間
の

N
G

O
レ

ベ
ル

で
の

交
流

が
年

々
拡

大
し

て
い

る
。

 

課
題

 
・
最

新
情

報
や

大
会

概
要

報
告

な
ど

、
W

eb
サ

イ
ト
を

利
用

し
た

大
会

に
つ

い
て

の
情

報
発

信
が

求
め

ら
れ

る
。
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海
外
事
例
 
№

.5
 

 名
称

 
台
湾
河
川
復
育
網
 

活
用

媒
体

 
We
bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 
20
08
年
 

最
終

更
新

日
 

20
10
年
11
月
 

情
報

発
信

者
 
台
湾
河
川
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

台
湾
全
域
 

U
R

L
 

ht
tp
:/
/t
rr
n.
wr
a.
go
v.
tw
/t
rr
n_
en
/ 

目
的

 

・
TR
RN
（
台
湾
河
川
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
は
、
20
08
年
、
水
資
源
計
画
研
究
所
、
水
資
源
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
及
び
台
湾
経
済
省
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
 
 

・
台
湾
全
域
の
河
川
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
河
川
再
生
の
た
め
の
国
内
外
の
河
川
再
生
事
例

を
含
め
共
通
情
報
の
発
信
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
団
体
紹
介
（
設
立
の
経
緯
、
活
動
紹
介
等
）
 

・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
 

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
等
、
自
主
開
催
事
業
の
紹
介
と
報
告
 

・
台
湾
全
域
の
全
河
川
の
紹
介
（
マ
ッ
プ
に
よ
る
位
置
図
、
河
川
の
現
況
、
水
質
等
）
 

・
河
川
改
修
(復
元
)事
例
の
紹
介
（
国
内
事
例
と
と
も
に
日
本
な
ど
国
外
の
事
例
も
紹
介
）
 

・
生
態
復
元
の
た
め
の
工
程
や
工
法
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
情
報
 

・
河
川
生
態
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
内
河
川
ご
と
）
 

・
河
川
生
態
復
元
に
関
わ
る
NG
O団
体
の
紹
介
 

※
中
国
語
と
英
語
の
二
ヶ
国
語
対
応
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
)

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

比
較
的
専
門
的
な
内
容
も
あ
る
が
、
啓
発
的
な
要
素
が
強
く
、
写
真
等
を
多
用
し
、
関
連
情
報
も
含

め
全
体
的
に
一
般
市
民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
 

情
報
の
種
類
 

団
体
紹
介
、
活
動
紹
介
、
河
川
情
報
、
河
川
改
修
事
例
紹
介
 

特
徴

・
工

夫
 

・
河
川
の
自
然
復
元
を
め
ざ
し
た
国
内
外
の
整
備
事
例
な
ど
に
つ
い
て
写
真
等
を
多
用
し
、
数
多
く

紹
介
し
て
い
る
（
国
外
の
事
例
と
し
て
は
日
本
の
事
例
が
多
い
）
。
 

・
台
湾
内
の
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
圏
内
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
、

関
連
す
る
情
報
も
合
わ
せ
て
公
開
し
て
い
る
。
 

 

課
題

 
 

 

海
外
事
例
 
№

.6
 

 名
称
 

Ri
ve
r 
Sy
mp
os
iu
m 

活
用

媒
体

 
We
bｻ
ｲﾄ
 

情
報
発
信
年
 
19
97
年
 

最
終

更
新

日
 

 

情
報
発
信
者
 
In
te
rn
at
io
na
l 
Wa
te
r 
Fo
ru
m 

対
象
者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

対
象
エ
リ
ア
 
全
世
界
 

UR
L 

ht
tp
:/
/w
ww
.r
iv
er
sy
mp
os
iu
m.
co
m/
 

目
的
 

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
国
際
河
川
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
開
催
案
内
や
関
連
情
報
な
ど
の
情
報
サ
イ
ト
 

 

概
要
 

・
19
97
年
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
学
識
者
に
よ
る
研
究
発
表
の
た
め

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、
リ
バ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
展
示
ブ
ー
ス
、
川
を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
行
う
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
多
く
の
人
が
参
加
す
る
市
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、
開
催
1年
前
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
告
知
、
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。
 

・
研
究
や
活
動
発
表
の
中
で
特
に
優
れ
て
い
る
学
識
者
や
若
い
研
究
者
に
は
リ
バ
ー
賞
が
与
え
ら
れ
、

約
20
万
豪
ド
ル
が
助
成
さ
れ
る
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報
の
難
易
度
 
個
別
の
論
文
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
専
門
的
 

情
報
の
種
類
 

シ
ン

ポ
ジ

ム
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
概

要
、

参
加

方
法

、
関

連
イ

ベ
ン

ト
情

報
、

研
究

成
果

 

特
徴
・
工
夫
 

・
毎
年
、
多
数
の
論
文
等
が
登
録
さ
れ
る
が
、
発
表
論
文
等
は
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
も
の
か

ら
公
開
さ
れ
る
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
等
の
詳
細
も
検
索
し
や
す
く
、
参
加
申
込
み
等
も
全
て
We
b

上
で
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
 

 

課
題
 

・
過
去
13
回
の
開
催
概
要
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
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海
外
事
例
 
№

.7
 

 名
称

 
Th
e 
Ri
ve
r 
Re
st
or
at
io
n 
Ce
nt
re
 

活
用

媒
体

 
We
bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 
19
98
年
4月
1日
 

最
終

更
新

日
 

20
11
年
2月
17
日
 

情
報

発
信

者
 
河
川
再
生
セ
ン
タ
ー
事
務
局
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

 

対
象

エ
リ

ア
 

英
国

全
域

 

U
R

L
 

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.t

h
er

rc
.c

o
.u

k/
 

目
的

 

・
英
国
内
の
河
川
再
生
の
推
進
と
持
続
可
能
な
河
川
管
理
に
向
け
、
国
内
の
情
報
を
提
供
す
る

た
め
に
設
立
さ
れ
た
非
営
利
組
織
。
情
報
等
を
経
験
豊
か
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
通
じ
、
専
門
的
な
課
題
に
対
す
る
技
術
情
報
、
河
川
改
修
計
画
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 

概
要

 

＜
情

報
発

信
＞

 

河
川

改
修

の
た

め
の

技
術

的
助

言
や

情
報

の
提

供
。

河
川

工
学

や
水

文
学

、
地

理
学

、
生

態
学

を

は
じ

め
と

す
る

河
川

改
修

及
び

河
川

管
理

の
専

門
家

が
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
さ

れ

て
お

り
、

そ
の

紹
介

等
も

行
っ

て
い

る
。

 

＜
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
検

索
＞

 

イ
ギ

リ
ス

国
内

の
河

川
改

修
事

業
1
0
4
0
件

が
登

録
さ

れ
て

お
り

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
テ

キ
ス

ト
を

含
む

情

報
を

検
索

す
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

＜
河

川
改

修
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

案
内

＞
 

河
川

改
修

の
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

改
修

計
画

セ
ミ
ナ

ー
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

を
開

催
し

て
い

る
。

 

＜
業

者
や

専
門

家
紹

介
＞

 

請
負

業
者

（
登

録
に

よ
る

有
料

サ
ー

ビ
ス

）
や

専
門

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

る
た

め
の

検
索

機
能

と

仲
介

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
)

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

・
We
bサ
イ
ト
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
お
り
検
索
し
や
す
い
。
内
容
は
専
門
的
。
 

情
報

の
種

類
 

・
河
川
管
理
や
整
備
等
に
関
わ
る
技
術
情
報
、
計
画
等
、
事
業
・
活
動
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
英
国
内
河
川
改
修
事
例
の
豊
富
な
情
報
（
1,
04
0件
）
の
ス
ト
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
主

要
な
河
川
に
係
る
市
民
団
体
や
環
境
保
護
団
体
（
15
団
体
）
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
関
係
団
体
と
リ
ン
ク
し
、
広
く
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
 

・
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
対
す
る
検
索
や
仲
介
の
仕
組
み
が
有
料
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
確
立

さ
れ
て
い
る
。
 

課
題

 
 

 

海
外
事
例
 
№

.8
 

 名
称

 
Br
it
is
h 
Wa
te
rw
ay
s 
“
Wa
te
rs
ca
pe
〟
 

活
用

媒
体

 
We
bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 
 

最
終

更
新

日
 

20
11
年
2月
 

情
報

発
信

者
 
Br
it
is
h 
Wa
te
rw
ay
s 
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ウ
ェ
イ
ズ
）
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
ツ
ー
リ
ス
ト
）

 

対
象

エ
リ

ア
 

英
国

全
域

 

U
R

L
 

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.b

ri
ti
sh

w
at

er
w
ay

s.
co

.u
k/

h
o
m

e 
（B
ri
ti
sh
 W
at
er
wa
ys
）

 

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.w

at
er

sc
ap

e.
co

m
/
（W
at
er
sc
ap
e）

 

目
的

 

・
Br
it
is
h 
Wa
te
rw
ay
sは
、
19
62
年
に
設
立
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ

ェ
ー
ル
ズ
の
22
00
マ
イ
ル
に
お
よ
ぶ
河
川
、
運
河
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
生
、
管
理
し
、
利
用

に
供
す
る
た
め
の
公
益
法
人
。
主
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
河
川
、
運
河
に
関
す
る
情
報
発
信
と

し
て
総
合
情
報
サ
イ
ト
「
Wa
te
rs
ca
pe
」
を
運
営
し
て
い
る
。
 

 

概
要

 

・
Br
it
is
h 
Wa
te
rw
ay
sが
提
供
す
る
河
川
、
運
河
に
関
す
る
総
合
情
報
サ
イ
ト
「
Wa
te
rs
ca
pe
」

は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

①
河
川
、
運
河
の
紹
介
（
地
域
ご
と
に
検
索
可
能
、
歴
史
的
構
造
物
な
ど
あ
わ
せ
て
紹
介
）
 

②
河
川
、
運
河
の
活
動
、
利
用
関
わ
る
情
報
 

：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
紹
介
、
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

釣
り
に
関
す
る
ル
ー
ト
や
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
の
ガ
イ
ド
、
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
関
連
情
報
を
含
め
詳
し
く
紹
介
 

③
河
川
、
運
河
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
座
、
展
示
会
な
ど
）
情
報
 

④
月
刊
ニ
ュ
ー
ス
「

Bo
at

er
s'」
や
最
新
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

 
⑤
地
図
情
報
や
関
連
情
報
へ
の
リ
ン
ク

 
 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
緑
地

 

情
報

の
難

易
度

 
・
We
bサ
イ
ト
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
お
り
、
多
様
な
目
的
に
よ
る
検
索
も
容
易
 

情
報

の
種

類
 

・
地
域
情
報
、
河
川
・
運
河
網
情
報
（
施
設
や
位
置
情
報
等
）
、
利
用
情
報
 

・
市
民
活
動
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
 

特
徴

・
工

夫
 

・
河
川
、
運
河
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
利
用
し
た
ク
ル
ー
ズ
は
、
英
国
内
で

は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
あ
り
、
係
留
、
給
水
な
ど
の
便
宜
施
設
や
構
造
物
、
ル
ー
ト
な
ど
詳
細
情
報

を
掲
載
し
た
紙
媒
体
の
情
報
（
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
が
発
行
さ
れ
て
き
た
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
地
域
ご
と
の
検
索
や
関
連
情
報
や
最
新
情
報
を
含
め
た
情
報
の
取
得
が
容

易
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
リ
ン
ク
す
る
マ
ッ
プ
の
サ
イ
ト
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
情
報
マ
ッ
プ
を
We
b-
GI
S上
で
展
開
し

て
い
る
。
 

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
情
報
と
し
て
推
薦
コ
ー
ス
や
ポ
イ
ン
ト
の
投
稿
が
可
能
。
 

課
題
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海
外
事
例
 
№

.9
 

 名
称

 
Eu
ro
pe
an
 C
en
tr
e 
fo
r 
Ri
ve
r 
re
st
or
at
io
n 

活
用

媒
体

 
We
bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 
19
99
年
 

最
終

更
新

日
 

20
10
年
7月
 

情
報

発
信

者
 
Eu
ro
pe
an
 C
en
tr
e 
fo
r 
Ri
ve
r 
re
st
or
at
io
n 
事
務
局
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
 

U
R

L
 

ht
tp
:/
/w
ww
.e
cr
r.
or
g/
 

目
的

 

・
持
続
可
能
な
水
管
理
の
も
と
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
お
け
る
良
識
あ
る
河
川
整
備
の
促
進
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
河
川
の
生
態
系
保
全
、
水
質
、
洪
水
管
理
、
事
業
の
成
功
例
等
の
情

報
を
発
信
し
て
い
る
。
 

概
要

 

・
 セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯
と
主
な
活
動
紹
介
 

・
 ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
各
国
の
河
川
保
全
セ
ン
タ
ー
支
部
の
紹
介
 

・
 国
際
会
議
、
セ
ミ
ナ
ー
、
水
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
現
地
視
察
会
の
紹
介
 

・
 ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
国
際
会
議
の
議
事
録
、
関
係
出
版
物
、
文
献
等
の
情
報
公
開
 

・
 E
U文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
：
野
鳥
、
洪
水
、
地
下
水
、
河
川
改
修
等
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
)

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

幅
広
い
層
に
対
す
る
比
較
的
専
門
的
な
内
容
 

情
報

の
種

類
 

団
体

紹
介

、
活

動
紹

介
、

主
催

プ
ロ

グ
ラ

ム
紹

介
、

文
献

等
の

公
開

 

特
徴

・
工

夫
 

・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

全
域

の
河

川
保

全
情

報
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

た
め

、
事

務
局

は
2
～

3
年

ご
と

に
異

な
る

国

(デ
ン

マ
ー

ク
、

オ
ラ

ン
ダ

、
イ

タ
リ
ア

等
)に

置
き

、
そ

の
役

割
を

担
う

。
現

在
の

事
務

局
は

オ
ラ

ン
ダ

の
国

土
水

管
理

行
政

サ
ー

ビ
ス

に
設

置
さ

れ
て

い
る

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
に

よ
る

情
報

発
信

だ
け

で
な

く
、

出
版

物
、

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
の

発
行

・
発

信
、

国
際

会
議

、
テ

ー
マ

ご
と

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

フ
ィ

ー
ル

ド
視

察
等

の
主

催
、

ほ
か

国
際

会
議

等
で

の
発

表
や

参
加

と
い

っ
た

多
様

な
情

報
発

信
を

展
開

し
て

い
る

。
 

 

課
題

 
 

 

海
外
事
例
 
№

.1
0 

 名
称

 
Am
er
ic
an
 R
iv
er
s 

活
用

媒
体

 
We
bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 
19
73
年
 

最
終

更
新

日
 

20
11
年
2月
17
日
 

情
報

発
信

者
 
Am
er
ic
an
 R
iv
er
s 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
企
業
等
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
 

U
R

L
 

ht
tp
:/
/w
ww
.a
mr
iv
er
s.
or
g/
 

目
的

 

・
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
バ
ー
ズ
は
、
河
川
や
地
球
温
暖
化
、
川
の
復
元
、
河
川
保
護
、
安
全
で
き
れ
い

な
水
供
給
等
を
目
的
に
19
73
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
NG
O。
本
サ
イ
ト
は
、
団
体
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
や
活
動
の
広
報
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
河
川
の
枯
渇
や
大
洪
水
、
水
資
源
、

河
川
改
修
等
河
川
事
業
、
水
環
境
の
保
全
等
に
関
わ
る
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
 

 

概
要

 

・
19
73
年
の
設
立
以
来
、
主
に
登
録
し
て
い
る
会
員
（
65
,0
00
名
）
や
国
内
外
の
市
民
に
向
け
て
、
以

下
の
よ
う
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
 

①
地
球
温
暖
化
と
川
と
の
関
係
 

②
河
川
環
境
の
保
全
 

③
川
の
利
用
（
洪
水
対
策
、
川
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
川
の
生
き
も
の
）
 

④
水
の
供
給
に
つ
い
て
 

⑤
人
々
の
生
活
と
水
資
源
 

・
合
衆
国
本
土
を
9ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
紹
介
。
 

・
全
国
的
に
展
開
す
る
川
で
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
案
内
や
開
催
報
告
。
 

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
) 

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

 
多
様
な
層
に
向
け
た
情
報
を
総
合
的
に
公
開
し
、
専
門
性
の
高
い
情
報
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
 

情
報

の
種

類
 

団
体

情
報

、
活

動
情

報
、

活
動

成
果

、
研

究
成

果
、

啓
発

 

特
徴

・
工

夫
 

・
 広

大
な

合
衆

国
の

国
土

を
９

つ
の

ブ
ロ

ッ
ク

に
分

け
、

地
区

ご
と

の
イ

ベ
ン

ト
や

活
動

情
報

を
容

易
に

検
索

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
 ス

タ
ッ

フ
に

多
方

面
の

専
門

家
を

有
す

る
組

織
で

、
ア

メ
リ

カ
の

河
川

に
関

わ
る

大
規

模
な

河
川

改

修
事

業
の

内
容

、
予

算
と

い
っ

た
詳

細
や

関
連

情
報

を
閲

覧
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

・
 登

録
会

員
や

寄
付

者
に

対
す

る
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

、
年

間
カ

レ
ン

ダ
ー

や
出

版
物

の
配

信
、

誕
生

日

や
記

念
日

な
ど

に
特

典
な

ど
を

用
意

し
募

っ
て

い
る

。
 

課
題
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海
外
事
例
 
№

.1
1 

 名
称

 
Su
rf
 Y
ou
r 
Wa
te
rs
he
d 

活
用

媒
体

 
We
bｻ
ｲﾄ
 

情
報

発
信

年
 
19
70
年
（
機
関
設
立
年
）
 

最
終

更
新

日
 

20
11
年
3月
1日
 

情
報

発
信

者
 
Th
e 
US
 E
nv
ir
on
me
nt
al
 P
ro
te
ct
io
n 
Ag
en
cy
 (
EP
A)
 
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
環
境
保
護
庁
 

対
象

者
 

一
般
住
民
 
 
市
民
団
体
 
 
行
政
 
 
研
究
者
 
 
そ
の
他
（
企
業
等
 
 
）
 

対
象

エ
リ

ア
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
 

U
R

L
 

ht
tp
:/
/w
ww
.e
pa
.g
ov
/o
wo
w/
su
rf
/ 

目
的

 

・
「
Su
rf
 Y
ou
r 
Wa
te
rs
he
d」
は
、
人
間
の
生
命
と
健
康
を
保
障
す
る
自
然
環
境
、
水
、
大
気
、

土
地
な
ど
環
境
全
般
の
保
護
、
管
理
を
行
う
国
の
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
En
vi
ro
nm
en
ta
l 

Pr
ot
ec
ti
on
 A
ge
nc
y 
(E
PA
) 
が
運
営
す
る
総
合
情
報
サ
イ
ト
で
、
ア
メ
リ
カ
全
土
の
水
環
境
に

関
す
る
施
策
や
事
業
、
法
律
、
活
動
等
関
係
情
報
に
つ
い
て
、
各
流
域
等
か
ら
検
索
で
き
る
。
 

概
要

 

・
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
、
郵
便
番
号
、
都
市
名
、
州
・
郡
名
、
河
川
名
等
、
地
理
的
単
位
や
キ
ー
ワ
ー

ド
、
ま
た
は
地
図
上
の
州
ご
と
の
検
索
か
ら
「
自
分
の
流
域
」
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
大
気
や
水
環
境
に
関
す
る
エ
リ
ア
ご
と
の
デ
ー
タ
コ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
持
つ
各
流
域
情
報
は
、
流

域
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
情
報
を
閲
覧
で
き
る
。
 

• 
流
域
名
、
行
政
区
域
 

• 
市
民
グ
ル
ー
プ
や
研
究
機
関
 

• 
問
題
の
あ
る
水
域
や
調
査
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
評
価
 

• 
米
国
地
質
研
究
所
の
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
デ
ー
タ
 

• 
郡
や
関
連
す
る
地
域
の
情
報
 

• 
EP
Aの
事
業
の
一
つ
で
あ
る
Na
ti
on
al
 E
st
ua
ry
 P
ro
gr
am
s（
河
口
・
沿
岸
域
の
環
境
保
全
事

業
）
に
関
わ
る
地
域
情
報

 

情
報

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

利
用

 

･ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ 

維
持

管
理

 
水

循
環

 
水

質
 

川
づ

く
り

 
意

見
･提

案
 

河
川

改
修

 
環

境
学

習
 

歴
史

・
文

化

(景
観

・
資

源
)

生
物

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

生
物

 

(知
識

）
 

災
害

 

(ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
) 

防
災

 

(啓
発

) 

活
動

・
事

業
内

容
 

他
団

体
･ 

流
域

団
体

 
活

動
支

援
 

ま
ち

づ
く

り
 

ﾘｱ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

情
報

 
そ

の
他

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

情
報

の
難

易
度

多
様
な
層
に
向
け
た
情
報
を
総
合
的
に
公
開
し
、
専
門
性
の
高
い
情
報
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
 

情
報

の
種

類
 

団
体

情
報

、
活

動
情

報
、

活
動

成
果

、
研

究
成

果
、

啓
発

 

特
徴

・
工

夫
 

・
 流
域
の
環
境
情
報
の
ほ
か
、
州
な
ど
広
域
的
レ
ベ
ル
で
の
大
気
、
水
環
境
等
環
境
調
査
デ
ー
タ
や

EP
Aや
他
の
研
究
機
関
の
関
連
情
報
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

る
。
 

 

課
題
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参考資料２ 市民団体による情報受発信の状況及び情報ニーズに関するアンケート調査結果 

 

１）アンケート概要 

 ・実施期間 ：2011 年 2 月 

 ・配布数  ：流域ネットワーク団体（合同ヒアリング参加団体）経由 約 80 団体 

        直接依頼 41 団体 

 ・回収数  ：51 団体 

 ・設問数  ：15 問 

 ・アンケート調査票 
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２）アンケート結果 

 

質問１ 貴団体の名称を教えてください。 

（回答略） 

 

質問２ 貴団体の活動対象の河川・活動範囲について教えてください。 

【活動範囲】 

 

 

【活動水系】 

石狩川（4） 北上川 名取川 最上川 阿武隈川 

荒川（13） 多摩川（6） 利根川 信濃川   加地川 

安倍川 天竜川 淀川(4) 大和川  近木川・見出川 

旭川（7） 吉井川(2) 五ヶ瀬川 大野川 緑川 

川棚川 

 

【活動地方】 

北海道(4)  東北(4) 関東(20)  北陸(2)  

中部(2)   近畿(6) 中国(9)   九州(4) 

 

 

 

 

 

 

 

質問３ 貴団体の活動目的について教えてください。（n=51） 

 
【地域づくり】 
・ 川を丸ごと博物館に！水を活かしたまちづくり・緑を活かしたまちづくり・歴史文化を活かしたま

ちづくり 

22.0%

36.0%4.0%

38.0%

複数の流域全体 流域全体

1つの河川全体 河川の一部

N=50 

選択肢 回答数 割合 

複数の流域全体 11 22.0

流域全体 18 36.0

1 つの河川全体 2 4.0

河川の一部 19 38.0

合計 50 100.0

北海道, 4

東北, 4

関東, 20

北陸, 2
中部, 2

近畿, 6

中国, 9

四国, 0

九州, 
4
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・ 地域におけるまちづくりのための NPO 中間支援を目的に設立したが、現在、主な活動として環境分

野、とくに海洋ごみ、河川ごみ問題に取り組んでいる。 
・ 水と緑を総合的・広域的に保全し、水循環のバランスのとれたまちづくりをめざして、市民、行政

関係者、企業関係者、専門家が協同して活動している。意識や価値観、立場も異なる個人が集まり、

意見を出し合い、その中から協同作業を積み重ねて合意づくりをめざしていく。 
・ 人間も自然の一部であるという認識に立ち、県内の川を中心とした地域（流域）を対象に以下の事

も目的に活動する。①子供たちの健全な成長のため自然に触れ合える環境を整える。②地域文化に

ついて意見交換を行う場を設定する。 
・ △△川の旧川を、村におけるかつての自然や文化、開拓と治水の歴史のシンボルとして位置付け、

その自然環境と周辺産業が共に価値を高めあう未来の実現に向けて事業を行い、持続可能な地域社

会の醸成に寄与することを目的とする。 
・ □□川本川および各支流の全流域で、河川浄化、自然環境の保全・回復をはかり、それをまちづく

りにいかしている。流域の市民団体、住民団体、教育機関、企業、行政などと交流を深める。河川

環境の調査「身近な川の一斉調査」を通し、市民科学の普及、発展に努める。 
・ 川に関心を持ち、様々な分野で河川と係わりをもっている地域住民に「河川レンジャー」（以下：

レンジャー）として、レンジャー自身が培ってきた個性と特性を活かした河川に係わる取り組みを

行うことにより、「地域（人）と河川」「地域と行政」を様々な意味で繋げるコーディネートを行

う。このことにより、多くの人々が川への関心を高め、川にふれ、川の事を共に考えていける関係

の構築を目指す。そして、ひいてはこれまでのような川づくりやまちづくりの時に検討段階の「意

見だけ」を地域住民から伺う「市民参加」ではなく、検討から実施計画、実施の最後まで参加する

『市民参加』を目指している。 
・ 市やその周辺部において、循環型で福祉の充実した地域社会をつくることを目的とする 
・ 会員相互の親睦融和をはかり 地域社会の発展に寄与するとともに、奉仕活動、体力づくりを目的

とする 
・ 小学校の児童・教職員と学校支援ボランティアをコーディネートする地域づくりの組織であり、実

践活動として、学校と地域や行政、専門機関と連携して○○川の自然を活かした地域づくりの活動

を目的としている。 
・ 川と人とのいい関係の再構築：特に「川ガキ」による遊び文化を育てること。 
・ 川を軸とした地域間、官民の交流と連携を通じて、豊かな自然を保全し、歴史や文化を尊重しなが

ら安全で楽しい水辺の創造をはかり、市民の活力あふれる社会の実現への寄与。水難事故防止のた

めの安全な川遊びの普及。 
・ 市内水辺の再生と川を活かしたまちづくりを目指す。ワークショップの場で水辺づくりの市民提案

を行ってきた。一方、その実現のため、クリーンリバー作戦、生き物調査、源流ハイキング・間伐

作業、舟下り、市民工事などを行政との協働で実施。同時に、これら市民参画・協働の手法による

水辺づくり・まちづくりの過程において、「自己決定がやる気を生む」として、市民と行政の関係

のあり方の転換を目指す。 
・ 健全で良好な水環境の改善と創出ならびに水文化の再構築に持続的に取り組み続けていける地域社

会の確立を目指した人づくりに、地域全体で持続発展的に取り組み続けていくことを目的としてい

る。自分たちが暮らしている地域を含む流域という大きなつながりの中で、その水環境の現状と課

題を把握してその改善や創出を進めていくと共に、「川と共に生きる暮らしと文化」そのものを再

構築していくことに取り組んでいる。 
・ 会員相互の協力や広範な人々との協働によって、水辺に関わる自然、歴史、文化、生活、風俗、福

祉、教育、産業、スポーツ、レクリエーション、安全並びに科学技術を探り、これからの水辺の望

ましい姿を考え、楽しく生き生きとした美しい水辺づくり、水辺育てを行い、地域にとっての水辺

の環境改善やまちづくりに寄与することを目的とする。 
・ 次の世代を担う子供たちに対して、地域の文化に根ざしたすばらしい自然環境を引き継ぐため、地

域の住民と互いに連携を図りながら、環境の保全並びに文化の振興に関する事業を行い、地域の発
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展に寄与することを目的として活動している。 
・ 地域の自然と触れあう体験を通じて、多くの方が将来にわたり、生命の尊さ、自然の大切さを学ん

でゆけるよう、豊かな自然を子ども達に引き継ぐ事を目指して活動している。豊かな自然を子供た

ちに引き継ぐ事が本会の目的。 
 
【いい川づくり】 
・ ○○川流域の河川や水辺で水害・土砂災害等の自然災害の防止、水資源の保護、生態系の保護観察

等の活動を行っている仲間たちと交流、連携を促進しつつ、○○川の環境を保全、回復し、次世代

に誇りをもってこれを継承することを目的として活動している。 
・ ①□□川の“いい川づくり”に関わる市民、住民（団体）の活動支援②“いい川づくり”に関する

提案③市民環境科学に基づく調査、研究活動 
・ “いい川づくり”のための諸活動。具体的には、河川清掃などの美化活動、一般市民への啓発活動、

水質調査活動。 
・ ○○川に多自然川づくりが出来るポイントを探す 
・ 河原や湿地で川沿いに歩けない状況を改善、遊歩道をつくり、周辺に憩いの空間をつくる。 
・ △△市を流れる川の「いい川づくり」のための合意形成 

 
【環境学習・体験活動、環境調査】 
・ 河川資料館の管理運営。川を活用した環境教育、河川愛護、まちづくり活動。 
・ 大学の学生が源流域に行って様々な体験実習をすることで、「授業を聞いただけではわからないこ

とを実感し、本物を知って、見分けられるようになろう」というもの。 
・ ゴミ拾いと水質調査。やがてコウノトリが飛んで来てくれる夢あり。ウォーキングしながら、ゴミ

拾い、生き物自然観察、水質調査。小中学校の環境学習指導。水辺の里親。 
・ 川が「昔のように活動できる場」「学びの場」となるように願い、子供たちが川での自然体験を通

して、自然の美しさ・神秘性・厳しさなどにふれ、感動や驚きを覚え、思いやり・忍耐力・協調性・

社会性などを養い、生きることや生命の尊さを学ぶことが出来るよう、学校・家庭・地域などが一

体となって、自然や環境への理解を深めるため、活動を続けている。 
・ 市及びその周辺での環境学習及び実践活動 
・ □□水防センターの管理・運営。川の洪水時などの防災活動や自然環境、地域の歴史・文化などに

ついての情報発信と環境学習支援など。 
・ 県内の野生生物の専門家と自然観察愛好家が作った会。県内の野生生物の実態を市民の手で調査す

ることを目的にしている。地元の貴重な自然は地元が理解して調査する力をつけなければ守れない

と考えている。自治体関係者や学校教師・植物園・動物園関係者や獣医も会員にいる。 
・ 「ふるさとの人や自然について、まず体験し交流して学び、課題を見つけて調査し（ふるさと再発

見）、学んだことを発表して（ふるさと再評価）、さらに深く人々と交流して（ふるさと交流）、

共に未来のふるさとの担い手になること（ふるさと共生）」である。「ふるさと」とは、当面は、

県を対象としている。指導教員の専門研究が水生昆虫であるために、河川等の生物調査・水質定点

調査が自然体験の手始めになっているが、応援する専門家を伴った大型哺乳類被害聞取り調査や、

野鳥観察・山野草観察・樹木調査・土壌岩石鉱物観察・歴史学習も行い、「ふるさとの状況」の総

合的理解を目指している。 
・ 市内の中学高校の環境調査をするクラブ活動の顧問教師の連絡会として 15 年前に発足した。この会

の活動目的は、「ふるさとの人や自然について、まず体験し交流して学び、課題を見つけて調査し

（ふるさと再発見）、学んだことを発表して（ふるさと再評価）、さらに深く人々と交流して（ふ

るさと交流）、共に未来のふるさとの担い手になること（ふるさと共生）」である。指導教員の専

門分野は様々で、河川等の生物調査・水質定点調査が自然体験の手始めになっているが、各分野で

応援する専門家を伴った水生生物調査や水質調査、植物調査や川床などの岩盤地質調査も行い、「源

流から海辺までのふるさとの状況」の総合的理解と住民との地域の課題の共有を目指している。 
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【環境保全、自然再生】 
・ △△川流域で活動をしている市民団体と川に関心を持つ個人が集まり“ゆるやかなネットワーク”

として活動する中間団体。川は都市（まち）の暮らしの根本をささえる大切な資源であるという認

識のもと、△△川が未来も「いい川」として人々に親しまれるよう、①地域住民が親しめ、かかわ

れる川、②緑が多く、多様な生物が生息する川、③健全な水質と流れが確保された川の復活を目指

して、各地域の市民と協力しながら、提案型・参加型の活動を行っている。 
・ 市内の湧水の保全と市内を流れる川に生息している様々な生き物の観察と保全に取り組んでいる。 

地下水の保全と清流河川維持を広める為に、市行政と連携し「湧水・清流都市宣言」をめざしてい

る。 
・ 市の象徴的魚であるミヤコタナゴの復活を目標として活動を開始したが、市域の川において、アユ

が 1 尾採補されたことが、その後の会の活動の具体的な目的を決定した。即ち、「市域の川をアユ

の遊泳する川にしよう」ということが、当会の活動の基本的な目的となった。 
・ 人類の社会活動の基本であり流域の歴史的、文化的営みの所産である健全な水環境を確保するため

に、現存する多種多様・個別的問題の抜本的な解決に向けて、水環境の保全又は改善を志す人達と

のコミュニケーションとネットワークを図り、様々な観点から水環境を総合的に捉える視点を養い、

水環境の保全又は改善に関する事業を行い、水環境に対し節度と良識のある社会の形成に寄与する

ことを目的とする。 
・ 川を知り、川を守る事を目的とする 
・ 一般市民に対して、環境に関する事業を行い、地球環境の向上に寄与することを目的とする 
・ ゴミの不法投棄など、環境の悪化が大きな課題になっている。流域の住民、各種団体、企業、行政

とのパートナーシップのもと、□□川の環境保全を通じて循環型社会の形成、そしてまちづくりに

つなげていくことを目指している。 
・ ○○川の河川清掃。他団体との交流・情報交換。 
 
【普及・啓発活動】 
・ □□川と私たちの関わりを流域全体の多くの人達に理解をして頂き、140 あるといわれる一級河川

□□川水系の全ての支流に「川守」を育てる。流域の川守（活動団体）達をつなぎ、□□川の素晴

らしい河川環境を次代の子ども達に引き継ぐために流域の情報を共有する。（手段）・会報（週 1

回程度）を配信し、流域の情報の共有を図る。地域の文化を再認識し山や川等の自然を守る誓いの

シンボルとして「□□川源流の碑」をリヤカーで流域全体をリレーして建立する。流域の情報を共

有し、課題をみんなで話し合うために建立の前日に建立地で□□川流域交流シンポジウムを開催す

る。 
・ ○○川流域団体の交流。○○川流域での課題や団体の抱える課題等の検討と意見交換。河川政策等

に関する意見や提言、等 
・ きれいな水を次の町にきれいなままで送るため、住民１人１人が川に優しい生活を実行するよう啓

発啓蒙を行う。 
・ 基本的には一般住民に対し河川に親しんでもうらう。その為のイベント、勉強会、見学会、セミナ

ー開催、ミニコミ誌発行など。 
・ 生涯スポーツとしてのカヌースポーツの普及および技術の向上ならびに、会員相互の親睦を図るこ

とを目的とする。主な事業として，河川等でのカヌースポーツの普及および安全啓蒙のための講習

会、カヌーを使っての河川清掃などを開催。 
 
【複合】 
・ ①河川整備時の提案、②河川の清掃、③水質生きもの調査、④環境学習、⑤他川の見学 空堀川へ

の水量確保、⑥会報の発行、⑦雑木林維持管理（他団体協力）、⑧河道に樹木や水際に水草の植栽、

⑨川まつり、環境フェア参加 
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・ ○○川流域をフィールドとして、○○川流域をもっと知ることにより、自然環境保全、子供の環境

学習、リーダー育成、地域づくり、情報インフラ、人的インフラ整備、情報発信等を活動の指針と

して、流域の活動の継続性を模索する 
・ 「人間と川（水）とのかかわりはどうあるべきか」を問いかけた記録映画の上映活動をきっかけに、

ただ昔をなつかしむだけではなく、山や川での原体験をもつ者として、『もう一度あの美しく豊か

な緑（山）、清らかな水と親しみある川を蘇らせよう』と結成した。『遊ぶ』『調べる』『歩く』

『学ぶ』ことを活動の四つの柱に、『人と自然とのかかわり』をとり戻すことを目指している。こ

れまでの活動としては、「○○川・大探検」「水辺の楽校クリーン大作戦」「ホタルの生息調査と

ホタルマップ作成」「水生生物調査」「自然環境講演会」「おもしろ自然学教室」「生き物の生息

環境に配慮した川づくりの基礎的調査・研究」などの活動を行い、「シーボルトの川づくり塾」を

開催し、○○川の魚たちとシーボルトの関わりを学んだ。さらには、子供たちと「シーボルト隊」

を結成し、○○川の調査や源流探検、川とくらしの関係などを考えた川づくりを広めていくことを

目標としている。 
・ △△川（流域）に関する学術・文化などの探求を行うことにより、△△川に集う人々の健康で文化

的な生活の実現と、より良い△△川づくりへの貢献をめざし、現在、①歴史民俗委員会、②自然環

境委員会、③写真委員会、④美術・スポーツレクリエーション委員会に分かれ活動。毎年、論文投

稿・発表が行われる年次大会を開催。また、「川の日ワークショップ関東大会」事務局として活動

を実施。 
・ ①自然や文化と調和した川づくり（治水対策）、②河川・砂防整備への住民意見反映、③河川環境

の保全と再生、④川を活かした街づくり 
・ 自然環境を守り、△△川に清流をとりもどすと共に、水害のない川づくりを願って、市民が交流し

協力することを目的とする。活動内容①△△川に集い、遊び、学ぶ活動や自然保護・水質改善・清

掃、△△川学習や研究などにとりくむ団体や個人の交流をはかる。②△△川にかかわる情報を交流

し、相互に援助し高め合う。 
 

 

質問４ 貴団体の組織について教えてください。 

 
 最大 最小 平均 標準偏差 

スタッフ数 57 1 11.0 11.7 
会員数 2400 0 554.1 3456.5 

 

【スタッフ数】               【会員数】 
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質問５ 貴団体が行っている活動内容について教えてください。（あてはまるもの全てに○をつけてくだ

さい。） 

 
選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

河川清掃・河道の維持管理 34 68.0 まつり・イベント 30 60.0

自然観察 39 78.0 学習会･シンポジウム 38 76.0

環境学習・体験活動 41 82.0 環境調査 32 64.0

研究活動 19 38.0 多自然川づくり 19 38.0

水質浄化運動 15 30.0 生物保全活動 21 42.0

市民等への提案活動 27 54.0 行政等との意見交換･提案 42 84.0

河川環境等の情報発信 32 64.0 普及・啓発活動 34 68.0

防災や水防等の活動 13 26.0 その他 4 8.0
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質問６ 貴団体の抱えている課題や問題点があれば教えてください。（あてはまるもの全てに○をつけて

ください。） 

  
 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

河川の生態系保全 20 39.2 多自然川づくり 16 31.4

河川の水質保全・向上 11 21.6 活動の安全確保 10 19.6

行政等との関係 19 37.3 市民・住民への普及・啓発 24 47.1

河川に関する知識不足 11 21.6 専門家との繋がり 8 15.7

資金確保 35 68.6 人材確保 37 72.5

資材確保 12 23.5 情報交換・コミュニケーション 10 19.6

マネジメントに関する能力不足 13 25.5 その他 5 9.8

 

 

質問７ 貴団体の抱えている課題や問題点について具体的に教えてください。（n=51） 

 
【人材確保】 
・ 収益事業を行いたいが、専属スタッフがいないため難しい状況である。新規入会する会員はいるが、

全体的に高齢化が進んでいる。高齢を理由に退会する者がこの頃特に目立つ。 
・ 設立して 20 数年が経過しており、設立当時のメンバーの高齢化に伴い、若い世代の確保をしている

が、スポット的なイベントには参加してくれるが、日常の活動には入ってこない。しかしここ最近

は若い世代が 2～3 名活動に関わりだしてきている。専門知識がなくても、活動の中で楽しく動いて

くれる場づくりが今の課題。 
・ 高齢化が進み、特に組織の指導者になり得る中堅のメンバーが少ない。養成講座などで安全管理に

ついて講習などしているが、メンバー全体が一丸となって安全管理に取り組めていない。 
・ 大学生や若手がいない。 
・ 活動の参加が減少している。若手の育成をしたいが人手が集まらない。活動に対して一致した共通

認識が薄れてきている（生活にゆとりなくなり、環境に対する認識が、従前より薄れている） 
・ 会員の高齢化。資金不足（会員が少ない）。 
・ 若手の新規参加がなく、会員の老齢化が進み後継者が育たない。 
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・ 源流部に産廃処分場計画があり、水質が悪化し、生態系に変化が起こることが懸念される。活動を

若手に引き継いでいかなければならないが若手の人数も少ないし、意識も高まらない。 
・ 行事の時は手伝ってくれる団体等があり、人手では何とかなるが、それぞれの会に所属しているこ

とから、会員にはなかなかなってもらえない。事務作業が多いので、事務経理の人材がほしいが財

源がない。 
・ 活動の次世代（若手）への伝承。今のスタッフは 40～60 代。子どもを対象として活動しているが若

手（20～30 代）の参加がなく世代が不連続となっている。 
・ 多自然川づくりの目的に対して理解してくれる人材探しに苦労している。 
・ 活動場所周辺の住民が活動に参加してくれない。後継者となる若手の参入。 
・ 一部のスタッフへの負担が大きい。人材確保。地域の理解不足。 
・ 川の環境学習を開催した場合など、大人数を相手にした時のスタッフの確保。資金的、経済的な自

立と継続。雇用制度の延長。 
・ 会員の高齢化により行動力が低下ぎみ、常時動くメンバーが固定化傾向。大学などとの連携で若手

の活動はあるが、卒業とともに関係が途絶える。また、新しく入会しようとする人にとって、活動

に歴史があり固まっている中で、新しい提案がしにくいのでは？「自己決定がやる気を生む」とい

う行政との関係が、組織の中では反映する機会がなく、新しく活動しようとする人、自分の思いが

反映されやりがいを感じるという場面がないと感じるのか。その結果、最近の情報機材を使いこい

なせる人材に依拠したいインターネットの更新など情報発信が十分できないため、内部会員向けの

会報などにとどまってしまう。 
・ 意識を持った新会員が集まらない（若い人、男性）。様々な自然体験活動を指導する団体が出来、そ

ちらに活動の重点を置く会員がでてきた。財源がないので講師として活動しても、謝金、日当は支

払えない等も原因か。 
・ 少子化・高齢化の影響が少なからずあり、活動中の安全確保のためのスタッフの確保に苦慮するこ

とが想定される。 
・ より広い個人・団体会員の参加に努力している。若手の参加は、研究者の指導する学生や、会員団

体での参加者、小学生親子との結びつきなど、意識的な努力の最中である。 
・ 若干の人材不足。スタッフはリタイア組が中心。 
・ 1987 年 10 月に発足以来、様々な取組を重ねて 23 年を過ぎ、高齢化していることで機動力が不足し

ている。若手も一時常勤したが独立し会を離れているため、その育成が展望できていない。 
・ 地域の中学高校のクラブ・大学・行政などと連携して「中高生のための水辺教室」（14 年目）や「△

△川源流大学」（2 年目）を事業化して以来、地域の住民の環境調査意識の盛り上がりに伴い順調に

事業拡大してきているが、拡大につれて事業の資金調達やマネジメントなどでスタッフの能力を超

えていることが問題。活動の組織化・役割分担・人材確保が急務。 
・ 特に数名の人に、事務作業、清掃活動運営作業が集中している。また、30 代、40 代が多く、学生な

どの 20 代がいない。事務作業にあたれるスタッフがいない。 
・ メンバーが高齢化している中、若手メンバーの減少。人材確保が困難。 
・ 活動の主な資金源が会員の会費と企業、財団等からの寄付であることから、当会の活動を理解し、

支援してくださる方々が必要。また、当会で主体的に、新たに実施する事業等は、会員が持ち寄っ

た企画を基に検討し、会員や関係団体等と連携して実施することが多く、自主的に、かつ、主体的

に活動してくれる会員が求められている。 
・ スタッフ不足（ボランティアでは、限界がある）。 
・ 高齢化、過疎化が急速に進み、継続の仕組みづくりが困難になってきている。 
・ 活動スタッフが常に不足。 
・ 会員が高齢化している。会員の多くが重複していろいろな活動をしているため多忙で、相互の協力

が難しい。自発的な興味がないと運営委員が勤まらず、成果を確認することが難しい活動なので、

人が集まらない。 
・ 会の持続・発展を考えるとき、会員増強に直面している。 
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【資金・資材確保】 
・ 資金確保については助成金頼みなので、絶えずスタッフ申請書と報告書の作成に追われているし、

安定した運営にならないのでいつも自転車操業である。 
・ 各種補助金によって運営しているが、固定収入の裏づけが欲しい。 
・ 行政との業務契約による事業展開はある程度行っているが、主体的な活動に充ち足りる資金の確保

が弱い。 
・ 中間支援組織としての位置づけを考えているが、資金の確保、運営拠点づくりがうまくいかない。

この問題をクリアにしない限り、人材育成や川づくりへの参画等のミッションが達成されない。 
・ 大学の運営方針により事業の存続・資金が毎年更新制になっていることによる。継続的なプランを

計画しづらい。 
・ 活動資金確保が不安定であり、現在、専従事務員は 1 名であるが仕事量に対しての専従職員の確保

はもちろん、アルバイト等の人材確保にも苦労している。 
・ 今までは信用金庫の創業支援館を安価で借りていたが、３年たつので、出なければならない。しか

し、定期収入があるわけではないので、安い事務所の確保が難しい。補助金制度は、事業仕分けで

１年ごとに変わったり（環境省関係）して不安定であてにならない。エコポイントで寄付をいただ

くことができたが、これも来年で終了。 
・ 地域の主体的な活動のため、行政等からの補助金が恒常的にあるわけでないので、資金確保、人材

確保（指導者等）、資材確保には苦慮している。 
・ 助成金頼りとなり、安定した収入が少ない。常勤スタッフの確保が困難。清掃活動に直接使う道具

などは、行政からの好意でまかなえている状況。ただ、担当者が変わるとどうなるかは不透明。ゴ

ミマップを全国で使えるようにするための道具類が不足（デジカメ、GPS ロガーなど）。 
・ 資金確保が困難であるため、資材確保・知識向上を十分に行えない。 
・ 資金不足（ナショナル・トラスト運動の展開、認定 NPO 化）。 
・ 活動フィールドの確保が難しい。特に他活動（体育系）や将来の河川整備などの関係から、確保で

きない。できなくなるなどの問題がある。高水敷に水を引き込むなどのビオトープ環境を確保して

いるが、その維持に手間や資金がかかり、この費用の確保や人材確保が課題。 
・ ①多方面の専門化との人脈はあるが、その専門家を活かすためにはある程度の資金が必要となり、

資金確保が大変である。②ベースとなる資金づくりができていないため、長期的な事業計画が立て

られない点が課題。③専従の事務局員を確保するには一定の資金確保を長期的に図る必要がある。

④資材は、買ってくる、寄付でもらうなどで対応できるが、資材置き場がなく困る。都内で倉庫を

借りると費用がかかる。以前は河川管理者に預けていたが、公平性の確保と言われ、一市民団体の

荷物（資材）は預かれないと言われ困っている。⑤資金確保のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ能力が不足している。 
・ 現在は財団法人の助成で辛うじて事業を進めているが、活動範囲の拡大に伴い資金確保が問題にな

る。 
 
【市民への普及・啓発】 
・ ○○川水系のすばらしさ、特に○○川のすばらしさやカヌーのフィールドとして優れていることを、

もっと市民に広く理解してもらいたいと思うが、思うように広がらないことと、肝心の○○川から

の参加者が少ない。 
・ 平成 22 年度に設立したまだ新しい団体であり、また当会のような任意で運営され非営利で活動する

市民団体は、これまで村では例が無いため、会の目的や理念に対し、自治体、地域住民などの理解

がまだ十分に得られていないと感じている。平成 22 年度は、主な活動として小学校の総合学習支援

を村との協働により実施したが、運営についてはごく限られた参加スタッフによって行う形になり、

会が目指す「地域と旧川の繋ぎ目」的な役割は十分に果たせなかった。まずは、会の果たせる役割

を活動によって示していくことで、地域の信頼を得ることが課題であり目標と考えている。 
・ 当会で取り組んでいる水環境に関する活動は、事業実施後のアンケート結果等から、市民の潜在意
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識としては非常に高い関心があるものと考えているが、イベント事業の参加者は横ばいないし微減

が続いている。活動の真意に対する理解が得られておらず、とっつきにくい印象を与えているので

は、という課題を感じている。 
・ 毎年、定期的に川での清掃活動や自然と親しむイベントを行っているが、地域住民の参加・関心が

まだまだ不足している。情報の伝達不足なのか？住民へのアプローチ不足なのか？地域性なのか？

現状より多くの人々の参加を促す手法が問題点。 
・ 地域の活動として多岐にわたる活動を継続しているが、一部を除いて活動の意義について理解を得

て、広く活動が発展していく素地を形成するには至っていない。地域住民の理解を得るための手段

や方法を模索している。 
 

【合意形成、行政等との関係】 
・ △△川・□□川合流点の川づくりについて、△△川の現河道が有する豊かな環境を保全しながら、

新河道を整備する川づくりの方法について、専門家、河川管理者、自治体、周辺住民、市民団体と

ともに検討を行っている。どのように「いい川づくり」を合意形成できるかが大きな課題である。

また、△△川中流の各所に存在する落差工がアユ等の遡上・降下に支障となっており、その改善を

提案している。 
・ 良い川づくり（川の構造面で）市民との合意形成の難しさ。 
・ ○○川流域には「地域文化」が存在しているので、そこから学ぶ活動をしているが、行政が邪魔を

している。市民活動の拠点施設の建設そして、独自の管理運営に関わり、○○っ子探険隊などの活

動でかなり高い評価を得たが、担当が変わり取り組まなくなった。しかし、○○川汽水ワンドが自

然再生事業を背景にほぼ完成しつつあるのでこれを環境学習を背景に小・中高生の取り組みにする

為汗をかいているが、行政が経過も分からずお荷物扱いにしている。 
・ 10年前の小学校の副読本の改訂要望が続いたため、△△川市民ネットワークの専門部会に位置づけ、

限られた予算と事務局態勢で、とりあえず補充版を少部数で発行した。行政の事業に位置づけ、全

面的な改訂作業となることを要望している。 
・ □□川・○○川流域連携での取り組みで、移動時間や人材が負担となっており、各団体との連携（自

立分担）が課題。□□川・○○川復活での取り組みは 10 年、20 年の長期的なものとなるため、行

政や広域連携の組織基盤づくりが課題。 
・ 河川区域の自然再生事業に、国交省として資金に係る助成制度の確立。 
・ ①役所側の人事異動で、気心が知れてきた人が異動するため、１からの関係づくりが大変である。

②河川管理者とのコミュニケーションが充分にとれなくなりつつある。特に、１つの市民団体と話

をすると公平性の観点から問題があると河川管理者が認識していると思われ、踏み込んだ話ができ

ない。連絡事項等の伝達程度となる。 
・ 市の環境部門の市民協働への意識が後退している。 
・ 河川環境に対する市民・市民団体の考えには多様なものがあり対立しかねない。 
・ 市には河川に接続する都市計画公園が 3 カ所もあるが、事業化が一向に進まない。 
 
【情報交換・コミュニケーション】 
・ 流域が二県にまたがっており、それぞれの情報が様々な為整理が必要。流域の河川生態の情報が不

足しており、流域の情報を専門家を招いて学習しているが、適任者を探すに手間取っている。IT 関

係者の確保が出来ていない。スタッフはそれぞれ仕事を抱え、空いた時間が取れない。常駐スタッ

フは資金的な面が大きく確保出来ない。 
・ 会員数の増加、組織の拡大と共に、会員内での情報交換、意識共有の面でも問題が出てきており、

この問題はスタッフ等の新規参加の面でも支障になっていると感じている。 
・ 合併による上、中流域の団体の減少。自治体が団体の情報受発信の手伝いをしなくなっている。高

齢化による後継者不足。情報の受発信方法（上、中流域は、ネット環境は地デジ化に併せて整って

いるがインターネット接続者は非常に少ない）。上流域、中流域の情報発信が非常に少なくなってい
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る。行政改革地方分権化の影響で、直轄河川の事務所のフットワークや、情報閲覧体制が弱くなっ

ている。 
・ 同じフィールドで活動している団体となかなか歩調が合わず、合同での調査などができていない。 
・ 水質保全・向上については、地域の中で取り組んでも、下流側に位置している関係で、上流側の影

響が強く出てしまうため、上流側も含めた取り組みでないと効果が薄いが、上流側まで含めると対

象範囲が広範になりすぎて、連動した取り組みまでなかなか踏み込めない。 
・ イベントや活動の記録保存・参加校への情報連絡・開催した地元との情報交換・行政との連携と情

報交換などが不十分。資金不足・スタッフ不足。 
・ ネットワークしている流域の団体のトップが、地域活動のリーダーになってきて、多くのことを流

域単位で一緒に活動することが難しくなってきている。 
・ 対象地域が広範囲なため、特定地域での活動や対象地域全体への把握が不十分になりがち。 

 
【河川に関する知識の不足】 
・ 河川に対しての知識不足。 
・ 資金確保が困難であるため、資材確保・知識向上を十分に行えない。（再掲） 
・ 専門家とのつながりもできたが、まだまだ知識不足である。 
・ 植生の専門家がいないので、その環境調査を手がけていない。 
・ 一般的な河川に係わる知識は会員の力を借りて確保できるが、専門的なことになると不足する。し

かし、河川管理者に訊ねても業務に係ることもあるためか、明確な回答がなく分からずじまいとな

る。 
 
【その他】 
・ もともとは、川の市民活動を行っていたのではなく、「川に関心がある」「川に関する活動はおもし

ろそう」と感じた人たちが『レンジャー養成講座』を通じてレンジャーになっている例が最近増え

てきている。“イベント”だけに終わってしまわないか危惧する。これにより、上記設問にもあげた

各項目（河川の生態系保全、多自然川づくり、行政等との関係、市民・住民への普及・啓発、河川

に関する知識不足）について、レンジャーになった以後も意識を持って、怠ることなく取り組んで

いけるか？ 
・ 活動していけばいくほど、様々な問題が見えてくる。総じて力不足という想いをつのらせることに

なる。 
・ やりたいこと、やらねばならないことたくさんある。事務局スタッフ、資金、時間がない。 
・ 住民運動と関わることが多く、産廃反対運動の市民からの調査要請や反対運動の協力が要請される

が、中立性を確保することが難しい。 
・ □□高校理学部の課題は、学校の体質としてスポーツ活動には全校挙げて取り組む姿勢があるが、

科学文化活動には応援が十分とは言えず、ここを強化するには校外での評価を今以上に積み上げて

いくこと。 
・ 湿原の特別緑地保全地区の指定（埋立ての阻止、訴訟）。 
・ 水質浄化に向けた活動が停滞しており、この活動の活発化を図ることが課題。 
・ 安全確保には気を使っているが、万が一の時が心配であり、どの程度まで（だれ、どれだけ）保険

をかけ、どの程度の補償をすれば、市民活動としての責務を果たせるのかが知りたい。 
・ ①大型外来植物駆除が大変、□□川では水際の刈り残し部に樹木が生えても洪水時の倒木・流出の

恐れがあり伐採されてしまう。②河川改修が 40 年くらい前に当時のやり方（コンクリート低水護岸）

で一応終了しているので多自然な川とはほど遠い。③下水処理場の排水が 60％で水質が向上しない。 
・ 平常時水量確保：最大の水源が工場排水であり、改修工事は直線的で横断面が大きい不自然型で行

われている。 
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質問８ 貴団体の河川環境の情報の受発信の状況について教えてください。以下の対象（相手）ごとに、主

にどのような情報の内容を、どのような手段で、どの程度入手（受信）しているか、また、どのような情報

の内容を、どのような手段で、どの程度発信しているのかについて、該当するものを選んで記入ください。

（あてはまるもの全てを記入ください。） 

【情報の入手】 

(a)河川管理者 

   

①情報の内容                   ②手段 

  
        ③頻度 

①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 27 52.9 水質 17 33.3

植物 13 25.5 魚類 14 27.5

魚以外の水生生物 12 23.5 ③～⑤以外の生物 10 19.6

川づくり 24 47.1 川に関わる資源 13 25.5

市民の意見・提案 9 17.6 利用・イベント 21 41.2

歴史・文化 10 19.6 景観 9 17.6

環境学習・体験学習 11 21.6 維持管理 29 56.9

河川改修 33 64.7 その他 7 13.7

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 17 33.3 ブログ 3 5.9

メール 17 33.3 ツイッター 0 0.0

WebGIS（地理情報システム） 1 2.0 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 1 2.0

懇談・会議 32 62.7 紙の広告誌・通信 10 19.6

フィールドワーク 3 5.9 フォーラム 9 17.6

ワークショップ 4 7.8 紙のマップ 2 3.9

電話 9 17.6 FAX 2 3.9

郵便・宅急便など 4 7.8 新聞などのマスコミ 3 5.9

ミニコミ紙 2 3.9 その他 1 2.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 2 3.9 1 週間に数回 2 3.9

月に数回 13 25.5 月に 1回 12 23.5

半年に 1回 8 15.7 1 年に 1回 3 5.9

数年に 1回 1 2.0 ほとんどない 1 2.0
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(b)流域の自治体 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 

①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 13 25.5 水質 11 21.6

植物 9 17.6 魚類 10 19.6

魚以外の水生生物 8 15.7 ③～⑤以外の生物 7 13.7

川づくり 11 21.6 川に関わる資源 6 11.8

市民の意見・提案 8 15.7 利用・イベント 17 33.3

歴史・文化 10 19.6 景観 6 11.8

環境学習・体験学習 12 23.5 維持管理 10 19.6

河川改修 8 15.7 その他 2 3.9

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 11 21.6 ブログ 5 9.8

メール 13 25.5 ツイッター 0 0.0

WebGIS（地理情報システム） 2 3.9 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 21 41.2 紙の広告誌・通信 17 33.3

フィールドワーク 4 7.8 フォーラム 4 7.8

ワークショップ 2 3.9 紙のマップ 2 3.9

電話 9 17.6 FAX 2 3.9

郵便・宅急便など 5 9.8 新聞などのマスコミ 3 5.9

ミニコミ紙 1 2.0 その他 0 0.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 1 2.0 1 週間に数回 2 3.9

月に数回 11 21.6 月に 1回 8 15.7

半年に 1回 8 15.7 1 年に 1回 2 3.9

数年に 1回 1 2.0 ほとんどない 0 0.0
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(c)学識者・専門家 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 

①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 18 35.3 水質 15 29.4

植物 17 33.3 魚類 18 35.3

魚以外の水生生物 18 35.3 ③～⑤以外の生物 13 25.5

川づくり 15 29.4 川に関わる資源 10 19.6

市民の意見・提案 6 11.8 利用・イベント 9 17.6

歴史・文化 16 31.4 景観 9 17.6

環境学習・体験学習 12 23.5 維持管理 5 9.8

河川改修 8 15.7 その他 3 5.9

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 10 19.6 ブログ 3 5.9

メール 15 29.4 ツイッター 0 0.0

WebGIS（地理情報システム） 1 2.0 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 17 33.3 紙の広告誌・通信 6 11.8

フィールドワーク 8 15.7 フォーラム 7 13.7

ワークショップ 7 13.7 紙のマップ 1 2.0

電話 5 9.8 FAX 2 3.9

郵便・宅急便など 5 9.8 新聞などのマスコミ 3 5.9

ミニコミ紙 1 2.0 その他 3 5.9

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 1 2.0 1 週間に数回 2 3.9

月に数回 8 15.7 月に 1回 7 13.7

半年に 1回 8 15.7 1 年に 1回 3 5.9

数年に 1回 1 2.0 ほとんどない 1 2.0
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(d)他の市民団体 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 14 27.5 水質 13 25.5

植物 15 29.4 魚類 16 31.4

魚以外の水生生物 10 19.6 ③～⑤以外の生物 8 15.7

川づくり 14 27.5 川に関わる資源 8 15.7

市民の意見・提案 12 23.5 利用・イベント 26 51.0

歴史・文化 10 19.6 景観 7 13.7

環境学習・体験学習 16 31.4 維持管理 7 13.7

河川改修 9 17.6 その他 1 2.0

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 12 23.5 ブログ 7 13.7

メール 28 54.9 ツイッター 1 2.0

WebGIS（地理情報システム） 3 5.9 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 21 41.2 紙の広告誌・通信 21 41.2

フィールドワーク 7 13.7 フォーラム 8 15.7

ワークショップ 8 15.7 紙のマップ 1 2.0

電話 9 17.6 FAX 3 5.9

郵便・宅急便など 7 13.7 新聞などのマスコミ 5 9.8

ミニコミ紙 1 2.0 その他 0 0.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 3 5.9 1 週間に数回 5 9.8

月に数回 12 23.5 月に 1回 8 15.7

半年に 1回 5 9.8 1 年に 1回 2 3.9

数年に 1回 0 0.0 ほとんどない 1 2.0
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(e)学校 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 3 5.9 水質 2 3.9

植物 4 7.8 魚類 3 5.9

魚以外の水生生物 3 5.9 ③～⑤以外の生物 3 5.9

川づくり 3 5.9 川に関わる資源 2 3.9

市民の意見・提案 5 9.8 利用・イベント 5 9.8

歴史・文化 5 9.8 景観 2 3.9

環境学習・体験学習 14 27.5 維持管理 2 3.9

河川改修 2 3.9 その他 3 5.9

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 1 2.0 ブログ 3 5.9

メール 9 17.6 ツイッター 1 2.0

WebGIS（地理情報システム） 1 2.0 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 10 19.6 紙の広告誌・通信 2 3.9

フィールドワーク 0 0.0 フォーラム 2 3.9

ワークショップ 1 2.0 紙のマップ 1 2.0

電話 4 7.8 FAX 2 3.9

郵便・宅急便など 3 5.9 新聞などのマスコミ 2 3.9

ミニコミ紙 1 2.0 その他 1 2.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 1 2.0 1 週間に数回 0 0.0

月に数回 2 3.9 月に 1回 1 21.6

半年に 1回 3 5.9 1 年に 1回 1 2.0

数年に 1回 0 0.0 ほとんどない 3 5.9
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(f)市民・住民 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 9 17.6 水質 6 11.8

植物 8 15.7 魚類 8 15.7

魚以外の水生生物 4 7.8 ③～⑤以外の生物 5 9.8

川づくり 7 13.7 川に関わる資源 6 11.8

市民の意見・提案 17 33.3 利用・イベント 9 17.6

歴史・文化 12 23.5 景観 5 9.8

環境学習・体験学習 8 15.7 維持管理 6 11.8

河川改修 5 9.8 その他 1 2.0

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 3 5.9 ブログ 4 7.8

メール 1 21.6 ツイッター 0 0.0

WebGIS（地理情報システム） 1 2.0 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 16 31.4 紙の広告誌・通信 4 7.8

フィールドワーク 3 5.9 フォーラム 5 9.8

ワークショップ 3 5.9 紙のマップ 1 2.0

電話 8 15.7 FAX 5 9.8

郵便・宅急便など 5 9.8 新聞などのマスコミ 5 9.8

ミニコミ紙 1 2.0 その他 1 2.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 2 3.9 1 週間に数回 1 2.0

月に数回 7 13.7 月に 1回 6 11.8

半年に 1回 6 11.8 1 年に 1回 1 2.0

数年に 1回 1 2.0 ほとんどない 4 7.8
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(g)会員 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 13 25.5 水質 13 25.5

植物 16 31.4 魚類 18 35.3

魚以外の水生生物 16 31.4 ③～⑤以外の生物 16 31.4

川づくり 13 25.5 川に関わる資源 12 23.5

市民の意見・提案 19 37.3 利用・イベント 24 47.1

歴史・文化 15 29.4 景観 11 21.6

環境学習・体験学習 18 35.3 維持管理 9 17.6

河川改修 1 21.6 その他 2 3.9

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 6 11.8 ブログ 3 5.9

メール 20 39.2 ツイッター 0 0.0

WebGIS（地理情報システム） 1 2.0 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 23 45.1 紙の広告誌・通信 11 21.6

フィールドワーク 9 17.6 フォーラム 5 9.8

ワークショップ 5 9.8 紙のマップ 1 2.0

電話 14 27.5 FAX 6 11.8

郵便・宅急便など 7 13.7 新聞などのマスコミ 1 2.0

ミニコミ紙 1 2.0 その他 0 0.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 5 9.8 1 週間に数回 2 3.9

月に数回 13 25.5 月に 1回 10 19.6

半年に 1回 3 5.9 1 年に 1回 1 2.0

数年に 1回 1 2.0 ほとんどない 1 2.0
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(h)その他 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 3 5.9 水質 2 3.9

植物 1 2.0 魚類 2 3.9

魚以外の水生生物 1 2.0 ③～⑤以外の生物 2 3.9

川づくり 2 3.9 川に関わる資源 2 3.9

市民の意見・提案 1 2.0 利用・イベント 3 5.9

歴史・文化 3 5.9 景観 2 3.9

環境学習・体験学習 1 2.0 維持管理 1 2.0

河川改修 1 2.0 その他 2 3.9

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 3 5.9 ブログ 1 2.0

メール 3 5.9 ツイッター 0 0.0

WebGIS（地理情報システム） 0 0.0 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 3 5.9 紙の広告誌・通信 1 2.0

フィールドワーク 1 2.0 フォーラム 1 2.0

ワークショップ 0 0.0 紙のマップ 1 2.0

電話 1 2.0 FAX 0 0.0

郵便・宅急便など 2 3.9 新聞などのマスコミ 3 5.9

ミニコミ紙 1 2.0 その他 0 0.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 1 2.0 1 週間に数回 0 0.0

月に数回 1 2.0 月に 1回 1 2.0

半年に 1回 1 2.0 1 年に 1回 1 2.0

数年に 1回 0 0.0 ほとんどない 1 2.0
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【情報の発信】 

(a)河川管理者 

  

①情報の内容                   ②手段 

 

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 17 33.3 水質 14 27.5

植物 9 17.6 魚類 13 25.5

魚以外の水生生物 11 21.6 ③～⑤以外の生物 7 13.7

川づくり 18 35.3 川に関わる資源 7 13.7

市民の意見・提案 18 35.3 利用・イベント 23 45.1

歴史・文化 11 21.6 景観 10 19.6

環境学習・体験学習 19 37.3 維持管理 11 21.6

河川改修 8 15.7 その他 4 7.8

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 14 27.5 ブログ 1 2.0

メール 21 41.2 ツイッター 0 0.0

WebGIS（地理情報システム） 2 3.9 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 20 39.2 紙の広告誌・通信 9 17.6

フィールドワーク 5 9.8 フォーラム 8 15.7

ワークショップ 8 15.7 紙のマップ 1 2.0

電話 5 9.8 FAX 3 5.9

郵便・宅急便など 4 7.8 新聞などのマスコミ 2 3.9

ミニコミ紙 2 3.9 その他 2 3.9

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 1 2.0 1 週間に数回 1 2.0

月に数回 12 23.5 月に 1回 12 23.5

半年に 1回 7 13.7 1 年に 1回 3 5.9

数年に 1回 1 2.0 ほとんどない 1 2.0
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(b)流域の自治体 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 11 21.6 水質 9 17.6

植物 8 15.7 魚類 11 21.6

魚以外の水生生物 8 15.7 ③～⑤以外の生物 10 19.6

川づくり 14 27.5 川に関わる資源 7 13.7

市民の意見・提案 14 27.5 利用・イベント 20 39.2

歴史・文化 9 17.6 景観 7 13.7

環境学習・体験学習 17 33.3 維持管理 9 17.6

河川改修 5 9.8 その他 2 3.9

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 11 21.6 ブログ 1 2.0

メール 21 41.2 ツイッター 1 2.0

WebGIS（地理情報システム） 2 3.9 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 19 37.3 紙の広告誌・通信 15 29.4

フィールドワーク 3 5.9 フォーラム 9 17.6

ワークショップ 7 13.7 紙のマップ 1 2.0

電話 8 15.7 FAX 2 3.9

郵便・宅急便など 2 3.9 新聞などのマスコミ 6 11.8

ミニコミ紙 1 2.0 その他 1 2.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 0 0.0 1 週間に数回 1 2.0

月に数回 8 15.7 月に 1回 15 29.4

半年に 1回 8 15.7 1 年に 1回 4 7.8

数年に 1回 0 0.0 ほとんどない 0 0.0
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(c)学識者・専門家 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 8 15.7 水質 8 15.7

植物 10 19.6 魚類 15 29.4

魚以外の水生生物 10 19.6 ③～⑤以外の生物 9 17.6

川づくり 1 21.6 川に関わる資源 5 9.8

市民の意見・提案 12 23.5 利用・イベント 15 29.4

歴史・文化 8 15.7 景観 7 13.7

環境学習・体験学習 16 31.4 維持管理 5 9.8

河川改修 6 11.8 その他 3 5.9

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 6 11.8 ブログ 2 3.9

メール 19 37.3 ツイッター 1 2.0

WebGIS（地理情報システム） 2 3.9 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 14 27.5 紙の広告誌・通信 12 23.5

フィールドワーク 2 3.9 フォーラム 10 19.6

ワークショップ 8 15.7 紙のマップ 1 2.0

電話 9 17.6 FAX 2 3.9

郵便・宅急便など 3 5.9 新聞などのマスコミ 6 11.8

ミニコミ紙 1 2.0 その他 0 0.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 0 0.0 1 週間に数回 1 2.0

月に数回 6 11.8 月に 1回 7 13.7

半年に 1回 7 13.7 1 年に 1回 4 7.8

数年に 1回 0 0.0 ほとんどない 1 2.0
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(d)他の市民団体 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 18 35.3 水質 14 27.5

植物 13 25.5 魚類 17 33.3

魚以外の水生生物 12 23.5 ③～⑤以外の生物 12 23.5

川づくり 17 33.3 川に関わる資源 11 21.6

市民の意見・提案 16 31.4 利用・イベント 26 51.0

歴史・文化 13 25.5 景観 11 21.6

環境学習・体験学習 25 49.0 維持管理 11 21.6

河川改修 14 27.5 その他 4 7.8

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 15 29.4 ブログ 4 7.8

メール 21 41.2 ツイッター 2 3.9

WebGIS（地理情報システム） 3 5.9 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 19 37.3 紙の広告誌・通信 17 33.3

フィールドワーク 5 9.8 フォーラム 11 21.6

ワークショップ 9 17.6 紙のマップ 3 5.9

電話 7 13.7 FAX 2 3.9

郵便・宅急便など 6 11.8 新聞などのマスコミ 10 19.6

ミニコミ紙 2 3.9 その他 1 2.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 1 2.0 1 週間に数回 1 2.0

月に数回 7 13.7 月に 1回 17 33.3

半年に 1回 7 13.7 1 年に 1回 4 7.8

数年に 1回 1 2.0 ほとんどない 0 0.0
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(e)学校 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 11 21.6 水質 9 17.6

植物 6 11.8 魚類 8 15.7

魚以外の水生生物 6 11.8 ③～⑤以外の生物 7 13.7

川づくり 6 11.8 川に関わる資源 6 11.8

市民の意見・提案 7 13.7 利用・イベント 15 29.4

歴史・文化 12 23.5 景観 8 15.7

環境学習・体験学習 23 45.1 維持管理 5 9.8

河川改修 6 11.8 その他 3 5.9

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 10 19.6 ブログ 1 2.0

メール 9 17.6 ツイッター 2 3.9

WebGIS（地理情報システム） 2 3.9 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 8 15.7 紙の広告誌・通信 14 27.5

フィールドワーク 3 5.9 フォーラム 4 7.8

ワークショップ 4 7.8 紙のマップ 1 2.0

電話 5 9.8 FAX 2 3.9

郵便・宅急便など 2 3.9 新聞などのマスコミ 6 11.8

ミニコミ紙 1 2.0 その他 1 2.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 0 0.0 1 週間に数回 0 0.0

月に数回 2 3.9 月に 1回 13 25.5

半年に 1回 5 9.8 1 年に 1回 3 5.9

数年に 1回 1 2.0 ほとんどない 1 2.0
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(f)市民・住民 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 13 25.5 水質 12 23.5

植物 8 15.7 魚類 11 21.6

魚以外の水生生物 8 15.7 ③～⑤以外の生物 9 17.6

川づくり 11 21.6 川に関わる資源 12 23.5

市民の意見・提案 12 23.5 利用・イベント 22 43.1

歴史・文化 15 29.4 景観 10 19.6

環境学習・体験学習 25 49.0 維持管理 9 17.6

河川改修 11 21.6 その他 3 5.9

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 14 27.5 ブログ 3 5.9

メール 14 27.5 ツイッター 2 3.9

WebGIS（地理情報システム） 1 2.0 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 9 17.6 紙の広告誌・通信 17 33.3

フィールドワーク 4 7.8 フォーラム 8 15.7

ワークショップ 6 11.8 紙のマップ 2 3.9

電話 3 5.9 FAX 2 3.9

郵便・宅急便など 4 7.8 新聞などのマスコミ 10 19.6

ミニコミ紙 2 3.9 その他 2 3.9

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 0 0.0 1 週間に数回 1 2.0

月に数回 5 9.8 月に 1回 12 23.5

半年に 1回 6 11.8 1 年に 1回 7 13.7

数年に 1回 0 0.0 ほとんどない 2 3.9
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(g)会員 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 18 35.3 水質 18 35.3

植物 17 33.3 魚類 23 45.1

魚以外の水生生物 18 35.3 ③～⑤以外の生物 18 35.3

川づくり 19 37.3 川に関わる資源 14 27.5

市民の意見・提案 18 35.3 利用・イベント 29 56.9

歴史・文化 18 35.3 景観 13 25.5

環境学習・体験学習 22 43.1 維持管理 12 23.5

河川改修 14 27.5 その他 4 7.8

②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 13 25.5 ブログ 3 5.9

メール 28 54.9 ツイッター 2 3.9

WebGIS（地理情報システム） 1 2.0 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 1 2.0

懇談・会議 21 41.2 紙の広告誌・通信 15 29.4

フィールドワーク 3 5.9 フォーラム 8 15.7

ワークショップ 5 9.8 紙のマップ 1 2.0

電話 10 19.6 FAX 3 5.9

郵便・宅急便など 7 13.7 新聞などのマスコミ 3 5.9

ミニコミ紙 1 2.0 その他 0 0.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 5 9.8 1 週間に数回 3 5.9

月に数回 11 21.6 月に 1回 16 31.4

半年に 1回 7 13.7 1 年に 1回 2 3.9

数年に 1回 0 0.0 ほとんどない 0 0.0
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(h)その他 

   

①情報の内容                   ②手段 

  

        ③頻度 

 
①情報の内容 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 2 3.9 水質 2 3.9

植物 0 0.0 魚類 2 3.9
魚以外の水生生物 0 0.0 ③～⑤以外の生物 2 3.9
川づくり 3 5.9 川に関わる資源 1 2.0
市民の意見・提案 1 2.0 利用・イベント 3 5.9
歴史・文化 2 3.9 景観 1 2.0
環境学習・体験学習 3 5.9 維持管理 0 0.0
河川改修 0 0.0 その他 1 2.0
②手段 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ホームページ 3 5.9 ブログ 2 3.9

メール 3 5.9 ツイッター 0 0.0

WebGIS（地理情報システム） 0 0.0 SNS（ソーシャルネットワーキングサイト） 0 0.0

懇談・会議 2 3.9 紙の広告誌・通信 2 3.9

フィールドワーク 0 0.0 フォーラム 1 2.0

ワークショップ 3 5.9 紙のマップ 0 0.0

電話 1 2.0 FAX 0 0.0

郵便・宅急便など 0 0.0 新聞などのマスコミ 1 2.0

ミニコミ紙 0 0.0 その他 1 2.0

③頻度 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

ほぼ毎日 0 0.0 1 週間に数回 0 0.0

月に数回 1 2.0 月に 1回 2 3.9

半年に 1回 1 2.0 1 年に 1回 1 2.0

数年に 1回 0 0.0 ほとんどない 0 0.0
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質問９ 活動を行う上で河川環境に関してどのような情報が不足していますか。（あてはまるもの全てに

○をつけてください。） 

 
選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

水環境・水循環 18 42.9 水質 10 23.8

植物 11 26.2 魚 11 26.2

魚以外の水生動物 9 21.4 ③～⑤以外の生物 10 23.8

川づくり 17 40.5 川に関わる資源 14 33.3

市民の意見・提案 17 40.5 利用・イベント 11 26.2

歴史・文化 13 31.0 景観 9 21.4

環境学習・体験学習 9 21.4 維持管理 18 42.9

河川改修 23 54.8 その他 9 21.4

 

 

質問 10 不足している情報について具体的に教えてください。（n=51） 

 
【川づくりの考え方】 
・ 多自然川づくりや河川改修について、実際の現場との感覚のズレを感じることが多い。また、市民

や土木業者側にも多自然川づくりや、これから理想としている川づくりについての、共通認識が育

っていないので、そんな事に対しての情報をどう受け入れ、発信していけば良いのか悩んでいる。 

・ 川づくりへのビジョンが見えないまま、個別情報が得られても単なる知識としての意味しかない。 

・ 自分が勉強不足ということもあるが、何が問題なのかすら分からないために他から情報をもらわな

いと分からないということもある。「今、この川では何が問題でどのような対策をとっている」な

どの情報発信があるととても便利だと思う。 

・ 河川管理者（国）との情報交換がほとんど出来ていない。管理者として今後の河川をどうしていく

のか、といった方針は、自治体や地域に対してもあまり説明が無い。当会の設立準備段階では河川

管理者にもオブザーバーとして参加頂いたが、こちらからの情報提供もなかなか機会を作れず、お

互いに理解を深める機会が必要と感じている。 

・ 現在行われている河川改修と生態系保全の兼ね合いや市民の河川利用に関しての行政側のスタンス

があいまいで、多自然川づくりや住民の声を聞くと言いながら、その成果についての報告が無い。 

・ 川づくりに関する市民の考え・行政の考え。 

・ 抜本的な河川改修等が行えない条件の川で多自然の環境をつくるにはどうしたらよいか 

・ 市民、行政など関係者に多自然川づくりについての認識が低い。そのため、擬似親水整備になって
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しまいがちである。 

・ 下流域左岸に私有地、産廃業者があり、景観が悪い。この状況がずっと続くのか堤防管理者として

の県の展望を知りたい。市民として土手沿い、川沿いを歩ける環境を望んでいる。また、橋毎にホ

ームレスが存在し、ゴミ投棄、不法新参者も多い。水辺環境を考える以前に行政として何とかして

ほしい。 

 
【河川改修・管理】 
・ 河川改修に関する情報については、河川管理者から発信されるようになってきているが、災害復旧

などの緊急的な工事についてはまだすぐには流れてこない。 
・ 河川管理に関する施策、事業、工事情報が不足している。 
・ 行政が持つ河川整備及び維持管理情報が入らなくなった。この原因は地元河川整備では約 20 年前に

争議があり、市民と河川行政との合意システムを作り上げて進行してきていたが、数年前このシス

テムに納得いかない市民団体が表れ、行政訴訟に発展、現在も進行中、この事により合意システム

に参加している市民と行政訴訟の団体を排除して交流する事は一部の団体への利益供与となる事が

問題になり、河川行政との懇談が持ちづらくなった。この解決策を現在も模索中。 
・ 川づくり、河川改修計画の事業者からの情報が必ずしも十分ではない。 
・ 河川整備の事前情報 
・ 維持管理、河川工事等、川づくりの提案などに直接関わる情報がこれまで不足していた。 
・ 最新の知見を改修に活かすための手段・方法。 
 

【市民の意見・提案】 

・ 地域市民の意識や要望も、活動参加者を通じて汲み取れる部分もあるものの、大多数である「非参

加の市民」の意識や要望は見えにくい部分があると感じている。 

・ 流域に住む人々・市民が河川に対し何を思い、何を感じているか。何を求められているのかについ

て。 

・ 特に情報の不足を強く感じないが、市民が現在望んでいる“川の姿”についての意見集約されたも

のがあれば活用したい。 

 

【水環境・生物】 

・ 水環境のデータが欲しい。川にどんな魚が居るか知りたい。 

・ 植物・生物の専門家がいない。 

・ 河川に生息する野生生物の情報が全般的に不足。 

・ 昔と現在の生き物の状況分布の違いが知りたい。 

・ 水生植物（外来種）。昨年、夏期ホテイアオイが異常に発生（水質悪化へ）。その対策について情

報不足であった。 

・ 特に水質や生態系など、専門性のあることについては、漠然とした把握はしていても、網羅的な調

査・解析等による把握は不十分であり、そういった情報は特に不足気味。 

・ 地下水等の水循環情報 

・ 分かりやすい水文データ（地点毎の水位、流量、水温） 

・ ①水循環：上水・下水道を含めた水循環の在り方、小規模戸別型浄化施設（石井式合併浄化槽）②

水質：水質浄化の成功例と効果的で実現可能性の高い方法。③植物：河川に相応しい植物。成功事

例集。④魚：調査方法、外来魚の駆逐方法。⑤魚以外の生物：調査方法。⑥川に関わる資源：どん

な資源があるのか知りたい。 

 

【河川の利活用】 

・ どこからどこまでは何をしていい、何はダメ、等の河川の利活用について検討する材料が、全般に

不足し、また複雑に感じる。特に、漁業権の設定有無等、法的拘束力がある情報が「詳しい人」で
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ないとわからない状況にあり、混乱を生じたケースがあった。 

・ 河川内に入れない状況 

・ 学校教育での河川保全活動の教材が不足している。 

 

【他団体の活動状況】 

・ 上流に向けて植樹や清掃活動を共に行いたい。どこを散策してもそのエリアに合った河川景観を求

める時、他市の団体、行政の河川への感心度を知り、共に活動していけたらと思う 

・ 他地域で同様の活動を行なっている団体の活動方法・活動内容など。また、人・モノ・金を回して

いく具体的な手段。 

 

【情報の提供方法】 

・ 今はインターネットなどで探そうと思えば様々な情報が手に入る。情報が不足しているというより

は発信側の方法が分かりづらい。例えば、行政のホームページで公開しているといっても情報が多

すぎて目的とする（欲している）情報までなかなかたどりつかない。 

・ 過去のデータや計画、郷土史等が行政ホームページ（特に「報告書」地方公共団体）に不足してい

る。行政のホームページ担当者のやる気によって、発信される情報に差がある。報道発表資料や更

新情報に載らない行政情報がある。 

・ 河川に関わる事は河川事務所のホームページくらいしか情報が無く詳細には分からない状況。調査

をしているなら結果をせめて地元に知らせてほしい。 

・ 個々の市町村ではそれぞれに良くやられていると思うが、流域の一元化した情報がない。（流域の

情報ステーションが必要）。 

・ 河川管理者による様々な河川環境の情報提供は他県に比べ多い方であるが、情報の質においては、

まだまだ全般的に不足している状況と認識している。また、住民からのアクセスにもインターネッ

ト社会の中で、格差が益々深刻化している実情である。流域の行政や市民ネットワークによる住民

への情報提供の量と質を更に増して行く必要を感じる。 

・ 具体的には喫緊の課題として、地震・津波・地盤沈下・液状化現象等への住民不安に対して、現在

の耐震基準や水防基準や基準の強化予定等を知らせ、取り組み中の耐震強化・河川堰堤改修計画な

どを知らせながら少しでも不安解消に努めることである。さらには、住民からの情報の聞き取りや

意見提案を重視し、河川行政への市民参加を促進していくことが大切である。また、多自然型の河

川づくりには住民意見ばかりでなく生物生態の専門家からの意見も極めて重要で、一地域住民だけ

の近視眼的な意見だけで施策を行うことは危険である。次に、次代を担う若者への啓発の点である、

河川による恵みが多くの施策や労苦により築かれてきたことを水防や経済・環境の面から歴史的に

学習できる教材が欲しいと切に願う。環境教育の中心には、人類の生き残り戦略が置かれるべきで

あり、近年の ESD 活動にも積極的に関わって情報提供して欲しい。 

 

【その他】 

・ 情報は、あればあるだけ重要であり、数多くの情報の中から、その時に必要な情報を取捨選択する

ものである。そのため、すべての情報が常に不足していると考えている。 

・ 河川管理者でも、河川環境の専門機関でも、専門の研究者でもないので、どの情報についても十分

なものなどなく、すべての情報が不足していると言える。もちろん、地元に関する利用・イベント

や歴史・文化等は、ある部分では詳しいが、すべてを把握しているわけではないので、地元に関す

ることでも、十分に情報を得ていないものが多々ある。 

・ ①地域での個々の河川の治水・利水・環境・川文化の履歴情報②流域の河川環境現況情報＝魚類の

放流数に対する生息数、漁獲数、遡上数などが不明。③流域の河川環境復元の展望にかかわる情報

＝河川管理者の未定整備計画、ダム事業者の漁協等改修計画、放流計画、自治体の川の駅など河川

施設計画、企業・漁協等の計画。④川復元や進化に対する市民や企業団体、学校、漁協などの取り

組み意向、人材などの個別河川での情報。 
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・ 活用できる様々な助成金などの情報。 

・ リバートレッキングなどで川を縦断するため、釣り人情報などあれば計画を立てやすい。 

・ 河川レンジャーの窓口以外の部署の情報。 

・ 川と人との関り。特に地域が育んできた文化はその地域固有のものがあり、事例研究とすべき。河

川法改正時に取り組んだ川に学ぶ小委員会の紹介をすべき。「日本の川をとりもどす」は「川と人

とのいい関係の再構築」と思う。地域の文化の歴史を、伝承されてきたチエ教訓に光を当てるべき。

子どもたちは｢遊べる川にして下さい｣ 将来の川は「人間の一方的じゃない川」「川も生き物も人

も海もみんな仲良しでいられる川がいい」とフォーラム・ワークショップで言っている。 

 

 

 

質問 11 今後、貴団体が活動を通してもっと発信したい情報があれば具体的に教えてください。(n=51) 

 

【団体の活動目的】 

・何のために活動をしているのか、という根幹に関わる部分をよりわかりやすく伝える方法はないかと

考えている。イベント事業の案内、実施報告等はホームページやツイッターを活用し事業毎に実施し

ているが、その活動を「なぜ」やっているのか、をうまく伝えきれていないと感じている。単に事業

紹介でなく、その実施背景としてこんな環境問題、地域の問題、治水の問題がある、といった内容を

わかりやすく発信できれば、より地域住民の理解に立った活動が出来るのではと思っている。 

 

【団体の活動内容】 

・ 体験学習の実施を行っていること（自然・文化歴史） 

・ 活動が面白いことを市民に伝えたい。 

・ まだ、最も基本的な情報、何の会で、何をしている、という情報もうまく発信出来ていない状況に

ある。自治センター、観光施設等に会の紹介冊子は置いているが、減っている形跡もあまりない。

まずは、情報発信の頻度、機会を増やすことが重要と考えているが、そのための人員も満足でない

状況にある。 

・ 流域の河川生体環境（水質・流量、生息魚類・水生昆虫・流域の鳥、水草・昆虫・植生）及び水循

環、水資源等多数の発信情報がある。今まで、流域で調査した魚類と鳥の調査結果を子供でも判る

ように、魚編・鳥編の２種類の下敷き図鑑を作成して主に流域の小・中学校に配布した。これを元

に流域に生息している水生生物、および水草の市民モニター講座を継続し、資料を蓄積し観察図鑑

の作成を検討している。 

・ 水生生物生息状況や水質（COD，透視度など）。生活排水を汚さない工夫。 

・ 大型哺乳類（シカ・サルなど）・水生昆虫・鳥類などの調査データの情報発信とホームページの更

新にパワー不足。 

・ これまでに実施してきた「中高生のための水辺教室」等の成果。 

・ 河川の清掃を通じた、地元の再発見に取り組む活動全般。定例清掃会などの具体的なイベント情報。

ゴミマップの普及に向けた活動。 

・ 埋立てによる○○湿原の環境悪化の状況・分析。とんぼのモニタリング。３年間の調査報告。 

・ 河川をゴミ捨場と考えている住民（一部）に対し我々の日常活動（河川清掃）を通じて認識しても

らう（周辺住民も任意参加）。行動で示すことが重要！  

 

【問題提起】 

・ 河川環境や景観保全の必要性、市民自ら行動することの大切さ。 

・ 市民の視点で自ら調査した結果を川づくり（管理）へ反映できるような情報・川の利用状況と河川

環境の保全の実態 
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・ 源流域の農山村の問題と水資源保全について 

・ 『○○川の問題点（河川法改正の主旨からして）と、その解決を市民も役割を分担して進めましょ

う』という呼びかけ。 

・ ○○川の▲▲堰まで、アユが天然遡上していること。遡上を阻外している河川横断物への魚道設置

によりかつての様に、□□川へのアユ復活が可能なこと。 

・ 気候変動の集中豪雨から住民の生命財産を守り、生物多様性・多自然川づくりを本当に河川行政だ

けで行えるのか。 

 

【様々な対象者への発信】 

・ 川の環境のすばらしさを多くの人に認識してもらう事、カヌースクールや、川遊びなど川での活動

がもっと活発になるような仕組み作り。 

・ 都市化された地域であるが湧き水が豊富であり、この事を多くの人々に発信したい。また、意見の

違う他の市民と行政連携がうまく出来たときは事例を紹介したく思う。 

・ 団体として、日々河川の清掃を行っているが、小、中学生、市民共に散策しながらでもごみ拾いが

出来るように折りにふれ発信して行きたい。 

・ メール等での発信については会員に限らず、また関心の有無に関わらず（受信者に迷惑にならない

程度）自然環境に関わることはなるべく多く発信していきたい。 

・ 情報が随時集まる仕組みをつくり、ホームページで発信したい（行政情報・流域各地団体の情報） 

・ 行政の方々（町役場の職員）が、積極的に参加してもらえるように発信をしていきたい。子供たち

に川の楽しさ恐ろしさをもっと伝えていきたい。そのためには教育機関・行政の協力が必要。 

・ ここで活動している団体だから分かる地域に密着した情報、環境の状態や変化に関する日常の細や

かな情報、気づきなどは、随時発信していきたい。また、市民団体として、市民の生の声、声なき

声を拾って発信していけたらと思っている。 

・ 65 年ぶりに▲▲までサケが遡上した□□川の復元運動への参加。都市河川の川掃除や川利用への参

加。 

・ 流域の市民活動の情報を流域全体の住民に情報発信できないか。防災や自然観察や地域振興に河川

は深く関わっているので、「○○河川だより」のような、河川ごとの流域の情報配信が冊子やネッ

トを使ってもらいたい。特に、小中高校の河川への取組みは市民の生活にも関わることが多いので、

是非お願いしたい。近年多くなった市民による環境活動の情報発信も有用性が高い。また、学校教

育の中で長年、クラブ活動で河川環境調査を行っているが、学校間の連携が苦心する。 

 

【その他】 

・ 川の魅力情報 

・ 流域内の水循環、環境全般、活動、防災、その他。 

・ 川と人間生活の関り、その中での川の変遷(歴史)。 

・ 河川の現状と今後、河川をどのように守っていくか。 

・ 季節ごとの動植物の状況 

・ 県内の川活動を行っている団体の活動報告など 

・ 流域団体の連携。荒川流域には数多くの市民団体が活動しており、この団体のさらなる連携が、河

川管理のあり方を変えていくと考えている。 

・ 河川環境に問題が起きた時の様々な対応マニュアル 

・ 河川に入れるような場作り 

・ 川での安全な遊び方と指導方法。市民への多自然川づくり。 

・ ①□□市をその都市像である“人と自然が調和した生活文化都市”にすること。②“いい川づくり”

を“いい街づくり”につなげたいこと。具体的には川を活かした新たなコミュニティづくり。③川

と山を結ぶ緑の回廊づくり。水と緑の回廊づくり。その上で新たなウォーキングロード・サイクリ

ングロードを創ること。④街の特産物などを売る“川の駅”を創り、街に賑わいを取り戻すこと。
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⑤真の水循環の構築のために、現在の下水道システムから「小規模戸別型浄化施設を普及させた新

たな下水道システムへの社会インフラの改革」を行い、安全で水量豊かな○○川を創ること。 

・ 水防。 

・ 役所の通達等の分かりやすい情報（役人が何に基づいて仕事をしているか） 

 

 

質問 12 市民からよく聞かれる、あるいは求められていると感じる情報があれば具体的に教えてください。

(n=51) 

 
【河川改修・管理】 
・ 河川改修の情報 
・ 改修中の河川がどう変わるのか 
・ 河川工事の際、市民への工事の詳細説明。 

・ 川の工事について、なぜあんな事をしているのかと言うことは、良く聞かれる。 
・ ①直線型河川改修への疑問と不満。②蛇行する旧河川が埋められてしまうことへの不安。③旧河川

に生息するいきものたちの生態系への不安。④行政からの河川工事の情報不足に対する不満。 
・ 何のために毎年、10 年以上も続けて大工事がおこなわれているのか。二重防護のための低水護岸は

本当に必要か。改修工法の検証もなしにさらに新しい工法になるのはなぜか。 
・ 河川整備後の維持管理システム。河川平常維持水量確保について。流入生活汚染の改善対策。下水

処理水の流入対策、河川水の良好な水の回復。流域雨水幹線からの河川への流入に伴う影響。流域

の揚水状況 
・ 洪水に対する安全性 
 
【水環境・生物】 

・ 河川環境（自然・歴史・文化） 
・ 河川の水質について 
・ 子供達が秋遅くまで泳いでいるが水質は？ 
・ ○○川への流量の確保 
・ 環境学習のために実施した魚類調査の結果や、地域の祭りで実施した魚類や植樹用樹木苗の展示な

どに、かなりの人々が興味を示し、活動意義に賛同して寄付をしてくれる方が数多くいた。 
・ 川の清掃活動に参加する時に、事前に魚類調査を行なって参加者に見てもらう活動を続けているが、

いつも、自分達の清掃活動の成果として大きな関心を持って見てもらっている。日ごろの魚類調査

においても、採捕した魚を水槽に入れて通行の人たちに展示しているが、大きな関心を持って見て

くれる人が多い。特に、普段自然に接する機会の少ない子供達には、自ら採捕活動に参加すること

によって自然を体感してもらうことが出来、多くの子供達がそれを望んでいると感じている。 
・ 水の安全性、市民レベルでは把握できない水質項目（重金属類や農薬などの有機化合物や環境ホル

モン物質など）についての現状と動向に関する情報、生物の生息環境状況に関する情報、下水道整

備などの進捗状況と展望、なぜ改善が進まないかの原因と対策に関する情報など。 
・ ①水源について：地元に河川の源泉が多く存在している。この源泉（湧水）の元の地下水事情は？

②下水道整備の状況：市内の下水道整備は終了しているが、未接続者への対応は？③揚水状況：湧

水量の減少する事がたまにあり、原因として工事など揚水に問題があるのでは？等 
・ ○○トンボ（準絶滅危惧種）を観たい！ホタルを子供たちに観せたい！等  

 
【その他】 
・ 多岐にわたり、回答できない。 

・ 市民からの要望は多様であるが、いずれの情報も市民に分かりやすい発信、表現が求められている。

防災関係では、いざという時どうするかを国、自治体とも詳しく出して欲しい。 
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・ 河川法の改正以来、いろいろと動いていた河川管理者の情報発信が最近少なくなっている。方針が

変わったのか？ 

・ これについては、どこの事務所のどのセクションに相談したらよいか？という質問がある。私たち

はどの河川事務所でも普通に入っていくが、一般の市民の皆さんが何か相談したくてもどこに行っ

たらいいのか解りにくいようである。 

・ どのような活動団体があるのか（活動エリア、事務局など） 

・ ①子供の環境学習に関する問合せがある（公民館より）②環境学習を指導して欲しい（市民・公民

館・行政より）③川遊びをさせて欲しい（市民。公民館。行政） 

・ 市民と接する機会のほとんどがイベント事業の場であるため、市民の方からの質問も事業に関わる

こと(実施場所の生き物など環境、河川整備関連のこと、当会のこと等)がほとんどである。逆に、

私達には何が答えられる、ということを明確にし、イベント以外の場でも日常的に市民との対話、

情報交換ができる仕組みを検討しなければならないと感じている。 
・ 多自然川づくり。市民公共事業。河川内樹木の管理。堰、落差工の対処。ローカル、ルールづくり。

総合治水対策。 

・ いい川とは誰から見てなのか？－市民、流域住民からと答えている。 
・ 自治会に対して、ゴミの調査協力を依頼している。その方たちに言われるのが、『この活動が何に

つながるのか？』ということである。私たちからは、下記のことを提示している。－全国での清掃

活動のモデルケースを目指している。⇒全国の人が、地元を見直すキッカケになれば。この活動の

のち、他の自治会や市などの地方自治体などと一緒に、河川をどうするかを検討する基礎データと

なる。 
・ 河川を良く出来るのか 
・ 川にそもそもの興味を持っていない人の存在もかなり多いと感じている。川と暮らしが密接で無く

なっているので、川に日常の興味を持っている人は、限られてきているという感じもある。 

・ 地域の市民は、川があまりに身近な存在のため、逆に無関心、ないし自分の知っていること見てい

ること以上の情報は求めていない、という感じがある。 

・ 内水面漁協の存在について時々聞かれる。 

・ ○○川の歴史的構造物の説明看板など。 
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質問 13 河川環境の情報の受信や発信について抱えている問題点があれば教えてください。（あてはまる

もの全てに○をつけてください。） 

【情報の発信について】 

 
 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

団体の持つ情報が不足している 11 23.9 情報の整理・蓄積が出来ていない 24 52.2

情報が多すぎて何を発信すればよいか

わからない 

3 6.5 専門的な内容を分かりやすく発信する

のが難しい 
15 32.6

情報が会員全体に行き届かない 12 26.1 情報が市民にまで届いていない 34 73.9

行政への情報発信が不足している 13 28.3 団体として情報を発信するためのツー

ルが不足している 
14 30.4

市民の側に情報を受信するためのツー

ルが不足している 

11 23.9 人手が足りずホームページの更新がで

きない 
17 37.0

情報発信のための資金が限られている 24 52.2 その他 7 15.2
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【情報の受信について】 

 
 

選択肢 回答数 割合 選択肢 回答数 割合 

河川環境に関する情報が全般的に不足

している 

16 42.1 行政からの情報が不足している 22 57.9

情報の内容が専門的でわかりにくい 8 21.1 情報が多すぎて混乱する 8 21.1

情報が市民にまで届いていない 22 57.9 団体として情報を受信するためのツー

ルが不足している 
9 23.7

市民の側に情報を受信するためのツー

ルが不足している 

9 23.7 情報を受信し続けるための資金がない 6 15.8

その他 5 13.2   

 

 

質問 14 情報の受発信で工夫している点があれば具体的に教えてください。(n=51) 

 

【コミュニケーション】 

・ 日頃の来館者に、川のすばらしさを伝え、川遊びが子供達の成長にとって素晴らしい効果をもたら

すことなどを、めげずに楽しくしつこく話すことで、新聞に載った情報等に興味を持ってもらうよ

うにする。 

・ 新聞、FM ラジオ、ケーブルテレビ等のメディアと定期的に交流して、投げ込みが反映される関係

を保っている。 

・ 環境保全活動をする上でまちづくりにつながるよう、常に学びの場があれば会員共に参加をする。

また、市行政と共通認識を持ったために課題の都度話し合いをする。 

・ 川は水系として連続しており、ある場所で発生した問題は水系全体に影響する。こういう考えから、

水系を中心とした他の市民団体との情報交換は欠かせないし、自分の所属団体のフィールド外の問

題であっても積極的に関わっていく努力をしている。 

・ 必要な情報は、直接情報発信関係者や知っている人に聞いている 

・ ①人的ネットワークを可能な限り拡げて受発信のアンテナを高くしている。②専門的な知識は、書

籍・雑誌、マスメディアなどからの入手を心がけている。③”かわ仲間”を増やして情報の間口を

大きくしている。 

・ インターネットや紙面で発信する情報だけでは、十分な伝達にならないため、フィールドワークと
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セットにすることが肝要と考え、河川管理者や学識者からの情報を現場で検証するような方策とし

てフィールド研修会を開催している。 

・ 「しずおか川自慢大賞」という交流イベントを通して発信している。 

・ ネット・メールのみでなく実際に会って情報交換の場を設ける。 

・ 学校のクラブ間で連絡会を作って情報の共有をしている。年間にフィールドワークとシンポジウム

を 10 年間以上行ってきた。流域の住民との交流も盛んである。行政もこれまでバックアップ体制を

つくってきた。市民団体のネットワークとも連携をしている。 

 

【ツール】 

・ WebGIS「○○川流域コミュニケーションマップ」を開発し、流域の様々な情報の交換を工夫し始め

ている。 

・ リピーターだけでなく、新規参入者を増やすために広く意識の高い人達とのつながり・ツイッター

を利用している。 

・ 今年度からの新たな試みとして、リアルタイムでのイベント実施状況の報告(ツイッターによる「実

況」)を行っている。イベント事業の参加者は限られ、また会員でも「来たくても来れない」人が多

いことから、携帯電話(スマートフォン)を活用し、参加スタッフがイベント実施中に更新を行った。

これにより、これまではイベント実施数週～数ヵ月後になるホームページ上のアップ情報か、マス

メディアの取材によってのみ発信されていた「何をしています」という情報が、即時的に発信でき

るようになった。どういう発信のしかたが好ましいか、校閲を経ない情報の発信による誤謬等、実

施により課題も多く見つかったが、大きな可能性も感じている。 

・ メーリングリストの活用で止まっている。会員の多くは日常会社等の勤務があり、会のホームペー

ジの開設には人的、時間的に余裕がない。 

・ メーリングリストの活用（但し、メールも同じだが、パソコンを使えない人が多い） 

・ ホームページとメールを有効に活用する（ブログやツイッターまでは使いこなせていないが）。 

・ ホームページの改善を、ブログ式で再構築中。複数の編集担当者が使えるように近々に変更予定。

メールやホームページアクセスをしない、できない会員向けには、マスコミ通信欄活用を検討中。 

・ 会の携帯用ホームページを立ち上げたこと。 

・ ホームページでのこまめな情報発信に努めている。また、当会の情報以外でも広く情報提供をした

方が良いと判断した情報は発信するように努めている。また、紙面による会報、広報も発行してい

る。 

・ 現在、作成したホームページがサーバー管理会社の都合で閉じられており、他の団体のホームペー

ジ、環境羅針盤、河川管理事務所等への発信となっている。その他メーリングリストに参加しても

らい、河川環境情報のみならず総合的な水に係わる情報を毎日送信している。 

・ ミニコミ誌（隔月）発行→会員、行政、住所（一部）。メール。ホームページ。イベント開催。 

・ コストダウンの為、ネットをメインで活用。ブログは複数人で書き込みを分担（徹底出来ていない

面もある）。ML を活用し、情報共有。場合によっては、専用 ML を別に設置する場合もあり。会

員向け清掃会の案内などは、メールを使わない方も多いため、郵送も併用。 

・ メンバーによっては、イベント時や活動において、現地（河川）に看板を設置したり、取り組みの

チラシを作成し、地域の個人や関係各所へ配付するなど、直接の情報発信・伝達を行っている。（釣

り人への周知。清掃活動の呼びかけ 等） 

・ 親水空間や高水敷など人目に付く水辺に手作りの常設・非常設の掲示板を設置、市民活動の情報（呼

びかけポスター、活動報告写真チラシ）を発信している。その場所を散歩したり、そこをフィール

ドとしている人に情報伝達することは、不特定多数ではない関心ある人の理解を得ることができる。 

・ 広く情報を知ってもらえるように、フォーラムなどへ参加する場合は資料を配布している。 

・ 活動について、一般的な行事報告から専門的な調査まで、年度末に報告書を作成し、校区の全戸に

配布している。 
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【伝え方】 

・ 分かりやすさ（ビジュアル化（写真）、キーワードタイトル等）①池上彰さんのノウハウ本は勉強

になる。また、自然共生研究センターの ARRC ニュースや年次報告書のまとめ方なども参考として

いる。②懇談会では、なるべく専門用語を使わない、用語集を配るなどの工夫をしている。 

・ 参加者が、興味を引くようなチラシづくり。 

・ NEWS は、テキスト文字だけのメールとして、写真や図はブログにリンクして閲覧できるようにし

ている。極力図や写真を入れて、分かりやすく伝えるようにしている。情報が入り次第、きめ細か

く発信するようにしている。各団体の機関誌等もブログに掲載してみんなで閲覧できるようにして

いる。 

・ メールの件名をシンプルにして、中身を分かりやすくしている。加入する流域市民団体ネットワー

ク組織のルートも活用している。また、環境や NPO ボランティアのポータルサイトやメーリングリ

スト、マスコミ等のルートも活用している。 

・ 流域の情報の受信と発信の束ね役となっている流域ネットワーク団体を活用する（流域ネットワー

ク団体を通して流域内の情報を受信したり発信することが多い。）。 

・ 各地域で情報発信拠点となっている方へ情報を流すことによって更に多くの方に情報を受け取って

もらうようにしている。 

 

 

質問 15 その他、河川環境の情報の受発信について意見･提案などがあれば教えてください。(n=51) 

・ 行政サイドが持っている基礎情報は膨大なものがある。紙ベースにしろ電子ベースにしろ、その情

報をどの程度、どのように一般市民に公開するのかが今回の調査の着地点のような気がする。「欲

しい情報であれば多少苦労しても取りに行く」と述べたが、市民が手軽に情報を入手できればそれ

に越したことはない。河川環境に限定して言えば、やはりインターネット上に公開するのが一番簡

単なのかもしれない。無味乾燥な印象はあるが・・・。 

・ 公的機関で河川情報の共有で生きる WebGIS(地理情報システム)機能を持ったサイトがあれば、多

くの市民と行政・専門家等との情報交流が手軽に発信できる。日本の国土の情報集約サイトの開設

が望まれる。 

・ 行政のサイトは情報の場所が分かりにくく使いにくい。もっと簡単に情報にアクセスできるように

して欲しい。地方行政から、川に関する様々な情報が地域住民に伝達できるシステムが必要。 

・ 国管轄の情報はあっても県管轄の地域の情報はない。情報を集めて１級２級河川の情報をなるべく

多く発信してほしい。 

・ 現在、河川の情報は『場所』『管轄』『内容』など、様々なものに分断された状態で点在している。

一元的に俯瞰でき、さらに詳細情報にも簡単にアプローチできるシステムの整備が必要だと考える。

また、河川環境に興味のない大多数の方達に、様々な河川に関する現状を知ってもらう・興味を持

ってもらう方法を創造し、広く一般の方が河川環境に興味を持った状態にすべきと考える。 

・ 河川環境についてのそもそもの基本知識がないのは、中年以下の若年層なので、この世代や子供達

が取っつきやすい情報の受発信サイトができると良いのではと思う。特に、小学校の先生が授業で

使えるような情報の提供なども盛り込むより良いと思う。 

・ 河川環境に関わる情報の受発信には、メールや WebGIS のようなツールとともに、懇談やフォーラ

ムのようなフェイストゥフェイスの機会の双方が必要である。また、様々な情報の中から有益な情

報を選りすぐり、市民団体や関係者に配信する情報コーディネーターの存在が重要である。 

・ コスト削減という点ではインターネットやメールでの発信はやむを得ないことだとは思いますが、

万人がそれらを活用できないので情報の濃淡ができてしまう。そのフォローとして「ここに行けば

情報がわかる・もらえる」という情報発信拠点は必要だと思う。 

・ 流域ごとに、河川環境の情報の受発信もつかさどるオフィシャルで利用しやすい河川センター（集

会ができたり、体験ができたり、指導やガイドもしてもらえるようなセンター）があるとありがた

い（情報センター機能を有するだけでなく）。 
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・ ①何を目的として、どんな情報を受発信するのか、不明のままの状況が他河川にもある。河川環境

の保全、再生は地域住民との協働が謳われており、情報の受発信も地域との合意をもとに協働で行

う必要がある。②河川管理の中で情報提供と広報活動が混同されている。地域にとって重要かつ貴

重な情報も広報費の削減で公表されないこともある。また、市民が集めた情報等も同様である。③

情報の受発信は、公費負担で役割分担も含め民（NPO 等）に任せた方がストック、整理、検索の点

からも合理的と考える。河川管理者は異動等で情報の継続性等が担保されていない。 

・ 調査などのデータが、例えば具体的な政策立案に寄与していくなど、中長期的に河川環境の改善に

つながる様子をモニターできるような仕組みが必要。その際、国が管理するという発想ではなく、

調査手法も含めた検討を、NGO/NPO と河川管理者が分担して取り組む手法が良い。 

・ 独自のホームページが無いため、メール配信が主な手段であり、正確な情報交換ができずにいる。

河川環境情報のやり取りができる公開されたホームページがあれば、ホームページを持っていない

団体でもホームページに投稿できる。市民からだけでなく、行政もそのホームページに河川情報を

投稿すると、地域の課題が明らかになり、河川に携わっている者にとっては有効なホームページに

なる。ホームページの運営を市民団体が維持・管理・継続するには、限界があるので、公的機関に

よる運営や公的資金の投入によるシステム化を望む。 

・ 冊子より、個々の情報に対してメール等で発信していただくと伝達がしやすい。「どこどこに、こ

ういう情報がある。」というメールがあると情報リストとしてまとめやすい。今は、情報過多で自

分のほしい情報が選べないし、リスト化しにくい状況がある。 

・ 川に多くの市民を誘い出したい。たのしいイベントをやりたい。他の団体の情報を知らせてほしい。 

・ ○○湖は、誰のものでもなく、村だけのものでもなく、観光で訪れる人、そこに棲んでいる様々な

生きものたち、ひいては地球環境すべてに関わる、大事なものだと考えている。行政や観光事業者、

地先の住民の方など、一部の人の考えだけではなく、今目先で得になるか損になるか、そうした狭

い考え方でもなく、子供たちの未来のためにどうしていくのが一番いいのか、みんなで考えよう、

特に子供たちには大切さを伝えていこう、ということが会の設立意図である。ただ、そういう広い

立場での見識を今は持ち得ているとは言えず、特に河川管理者とはほとんど情報交換が出来ていな

い状況にある。これは、河川管理者も私達も、共に課題と考えるべきことと思う。情報の受発信は、

共に非常に大きな労力が必要で、他に仕事をもった人達の集まりである私達のような会にとっては、

この労力の解決が最大の課題である。お互いに、少ない労力で、これを教えてほしい、これが知り

たい、といった情報を交換できる仕組みが出来てくれば、より良い関係、それによる実り多い事業

成果が出てくるのではないかと思う。 

・ 県や市では、最近、種々の問題について市民意見を反映させるべく色々と努力されているようであ

るが、川の問題については必ずしも十分ではないように思っている。市民意見＝河川近傍の自治会

の意見と考えられているように思われることが屡々ある。「河川改修には市民意見を取り入れる」

ことが国の方針として打ち出されているにも拘らず、まだまだ道は遠い。また、市民の専門知識の

不足を補う意味でアドバイザー制度が作られているが、アドバイザーは行政との会議に出席しない

ことになっているようである。その為、いざという場でアドバイスされたことが活きないケースが

多いように思っている。 

・ アドバイザー制度の充実。 

・ （一般向けの情報発信について）当会の活動は、社会の発展と共に見過ごされがちになっていった、

人間社会と水環境の結び付きを再確認し、多くの人との対話を通じて、環境と共に生きる、持続可

能な社会を形成していくことを目的としている。情報の受発信は、この目的にとって根幹を成す非

常に重要な部分だが、現代の複雑化した社会において、マスメディアやインターネットを通じた「情

報の洪水」の中で、それぞれに専門的な役割をもった仕事をし忙しく生活している現代の人々同士

が、「目先のこと」とは考えにくい面がある水環境について情報をやりとりする、ということは、

特に関心の面で非常に難しい、と感じている。単に一方的な情報発信により我々の活動に関心をも

ってもらう、さらには活動意義の理解に立って対話を行う、というのは簡単ではない。情報のツー

ルは日進月歩で進化が続いていくが、それはさらに「情報の洪水」を加速し、大きく強い情報が力
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を持つ状況を生み、私達のような小さな活動にとっては状況をより困難にするのでは、誰も「見よ

うともしない」のではないか、という危惧も感じている。この状況で、一般向けのアプローチとし

て一番重要になるのは、実は直接の対話なのだろうと考えている。一方通行の情報提供をいくら続

けても、関心の部分から動かすのは難しく、それを動かせるのはやはり直接会っての対話、「やり

とり」なのではないか。また、情報ツールが進化を続けても、文字や言葉以外のものを多く含んだ

直接の対話により「やりとり」できる情報量を超えることは無いのでは。その対話の場として、当

会ではイベント型事業を多く開催しているが、受身で参加を待つだけでなく、こちらから働きかけ

る、地域活動の場などへの参加を積極的に行うことが重要と思っている。インターネット等の情報

ツールは、お互いに「見ようとする」、同じ関心を持った上で初めて十分に機能するものだ、とい

う前提に立つ必要がある。 

・ 河川環境の情報とは、何かとの定義が欲しい。このアンケートでは河川環境を自然環境を中心とし

て捉えているようであるが、河川環境には河川文化（歴史や芸術など）も含まれるものである、こ

れら、河川文化の情報発信も重要であることを認識していただきたい。 

・ 地域文化（チエ教訓など）にかかわる情報発信がない。特に川ガキについて。川と人とのかかわり

は、川が好きであること。それは川での原体験から始まる。こういった取り組みの紹介がない。専

門的な取り組みが多い。川とのかかわりは「まちづくり」である。 

・ 身近な水環境の全国一斉調査は、流域の水質マップとして A3 版に印刷し、極力配布しているが、地

元小中学校などの環境学習の教材として、地元自治体が買い上げて活用してもらえれば子どもを通

して川に対する住民の認識も変わるし、制作費用に不安を感じない。実際印刷費だけなので高いも

のではないのだが、行政担当者の熱意の差がある。 

・ 他の団体などとの情報が共有できる機関が欲しい。 

・ ①河川堤防上の活用。現在、「防災情報」が各流域都市に『大型パネル』（液晶やアストロビジョ

ン）で、掲示・発信されている。普段関心の無い情報ではいざという時の震災や洪水情報として役

立たない。日常的に、川の魅力情報、物語履歴、祭り情報などを掲載し情報パネルへの目線をひき

つけるべき。そのため、近づいた人がタッチパネルでの情報検索と双方向性の情報受発信ができる

ように改造をすすめるべき。②河川や橋上に近づいたときに、携帯などで受発信できるシステムに

すべき。若い人も「川の魅力と怖さ」を知りうる環境整備が急がれる。③大震災や大洪水は避けら

れない。それを日常的に知らしめる場所の名所化が必要です。川の駅、川茶屋、川辺のレストラン、

川辺の直売所など川辺の拠点施設での、『川ガイド』を高齢者や漁協リタイア者などにお願いし、

これからはモバイルタッチパネルでの情報検索と双方向性の情報受発信をすすめるべき。 
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参考資料３ 河川環境情報共有システムに関する公募モニターへのアンケート調査結果 

 

１）アンケート概要 

 ・実施期間：2012 年 12 月～2013 年 2 月 

 ・配布数 ：48 名 

 ・回収数 ：31 名 

 ・設問数 ：27 問 

 

 

アンケート調査票（１） 
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アンケート調査票（２） 
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２）アンケート結果 

 

質問１. 回答者情報 

（回答略） 

 

質問２．表現について 

 
 

【ご意見】 
・ ごちゃごちゃしていなく、すっきりしていてわかりやすいと思う。ただ、わくわくするような魅力

は感じられない。 
・ 総括的に見てよいと思う 
・ 全体的に見やすい。 
・ 感覚的に操作方法がわかり、情報も整理されていると思う 
・ とても見やすいし、見たい情報のアイコンもわかりやすくてよい。 
・ もう少し使いやすい、見やすい、分かりやすく、スッキリしたものになってくれたらと思う 
・ 文字がやや小さく、読みにくい 
・ 文字については、「白」と「灰」の色について、高齢者などに視認が困難ではないか懸念される。 
・ もう少しやわらかい感じが良い 
・ 関連情報を少し整理できないか。例えば、サブタイトルで国、都道府県、研究機関、市民団体など。 
・ リンクするページがブログであったり、いろいろなレベルがあるので一覧の中でなんらかの選別が

できる工夫があるとよい 
・ 全体的なデザインはわかりやすくて見やすい印象を受けた。しかし、マップ上にアイコンが並ぶと

ごちゃごちゃした感じがしてストレスを感じる。 
・ やむを得ない部分も多いかとは思うが、マークなどの図に見づらさを感じた 
・ マップは地元に精通している方は良いと思うが、土地勘のない者にとっては分かりにくい 
・ 地図は、現在の地形図以外にも白図や管内図などに切り替えできるとなお良いと思われる。 
・ 地図下の地域タブは上にある方がよい。説明の文字はもう少し大きい方がよい。 
・ マップ上のマークに重なりが多くて検索しづらい。生物のマークがわかりにくい 
・ WebGIS：ベース地図の地図が見にくい。行政区画がないので、中流、上流の位置を探しにくい。地

図上をクリックしても表示される位置が同じ、クリックする場所を中心として表示できるようにす

る。せめて、河川名をクリックしたらその流域が表示されるようにすべき。中国地方のインデック

スが有り、そこをクリックすると中国地方に行くがそのときにはインデックスは各県が表示される

ようにすべき、その次は河川名。 
・ WebGIS は分かりやすいと思うが、重い 
・ 情報を掲載している河川名が無いため、本川や支川がわからない。また、流向を表示していただき

たい。 
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・ シンプルなデザインや GoogleMap で分かりやすいと思う。IE6 のせいか、表示項目が下にずれたり

する。図も関連情報と観測情報が似ていて同時に表示すると迷う。関連情報のところは、文字が多

いので、各団体のシンボルマークとか活動イメージが分かるサムネイルとかがあると、親しみやす

くなるかも。 
・ ①単純な構成なので、見易い面もあるが、面白みがない。キャラクターなども考慮しては。②トッ

プ画面の写真が暗い。もっと明るく、きれいな写真を。③トップ画面の全体タイトルのすぐ下に「川

の環境情報サイトとは」の前段程度のコメントを挿入することによりこのホームページの趣旨がす

ぐわかるようにしたい。④「川の環境情報サイトとは」の欄は、「川の環境情報サイトの概要と特徴」

とダブリで不要。 
・ 生物情報ページで、エリアからの検索のみとなっているようだが、動植物ごとの検索ができればよ

り使いやすいかと思う （※補足：河川環境データベースには「生物種で検索」機能がある） 
・ 河川毎の地点別の水温情報や水量情報が欲しい。地方の河川の情報が少ない。しかし、可能性は大

きいものがある。拡充してほしい。生物情報等は、まだまだ乏しい。生物情報など情報の拡充につ

いては地方でも応援したい。 
・ 定期採水地点の水質グラフの表記が●月１日となっているが、調査実施日は１日とは限らないため、

●だけの方がよい。 
 

 

質問３．操作について 

 

 

【ご意見】 
・ ひとつのマップから動植物・水量・活動団体の表示ができるのは大変見やすい 
・ 非常に操作しやすいと思った。右の表示項目がもう少し大きいと目に入りやすく、より操作しやす

いかもしれない。 
・ マップも操作しやすく、起動にもそれほど時間がかからず操作性もよい。 
・ WebGIS の操作も比較的スムーズにできた。 
・ マップをクリックすると、縦長の情報ウインドウだと毎回表示が動きすぎて、次のマップ情報を見

に行きにくくめんどくさい 
・ データがある年の範囲が明確になっていない。最後までいってデータが無いことがわかる。マップ

上のマークに重なりが多くて検索しづらい。 
・ リンク先の情報提示が重すぎる。階層が多すぎて途中で検索をやめたくなる。 
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・ 生物情報は情報が多すぎるためか、動きも鈍く、それぞれのコンテンツ（魚類や鳥類、昆虫など）

が重なりすぎていて見にくい。工夫して重なりを少なくするか、別の方法で見やすくできないか？ 
・ データベースに行った時の動きが非常に不安定。 
・ 生物情報の選択で最初からすべてにチェックがはいっていると表示がとてもおそくなり、アイコン

も重なって見づらい。生物情報は、アイコンをクリックするとその生物がでてくるのかとちょっと

わくわくしてしまった。 
・ 河川水辺の国勢調査の操作がしづらい。 
・ 【生物情報】アイコンはたくさんあるが、河川環境データベースにリンク後データ取得ができない。

アイコン数、河川によって情報量の差が激しい。 
・ データのないところが多いせいか、使いづらさを感じた。 
・ コンテンツの説明があるとよい。 
・ 当方のパソコンの性能が悪いため、動きがすごくにぶい。パソコンを買い換えないと充分に使いき

れない。 
・ 【水質・流量情報】１年間の表示では使えない。過去数年間の情報が入手できるようにするか、そ

の情報サイトにリンクするようにする。グラフではなく数値情報を取得できるようにすべき（水質）

水温、BOD、COD 以外の項目は調査していないのか？ 
・ グラフ等も分かりやすい。 
・ （流量）開示情報の調査年が古い。リアルタイムが望ましいが、どのくらいの頻度での更新が可能

か？ 
・ 【河川管理者情報】「行政情報」と表記されているのであれば、河川管理者以外の行政機関もあって

も良いのでは？ 
・ 【川の学習情報】川の学習拠点が表示されるようになっているが、定義を明確にする必要がある。

上流、中流域には市町村が設けている環境学習のできる施設があるのに情報が無い。 
・ 【市民活動情報】活動団体のトップページにリンクするのではなく、当該情報に直接リンクすると

よい。 
・ 単純な構成の割には使いにくい。全体の体系がホームページの寄せ集め（リンク集）のようになっ

ており、統一的な体系化した見せ方になっていない。リンク集もよいが、もう少し、５つのテーマ

（ジャンル）に沿って整理した情報がほしい。 
・ 情報で新旧が混在しているので見つけづらい 
・ まだまだ情報が少なく使いにくいが、情報の拡充で利用しやすくなると思う。 
・ 全体として検索しやすいが、地図の切り替えにやや時間がかかることがあるのと、前のウインドウ

を残しておきたくてもマークを押すと勝手にウインドウが変わってしまうことがあり、ストレスを

感じることがあった。 
・ 表示のスピードが遅く、非常にストレスを感じる。また、情報をプロットしている点がずれている

等、不具合がある。箇所が近接している場合、アイコンが重なっているため、クリックがし難い 
・ ローデイング時間が長すぎる。セキュリテイレベルによっては、起動できないことがある。 
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質問４．コンテンツについて 

 
 

【ご意見】 
・ コンテンツの構成は基本的に良いと思われる 
・ 項目としては、良くまとまっている 
・ 内容・構成については問題はないと考える（デザインは良好）。情報についても思いつく限りにおい

ては十分であると考える。 
・ わかりやすい説明がされていると思う 
・ 単なる河川管理データの資料倉庫のような中身である。川周辺の面白さ、楽しさ、人々がもっと川

に寄り添っていくようなコンテンツはほとんど意識されていないように見受けられる。 
・ マップ上にもう少し引っ掛かりのある情報を表示したほうがいいのではないか 
・ 各コンテンツはどれぐらいの頻度で更新されるのか？ 
・ リンクの情報について、「やや良い」としたのは、今後、全国のデータ公開となった場合、情報量が

多くなりすぎて探したり見たりすることが大変になりそうな気もしている。しかし、情報の集約し

てあるサイトはないのでとても期待している。 
・ 今後、情報が増えた場合の操作性はどうか 
・ 生物と水質・流量については、まだ使いこなせていないがかなり満足がいく内容。それ以外は今後

増えていくものと理解している。 
・ 今後、データを蓄積することで経年的な変化を見ることができれば更に良くなると感じた 
・ 今回のページは、見本と思うのでそれぞれの情報はこれから充実されることと期待する 
・ 情報量が少ない。使ってみたい情報が無い。 
・ 掲載情報が少ないせいか、あまり良く感じなかった 
・ 河川管理者情報ページは、国土交通省の HP のトップページにリンクなので、開いて環境部分を自

分で検索しなくてはいけないのが少々不便。川の学習情報ページは、地図を拡大すると、アイコン

が消えてしまってわかりづらい。市民活動情報は、県別もしくは、流域別だとよい。 
・ 市民活動情報では、タイムリーなイベント情報が重要だと考える。川の学習情報では、ホームペー

ジを添付するだけでなく、どの世代を対象とするのかを明確にしてのせるべきである。 
・ トップページに地図があり、各ページにも地図があるのはどうなのか 
・ ①「生物情報」、「水質・流量情報」、「川の学校情報」は、単にホームページを紹介するだけでなく、

上記の３つのテーマ（ジャンル）ごとに各団体のホームページの関連する部分に絞ってリンクする

ようにきめ細かく設定するとテーマに沿ったコンテンツの検索が容易になる。現状では、紹介され

ているホームページの全てを見ないとテーマに沿った情報を確認できず、非常に使いにくい。②各

団体の名称の次にある紹介コメントもテーマに沿った内容部分のみのコメントでよい。③「河川管
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理者情報」、「市民活動情報」は、各団体等のホームページ全体・生物、水質、学習、市民活動など

各ページの情報量はそれなりにあるようだが、寄せ集めだけで整理されないと見づらい。 
・ 市民活動情報の内容（紹介の情報）をもっと詳しく書いて欲しい 
・ 全国の各地の情報サイトへのアクセスがまだ不十分（※補足：今回の試験運用は中国地方が対象） 
・ 環境情報、河川情報それも直轄が解る名称にしては？項目を区切ることはしない方が良いと感じた。

使う側が、何が欲しいかの視点で整理すべきではないかと感じた。 
 
【今後、追加・充実してほしいコンテンツや機能】 
・ 現状では十分だと思う。もっと利用をしていくうちに意見を述べさせていただきたい。 
・ 使っていくうちに出てくるかと思うので、その時はご対応お願いしたい。 
・ 当面、運用しユーザから意見を頂きながら順次改善を図ることで問題ないと感じた 
・ 他省庁を含めた既存情報の追加 
・ マップ内の情報は 2004 年、2007 年のものもあるようで非常に見づらかった。2012 年の情報だけ／

2010～の情報／全情報など、情報掲載年でスクリーニングできるとよい。県別、または、流域別の

情報整理になるか分からないが、今後情報が増える中で何らかの整理が必要。 
・ 生物の情報についてどこに分布しているかどうか検索しにくい 
・ 生物と水質・流量については、さらに充実すればよいと思う 
・ 地域と行政が協働で実施している水生生物調査結果や五感で感じる水質調査結果など加えてはどう

か 
・ 水文データを情報として取り込むのは良いと思うが、出来れば雨量観測所のデータなども入れても

らえると良い 
・ 川の学習情報と市民活動情報については、GIS 上のアイコンをクリックした際に、名称だけではな

く、簡単な内容も表示できれば、情報の検索がしやすいと思う。 
・ 市民活動団体の充実、川の学習拠点で何が出来るかが分かりやすく 
・ 情報発信の場としてのアピールポイント（新着情報や特集記事）があれば、良いと思った。 
・ イベントカレンダーのような機能があれば、各種イベントの PR に役立つのではないかと思う。 
・ 川にまつわる民話、歴史、史跡等についても今後コンテンツとして追加してほしい。 
・ 川の周辺の歴史や民俗、食、景観ポイントなどは情報対象にはしていないのか 
・ 県河川の情報 
・ 漁協関係データのコンテンツ 
・ 各団体の調査内容、情報の共有ができるしくみが必要。WebGIS を共有する応援ツールの開発。 
・ 全国の企業、団体、行政等の河川環境保護活動に対する支援・補助の情報をタイムリーに提供して

ほしい 
・ 多自然河川づくりの位置情報が欲しい。魚道整備など生態に配慮した河川づくりの位置情報が欲し

い。河川敷内部の植生分布の調査があれば載せて欲しい。魚類や両生類の情報が河川ごとに欲しい。 
 

 

質問５．河川に係る活動について 

【各団体の活動成果等を WebGIS 上で共有できるようになった場合、成果を登録したいか】 

 

 

 

 

 

 

評 価 合計 

登録したい ２０

登録したくない ３

未回答 ８

合 計 ３１
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【各団体の活動成果等を WebGIS 上で共有できるようになった場合、登録された成果を閲覧したいか】 

 

 

 

 

 

 

 

【河川に係る活動を行う上で抱えている課題や問題点】 
・ 川づくりに向けたグランドコンセプトが共有化されにくい。流域各地によって認識がばらばら。広

域連携が難しい。 
・ 活動地点や拠点の近くだけでなく、流域全体についての情報を知りたい 
・ 行政や企業などに必要以上のことは積極的に動いてもらえない 
・ 河川管理者との交流が少なくなっている 
・ 一般の人に河川について興味や関心を持ってもらうためにどのような広報やイベントを行っていく

べきかいつも悩んでいる。 
・ 運営資金調達と参加者募集。特に参加者の募集については、様々な広報を行うが、単独での広報は

難しい。 
・ 参加者集め・安全対策・地元の人との協同。 
・ 川活動には、ライフジャケットや調査器機等の道具を利用することが多いので、保管場所が川の近

くにあると良い。 
・ 河川敷の植生管理。まず人手が足りない。 
・ ①資金の確保。②会員の確保。③人材の育成。 
・ 新たな仲間を常に増やしていかないと、活動年数が長くなるほど、高齢化が進んできている。 
・ 一部漁業者との折り合いがつかない。 
・ 自分達の活動状況を地域に発信する手段が生活情報誌に時々掲載してもらう程度なので、目的とし

ての啓発の役目が果たせていない。 
 
【活動を行う上で河川環境に関してどのような情報が不足しているか】 
・ 環境情報だけでなく、歴史や民俗など人文的情報も興味があり、環境管理、水文的分野ばかりでは

あまり魅力がない。 
・ 具体的に何を行いたいからこの情報を見て、その結果どのようなアクションを取るか、の流れ 
・ 上・中・下流そして流域全体のゾーニングでの河川環境の情報を見たい 
・ 市民による水質調査の結果を集計している。その中で市民が行政の水質結果を十分に活用していな

いといった事実が浮かび上がってきた。情報が不足しているというよりは、情報発信の方法や検索、

閲覧方法を工夫していきたい。 
・ 河川工事の計画内容やタイムスケジュール 
・ 動植物の詳細なデータ（専門機関の調査データ等） 
・ 様々な情報発信しているということの情報が不足 
・ 不足しているものはない。あるとうれしいのは、河川の生態図鑑 
・ 生物の生態、生活史に関する研究情報 
・ 詳細な水質 
・ 現在の水質の変化がわからない 
・ 河川環境の変化を追う際に、ごく最近のデータしか入手できないことがある。以前のデータがある

評 価 合計 

閲覧したい ２２ 

閲覧したくない １ 

未回答 ８ 

合 計 ３１ 
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とよい。 
・ 国土交通省の出したデータだけでなくそれぞれの県が出している情報も見られるようにしてほしい 
・ 環境保護活動団体に対する支援・補助金の情報（県などは、協働活動に対する全般的な情報提供活

動をしっかりしている） 
・ 基本計画の具体的な実施計画や年度中に行われる予定等を随時公表してほしい 
 
【行政（河川管理者）の情報をどのような手段で入手しているか】 
・ ネットでひたすら検索し、どうしても見つからなければ直接電話をする 
・ 河川管理者のホームページから情報を入手、もしくは河川環境課に直接問い合わせる 
・ 河川事務所等から直接連絡をもらったり、他の市民からの情報提供により入手している 
・ 行政ホームページや関連団体のメールマガジン 
・ 直接通信（親書等）、口コミ 
・ 部署ではなく、きちんと説明や資料の提供をしてくれる「人」を訪ねて協力をお願いしている。組

織としては、課の名前と実際にやってる業務が違うところが多く、どこに行ってよいかが分からな

い。 
・ 県・国・団体等のホームページ及びこれらが主催する会合 
・ 河川事務所と常に連携（1 ヶ月 1 回程度情報交換の場がある）しており、その時に情報（主に雨量

や水質のデータ）をいただいている 
 
【行政（河川管理者）のインターネットを通じた情報提供の内容に関する課題や問題点、要望】 
・ 河川管理者が運営する情報提供システムは、行政的すぎて面白くないものが多く、公的機関として

の制約が多いのだと思う。市民感覚からすれば、近寄りがたいものがある。住民が親しみやすい楽

しい HP を官民連携で運営できる手法はないものか検討してほしい。 
・ インターネットによる発信はだれでも見ることができよいが、新規情報が発信されているかその都

度チェックをしなくてはならない。また、見たい情報までなかなかたどり着けないことがよくある。

よって、このような統括されたサイトがあることはありがたい。 
・ １級河川は国の HP、２級河川は県の HP を見なくてはいけないのでまとまっているとうれしい。 
・ インターネットに頼り過ぎないでほしい。HP に搭載したので十分情報発信しているという意識は危

険。PC の普及は目覚ましいと思うが、日常的に操作できる人はいかがなものかと感じている。内容

はこれからに期待。 
・ （市民団体の）事務局は、多忙な日々を送っている中で、多くのホームページ情報を頻繁に検索す

ることは難しい。できれば、新着情報などをテーマ分けにより選択できるメルマガで案内してもら

うと興味のものだけにアクセスして見られるので、活用が増える。 
・ 担当者毎に、スピード感や情報掲載意欲の個人差が大きい。特に新着情報やプレスリリース以外の

箇所である、常設のコンテンツは古い情報のままのことが多い。 
・ 行政中心の情報だけでなく、民間の情報も充実させてワンストップサービスが展開できるようにし

てもらいたい。行政と民間がタッグを組んで活動を進めていくシステムを構築してもらいたい。 
・ 可能なかぎり、測定している水質や流量のデータをエクセル等で全て公開してほしい。 
・ 生物・水質などのデータについては、より積極的に情報公開・提供を進めていただきたい。陸上で

のデータの多くは、気象庁などで過去にさかのぼって詳細に確認することができるが、それに比べ

ると河川情報は情報提供が不十分と感じることがある。今後に期待する。 
・ サイトに紹介されるデータの掲載時期が遅い（整備計画関係）。公開の意見交換会の議事録を公開し

ていない。どんな意見が出たのかを調べようがない。データの作り方がまずく（スキャンデータで

PDF を作成しているので）重い。 
・ 単純な「情報掲載」と実際に情報公開機関が対象情報に対して何らかの積極的意義を見いだして行

われる「情報公開」が現時点では一律に掲載される構成であるように見受けられるが、例えば市民

活動情報など各機関が意図する情報の公開が反映されるような措置を手配することも今後の配慮と
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して必要になると考えられる。 
 

質問６．このシステムを公開するにあたって、配慮すべきことがあれば記入下さい。 

・ 希少な動植物などの詳しい生息場所などを不特定多数に情報公開することは少し怖い気もする。乱

獲・いたずらなどを考慮する必要があると思う。（※補足：河川環境データベースでは重要種の確認

位置を非公開としている） 
・ サイトの存在を広く知ってもらうための広報活動 
・ 新しい情報や更新はどのように予定されているか？市民活動団体へ粘り強く広報。更新情報や新規

情報の扱いなど 
・ 対象年齢はどれくらいなのか知りたい 
・ システムを公開する目的を明確にする必要がある。つくるのは目的ではない。誰にどのように活用

してもらうかを明確にして、必要な情報を掲載し、かつ負担をかけずに利用者の情報を提供して頂

けるようにしないと誰も見なくなる。 
・ PC が、windows vista、Internet Explorer７の環境で見たところ、表示等に時間がかかり、ストレス

を感じた。まだまだ旧 PC を利用しているユーザも多くいることを配慮いただけると良い。 
・ 使われるサイトにするためには、やはり軽さが一番だと思う。 
・ Internet Explorer６であったので、画面がずれるなど、不具合がないようにしてほしい。大縮尺で表

示すると、アイコンを読み込みに時間を要するので、もう少し表示時間が短くなるようにしてほし

い。 
・ 公開後に、継続して関連サイトのリンク切れの確認や情報が常に最新のものになっているか、定期

的に確認を行うことが必要。 
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参考資料４ 市民との河川環境に関する情報交換・共有と連携・協働のポイント（案） 
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・ 「鶴見川流域水マスタープラン」 国土交通省京浜河川事務所ホームページ：http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/tsurumi/project/masterplan/00_top/index.htm 
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＊写真：吉村伸一（株式会社吉村伸一流域計画室）
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＊写真：野川流域連絡会 
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＊国土交通省京浜河川事務所ホームページ 
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＊写真：旭川流域ネットワーク
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